[image: HITACHI Inspire The Next]
トランザクショナル分散オブジェクト基盤
TPBroker Object Transaction Monitor　プログラマーズガイド
文法・操作書
3000-3-909

目　　次
	前書き
	はじめに
	1.　IDL文法
	1.1　IDL定義一覧
	1.2　IDLデータ型
	1.3　IDL文法の注意事項
	2.　アプリケーションプログラムの作成（C++）
	2.1　アプリケーションプログラムの作成手順（C++）
	2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）	2.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）
	2.2.3　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの実行時の処理（C++）


	2.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）	2.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）


	2.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）	2.4.1　セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.4.2　セション呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）


	2.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（C++）	2.5.1　TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.5.2　TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例（C++）


	2.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（C++）	2.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例（C++）


	2.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（C++）	2.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例（C++）


	2.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（C++）	2.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例（C++）


	3.　アプリケーションプログラミングインタフェース（C++）
	クラスの一覧（C++）
	クラス関連図（C++）
	公開メソッド呼び出しと内部参照（C++）
	ABC_TSCacpt（C++）
	ABC_TSCfactimpl（C++）
	ABC_TSCimpl（C++）
	ABC_TSCprxy（C++）
	ABC_TSCsk（C++）
	ABC_TSCspxy（C++）
	TSCAcceptor（C++）
	TSCAdm（C++）
	TSCClient（C++）
	TSCContext（C++）
	TSCDomain（C++）
	TSCObject（C++）
	TSCObjectFactory（C++）
	TSCProxyObject（C++）
	TSCRootAcceptor（C++）
	TSCServer（C++）
	TSCSessionProxy（C++）
	TSCSystemException（C++）
	TSCSystemExceptionの派生クラス（C++）
	TSCThread（C++）
	TSCThreadFactory（C++）
	TSCWatchTime（C++）
	4.　アプリケーションプログラムの作成（Java）
	4.1　アプリケーションプログラムの作成手順（Java）
	4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）	4.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）
	4.2.3　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの実行時の処理（Java）


	4.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）	4.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）


	4.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）	4.4.1　セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.4.2　セション呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）


	4.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（Java）	4.5.1　TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.5.2　TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例（Java）


	4.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（Java）	4.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例（Java）


	4.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（Java）	4.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例（Java）


	4.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（Java）	4.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例（Java）


	5.　アプリケーションプログラミングインタフェース（Java）
	クラスの一覧（Java）
	クラス関連図（Java）
	公開メソッド呼び出しと内部参照（Java）
	ABC_TSCacpt（Java）
	ABC_TSCfactimpl（Java）
	ABC_TSCimpl（Java）
	ABC_TSCprxy（Java）
	ABC_TSCsk（Java）
	ABC_TSCspxy（Java）
	TSCAcceptor（Java）
	TSCAdm（Java）
	TSCClient（Java）
	TSCContext（Java）
	TSCDomain（Java）
	TSCObject（Java）
	TSCObjectFactory（Java）
	TSCProxyObject（Java）
	TSCRootAcceptor（Java）
	TSCServer（Java）
	TSCSessionProxy（Java）
	TSCSystemException（Java）
	TSCSystemExceptionの派生クラス（Java）
	TSCThread（Java）
	TSCThreadFactory（Java）
	TSCWatchTime（Java）
	6.　コマンドリファレンス
	コマンドの一覧
	tscidl2cpp（トランザクションフレームの出力（C++））
	tscidl2j（トランザクションフレームの出力（Java））
	付録
	付録A　エラーコード一覧
	付録B　場所コード一覧
	付録C　完了状態一覧
	付録D　内容コード一覧	付録D.1　内容コード1000～1999
	付録D.2　内容コード2000～2999
	付録D.3　内容コード3000～3999
	付録D.4　内容コード4000～4999
	付録D.5　内容コード5000～5999
	付録D.6　内容コード6000～6999
	付録D.7　内容コード7000～7999
	付録D.8　内容コード8000～8999
	付録D.9　内容コード9000～9999
	付録D.10　内容コード10000～10999
	付録D.11　内容コード11000～11999
	付録D.12　内容コード12000～12999
	付録D.13　内容コード13000～13999
	付録D.14　内容コード14000～14999
	付録D.15　内容コード15000～15999
	付録D.16　内容コード16000～16999
	付録D.17　内容コード17000以降


	索引


[他社商品名称に関する表示]
All Rights Reserved. Copyright (C) 2004, Hitachi, Ltd.

前書き
■ 対象製品
・適用OS：AIX 5L
P-1M64-E151　 TPBroker Object Transaction Monitor　 05-00※
P-1M64-E251　 TPBroker Object Transaction Monitor - Client　 05-00※
P-1M64-E551　 TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker　 02-00※
・適用OS：HP-UX 11i，11.0
P-1B64-E151　 TPBroker Object Transaction Monitor　 05-00※
P-1B64-E251　 TPBroker Object Transaction Monitor - Client　 05-00※
P-1B64-E551　 TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker　 02-00※
・適用OS：HP-UX 11i V2.0 (IPF)
P-1J64-E151　 TPBroker Object Transaction Monitor　 05-00※
P-1J64-E251　 TPBroker Object Transaction Monitor - Client　 05-00※
P-1J64-E551　 TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker　 02-00※
・適用OS：Red Hat Enterprise Linux AS 3.0
P-9S64-E151　 TPBroker Object Transaction Monitor　 05-00※
P-9S64-E251　 TPBroker Object Transaction Monitor - Client　 05-00※
P-9S64-E551　 TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker　 02-00※
・適用OS：Red Hat Enterprise Linux AS 3.0 (IPF)
P-9V64-E151　 TPBroker Object Transaction Monitor　 05-00※
P-9V64-E251　 TPBroker Object Transaction Monitor - Client　 05-00※
P-9V64-E551　 TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker　 02-00※
・適用OS：Solaris
P-9D64-E151　 TPBroker Object Transaction Monitor　 05-00※
P-9D64-E251　 TPBroker Object Transaction Monitor - Client　 05-00※
P-9D64-E551　 TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker　 02-00※
・適用OS：Windows Server 2003，Windows XP，Windows 2000
P-2464-E154　 TPBroker Object Transaction Monitor　 05-00
P-2464-E254　 TPBroker Object Transaction Monitor - Client　 05-00
P-2464-E554　 TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker　 02-00※
・適用OS：Windows Server 2003 (IPF)
P-2864-E154　 TPBroker Object Transaction Monitor　 05-00※
P-2864-E254　 TPBroker Object Transaction Monitor - Client　 05-00※
P-2864-E554　 TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker　 02-00※
※印のプログラムプロダクトについては，発行時期をご確認ください。
これらのプログラムプロダクトのほかにも，このマニュアルをご利用になれる場合があります。詳細は「ソフトウェア添付資料」または「Readmeファイル」でご確認ください。
■ 輸出時の注意
本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。
■ 商標類
	AIXは，米国における米国International Business Machines Corp.の登録商標です。
	Borlandのブランド名および製品名はすべて，米国Borland Software Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。
	CORBAは，Object Management Groupが提唱する分散処理環境アーキテクチャの名称です。
	HP-UXは，米国Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。
	Itaniumは，アメリカ合衆国および他の国におけるインテル コーポレーションまたはその子会社の登録商標です。
	Java 及びすべてのJava関連の商標及びロゴは，米国及びその他の国における米国Sun Microsystems,Inc.の商標または登録商標です。
	Linuxは，Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。
	Microsoftは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
	Red Hatは，米国およびその他の国でRed Hat,Inc. の登録商標若しくは商標です。
	Solarisは，米国Sun Microsystems, Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
	UNIXは，X/Open Company Limited が独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標です。
	Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
	Windows Serverは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の商標です。
	　
	プログラムプロダクト「P-9D64-E151，P-9D64-E251，P-9D64-E551」には，米国Sun Microsystems, Inc.が著作権を有している部分が含まれています。
	プログラムプロダクト「P-9D64-E151，P-9D64-E251，P-9D64-E551」には，UNIX System Laboratories, Inc.が著作権を有している部分が含まれています。

■ 発行
2004年 9月（第1版）3000-3-909
■ 著作権
All Rights Reserved. Copyright (C) 2004, Hitachi, Ltd.

はじめに
このマニュアルは，TPBroker Object Transaction Monitor，TPBroker Object Transaction Monitor - Client，およびTPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Brokerを使用してアプリケーションプログラムを作成する方法について説明したものです。
なお，このマニュアルでは，TPBroker Object Transaction MonitorをOTMと表記し，TPBroker Object Transaction Monitor - ClientをOTM - Clientと表記しています。また，TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request BrokerをOTM - Connector for ORBと表記しています。これらすべてを総称するときは，TPBroker OTMと表記します。
OTM - Connector for ORBは，TPBroker OTM 05-00ではサポートされていません。サポート時期をご確認の上，ご使用ください。
対象読者
TPBroker OTMを使用するシステム管理者およびアプリケーションプログラマを対象としています。

マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。
	第1章　IDL文法
	OTMのトランザクションフレームジェネレータで使用するIDL文法について説明しています。

	第2章　アプリケーションプログラムの作成（C++）
	C++でアプリケーションプログラムを作成する方法について説明しています。

	第3章　アプリケーションプログラミングインタフェース（C++）
	C++で使用するクラスライブラリについて説明しています。

	第4章　アプリケーションプログラムの作成（Java）
	Javaでアプリケーションプログラムを作成する方法について説明しています。

	第5章　アプリケーションプログラミングインタフェース（Java）
	Javaで使用するクラスライブラリについて説明しています。

	第6章　コマンドリファレンス
	アプリケーションプログラムの作成時に使用するコマンドについて説明しています。

	付録A　エラーコード一覧
	OTMで障害が発生したときに，障害の内容を示すエラーコードについて説明しています。

	付録B　場所コード一覧
	OTMで障害が発生した場所を示す場所コードについて説明しています。

	付録C　完了状態一覧
	OTMで障害が発生したときに，メソッド（副プログラム）の呼び出しが完了しているかどうかを示す完了コードについて説明しています。

	付録D　内容コード一覧
	例外で使用する内容コードについて説明しています。


関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
[image: [図データ]]

読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて直接章を選択して読むことができます。利用目的別に次の流れに従ってお読みいただくことをお勧めします。
[image: [図データ]]

このマニュアルでの表記
このマニュアルで使用する製品名称の略称を次に示します。
	製品名称	略称
	AIX 5L	AIX
	HP-UX 11.0	HP-UX
	HP-UX 11i
	HP-UX 11i V2.0 (IPF)
	Itanium(R) Processor Family	IPF
	Java(TM)	Java
	Red Hat Enterprise Linux AS 3.0	Linux
	Red Hat Enterprise Linux AS 3.0 (IPF)
	TPBroker for C++	TPBroker
	TPBroker for Java
	TPBroker Object Transaction Monitor	OTM	TPBroker OTM
	TPBroker Object Transaction Monitor - Client	OTM - Client
	TPBroker Object Transaction Monitor - Connector for Object Request Broker	OTM - Connector for ORB
	Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced Server Operating System	Windows 2000
	Microsoft(R) Windows(R) 2000 Datacenter Server Operating System
	Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional Operating System
	Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server Operating System
	Microsoft(R) Windows Server(TM) 2003, Standard Edition	Windows Server 2003
	Microsoft(R) Windows Server(TM) 2003, Enterprise Edition
	64ビットバージョンMicrosoft(R) Windows Server(TM) 2003, Enterprise Edition (IPF)	Windows Server 2003 (IPF)
	Microsoft(R) Windows(R) XP Professional Operating System	Windows XP

	Windows 2000，Windows Server 2003，Windows Server 2003 (IPF)およびWindows XPで機能差がない場合，Windowsと表記しています。
	AIX，HP-UX，LinuxおよびSolarisを合わせてUNIXと表記しています。


このマニュアルで使用する英略語の一覧を示します。
	英略語	英字での表記
	CORBA	Common Object Request Broker Architecture
	DLL	Dynamic Linking Library
	IDL	Interface Definition Language
	ORB	Object Request Broker
	OS	Operating System
	QoS	Quality of Service
	TSC	TPBroker Schedule Control
	URL	Uniform Resource Locator


図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。
[image: [図データ]]

文法の記号
このマニュアルで使用する記号の意味を示します。
C++，Javaのインタフェースで次の表に示す記号を使用した場合，各言語の文法規則に従います。
	文法記述記号	意味
	[ ]	この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを示します。
（例）tscdmstart [-TSCForceStart]
これは，tscdmstartと指定するか，またはtscdmstart -TSCForceStartと指定することを示します。
	...	この記号で示す直前の項目を繰り返し指定できることを示します。
（例）-I ディレクトリ[:ディレクトリ...]
これは，-Iオプションに，ディレクトリを繰り返し指定できることを示します。
	｜	この記号で区切られた項目を選択できることを示します。
（例）-format 1|2
これは，-formatオプションに1か2のどちらかを指定できることを示します。
	～	この記号のあとにユーザ指定値の属性を示します。
	《 》	ユーザが指定を省略したときの省略値を示します。
	＜ ＞	ユーザ指定値の構文要素を示します。
	(( ))	ユーザ指定値の指定範囲を示します。
	＜英字＞	アルファベット（A～Z，a～z）と＿（アンダースコア）
	＜英数字＞※	英字と数字（0～9）
	＜文字列＞	任意の文字の配列
	＜符号なし整数＞※	数字（0～9）
	＜2進数字＞	数字（0または1）

	注
	すべて1バイトコードで指定してください。

	注※
	数字は10進数表現で指定してください。


常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語については，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）　雛形（ひながた）　閉塞（へいそく）


1.　IDL文法
この章では，OTMのトランザクションフレームジェネレータで使用するIDL文法について説明します。
	＜この章の構成＞
	1.1　IDL定義一覧
	1.2　IDLデータ型
	1.3　IDL文法の注意事項



1.1　IDL定義一覧
ユーザはユーザ定義IDLインタフェースをIDLファイルに定義します。その後，IDLファイルをトランザクションフレームジェネレータで変換してトランザクションフレームを出力します。トランザクションフレームは，TSCユーザプロキシ，TSCユーザアクセプタ，TSCユーザスケルトンなどを含むプログラミングコードです。
各IDL定義をトランザクションフレームジェネレータで使用できるかどうかを表1-1に示します。さらに，ほかのIDLファイルに#include文で指定されるIDLファイルでIDL定義を使用できるかどうかを表1-2に，operation定義を使用できるかどうかを表1-3に示します。
表1-1　IDL定義の使用の可否
	種別	使用の可否
	module定義	○
	interface定義	○（継承定義は使用できません）
	operation定義	○（context指定は使用できません）
	typedef定義	○（arrayまたはsequenceだけ使用できます）
	struct定義	○
	union定義	○
	enum定義	○
	constant定義	×
	attribute定義	×
	exception定義	○

	（凡例）
	○：使用できます。
	×：使用できません。

 
表1-2　#include文で指定されるIDL定義の使用の可否
	種別	使用の可否
	module定義	○
	interface定義	×
	operation定義	×
	typedef定義	○（arrayまたはsequenceだけ使用できます）
	struct定義	○
	union定義	○
	enum定義	○
	constant定義	×
	attribute定義	×
	exception定義	○

	（凡例）
	○：使用できます。
	×：使用できません。

 
表1-3　operation定義の使用の可否
	定義内容	使用の可否
	in引数	○
	out引数	○
	inout引数	○
	リターン値	○（voidも使用できます）
	raises定義	○
	context定義	×
	oneway定義	○（セション呼び出しでは使用できません）

	（凡例）
	○：使用できます。
	×：使用できません。



1.2　IDLデータ型
IDLデータ型はoperation定義の引数およびリターン値，struct定義のメンバ，union定義のメンバ，array型の要素，sequence型の要素，ならびにexception定義のメンバに使用できます。
array型およびsequence型は，必ずtypedefしてください。
IDLデータ型を使用できるかどうかを次の表に示します。
表1-4　IDLデータ型の使用の可否
	データ型	使用の可否（C++およびJava）
	Primitive	○※1
	struct	○
	sequence	○（最大長指定は使用できません）
	array	○
	union	○※2
	enum	○
	interface	×（データ型として使用できません）
	any	○（Primitive型またはsequence<octet>型だけ使用できます）
	typedef	○（array型またはsequence型だけ使用できます）
	Object Reference	×
	fixed	×

	（凡例）
	○：使用できます。
	×：使用できません。

	注※1
	詳細については，表1-5を参照してください。

	注※2
	union型のcaseラベルには，次に示すデータ型または値を使用できません。
		long long型
	unsigned short型で32767を超える値
	char型で非表示文字（ASCIIコードで31以下および127以上）の値



 
表1-5　Primitive型データの使用の可否
	データ型	使用の可否（C++）	使用の可否（Java）
	short	○
	long	○
	unsigned short	○	○（shortと同様に扱われます）
	unsigned long	○	○（longと同様に扱われます）
	float	○
	double	○
	char	○
	boolean	○
	octet	○
	string	○
	long long	○
	unsigned long long	○	○（long longと同様に扱われます）
	long double	×
	wchar※	○
	wstring※	○（最大長指定は使用できません）

	（凡例）
	○：使用できます。
	×：使用できません。

	注※
	wchar型およびwstring型を使用しても文字コードは変換されません。異なる言語やプラットフォーム間ではwchar型およびwstring型は使用しないでください。



1.3　IDL文法の注意事項
	IDL文法に誤りがある場合，エラーが出力されます。IDL文法が正しくても，トランザクションフレームジェネレータが使用できない定義をする場合，または構文以外の規則に違反がある場合，動作が常に同じになるという保証はありません。
	プリプロセッサに対する指定は，#include文だけ記述できます。
	IDL中での前方参照はできません。
	使用する各プログラミング言語の予約語を，IDL中の識別子として使用できません。
	IDL中で使用する識別子は一意になるようにしてください。
	大文字と小文字に関係なく，"TSC"で始まる識別子は使用できません。



2.　アプリケーションプログラムの作成（C++）
この章では，C++でアプリケーションプログラムを作成する方法について説明します。
	＜この章の構成＞
	2.1　アプリケーションプログラムの作成手順（C++）
	2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
	2.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
	2.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
	2.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（C++）
	2.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（C++）
	2.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（C++）
	2.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（C++）



2.1　アプリケーションプログラムの作成手順（C++）
C++でアプリケーションプログラムを作成する手順を次の図に示します。
図2-1　アプリケーションプログラムを作成する手順（C++）
[image: [図データ]]
	注※1
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラスの雛形（雛形クラス）です。クラスのシグネチャ，およびコードの一部はすでに記述されています。自動生成されたままの状態では利用できないクラスなので，ユーザはコードを追加する必要があります。

	注※2
	TPBrokerのIDLコンパイラが生成するクラス（TPBrokerクラス）です。

	注※3
	トランザクションフレームジェネレータが生成する基底クラス，およびそのまま使用できるクラス（ユーザ定義IDLインタフェース依存クラス）です。TPBrokerスタブクラスまたはTPBrokerスケルトンクラスと継承関係にあります。

	注※4
	システム提供クラスです。OTMの機能の中心となるクラスです。

図中の1.～5.の手順は次のとおりです。
	ユーザ定義IDLインタフェースを定義します。
	TPBrokerのIDLコンパイラを使用してTPBrokerクラスを生成します。
	トランザクションフレームジェネレータを使用してユーザ定義IDLインタフェース依存クラスおよび雛形クラスを生成します。
	次に示すコードを記述してサーバアプリケーションを作成します。
	TSCユーザオブジェクト（雛形クラスの編集）
	TSCユーザオブジェクトファクトリ（雛形クラスの編集）
	サービス登録処理


	次に示すコードを記述してクライアントアプリケーションを作成します。
	サービス利用処理
	TSCユーザプロキシ呼び出し



次に，図中のオブジェクトについて説明します。
	TPBrokerスタブ
TPBrokerのIDLコンパイラが生成するスタブのオブジェクトです。

	TSCユーザプロキシ
クライアントアプリケーションがTSCユーザオブジェクトを呼び出すための代理オブジェクトです。ユーザ定義IDLインタフェース依存のオブジェクトです。

	TSCユーザオブジェクトファクトリ
サーバアプリケーションで，TSCユーザオブジェクトを生成するオブジェクトです。実装についてはユーザが記述します。雛形のオブジェクトです。

	TSCユーザオブジェクト
サーバアプリケーションで，サービスを提供するオブジェクトです。このオブジェクトは，TSCユーザスケルトンを継承し，実装についてはユーザが記述します。雛形のオブジェクトです。

	TSCユーザアクセプタ
TSCユーザプロキシから呼び出し要求を受けて，TSCユーザオブジェクトにリクエストを配送するオブジェクトです。ユーザ定義IDLインタフェース依存のオブジェクトです。

	TPBrokerスケルトン
TPBrokerのIDLコンパイラが生成するスケルトンのオブジェクトです。

	TSCユーザスケルトン
TSCユーザオブジェクトのスケルトンです。ユーザ定義IDLインタフェース依存のオブジェクトです。




2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムのC++での作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
ユーザ定義IDLインタフェースの例を次に示します。
	//

// "ABCfile.idl"

//

 

typedef sequence<octet> sampleOctetSeq;

 

interface ABC

{

 void call(in sampleOctetSeq in_data,

      out sampleOctetSeq out_data);

};



	IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerのIDLコンパイラはユーザ定義IDLインタフェースから次のファイルを生成します。
	ABCfile_c.hh
	ABCfile_c.cc
	ABCfile_s.hh
	ABCfile_s.cc


	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義IDLインタフェースから次の表に示すクラスを生成します。
表2-1　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクションフレームジェネレータが生成するクラス（C++）
	分類	ファイル名	生成するクラス名（オブジェクト名）
	クライアントアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		ABCfile_TSC_c.hh
	ABCfile_TSC_c.cc

		ABC_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）


	サーバアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		ABCfile_TSC_s.hh
	ABCfile_TSC_s.cc

		ABC_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
	ABC_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）


	雛形クラス		ABCfile_TSC_t.hh
	ABCfile_TSC_t.cc

		ABC_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
	ABC_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクトリ）





	＜この節の構成＞
	2.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）
	2.2.3　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの実行時の処理（C++）



2.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
	＜この項の構成＞
	(1)　サービス利用処理の流れ
	(2)　サービス利用処理のコード
	(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード


(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCユーザプロキシの削除
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "Client.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "ABCfile_TSC_c.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

extern void callService(ABC_TSCprxy_ptr abc);

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCClient_ptr tsc_client = 0;

 

 try

 {

  tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,

  TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

 ////////

 

 // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCProxy生成

 ABC_TSCprxy_ptr my_proxy = 0;

 

 try

 {

  my_proxy = new ABC_TSCprxy(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

 //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

 ////////

 

 try

 {

  callService(my_proxy);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_proxy;

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 6, TSCユーザプロキシの削除

 ////////

 

 delete my_proxy;

 

 ////////

 // 7, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 8, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endClient();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
//

// "callService.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "ABCfile_TSC_c.hh"

 

#define SEND_MESSAGE_LENGTH (256)

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

void callService(ABC_TSCprxy_ptr abc)

{

 

 ////////

 // サービスの呼び出し

 ////////

 

 // in引数の準備

 sampleOctetSeq req_data;

 req_data.length(SEND_MESSAGE_LENGTH);

 for(int i=0; i<SEND_MESSAGE_LENGTH; ++i)

 {

  req_data[i] = (unsigned char)(i%256);

 };

 

 // out引数の準備

 sampleOctetSeq_var res_data;

 

 try

 {

  // サーバのメソッドの呼び出し

  abc->call(req_data, res_data.out());

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  throw;

 }

 

}


2.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）
同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスABC_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスABC_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード
	(2)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ
	(4)　サービス登録処理のコード


(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード
//

// "ABCfile_TSC_t.hh"

//

#ifndef _ABCfile_TSC_T_HDR

#define _ABCfile_TSC_T_HDR

 

#include <tscobject.h>

 

#include "ABCfile_TSC_s.hh"

 

class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory

{

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 ABC_TSCfactimpl();

 

 virtual ~ABC_TSCfactimpl();

 

 virtual TSCObject_ptr create();

 virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);

 

};

 

class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk

{

private:

 

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 ABC_TSCimpl();

 ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);

 

 virtual ~ABC_TSCimpl();

 

 void call(const sampleOctetSeq& in_data,

           sampleOctetSeq_out out_data);

 

 // メソッドが呼ばれた回数

 CORBA::Long m_counter;

 

};

 

#endif // _ABCfile_TSC_T_HDR

(2)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
//

// "ABCfile_TSC_t.cpp"

//

#include "ABCfile_TSC_t.hh"

 

ABC_TSCfactimpl::ABC_TSCfactimpl()

{

 // Constructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述

  // します。引数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCfactimpl::~ABC_TSCfactimpl()

{

 // Destructor of factory implementation.

 // Write user own code.

  // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述

  // します。

}

 

TSCObject_ptr

ABC_TSCfactimpl::create()

{

 // Method to create user object.

 // Write user own code.

 // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

  // 必要に応じて変更してください。

 return new ABC_TSCimpl();

}

 

void

ABC_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)

{

 // Method to destroy user object.

 // Write user own code.

 // ここに後処理のコードを記述します。

  // 必要に応じて変更してください。

 delete tsc_obj;

}

 

ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl()

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

  // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

 // 引数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)

            : ABC_TSCsk(_tpbroker_object_name)

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

  // 引数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCimpl::~ABC_TSCimpl()

{

  // Destructor of implementation.

 // Write user own code.

 // ユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述します。

}

 

void ABC_TSCimpl::call(const sampleOctetSeq& in_data,

                sampleOctetSeq_out out_data)

{

 // Operation "::ABC::call".

 // Write user own code.

 // ユーザメソッドのコードを記述します。

 out_data = new sampleOctetSeq();

 out_data->length(0);

 

 // メソッドが呼ばれた回数を増加させます。

 // （このメソッドの処理は引数の値と無関係です）

 m_counter++;

 printf("Call method in ABC_TSCimpl¥n");

}

(3)　サービス登録処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および各種設定
	TSCルートアクセプタの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの活性化
	実行制御の受け渡し
	TSCルートアクセプタの非活性化
	TSCルートアクセプタの削除
	TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの削除（delete）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(4)　サービス登録処理のコード
//

// "Server.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <tscadm.h>

#include <tscobject.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "ABCfile_TSC_t.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initServer(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCServer_ptr tsc_server = 0;

 

 try

 {

  // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得

  tsc_server = TSCAdm::getTSCServer(tsc_domain);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタ(new)，

 //  および各種設定

 ////////

 

 // ABC_TSCfactimplの生成

 TSCObjectFactory_ptr my_obj_fact = new ABC_TSCfactimpl();

 

 // TSCAcceptorの生成

 TSCAcceptor_ptr my_acpt = 0;

 

 try

 {

  my_acpt = new ABC_TSCacpt(my_obj_fact);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定

 ////////

 

 // TSCRootAcceptorの生成

 TSCRootAcceptor_ptr my_rt_acpt = 0;

 

 try

 {

  my_rt_acpt = TSCRootAcceptor::create(tsc_server);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 try

 {

  // TSCRootAcceptorへの登録

  my_rt_acpt->registerAcceptor(my_acpt);

 

  // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。

  // デフォルト値は1

  // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。

  // my_rt_acpt->setParallelCount(5);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 6, TSCルートアクセプタの活性化

 ////////

 

 try

 {

  // オブジェクトの活性化

  my_rt_acpt->activate("serviceX");

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 7, 実行制御の受け渡し

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::serverMainloop();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   my_rt_acpt->deactivate();

   TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 8, TSCルートアクセプタの非活性化

 ////////

 

 try

 {

  // オブジェクトの非活性化

  my_rt_acpt->deactivate();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 9, TSCルートアクセプタの削除

 ////////

 

 TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

 

 ////////

 // 10, TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの

 //   削除(delete)

 ////////

 

 delete my_acpt;

 delete my_obj_fact;

 

 ////////

 // 11, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 delete tsc_domain;

 

 ////////

 // 12, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endServer();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};


2.2.3　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの実行時の処理（C++）
同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムを実行した場合の処理シーケンスを示します。
	＜この項の構成＞
	(1)　クライアントアプリケーションの開始（C++）
	(2)　サーバアプリケーションの開始（C++）


(1)　クライアントアプリケーションの開始（C++）
クライアントアプリケーションを開始すると，サービスの利用処理が実行されます。ABC_TSCprxyのメソッドを呼び出すと，ABC_TSCskを経由し，ユーザが実装したABC_TSCimplのメソッドが呼び出されます。
クライアントアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。
図2-2　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの開始（C++）
[image: [図データ]]
	TSCユーザプロキシのメソッドが呼び出されます。
	スケジューリングおよびTPBrokerの通信が実行されます。
	TSCユーザオブジェクトのメソッドが呼び出されます。


(2)　サーバアプリケーションの開始（C++）
サーバアプリケーションを開始すると，サービスの登録処理が実行されます。TSCRootAcceptorのactivateメソッドを呼び出すと，ABC_TSCfactimplにABC_TSCimplのcreateが呼び出されます。
サーバアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。
図2-3　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの開始（C++）
[image: [図データ]]
	TSCユーザオブジェクトの活性化処理が実行されます。
	TSCユーザオブジェクトのインプリメンテーションが生成されます。



2.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムのC++での作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
ユーザ定義IDLインタフェースの例を次に示します。
	//

// "XYZfile.idl"

//

 

interface XYZ

{

 oneway void callOnly(in long in_data);

};



	IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerのIDLコンパイラはユーザ定義IDLインタフェースから次のファイルを生成します。
	XYZfile_c.hh
	XYZfile_c.cc
	XYZfile_s.hh
	XYZfile_s.cc


	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義IDLインタフェースから次の表に示すクラスを生成します。
表2-2　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクションフレームジェネレータが生成するクラス（C++）
	分類	ファイル名	生成するクラス名（オブジェクト名）
	クライアントアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		XYZfile_TSC_c.hh
	XYZfile_TSC_c.cc

		XYZ_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）


	サーバアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		XYZfile_TSC_s.hh
	XYZfile_TSC_s.cc

		XYZ_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
	XYZ_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）


	雛形クラス		XYZfile_TSC_t.hh
	XYZfile_TSC_t.cc

		XYZ_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
	XYZ_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクトリ）





	＜この節の構成＞
	2.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）



2.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
	＜この項の構成＞
	(1)　サービス利用処理の流れ
	(2)　サービス利用処理のコード
	(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード


(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCユーザプロキシの削除
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "Client.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "XYZfile_TSC_c.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

extern void callOnlyService(XYZ_TSCprxy_ptr xyz);

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCClient_ptr tsc_client = 0;

 

 try

 {

  tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,

         TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

 ////////

 

 // ユーザ定義IDLインタフェース"XYZ"用のTSCPrxy生成

 XYZ_TSCprxy_ptr my_proxy = 0;

 

 try

 {

  my_proxy = new XYZ_TSCprxy(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

  }

 

 ////////

 // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

 //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

 ////////

 

 try

 {

  callOnlyService(my_proxy);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_proxy;

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 6, TSCユーザプロキシの削除

 ////////

 

 delete my_proxy;

 

 ////////

 // 7, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 8, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endClient();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
//

// "callOnlyService.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "XYZfile_TSC_c.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

void callOnlyService(XYZ_TSCprxy_ptr xyz)

{

 

 ////////

 // サービスの呼び出し

 ////////

 

 // Setup of in-argument

 CORBA::Long req_data = 100;

 

 try

 {

  // サーバのメソッド呼び出し

  xyz->callOnly(req_data);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  throw;

 }

 

}


2.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）
非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスXYZ_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスXYZ_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のヘッダのコード
	(2)　TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ
	(4)　サービス登録処理のコード


(1)　TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のヘッダのコード
//

// "XYZfile_TSC_t.hh"

//

#ifndef _XYZfile_TSC_T_HDR

#define _XYZfile_TSC_T_HDR

 

#include <tscobject.h>

 

#include "XYZfile_TSC_s.hh"

 

class XYZ_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory

{

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 XYZ_TSCfactimpl();

 virtual ~XYZ_TSCfactimpl();

 

 virtual TSCObject_ptr create();

 virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);

 

};

 

class XYZ_TSCimpl : public XYZ_TSCsk

{

private:

 

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 XYZ_TSCimpl();

 XYZ_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);

 

 virtual ~XYZ_TSCimpl();

 

 void callOnly(CORBA::Long in_data);

 

};

 

#endif // _XYZfile_TSC_T_HDR

(2)　TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のコード
//

// "XYZfile_TSC_t.cpp"

//

#include "XYZfile_TSC_t.hh"

 

XYZ_TSCfactimpl::XYZ_TSCfactimpl()

{

 // Constructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述して

 // ください。

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

}

 

XYZ_TSCfactimpl::~XYZ_TSCfactimpl()

{

 // Destructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述して

 // ください。

}

 

TSCObject_ptr

XYZ_TSCfactimpl::create()

{

 // Method to create user object.

 // Write user own code.

 // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 return new XYZ_TSCimpl();

}

 

void

XYZ_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)

{

 // Method to destroy user object.

 // Write user own code.

 // 後処理のコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 delete tsc_obj;

}

 

XYZ_TSCimpl::XYZ_TSCimpl()

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // ユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述してください。

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

}

 

XYZ_TSCimpl::XYZ_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)

   : XYZ_TSCsk(_tpbroker_object_name)

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // ユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述してください。

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

}

 

XYZ_TSCimpl::~XYZ_TSCimpl()

{

 // Destructor of implementation.

 // Write user own code.

 // ユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述してください。

}

 

void

XYZ_TSCimpl::callOnly(CORBA::Long in_data)

{

 // Operation "::XYZ::callOnly".

 // Write user own code.

 // ユーザメソッドのコードを記述します。

 printf("Call method in XYZ_TSCimpl. In_data = %d¥n",

     in_data);

}

(3)　サービス登録処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および各種設定
	TSCルートアクセプタの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの活性化
	実行制御の受け渡し
	TSCルートアクセプタの非活性化
	TSCルートアクセプタの削除
	TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの削除（delete）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(4)　サービス登録処理のコード
//

// "Server.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <tscadm.h>

#include <tscobject.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "XYZfile_TSC_t.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initServer(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCServer_ptr tsc_server = 0;

 

 try

 {

  // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得

  tsc_server = TSCAdm::getTSCServer(tsc_domain);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタ(new)，

 //  および各種設定

 ////////

 

 // XYZ_TSCfactimplの生成

 TSCObjectFactory_ptr my_obj_fact = new XYZ_TSCfactimpl();

 

 // TSCAcceptorの生成

 TSCAcceptor_ptr my_acpt = 0;

 

 try

 {

  my_acpt = new XYZ_TSCacpt(my_obj_fact);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定

 ////////

 

 // TSCRootAcceptorの生成

 TSCRootAcceptor_ptr my_rt_acpt = 0;

 

 try

 {

  my_rt_acpt = TSCRootAcceptor::create(tsc_server);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 try

 {

  // TSCRootAcceptorへの登録

  my_rt_acpt->registerAcceptor(my_acpt);

 

  // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。

  // デフォルト値は1

  // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。

  // my_rt_acpt->setParallelCount(5);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 6, TSCルートアクセプタの活性化

 ////////

 

 try

 {

  // オブジェクトの活性化

  my_rt_acpt->activate("serviceX");

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 7, 実行制御の受け渡し

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::serverMainloop();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   my_rt_acpt->deactivate();

   TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 8, TSCルートアクセプタの非活性化

 ////////

 

 try

 {

  // オブジェクトの非活性化

  my_rt_acpt->deactivate();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 9, TSCルートアクセプタの削除

 ////////

 

 TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

 

 ////////

 // 10, TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの

 //   削除(delete)

 ////////

 

 delete my_acpt;

 delete my_obj_fact;

 

 ////////

 // 11, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 delete tsc_domain;

 

 ////////

 // 12, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endServer();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};


2.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
セション呼び出しをするアプリケーションプログラムのC++での作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
ユーザ定義IDLインタフェースの例，およびIDLコンパイラが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）」を参照してください。
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義IDLインタフェースから次の表に示すクラスを生成します。
表2-3　セション呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクションフレームジェネレータが生成するクラス（C++）
	分類	ファイル名	生成するクラス名（オブジェクト名）
	クライアントアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		ABCfile_TSC_p.hh
	ABCfile_TSC_p.cc

		ABC_TSCspxy（TSCユーザプロキシ）


	サーバアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		ABCfile_TSC_s.hh
	ABCfile_TSC_s.cc

		ABC_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
	ABC_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）


	雛形クラス		ABCfile_TSC_t.hh
	ABCfile_TSC_t.cc

		ABC_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
	ABC_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクトリ）
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2.4.1　セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
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(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCユーザプロキシの削除
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "Client.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "ABCfile_TSC_p.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

extern void callSessionService(ABC_TSCspxy_ptr abc);

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCClient_ptr tsc_client = 0;

 

 try

 {

  tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,

  TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

 ////////

 

 // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCspxy生成

 ABC_TSCspxy_ptr my_proxy = 0;

 

 try

 {

  my_proxy = new ABC_TSCspxy(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

 //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

 ////////

 

 try

 {

  callSessionService(my_proxy);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_proxy;

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 6, TSCユーザプロキシの削除

 ////////

 

 delete my_proxy;

 

 ////////

 // 7, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 8, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endClient();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
//

// "callSessionService.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "ABCfile_TSC_p.hh"

 

#define SEND_MESSAGE_LENGTH (256)

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

void callSessionService(ABC_TSCspxy_ptr abc)

{

 

 ////////

 // 1, セションの開始

 ////////

 

 try

 {

  abc->_TSCStart();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  throw;

 }

 

 ////////

 // 2, サービスの呼び出し

 ////////

 

 // in引数の準備

 sampleOctetSeq req_data;

 req_data.length(SEND_MESSAGE_LENGTH);

 for(int i=0; i<SEND_MESSAGE_LENGTH; ++i)

 {

  req_data[i] = (unsigned char)(i%256);

 };

 

 // out引数の準備

 sampleOctetSeq_var res_data;

 

 try

 {

  for(int i=0; i<3; ++i)

  {

   // サーバのメソッドの呼び出し

   abc->call(req_data, res_data.out());

  }

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   abc->_TSCStop();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {}

  throw;

 }

 

 ////////

 // 3, セションの停止

 ////////

 

 try

 {

  abc->_TSCStop();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  throw;

 }

 

}


2.4.2　セション呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）
同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）」を参照してください。


2.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（C++）
TSCContextを利用するアプリケーションプログラムのC++での作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
ユーザ定義IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトランザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）」を参照してください。
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2.5.1　TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
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(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCコンテキストへのユーザデータの設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCユーザプロキシの削除
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "Client.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

#include <tsccontext.h>

 

#include "ABCfile_TSC_c.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

extern void callService(ABC_TSCprxy_ptr abc);

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCClient_ptr tsc_client = 0;

 

 try

 {

  tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,

         TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

   try

   {

    TSCAdm::endClient();

   }

   catch(TSCSystemException& se)

   {

    exit(1);

   }

   exit(1);

  }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

 ////////

 

 // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCProxy生成

 ABC_TSCprxy_ptr my_proxy = 0;

 

 try

 {

  my_proxy = new ABC_TSCprxy(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 5, TSCコンテキストへのユーザデータの設定

 ////////

 

 // TSCコンテキストの取得

 TSCContext_ptr ctx = my_proxy->_TSCContext();

 

 // ユーザIDの取得

 ctx->setUserData((unsigned char*)"UserID:1111", 12,

          TSC_FALSE);

 

 ////////

 // 6, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

 //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

 ////////

 

 try

 {

  callService(my_proxy);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_proxy;

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 7, TSCユーザプロキシの削除

 ////////

 

 delete my_proxy;

 

 ////////

 // 8, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 9, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endClient();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.1(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード」を参照してください。


2.5.2　TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例（C++）
TSCContextを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスABC_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスABC_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード
	(2)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ・コード


(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード
//

// "ABCfile_TSC_t.hh

//

#ifndef _ABCfile_TSC_T_HDR

#define _ABCfile_TSC_T_HDR

 

#include <tscobject.h>

 

#include "ABCfile_TSC_s.hh"

 

class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory

{

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 ABC_TSCfactimpl();

 virtual ~ABC_TSCfactimpl();

 

 virtual TSCObject_ptr create();

 virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);

 

};

 

class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk

{

private:

 

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 ABC_TSCimpl();

 ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);

 

 virtual ~ABC_TSCimpl();

 

 void call(const sampleOctetSeq& in_data,

           sampleOctetSeq_out out_data);

 

};

 

#endif // _ABCfile_TSC_T_HDR

(2)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
//

// "ABCfile_TSC_t.cpp"

//

#include "ABCfile_TSC_t.hh"

 

#include <tsccontext.h>

 

ABC_TSCfactimpl::ABC_TSCfactimpl()

{

 // Constructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述

 // します。引数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCfactimpl::~ABC_TSCfactimpl()

{

  // Destructor of factory implementation.

  // Write user own code.

  // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述

  // します。

}

 

TSCObject_ptr

ABC_TSCfactimpl::create()

{

 // Method to create user object.

 // Write user own code.

 // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 return new ABC_TSCimpl();

}

 

void

ABC_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)

{

 // Method to destroy user object.

 // Write user own code.

 // ここに後処理のコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 delete tsc_obj;

}

 

ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl()

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

 // 数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)

    : ABC_TSCsk(_tpbroker_object_name)

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

 // 数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCimpl::~ABC_TSCimpl()

{

 // Destructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述します。

}

 

void

ABC_TSCimpl::call(const sampleOctetSeq& in_data,

            sampleOctetSeq_out out_data)

{

 // Operation "::ABC::call".

 // Write user own code.

 // ユーザメソッドのコードを記述します。

 

 // TSCコンテキストの取得

 TSCContext_ptr ctx = _TSCContext();

 

 // ユーザデータの取得

 TSCUChar* data = ctx->getUserData();

 TSCInt data_size = ctx->getUserDataLength();

 out_data = new sampleOctetSeq();

 out_data->length(0);

 printf("Call method in ABC_TSCimpl¥n");

}

(3)　サービス登録処理の流れ・コード
同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.2(3)　サービス登録処理の流れ」，「2.2.2(4)　サービス登録処理のコード」を参照してください。


2.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（C++）
TSCThreadを利用するアプリケーションプログラムのC++での作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
ユーザ定義IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトランザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）」を参照してください。
	＜この節の構成＞
	2.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例（C++）



2.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）」を参照してください。


2.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例（C++）
TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスABC_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスABC_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。さらに，TSCユーザスレッドとしてTSCThreadの派生クラスを記述し，TSCユーザスレッドファクトリとしてTSCThreadFactoryの派生クラスを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード
	(2)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
	(3)　TSCユーザスレッド（UserTImpl）とTSCユーザスレッドファクトリ（UserFactImpl）のヘッダのコード
	(4)　TSCユーザスレッド（UserTImpl）とTSCユーザスレッドファクトリ（UserFactImpl）のコード
	(5)　サービス登録処理の流れ
	(6)　サービス登録処理のコード


(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード
//

// "ABCfile_TSC_t.hh"

//

#ifndef _ABCfile_TSC_T_HDR

#define _ABCfile_TSC_T_HDR

 

#include <tscobject.h>

 

#include "ABCfile_TSC_s.hh"

 

class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory

{

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 ABC_TSCfactimpl();

 virtual ~ABC_TSCfactimpl();

 

 virtual TSCObject_ptr create();

 virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);

 

};

 

class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk

{

private:

 

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 ABC_TSCimpl();

 ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);

 

 virtual ~ABC_TSCimpl();

 

 void call(const sampleOctetSeq& in_data,

          sampleOctetSeq_out out_data);

 

};

 

#endif // _ABCfile_TSC_T_HDR

(2)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
//

// "ABCfile_TSC_t.cpp"

//

#include "ABCfile_TSC_t.hh"

 

#include "UserThread.h"

 

ABC_TSCfactimpl::ABC_TSCfactimpl()

{

 // Constructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述

 // します。引数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCfactimpl::~ABC_TSCfactimpl()

{

 // Destructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述

 // します。

}

 

TSCObject_ptr

ABC_TSCfactimpl::create()

{

 // Method to create user object.

 // Write user own code.

 // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 return new ABC_TSCimpl();

}

 

void

ABC_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)

{

 // Method to destroy user object.

 // Write user own code.

 // ここに後処理のコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 delete tsc_obj;

}

 

ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl()

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

 // 引数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)

    : ABC_TSCsk(_tpbroker_object_name)

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

 // 引数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCimpl::~ABC_TSCimpl()

{

 // Destructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述します。

}

 

void ABC_TSCimpl::call(const sampleOctetSeq& in_data,

                sampleOctetSeq_out out_data)

{

 // Operation "::ABC::call".

 // Write user own code.

 // ユーザメソッドのコードを記述します。

 

 // TSCユーザスレッドを取得

 // ここで取得したオブジェクトを消去してはいけません。

 TSCThread_ptr my_thr = this->_TSCThread();

 

 // ユーザクラスにキャスト

 // （仮想継承を使用している場合は，dynamic_castを利用して

 // ください）

 UserTImpl* my_thr_impl = (UserTImpl*)my_thr;

 

 // UserTImplのメソッドを呼び出し，値を取得します。

 CORBA::Long thr_value = my_thr_impl->getValue();

 

 // メソッドが呼ばれた回数を増加させます。

 // （このメソッドの処理は引数の値と無関係です）

 out_data = new sampleOctetSeq();

 out_data->length(0);

 printf("Call method in ABC_TSCimpl¥n");

 

}

(3)　TSCユーザスレッド（UserTImpl）とTSCユーザスレッドファクトリ（UserFactImpl）のヘッダのコード
//

// "UserThread.h"

//

 

#include <tscobject.h>

#include <tscexcept.h>

 

class UserTImpl : public TSCThread

{

public:

 UserTImpl(CORBA::Long init_info);

 virtual ~UserTImpl();

 

 TSCInt getValue();

 

protected:

 //

 TSCInt m_value;

};

 

 

class UserTFactImpl : public TSCThreadFactory

{

public:

 UserTFactImpl();

 virtual ~UserTFactImpl();

 

 virtual TSCThread_ptr create();

 

 virtual void destroy(TSCThread_ptr tsc_object);

};

(4)　TSCユーザスレッド（UserTImpl）とTSCユーザスレッドファクトリ（UserFactImpl）のコード
//

// "UserThread.cpp

//

#include <tscobject.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "UserThread.h"

 

UserTImpl::UserTImpl(CORBA::Long init_value)

 : m_value(init_value)

{}

 

UserTImpl::~UserTImpl()

{}

 

//

//ユーザ定義のメソッド

//

TSCInt

UserTImpl::getValue()

{

 return m_value;

}

 

UserTFactImpl::UserTFactImpl()

{}

 

UserTFactImpl::~UserTFactImpl()

{}

 

TSCThread_ptr

UserTFactImpl::create()

{

 //TSCユーザスレッドを生成します。

 TSCThread_ptr usr_thr = new UserTImpl(222);

 return usr_thr;

}

 

void

UserTFactImpl::destroy(TSCThread_ptr tsc_thr)

{

 //TSCユーザスレッドを削除します。

 delete tsc_thr;

}

(5)　サービス登録処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および各種設定
	TSCユーザスレッドファクトリの生成（new）および各種設定
	TSCルートアクセプタの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの活性化
	実行制御の受け渡し
	TSCルートアクセプタの非活性化
	TSCルートアクセプタの削除
	TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの削除（delete）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(6)　サービス登録処理のコード
//

// "Server.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <tscadm.h>

#include <tscobject.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "ABCfile_TSC_t.hh"

#include "UserThread.h"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initServer(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCServer_ptr tsc_server = 0;

 

 try

 {

  // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得

  tsc_server = TSCAdm::getTSCServer(tsc_domain);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタ（new），

 //  および各種設定

 ////////

 

 // ABC_TSCfactimplの生成

 TSCObjectFactory_ptr my_obj_fact = new ABC_TSCfactimpl();

 

 // TSCAcceptorの生成

 TSCAcceptor_ptr my_acpt = 0;

 

 try

 {

  my_acpt = new ABC_TSCacpt(my_obj_fact);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 //////

 // 5, TSCユーザスレッドファクトリの生成（new）および各種設定

 //////

 TSCThreadFactory_ptr my_thr_fact = new UserTFactImpl();

 

 ////////

 // 6, TSCルートアクセプタの生成および各種設定

 ////////

 

 // TSCRootAcceptorの生成

 TSCRootAcceptor_ptr my_rt_acpt = 0;

 

 try

 {

   my_rt_acpt = TSCRootAcceptor::create(tsc_server,

                     my_thr_fact);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 try

 {

  // TSCRootAcceptorへの登録

  my_rt_acpt->registerAcceptor(my_acpt);

 

  // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。

  // デフォルト値は1

  // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。

  // my_rt_acpt->setParallelCount(5);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 7, TSCルートアクセプタの活性化

 ////////

 

 try

 {

  // オブジェクトの活性化

  my_rt_acpt->activate("serviceX");

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 8, 実行制御の受け渡し

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::serverMainloop();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

   se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

   se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

   se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

   se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   my_rt_acpt->deactivate();

   TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 9, TSCルートアクセプタの非活性化

 ////////

 

 try

 {

  // オブジェクトの非活性化

  my_rt_acpt->deactivate();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 10, TSCルートアクセプタの削除

 ////////

 

 TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

 

 ////////

 // 11, TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの

 //   削除(delete)

 ////////

 

 delete my_acpt;

 delete my_obj_fact;

 

 ////////

 // 12, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 delete tsc_domain;

 

 ////////

 // 13, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endServer();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};


2.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（C++）
ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムのC++での作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
ユーザ定義IDLインタフェースの例を次に示します。
	//

// "EEEfile.idl"

//

 

exception UserExcept {

 long value;

};

 

interface EEE

{

 void call() raises (UserExcept);

};



	IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerのIDLコンパイラはユーザ定義IDLインタフェースから次のファイルを生成します。
	EEEfile_c.hh
	EEEfile_c.cc
	EEEfile_s.hh
	EEEfile_s.cc


	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義IDLインタフェースから次の表に示すクラスを生成します。
表2-4　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムの作成時にトランザクションフレームジェネレータが生成するクラス（C++）
	分類	ファイル名	生成するクラス名（オブジェクト名）
	クライアントアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		EEEfile_TSC_c.hh
	EEEfile_TSC_c.cc

		EEE_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）


	サーバアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		EEEfile_TSC_s.hh
	EEEfile_TSC_s.cc

		EEE_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
	EEE_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）


	雛形クラス		EEEfile_TSC_t.hh
	EEEfile_TSC_t.cc

		EEE_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
	EEE_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクトリ）





	＜この節の構成＞
	2.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例（C++）



2.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
	＜この項の構成＞
	(1)　サービス利用処理の流れ
	(2)　サービス利用処理のコード
	(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード


(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCユーザプロキシの削除
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "Client.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "EEEfile_TSC_c.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

extern void callService(EEE_TSCprxy_ptr eee);

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initClient(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCClient_ptr tsc_client = 0;

 

 try

 {

  tsc_client = TSCAdm::getTSCClient(tsc_domain,

           TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

 ////////

 

 // ユーザ定義IDLインタフェース"EEE"用のTSCProxy生成

 EEE_TSCprxy_ptr my_proxy = 0;

 

 try

 {

  my_proxy = new EEE_TSCprxy(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

 //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

 ////////

 

 try

 {

  callService(my_proxy);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_proxy;

   TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 6, TSCユーザプロキシの削除

 ////////

 

 delete my_proxy;

 

 ////////

 // 7, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCClient(tsc_client);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endClient();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 8, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endClient();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
//

// "callService.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <corba.h>

 

#include <tscadm.h>

#include <tscproxy.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "EEEfile_TSC_c.hh"

 

#define SEND_MESSAGE_LENGTH (256)

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

void callService(EEE_TSCprxy_ptr eee)

{

 

 ////////

 // サービスの呼び出し

 ////////

 

 try

 {

  // サーバのメソッドの呼び出し

  eee->call();

 }

 catch(UserExcept& se)

 {

  cout << "catch = " << se.value << endl;

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  throw;

 }

 

}


2.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例（C++）
ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスEEE_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスEEE_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のヘッダのコード
	(2)　TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ
	(4)　サービス登録処理のコード


(1)　TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のヘッダのコード
//

// "UserExcept_TSC_t.hh"

//

#ifndef _EEEfile_TSC_T_HDR

#define _EEEfile_TSC_T_HDR

 

#include <tscobject.h>

 

#include "EEEfile_TSC_s.hh"

 

class EEE_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory

{

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 EEE_TSCfactimpl();

 virtual ~EEE_TSCfactimpl();

 

 virtual TSCObject_ptr create();

 virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);

 

};

 

class EEE_TSCimpl : public EEE_TSCsk

{

private:

 

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 EEE_TSCimpl();

 EEE_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name);

 

 virtual ~EEE_TSCimpl();

 

 void call(); 

 

};

 

#endif // _EEEfile_TSC_T_HDR

(2)　TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のコード
//

// "UserExcept_TSC_t.cpp"

//

#include "EEEfile_TSC_t.hh"

 

EEE_TSCfactimpl::EEE_TSCfactimpl()

{

 // Constructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述して

 // ください。

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

}

 

EEE_TSCfactimpl::~EEE_TSCfactimpl()

{

 // Destructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述して

 // ください。

}

 

TSCObject_ptr

EEE_TSCfactimpl::create()

{

 // Method to create user object.

 // Write user own code.

 // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 return new EEE_TSCimpl();

}

 

void

EEE_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)

{

 // Method to destroy user object.

 // Write user own code.

 // 後処理のコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 delete tsc_obj;

}

 

EEE_TSCimpl::EEE_TSCimpl()

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述して

 // ください。

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

}

 

EEE_TSCimpl::EEE_TSCimpl(const char* _tpbroker_object_name)

   : EEE_TSCsk(_tpbroker_object_name)

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述して

 // ください。

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

}

 

EEE_TSCimpl::~EEE_TSCimpl()

{

 // Destructor of implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述して

 // ください。

}

 

void

EEE_TSCimpl::call()

{

 // Operation "::EEE::call".

 // Write user own code.

 

 throw UserExcept(123456);

}

(3)　サービス登録処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および各種設定
	TSCルートアクセプタの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの活性化
	実行制御の受け渡し
	TSCルートアクセプタの非活性化
	TSCルートアクセプタの削除
	TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの削除（delete）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(4)　サービス登録処理のコード
//

// "Server.cpp"

//

#include <stdio.h>

#include <iostream>

using namespace std;

 

#include <tscadm.h>

#include <tscobject.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "EEEfile_TSC_t.hh"

 

#define ERR_FORMAT

  "EC=%d,DC=%d,PC=%d,CS=%d,MC1=%d,MC2=%d,MC3=%d,MC4=%d¥n"

 

int main(int argc, char** argv)

{

 

 ////////

 // 1, TPBrokerの初期化処理

 ////////

 

 CORBA::ORB_ptr orb = 0;

 try

 {

  // ORBの初期化

  orb = CORBA::ORB_init(argc, argv);

 }

 catch(CORBA::SystemException& se)

 {

  // 例外処理

  cerr << se << endl;

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 2, TPBroker OTMの初期化処理

 ////////

 

 try

 {

  // TSCの初期化

  TSCAdm::initServer(argc, argv, orb);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 3, TSCデーモンへの接続

 ////////

 

 TSCDomain_ptr tsc_domain = 0;

 

 try

 {

  tsc_domain = new TSCDomain(0, 0);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 TSCServer_ptr tsc_server = 0;

 

 try

 {

  // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得

  tsc_server = TSCAdm::getTSCServer(tsc_domain);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタ（new），

 //  および各種設定

 ////////

 

 // EEE_TSCfactimplの生成

 TSCObjectFactory_ptr my_obj_fact = new EEE_TSCfactimpl();

 

 // TSCAcceptorの生成

 TSCAcceptor_ptr my_acpt = 0;

 

 try

 {

  my_acpt = new EEE_TSCacpt(my_obj_fact);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定

 ////////

 

 // TSCRootAcceptorの生成

 TSCRootAcceptor_ptr my_rt_acpt = 0;

 

 try

 {

  my_rt_acpt = TSCRootAcceptor::create(tsc_server);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 try

 {

  // TSCRootAcceptorへの登録

  my_rt_acpt->registerAcceptor(my_acpt);

 

  // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。

  // デフォルト値は1

  // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。

  // my_rt_acpt->setParallelCount(5);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

   exit(1);

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 6, TSCルートアクセプタの活性化

 ////////

 

 try

 {

  // オブジェクトの活性化

  my_rt_acpt->activate("serviceX");

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 7, 実行制御の受け渡し

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::serverMainloop();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   my_rt_acpt->deactivate();

   TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

   delete my_acpt;

   delete my_obj_fact;

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 8, TSCルートアクセプタの非活性化

 ////////

 

 try

 {

  // オブジェクトの非活性化

  my_rt_acpt->deactivate();

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 ////////

 // 9, TSCルートアクセプタの削除

 ////////

 

 TSCRootAcceptor::destroy(my_rt_acpt);

 

 ////////

 // 10, TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザアクセプタの

 //   削除（delete）

 ////////

 

 delete my_acpt;

 delete my_obj_fact;

 

 ////////

 // 11, TSCデーモンへの接続解放

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::releaseTSCServer(tsc_server);

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  try

  {

   TSCAdm::endServer();

  }

  catch(TSCSystemException& se)

  {

   exit(1);

  }

  exit(1);

 }

 

 delete tsc_domain;

 

 ////////

 // 12, TPBroker OTMの終了処理

 ////////

 

 try

 {

  TSCAdm::endServer();

 }

  catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr, ERR_FORMAT,

    se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

    se.getPlaceCode(), se.getCompletionStatus(),

    se.getMaintenanceCode1(), se.getMaintenanceCode2(),

    se.getMaintenanceCode3(), se.getMaintenanceCode4());

  exit(1);

 }

 

 exit(0);

 

};


2.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（C++）
TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラムのC++での作成例を示します。
ユーザ定義IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトランザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）」を参照してください。
	＜この節の構成＞
	2.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	2.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例（C++）



2.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）」を参照してください。


2.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例（C++）
TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスABC_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスABC_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。さらに，TSCThreadの派生クラスとTSCThreadFactoryの派生クラスを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード
	(2)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ・コード


(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のヘッダのコード
//

// "ABCfile_TSC_t.hh"

//

#ifndef _ABCfile_TSC_T_HDR

#define _ABCfile_TSC_T_HDR

 

#include <tscobject.h>

 

#include "ABCfile_TSC_s.hh"

 

class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory

{

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 ABC_TSCfactimpl();

 

 virtual ~ABC_TSCfactimpl();

 

 virtual TSCObject_ptr create();

 virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);

 

};

 

class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk

{

private:

 

public:

 // コンストラクタの引数の数および型を変更することもできます。

 ABC_TSCimpl();

 

 virtual ~ABC_TSCimpl();

 

 void call(const OctetSeq& in_data,OctetSeq_out out_data);

 

 // メソッドが呼ばれた回数

 CORBA::Long m_counter;

 

};

 

#endif // _ABCfile_TSC_T_HDR

(2)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）とTSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
//

// "ABCfile_TSC_t.cpp"

//

 

 

#include <tscadm.h>

#include <tscexcept.h>

 

#include "ABCfile_TSC_t.hh"

 

ABC_TSCfactimpl::ABC_TSCfactimpl()

{

 // Constructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述

 // します。引数の数および型を変更することもできます。

}

 

ABC_TSCfactimpl::~ABC_TSCfactimpl()

{

 // Destructor of factory implementation.

 // Write user own code.

 // TSCユーザオブジェクトファクトリのデストラクタのコードを記述

 // します。

}

 

TSCObject_ptr

ABC_TSCfactimpl::create()

{

 // Method to create user object.

 // Write user own code.

 // サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

  return new ABC_TSCimpl();

}

 

void

ABC_TSCfactimpl::destroy(TSCObject_ptr tsc_obj)

{

 // Method to destroy user object.

 // Write user own code.

 // ここに後処理のコードを記述します。

 // 必要に応じて変更してください。

 delete tsc_obj;

}

 

ABC_TSCimpl::ABC_TSCimpl()

{

 // Constructor of implementation.

 // Write user own code.

 

 ////////

 // 時間監視の処理

 ////////

 TSCWatchTime_ptr watch_time = 0;

 try

 {

  // 監視時間60秒の時間監視オブジェクト生成

  watch_time = new TSCWatchTime(60);

 

  // 時間監視の開始

  watch_time->start();

 

  // TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

  // 引数の数および型を変更することもできます。

 

  // 時間監視の中断

  watch_time->stop();

 

  // 時間監視オブジェクトの解放

  delete watch_time;

 }

 catch(TSCSystemException& se)

 {

  // 例外処理

  fprintf(stderr,"EC=%d,DC=%d,PC=%d,MC1=%d,MC2=%d¥n",

       se.getErrorCode(), se.getDetailCode(),

       se.getPlaceCode(), se.getMaintenanceCode1(),

       se.getMaintenanceCode2());

 

  delete watch_time;

 

  throw;

 }

}

 

ABC_TSCimpl::~ABC_TSCimpl()

{

 // Destructor of implementation.

 // Write user own code.

 // ユーザオブジェクトのデストラクタのコードを記述します。

}

 

void ABC_TSCimpl::call(const OctetSeq& in_data,

                OctetSeq_out out_data)

{

 // Operation "::ABC::ABCCall".

 // Write user own code.

 // ユーザメソッドのコードを記述します。

 

 // メソッドが呼ばれた回数を増加させます。

 // （このメソッドの処理は引数の値と無関係です）

 m_counter++;

 out_data = new OctetSeq();

 out_data->length(0);

}

(3)　サービス登録処理の流れ・コード
同期型呼び出しの場合と同様です。「2.2.2(3)　サービス登録処理の流れ」，「2.2.2(4)　サービス登録処理のコード」を参照してください。


3.　アプリケーションプログラミングインタフェース（C++）
この章では，C++のクラスライブラリについて説明します。
ユーザ定義IDLインタフェース依存クラスと雛形クラスでは，対応するユーザ定義IDLインタフェースの名称を"ABC"と仮定します。なお，各クラスの詳細は，アルファベット順に示します。
	＜この章の構成＞
	クラスの一覧（C++）
	クラス関連図（C++）
	公開メソッド呼び出しと内部参照（C++）
	ABC_TSCacpt（C++）
	ABC_TSCfactimpl（C++）
	ABC_TSCimpl（C++）
	ABC_TSCprxy（C++）
	ABC_TSCsk（C++）
	ABC_TSCspxy（C++）
	TSCAcceptor（C++）
	TSCAdm（C++）
	TSCClient（C++）
	TSCContext（C++）
	TSCDomain（C++）
	TSCObject（C++）
	TSCObjectFactory（C++）
	TSCProxyObject（C++）
	TSCRootAcceptor（C++）
	TSCServer（C++）
	TSCSessionProxy（C++）
	TSCSystemException（C++）
	TSCSystemExceptionの派生クラス（C++）
	TSCThread（C++）
	TSCThreadFactory（C++）
	TSCWatchTime（C++）



クラスの一覧（C++）
各クラスは次のように分類されます。
	システム提供クラス
	システム提供例外クラス
	ユーザ定義IDLインタフェース依存クラス
	雛形クラス

各クラスの一覧を次の表に示します。
表3-1　クラス一覧（C++）
	分類	クラス
	システム提供クラス		TSCAcceptor
	TSCAdm
	TSCClient
	TSCContext
	TSCDomain
	TSCObject
	TSCObjectFactory
	TSCProxyObject
	TSCRootAcceptor
	TSCServer
	TSCSessionProxy
	TSCThread
	TSCThreadFactory
	TSCWatchTime


	システム提供例外クラス		TSCSystemException


		TSCSystemExceptionの派生クラス

		TSCBadContextException
	TSCBadInvOrderException
	TSCBadOperationException
	TSCBadParamException
	TSCBadTypecodeException
	TSCCodesetIncompatibleException
	TSCCommFailureException
	TSCDataConversionException
	TSCFreeMemException
	TSCImpLimitException
	TSCInitializeException
	TSCInternalException
	TSCIntfReposException
	TSCInvalidTransactionException
	TSCInvFlagException
	TSCInvIdentException
	TSCInvObjrefException
	TSCInvPolicyException
	TSCMarshalException
	TSCNoImplementException
	TSCNoMemoryException
	TSCNoPermissionException
	TSCNoResourcesException
	TSCNoResponseException
	TSCObjAdapterException
	TSCObjectNotExistException
	TSCPersistStoreException
	TSCRebindException
	TSCTimeoutException
	TSCTransactionRequiredException
	TSCTransactionRolledbackException
	TSCTransientException
	TSCUnknownException


	ユーザ定義IDLインタフェース依存クラス（基底クラス）		ABC_TSCacpt（TSCAcceptor）
	ABC_TSCprxy（TSCProxyObject）
	ABC_TSCsk（TSCObject）
	ABC_TSCspxy（TSCSessionProxy）


	雛形クラス（基底クラス）		ABC_TSCfactimpl（ABC_TSCfactsk）
	ABC_TSCimpl（ABC_TSCsk）




基本データ型（C++）
OTMで定義している，各クラスで使用する基本データ型を次に示します。
typedef short      TSCShort;

typedef int       TSCInt;

typedef long      TSCLong;

typedef unsigned short TSCUShort;

typedef unsigned int  TSCUInt;

typedef unsigned long  TSCULong;

typedef char      TSCChar;

typedef char      TSCBool;

typedef unsigned char  TSCUChar;


クラス関連図（C++）
システム提供クラスから派生するユーザ定義IDLインタフェース依存クラスの関連を次の図に示します。
図3-1　システム提供クラスから派生するユーザ定義IDLインタフェース依存クラス（C++）
[image: [図データ]]
サーバアプリケーションを作成する際に使用するシステム提供クラスおよびシステム提供例外クラスの関連を次の図に示します。
図3-2　システム提供クラスおよびシステム提供例外クラス（C++）
[image: [図データ]]


公開メソッド呼び出しと内部参照（C++）
システム提供クラスのインスタンス関連図を基に，OTM上でのインスタンス間の公開メソッド呼び出し，および内部参照（アクセス）について説明します。
	公開メソッド呼び出し
OTMのシステム提供クラスのインスタンスが，ほかのインスタンスの公開メソッドを呼び出すことです。

	内部参照（アクセス）
OTMのシステム提供クラスのインスタンスが，ほかのインスタンスの非公開メソッドを内部的にアクセスすることです。またはそのインスタンスを内部的に参照することです。


図中のインスタンス数を次の表に示します。また，システム提供クラスのインスタンス関連を図3-3に示します。
表3-2　インスタンス数（C++）
	インスタンス	インスタンス数
	TSCルートアクセプタ	m（TSCServer単位）
	パラレルカウント	n（TSCRootAcceptor単位）
	TSCユーザアクセプタ	p（TSCRootAcceptor単位）
	TSCユーザオブジェクトファクトリ	1（TSCAcceptor単位）
	TSCユーザプロキシ	s（TSCClient単位）

図3-3　システム提供クラスのインスタンス関連図（C++）
[image: [図データ]]


ABC_TSCacpt（C++）
ABC_TSCacptはユーザ定義IDLインタフェース依存クラスです。
ABC_TSCacptは，TSCユーザアクセプタの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCacptを自動生成します。次にABC_TSCacptの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。


形式
class ABC_TSCacpt;

typedef ABC_TSCacpt* ABC_TSCacpt_ptr;

 

class ABC_TSCacpt : public TSCAcceptor

{

 public:

 ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact);

 ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact,

       const char* tsc_acpt_name);

 

 virtual ~ABC_TSCacpt();

};

コンストラクタ
●ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact)
	項目	型・意味
	引数	TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact	TSCObjectFactoryオブジェクト
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

TSCユーザオブジェクトファクトリとしてtsc_object_factを保持します。さらに，デフォルトのTSCアクセプタ名称でABC_TSCacptを生成します。
サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCAcceptorを指定しない場合，TSCアクセプタ名称のデフォルト値は"指定なし"となります。コマンドオプション引数-TSCAcceptorを指定する場合は，TSCアクセプタ名称のデフォルト値はその指定値となります。
●ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact,
                   const char* tsc_acpt_name)
	項目	型・意味
	引数	TSCObjectFactory_ptr tsc_object_fact	TSCObjectFactoryオブジェクト
	const char* tsc_acpt_name	TSCアクセプタ名称
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

TSCユーザオブジェクトファクトリとしてtsc_object_factを保持します。さらに，デフォルトのTSCアクセプタ名称でABC_TSCacptを生成します。ただし，tsc_acpt_nameには，1～31文字のTSCアクセプタ名称を指定してください。

デストラクタ
●virtual ~ABC_TSCacpt()
ABC_TSCacptを削除します。


ABC_TSCfactimpl（C++）
ABC_TSCfactimplは雛形クラスです。
ABC_TSCfactimplは，TSCユーザオブジェクトファクトリの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCfactimplを生成します。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述します。次にABC_TSCfactimplの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。


形式
斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要があるメソッドです。太字で示している部分は，引数の型および数を変更できるメソッドで，ユーザが実装のコードを記述する必要があります。
class ABC_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory

{

 public:

 ABC_TSCfactimpl(...);

 

 virtual ~ABC_TSCfactimpl;

 

 virtual TSCObject_ptr create();

 virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object);

};

コンストラクタ
●ABC_TSCfactimpl()
引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要があります。複数のコンストラクタを生成できます。

コールバックメソッド
●virtual TSCObject_ptr create()
典型的なコードを生成します。必要に応じて変更してください。
●virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object)
典型的なコードを生成します。必要に応じて変更してください。


ABC_TSCimpl（C++）
ABC_TSCimplは雛形クラスです。
ABC_TSCimplは，TSCユーザオブジェクトの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCimplを生成します。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述します。次にABC_TSCimplの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCimplは，TPBrokerのサーバントクラスであるPOA_ABCも継承します。

ユーザ定義IDLインタフェースのマッピング
ユーザ定義IDLインタフェース内に定義されたオペレーションのC++言語へのマッピングは，TPBrokerと同じです。

形式
斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要があるメソッドです。太字で示している部分は，引数の型および数を変更できるメソッドで，ユーザが実装のコードを記述する必要があります。
class ABC_TSCimpl : public ABC_TSCsk

{

public:

 ABC_TSCimpl(...);

 

 virtual ~ABC_TSCimpl();

 

 //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群

 virtual ... xxx(...);

};

コンストラクタ
●ABC_TSCimpl(...)
引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要があります。複数のコンストラクタを生成できます。

コールバックメソッド
●virtual ... xxx(...)
ユーザ定義IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。ユーザがメソッドのコードを実装します。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。


ABC_TSCprxy（C++）
ABC_TSCprxyはユーザ定義IDLインタフェース依存クラスです。
ABC_TSCprxyは，TSCユーザプロキシの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，TSCProxyObjectを呼び出します。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCprxyを自動生成します。次にABC_TSCprxyの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCprxyは，TPBrokerのサーバントクラスであるPOA_ABCも継承します。また，ABC_TSCprxyの派生クラスも同様に，TPBrokerのサーバントクラスを継承します。

ユーザ定義IDLインタフェースのマッピング
ユーザ定義IDLインタフェース内に定義されたオペレーションのC++言語へのマッピングは，TPBrokerと同じです。

形式
class ABC_TSCprxy;

typedef ABC_TSCprxy* ABC_TSCprxy_ptr;

 

class ABC_TSCprxy : public POA_ABC, public TSCProxyObject

{

 public:

 ABC_TSCprxy(TSCClient_ptr tsc_client);

 ABC_TSCprxy(TSCClient_ptr tsc_client,

       const char* tsc_acpt_name);

 

 virtual ~ABC_TSCprxy();

 

 //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群

 virtual ... xxx(...);

};

コンストラクタ
●ABC_TSCprxy(TSCClient_ptr tsc_client)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient_ptr tsc_client	接続するTSCClient
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

tsc_clientと接続するABC_TSCprxyを生成します。
●ABC_TSCprxy(TSCClient_ptr tsc_client,
               const char* tsc_acpt_name)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient_ptr tsc_client	接続するTSCClient
	const char* tsc_acpt_name	TSCアクセプタ名称
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

tsc_clientと接続するTSCアクセプタ名称がtsc_acpt_nameのABC_TSCprxyを生成します。

メソッド
●virtual ... xxx(...);
	項目	型・意味
	例外	TSCSystemException（各種例外）

ユーザ定義IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。


ABC_TSCsk（C++）
ABC_TSCskはユーザ定義IDLインタフェース依存クラスです。
ABC_TSCskは，TSCユーザスケルトンの実装クラスです。クライアント側から送信されたバイト配列データとともに呼び出されます。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，そのバイト配列データをユーザデータに分解し，TSCユーザオブジェクトの実装メソッドを呼び出します。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCskを自動生成します。次にABC_TSCskの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。
	直接，このクラスのインスタンスを生成できません。
	ユーザはABC_TSCskクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。

ABC_TSCskは，TPBrokerのサーバントクラスであるPOA_ABCも継承します。また，ABC_TSCskの派生クラスも同様に，TPBrokerのサーバントクラスを継承します。

ユーザ定義IDLインタフェースのマッピング
ユーザ定義IDLインタフェース内に定義されたオペレーションのC++言語へのマッピングは，TPBrokerと同じです。

形式
class ABC_TSCsk

 : public POA_ABC, public virtual TSCObject

{

 public:

 

 virtual ... xxx(...)=0;

 

 protected:

 ABC_TSCsk();

 

 virtual ~ABC_TSCsk();

 

};

コンストラクタ
●ABC_TSCsk()
ABC_TSCskを生成します。

デストラクタ
●virtual ~ABC_TSCsk()
ABC_TSCskを削除します。

コールバックメソッド
●virtual ... xxx(...)
ユーザ定義IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。


ABC_TSCspxy（C++）
ABC_TSCspxyはユーザ定義IDLインタフェース依存クラスです。
ABC_TSCspxyは，セション呼び出し用のTSCユーザプロキシの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，TSCSessionProxyを呼び出します。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCspxyを自動生成します。ABC_TSCspxyは，次の点を除いてABC_TSCprxyと同様の働きをします。
	TSCSessionProxyを継承します。
	トランザクションフレームジェネレータに-TSCspxyオプションを指定したときだけ生成されます。
	onewayのオペレーションを定義したユーザ定義IDLからは生成できません。

次にABC_TSCspxyの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCspxyは，TPBrokerのサーバントクラスであるPOA_ABCも継承します。また，ABC_TSCspxyの派生クラスも同様に，TPBrokerのサーバントクラスを継承します。

ユーザ定義IDLインタフェースのマッピング
ユーザ定義IDLインタフェース内に定義されたオペレーションのC++言語へのマッピングは，TPBrokerと同じです。

形式
class ABC_TSCspxy;

typedef ABC_TSCspxy* ABC_TSCspxy_ptr;

 

class ABC_TSCspxy : public POA_ABC, public TSCSessionProxy

{

 public:

 ABC_TSCspxy(TSCClient_ptr tsc_client);

 ABC_TSCspxy(TSCClient_ptr tsc_client,

       const char* tsc_acpt_name);

 

 virtual ~ABC_TSCspxy();

 

 //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群

 virtual ... xxx(...);

};

コンストラクタ
●ABC_TSCspxy(TSCClient_ptr tsc_client)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient_ptr tsc_client	接続するTSCClient
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

tsc_clientと接続するABC_TSCspxyを生成します。
●ABC_TSCspxy(TSCClient_ptr tsc_client,
               const char* tsc_acpt_name)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient_ptr tsc_client	接続するTSCClient
	const char* tsc_acpt_name	TSCアクセプタ名称
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

tsc_clientと接続するTSCアクセプタ名称がtsc_acpt_nameのABC_TSCspxyを生成します。

メソッド
●virtual ... xxx(...);
	項目	型・意味
	例外	TSCSystemException（各種例外）

ユーザ定義IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。


TSCAcceptor（C++）
TSCAcceptorはシステム提供クラスです。
TSCAcceptorは，TSCユーザプロキシを使用したクライアント側からのTSCユーザオブジェクトのメソッド呼び出し要求に対して，サーバ側のTSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出すためのクラスです。TSCルートアクセプタからTSCユーザオブジェクトのメソッド呼び出し要求を受け取り，TSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出します。これに伴って，TSCユーザオブジェクトを管理したり，スレッドとTSCユーザオブジェクト間を対応づけたりします。また，TSCサービス識別子を使用して，TSCユーザオブジェクトが提供するサービスを識別します。
ユーザはTSCユーザオブジェクトの管理オブジェクトとして，TSCAcceptorクラスのインスタンスを生成します。次にTSCAcceptorの特徴を示します。
	TSCObjectFactoryを保持することで，TSCユーザオブジェクト（TSCObject）を管理します。
	TSCAcceptorが提供できるサービスをTSCサービス識別子の列で表現します。TSCサービス識別子は，インタフェース名称の列とTSCアクセプタ名称から構成されます。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。


TSCユーザオブジェクト（TSCObject）の管理
TSCObjectFactoryによるTSCObjectの管理
TSCRootAcceptorがactive状態に遷移するとき，登録されているTSCAcceptorはオブジェクト管理開始通知を受けます。また，TSCRootAcceptorがnon-active状態に遷移するとき，登録されているTSCAcceptorはオブジェクト管理終了通知を受けます。それぞれの通知とともに，TSCAcceptorはTSCObjectFactoryを使用して次に示すように動作します。
	TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理開始通知を受けると，TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上でTSCObjectFactoryのcreateを呼び出します。さらに，この呼び出しで返されるTSCObjectをTSCRootAcceptorが保持する各スレッドに割り当てます。これによって，TSCObjectFactoryのcreate呼び出しで返されるTSCObjectは，スレッドに対応づけて管理されます。

	TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理終了通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理終了通知を受けると，TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で割り当てられているTSCObjectを引数に，TSCObjectFactoryのdestroyを呼び出します。これによって，対応づけられているスレッド上の管理対象から，該当するTSCObjectが外されます。


TSCRootAcceptorからのTSCObjectの呼び出し
TSCRootAcceptorは，クライアント側からのTSCユーザオブジェクト呼び出しを受け取ると，該当するサービスを提供するTSCAcceptorに振り分けます。さらに，TSCRootAcceptorが管理するスレッド上でTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け取ると，同じスレッド上で同じスレッドに割り当てられているTSCObjectを呼び出します。

TSCサービス識別子によるサービスの識別
TSCサービス識別子の構成
TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称の列とTSCアクセプタ名称から構成されます。
	TSCAcceptorのインタフェース名称の列
TSCAcceptorのインタフェース名称の列は，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供するサービスのインタフェースの種類を表します。
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供するインタフェースの種類は，単数のインタフェース名称で表されます。TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のインタフェース名称が列で表されます。

	TSCAcceptorのTSCアクセプタ名称
TSCアクセプタ名称も，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供するサービスのインタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供するTSCAcceptorまたはTSCObjectの間の実装内容の違いを識別するために使用します。したがって，TSCアクセプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし"とすることもできます。


サービスの種類の表現方法
TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子の列によって表されます。TSCAcceptorはTSCサービス識別子の列で示されるサービスを提供できます。
	TSCAcceptorにTSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
	単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子


TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義IDLインタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表されます。
	複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子



	TSCAcceptorにTSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
	単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および

単数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子


TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義IDLインタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表されます。
	複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および

複数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子（ただし，TSCサービス識別子中のTSCアクセプタ名称は同じ）




サービスの種類の表現例
	TSCAcceptorのインタフェース名称が"ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"への要求だけを受け付けることができます。
	"ABC::"



	TSCAcceptorのインタフェース名称が"ABC"で，TSCアクセプタ名称が"abc"の場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"と"ABC::abc"への要求メッセージを受け付けることができます。
	"ABC::abc"

"ABC::"





形式
class TSCAcceptor;

typedef TSCAcceptor_ptr *TSCAcceptor;

 

class TSCAcceptor

{

 public:

 //インタフェース名称列

 const char* const* getInterfaceName();

 

 //TSCアクセプタ名称

 const char* getAcceptorName();

};

インクルードファイル
#include <tscobject.h>

メソッド
●const char* const* getInterfaceName()
	項目	型・意味
	戻り値	インタフェース名称の列
	例外	ありません。

インタフェース名称の列を取得します。
TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任はTSCAcceptorクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●const char* getAcceptorName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCアクセプタ名称
	例外	ありません。

TSCアクセプタ名称を取得します。
TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任はTSCAcceptorクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。

TSCAcceptorの生成と削除
TSCAcceptorを生成するには，引数を指定しないで，またはTSCアクセプタ名称を指定して，newオペレータで生成します。
TSCAcceptorを削除するときは，deleteオペレータを使用します。TSCAcceptorクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは削除できないため，インスタンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で削除してください。
TSCAcceptorの派生クラス型のインスタンスについても同様です。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCAcceptorクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	getInterfaceName	できます。
	getAcceptorName	できます。


インスタンスの公開メソッド呼び出し規則
TSCAcceptorクラスのインスタンスが，ほかのクラスのインスタンスの公開メソッドを呼び出す規則を次に示します。
	タイミング	公開メソッド呼び出し
	TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通知，またはオブジェクト管理終了通知のとき	コンストラクタで指定したTSCObjectFactory型のインスタンス
	登録先のTSCRootAcceptorがactive状態のとき	active状態に遷移するときに管理を開始したTSCObject型のインスタンス


インスタンスへの内部参照（アクセス）規則
TSCAcceptorクラス型のインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，その際の動作を保証しません。
また，複数のスレッド上から同時にTSCAcceptorクラスの同じインスタンスを内部参照（アクセス）できます。


TSCAdm（C++）
TSCAdmはシステム提供クラスです。
TSCAdmは，アプリケーションプログラムの初期化処理，TSCClientの取得，およびTSCServerの取得をするクラスです。

形式
class TSCAdm

{

 public:

 static void initServer(TSCInt argc,

             TSCChar *argv[],

             CORBA::ORB_ptr orb);

 static void initClient(TSCInt argc,

             TSCChar *argv[],

             CORBA::ORB_ptr orb);

 

 static void serverMainloop();

 static void shutdown();

 

 static void endServer();

 static void endClient();

 

 static TSCClient_ptr getTSCClient(TSCDomain_ptr tsc_domain,

                  TSCInt way);

 static TSCClient_ptr getTSCClient(TSCDomain_ptr tsc_domain);

 

 static TSCServer_ptr getTSCServer(TSCDomain_ptr tsc_domain);

 

 static void releaseTSCClient(TSCClient_ptr tsc_client);

 static void releaseTSCServer(TSCServer_ptr tsc_server);

 

 static TSCInt get_status();

};

インクルードファイル
#include <tscadm.h>

メソッド
●static void initServer(TSCInt argc,
                    TSCChar *argv[],

                    CORBA::ORB_ptr orb)
	項目	型・意味
	引数	TSCInt argc	コマンド引数の数
	TSCChar *argv[]	コマンド引数
	CORBA::ORB_ptr orb	ORBのリファレンス
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

サーバアプリケーションの初期化処理を実行します。このメソッドは，プロセスで1回だけ発行できます。TSCAdm::endServer()メソッド，またはTSCAdm::endClient()メソッドの発行によって終了処理したあとでも，このメソッドは発行できません。
このメソッドのargc引数にはプロセスのmain()関数の第1引数を，argv引数にはmain()関数の第2引数をそれぞれそのまま指定してください。プロセス開始時にコマンドラインで指定された情報を削除または変更してargc引数およびargv引数に指定すると，正しく動作しない場合があります。tscstartprcコマンドを使用して開始したサーバアプリケーションのコマンドラインには，tscstartprcコマンドに指定したコマンドライン引数がすべて渡されます。
●static void initClient(TSCInt argc,
                     TSCChar *argv[],

                     CORBA::ORB_ptr orb)
	項目	型・意味
	引数	TSCInt argc	コマンド引数の数
	TSCChar *argv[]	コマンド引数
	CORBA::ORB_ptr orb	ORBのリファレンス
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

クライアントアプリケーションの初期化処理を実行します。TSCAdm::initServer()メソッドを発行すれば，TSCAdm::initClient()メソッドを発行しなくてもクライアントアプリケーションの機能を使用できるようになります。
このメソッドのargc引数にはプロセスのmain()関数の第1引数を，argv引数にはmain()関数の第2引数をそれぞれそのまま指定してください。プロセス開始時にコマンドラインで指定された情報を削除または変更してargc引数およびargv引数に指定すると，正しく動作しないことがあります。
このメソッドは，TSCAdm::endClient()メソッドの発行によって終了処理をした場合は再発行できますが，TSCAdm::endServer()メソッドの発行によって終了処理をしたあとは再発行できません。TSCAdm::endClient()メソッドの発行後にこのメソッドを再発行した場合，2回目以降の発行で指定したargc引数およびargv引数の値は無効となり，初回の発行で指定した値が有効になります。ただし，このメソッドを複数回発行するとクライアントアプリケーションの性能に影響を与えるため，推奨できません。
●static void serverMainloop()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException

リクエストを受信待ち状態にします。このメソッドはサーバアプリケーションでだけ発行できます。
●static void shutdown()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException

リクエストの受信待ち状態を解除します。このメソッドはサーバアプリケーションでだけ発行できます。
●static void endServer()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

サーバアプリケーションの終了処理を実行します。
このメソッドはプロセスで１回だけ発行できます。このメソッド発行後はそのプロセスでOTMの機能は使用しないでください。
●static void endClient()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

クライアントアプリケーションの終了処理を実行します。
このメソッドの発行後は，そのプロセスでOTMまたはOTM - Clientの機能を使用できません。また，このメソッドで例外が発生した場合は，クライアントアプリケーションを終了させる必要があります。
●static TSCClient_ptr getTSCClient(TSCDomain_ptr tsc_domain,
                              TSCInt way)
	項目	型・意味
	引数	TSCDomain_ptr tsc_domain	TSCDomainのリファレンス
	TSCInt way	接続経路
	戻り値	TSCClientオブジェクトリファレンス
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException

指定したTSCDomainを基に，リクエストするTSCデーモンのTSCClientのリファレンスを取得するメソッドです。
wayには，接続経路として，次に示すどちらかを指定します。
	TSCAdm::TSC_ADM_DIRECT
TSCデーモンに直結してリクエストします。ただし，シングルスレッドライブラリを使用するアプリケーションプログラムの場合は，TSCデーモンに直結したリクエストはできません。

	TSCAdm::TSC_ADM_REGULATOR
TSCレギュレータを経由してリクエストします。この場合，TSCレギュレータによってコネクションを集約します。


ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，このメソッドに指定したTSCDomainおよびwayの組み合わせに一致する情報が，接続先情報ファイル中に記述されていなければなりません。一致する情報が接続先情報ファイルにない場合，TSCBadParamException例外が発生します。なお，ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行するには，アプリケーションプログラムの開始時に，次に示すようにコマンドオプション引数を指定します。
	-TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに"0000"または"0001"を指定します。
	-TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省略します。この場合，-TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

●static TSCClient_ptr getTSCClient(TSCDomain_ptr tsc_domain)
	項目	型・意味
	引数	TSCDomain_ptr tsc_domain	TSCDomainのリファレンス
	戻り値	TSCClientオブジェクトリファレンス
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException

指定したTSCDomainを基に，リクエストするTSCデーモンのTSCClientのリファレンスを取得するメソッドです。接続経路には，アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数-TSCRequestWayに指定した値を使用します。なお，シングルスレッドライブラリを使用するアプリケーションプログラムの場合，TSCデーモンに直結したリクエストはできません。
ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，このメソッドに指定したTSCDomain，およびコマンドオプション引数-TSCRequestWayの組み合わせに一致する情報が，接続先情報ファイル中に記述されていなければなりません。一致する情報が接続先情報ファイルにない場合，TSCBadParamException例外が発生します。なお，ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行するには，アプリケーションプログラムの開始時に，次に示すようにコマンドオプション引数を指定します。
	-TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに"0000"または"0001"を指定します。
	-TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省略します。この場合，-TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

●static TSCServer_ptr getTSCServer(TSCDomain_ptr tsc_domain)
	項目	型・意味
	引数	TSCDomain_ptr tsc_domain	TSCDomainのリファレンス
	戻り値	TSCServerオブジェクトリファレンス
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

指定したTSCDomainを基に，自サーバへリクエストを振り分けるTSCデーモンのTSCServerのリファレンスを取得するメソッドです。
●static void releaseTSCClient(TSCClient_ptr tsc_client)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient_ptr tsc_client	TSCClientオブジェクトリファレンス
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

TSCClientを解放します。
●static void releaseTSCServer(TSCServer_ptr tsc_server)
	項目	型・意味
	引数	TSCServer_ptr tsc_server	TSCServerオブジェクトリファレンス
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

TSCServerを解放します。
●static TSCInt get_status()
	項目	型・意味
	戻り値	プロセスステータス

運用管理で管理するプロセスステータスを返します。プロセスステータスを示す定数を表3-3，表3-4に示します。
表3-3　TSCAdmクラスで検出するクライアントアプリケーションのプロセスステータス（C++）
	定数名	状態	内容
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_LIVING	オンライン稼働中	initClient()を発行してから，終了要求を受け付けるまでの状態
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DYING	正常終了処理中	終了要求を受け付けてから，endClient()を発行するまでの状態
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DEAD	終了	initClient()の発行以前，またはendClient()の発行以降の状態

クライアントアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のクライアントアプリケーションの状態の検出に関する説明を参照してください。
表3-4　TSCAdmクラスで検出するサーバアプリケーションのプロセスステータス（C++）
	定数名	状態	内容
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_LIVING	正常開始処理中	initServer()を発行してから，serverMainloop()を発行するまでの状態
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_ACTIVE	オンライン稼働中	serverMainloop()を発行してから，終了要求を受け付けるまでの状態
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DYING	正常終了処理中	終了要求を受け付けてから，endServer()を発行するまでの状態
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DEAD	終了	initServer()の発行以前，またはendServer()の発行以降の状態

サーバアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のサーバアプリケーションの状態の検出に関する説明を参照してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCAdmクラスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	initServer	できます。※
	initClient	できます。※
	serverMainloop	できます。※
	shutdown	できます。※
	endServer	できます。※
	endClient	できます。※
	getTSCClient	できます。
	getTSCServer	できます。
	releaseTSCClient	できます。
	releaseTSCServer	できます。
	get_status	できます。

	注※
	複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできますが，有効となるのは一つの呼び出しだけです。



TSCClient（C++）
TSCClientはシステム提供クラスです。
TSCClientは，TSCデーモン中のクライアントアプリケーション管理部分を表すクラスです。クライアントアプリケーション側からのTSCユーザオブジェクトの呼び出し要求は，TSCClientを経由してTSCデーモンに渡されます。
ユーザは，クライアントアプリケーションがTSCデーモンと接続するときにTSCClientを取得します。クライアントアプリケーションとTSCデーモンの接続には，TSCデーモンと直結する方法と，TSCレギュレータを経由する方法があります。次にTSCClientの特徴を示します。
	属性としてTSCドメイン名称とTSC識別子を持ちます。


TSCデーモンに直結する場合のTSCClientの取得
クライアントアプリケーションとTSCデーモン間の直結の接続は，クライアントアプリケーションプロセス内でTSCClientを最初に取得するときに確立されます。その後，同じTSCデーモンに対してTSCClientを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，取得したすべてのTSCClientを解放すると接続が切断されます。
一つのクライアントアプリケーションから複数のTSCデーモンへ接続を確立することもできます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由してTSCデーモンに渡される場合，並行して処理されます。
ただし，シングルスレッドライブラリを使用するアプリケーションプログラムの場合，TSCデーモンに直結してリクエストできません。

TSCレギュレータを経由する場合のTSCClientの取得
TSCレギュレータを経由する場合のクライアントアプリケーションとTSCデーモン間の接続は，TSCClientを取得するたびに確立されます。逆に，TSCClientを解放するたびに，割り当てられた接続が切断されます。
一つのクライアントアプリケーションから複数のTSCデーモンへ接続を確立することもできます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求がこの一つの接続を経由してTSCデーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。

形式
class TSCClient;

typedef TSCClient* TSCClient_ptr;

 

class TSCClient

{

 public:

 const char* getTSCDomainName();

 const char* getTSCID();

};

インクルードファイル
#include <tscproxy.h>

メソッド
●const char* getTSCDomainName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCドメイン名称
	例外	ありません。

TSCドメイン名称を返します。
TSCドメイン名称のメモリ領域の管理責任はTSCClientクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●const char* getTSCID()
	項目	型・意味
	戻り値	TSC識別子
	例外	ありません。

TSC識別子を返します。
TSCドメイン名称のメモリ領域の管理責任はTSCClientクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。

TSCClientの取得と解放
TSCデーモンと直結する場合，TSCClientを取得するには，TSCAdm::TSC_ADM_DIRECTを引数に指定してTSCAdm::getTSCClientを発行します。TSCレギュレータを経由する場合は，TSCAdm::TSC_ADM_REGULATORを引数に指定してTSCAdm::getTSCClientを発行します。
TSCClientを解放するときは，TSCAdm::releaseTSCClientを発行します。TSCClientクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは解放できないため，インスタンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で解放してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCClientクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	getTSCDomainName	できます。
	getTSCID	できます。


インスタンスへの内部参照（アクセス）規則
TSCClientクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，その際の動作を保証しません。
また，複数のスレッド上から同時にこのクラスの同じインスタンスを内部参照できます。


TSCContext（C++）
TSCContextはシステム提供クラスです。
TSCContextは，TSCユーザプロキシを使用してクライアント側からサーバ側のTSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出すとき，暗黙的にサーバ側に渡すユーザデータのコンテナクラスです。次にTSCContextの特徴を示します。
	ユーザデータを保持します。


TSCContextによるユーザデータの取得
TSCProxyObjectを使用してクライアント側からサーバ側のTSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出すときに，TSCContextによって引数以外のユーザデータをサーバ側に渡せます。
クライアント側では，TSCProxyObjectの_TSCContextによってTSCContextを取得し，送信したいユーザデータを設定します。サーバ側では，オブジェクトが呼び出されている間，TSCObjectの_TSCContextを使用してTSCContextを取得します。このTSCContextが保持しているユーザデータは，クライアント側のTSCContextに設定したユーザデータと同じ内容です。

形式
class TSCContext

{

 public:

 void setUserData(TSCUChar* user_data,

          TSCInt user_data_length,

          TSCBool release);

 TSCUChar* getUserData();

 TSCInt getUserDataLength();

 TSCBool getUserDataRelease();

};

インクルードファイル
#include <tsccontext.h>

メソッド
●void setUserData(TSCUChar* user_data,
                 TSCInt user_data_length,

                 TSCBool release)
	項目	型・意味
	引数	TSCUChar* user_data	ユーザデータ
	TSCInt user_data_length	ユーザデータサイズ
	TSCBool release	リリースフラグ
	戻り値	ありません。

ユーザデータを設定します。
リリースフラグ（release）がTSC_FALSEの場合，user_dataのメモリ領域の管理責任はユーザにあります。TSC_TRUEの場合は，user_dataのメモリ管理責任はTSCContextクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。また，TSC_TRUEの場合は，TSCContextクラスはuser_dataをdeleteオペレータで削除します。そのため，user_dataをnewオペレータで生成してください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCUChar* getUserData()
	項目	型・意味
	戻り値	ユーザデータ

ユーザデータを取得します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCInt getUserDataLength()
	項目	型・意味
	戻り値	ユーザデータのサイズ

ユーザデータのサイズを取得します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCBool getUserDataRelease()
	項目	型・意味
	戻り値	リリースフラグ

ユーザデータのリリースフラグを取得します。

TSCContextの生成と削除
TSCContextのインスタンスは，newオペレータで生成しないでください。また，deleteオペレータで削除しないでください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCContextクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	setUserData	できません。
	getUserData	できません。
	getUserDataLength	できません。



TSCDomain（C++）
TSCDomainはシステム提供クラスです。
TSCDomainは，文字列のTSCドメイン情報，およびTSC識別子を管理するホルダクラスです。

形式
class TSCDomain;

typedef TSCDomain* TSCDomain_ptr;

 

class TSCDomain

{

 public:

 TSCDomain(TSCChar *domain_name);

 TSCDomain(TSCChar *domain_name, TSCChar *tscid);

};

インクルードファイル
#include <tscadm.h>

コンストラクタ
●TSCDomain(TSCChar *domain_name)
	項目	型・意味
	引数	TSCChar *domain_name	TSCドメイン名称
	例外	TSCBadParamException
TSCInitializeException

このコンストラクタを使用する場合，TSCドメイン名称でTSCドメインを管理します。
domain_nameに文字列を指定する場合は，先頭が"TSC"または"tsc"ではない1～31文字の英数字の文字列を指定してください。domain_nameにNULLを指定する場合は，アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。
	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceを指定しない場合
initServerまたはinitClientのargv内の"-TSCDomain"オプションの指定値を使用します。

	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数-TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続対象に関する説明を参照してください。


●TSCDomain(TSCChar *domain_name,
                  TSCChar *tscid)
	項目	型・意味
	引数	TSCChar *domain_name	TSCドメイン名称
	TSCChar *tscid	TSC識別子
	例外	TSCBadParamException
TSCInitializeException

このコンストラクタを使用する場合，TSCドメイン名称とTSC識別子でTSCドメインを管理します。
domain_nameまたはtscidに文字列を指定する場合は，先頭が"TSC"または"tsc"ではない1～31文字の英数字の文字列を指定してください。なお，tscidにIPアドレスを指定する場合は，ピリオド(.)も使用できます。domain_nameまたはtscidにNULLを指定する場合は，アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。
	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceを指定しない場合
initServerまたはinitClientのargv内の"-TSCDomain"オプションおよび"-TSCID"オプションの指定値を使用します。

	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数-TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続対象に関する説明を参照してください。




TSCObject（C++）
TSCObjectはシステム提供クラスです。
TSCObjectは，OTMでの（サーバ）オブジェクトの基本クラスおよびインタフェースです。
ユーザはTSCObjectを継承させて，クライアント側にサービスを提供するクラスを定義します。また，サービスを提供するオブジェクトとして，その派生クラスのインスタンスを生成します。次にTSCObjectの特徴を示します。
	直接，TSCObjectのインスタンスを生成できません。
	TSCObjectを生成する，TSCObjectFactoryの実装クラスを記述する必要があります。
	属性としてインタフェース名称の列を持ちます。
	クライアント側からTSCProxyObjectを使用してTSCObjectを呼び出すときにユーザデータをTSCContextに指定すると，サーバ側でTSCContextから同じデータを取得できます。
	TSCRootAcceptorを生成するときにTSCThreadFactoryを指定すると，TSCThreadを取得できます。


TSCObjectが提供するサービスのインタフェース名称
TSCObjectが提供するインタフェースの種類は，TSCAcceptorのインタフェース名称の列で表されます。
TSCObjectが単数のインタフェースを提供する場合，提供するインタフェースの種類は，単数のインタフェース名称で表されます。TSCObjectが複数のインタフェースを提供する場合，例えば，ユーザ定義IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のインタフェース名称が列で表されます。

TSCObjectの呼び出し時のTSCContextの取得
TSCProxyObjectを使用してクライアント側からTSCObjectのメソッドを呼び出すときに，ユーザは引数以外のデータをTSCContextとして送信できます。クライアント側で引数以外のデータをTSCContextとして送信すると，サーバ側ではTSCObjectのサービス提供メソッドが呼び出されている間に_TSCContextを呼び出すことによって，クライアント側で指定したTSCContextを取得できます。

TSCObjectの呼び出し時のTSCThreadの取得
TSCObjectの呼び出し時のTSCThreadの取得は，TSCThreadFactoryを引数としてTSCRootAcceptorを生成する場合を前提にします。この場合，サーバ側でTSCObjectのサービス提供メソッドが呼び出されている間に_TSCThreadを呼び出すことによって，実行制御を持つスレッドに割り当てられているTSCThreadを取得できます。

TSCObjectの呼び出し時のTSCアクセプタ名称の取得
サーバ側でTSCObjectのサービス提供メソッドが呼び出されている間に_TSCAcceptorNameを呼び出すことによって，サービス提供メソッドの呼び出し元であるTSCAcceptorのTSCアクセプタ名称を取得できます。

形式
class TSCObject;

typedef TSCObject* TSCObject_ptr;

 

class TSCObject

{

 public:

 //インタフェース名称

 const char* const* _TSCInterfaceName();

 

 //TSCコンテキスト

 TSCContext_ptr _TSCContext();

 

 //TSCユーザスレッド

 TSCThread_ptr _TSCThread();

 

 //TSCアクセプタ名称

 const char* _TSCAcceptorName();

};

インクルードファイル
#include <tscobject.h>

メソッド
●const char* const* _TSCInterfaceName()
	項目	型・意味
	戻り値	インタフェース名称列

インタフェース名称の列を取得します。
インタフェース名称のメモリ領域の管理責任はTSCObjectクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCContext_ptr _TSCContext()
	項目	型・意味
	戻り値	呼び出し元で指定されたTSCContext

TSCContextを取得します。クライアント側から呼び出すときにTSCContextに指定したユーザデータを取得できます。
戻り値のTSCContextのメモリ領域の管理責任はTSCObjectクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCThread_ptr _TSCThread()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCユーザスレッド

このオブジェクトに割り当てられているスレッドに対応するTSCユーザスレッドを返します。
戻り値のTSCThreadのメモリ領域の管理責任はTSCObjectクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●const char* _TSCAcceptorName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCアクセプタ名称

TSCObjectを保持しているTSCAcceptorのTSCアクセプタ名称を取得します。
戻り値のTSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任はTSCAcceptorクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

TSCObjectの派生クラスの生成と削除
TSCObjectの派生クラスは，newオペレータで生成し，deleteオペレータで削除します。OTMがTSCObjectの公開メソッドを呼び出しているときは削除できないため，公開メソッドを呼び出していない状態で削除してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCObjectクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	_TSCInterfaceName	できません。
	_TSCContext	できません。
	_TSCThread	できません。
	_TSCAcceptorName	できません。
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し※	できません。

	注※
	このメソッドはOTMが呼び出します。



TSCObjectFactory（C++）
TSCObjectFactoryはシステム提供クラスです。
TSCObjectFactoryは，OTMがTSCユーザオブジェクトの管理を開始するとき，または管理対象から外すときに呼び出されるオブジェクトのインタフェースです。
ユーザはTSCObjectFactoryを継承させて，TSCユーザオブジェクトを生成，または削除するクラスを定義します。また，TSCユーザオブジェクトのファクトリとして，派生クラスのインスタンスを生成します。次にTSCObjectFactoryの特徴を示します。
	直接，TSCObjectFactoryのインスタンスを生成できません。
	ユーザはTSCObjectFactoryクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。


OTMからの呼び出しによるTSCObjectの管理
OTMは，TSCObjectFactoryのcreateを呼び出すことで，返されるTSCObjectの管理を開始します。逆に，該当するTSCObjectを引数にTSCObjectFactoryのdestroyを呼び出すことで，TSCObjectを管理対象から外します。

形式
class TSCObjectFactory;

typedef TSCObjectFactory* TSCObjectFactory_ptr;

 

class TSCObjectFactory

{

 public:

 TSCObjectFactory();

 virtual ~TSCObjectFactory();

 

 virtual TSCObject_ptr create() = 0;

 virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object) = 0;

};

インクルードファイル
#include <tscobject.h>

コンストラクタ
●TSCObjectFactory()
TSCObjectFactoryを生成します。

デストラクタ
●virtual ~TSCObjectFactory()
TSCObjectFactoryを削除します。

コールバックメソッド
●virtual TSCObject_ptr create() = 0
	項目	型・意味
	戻り値	管理対象のTSCユーザオブジェクト
	例外	各種TSCSystemException

TSCObjectを返します。TSCユーザオブジェクトを生成するコードを記述できます。OTMがこのメソッドを呼び出した結果，返されたTSCObjectが管理対象となります。
管理対象とするTSCObjectのメモリ管理責任はOTMにあるので，ユーザは削除しないでください。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。
また，create呼び出しに失敗した場合は，各種TSCSystemExceptionによって通知する形でコードを記述してください。
●virtual void destroy(TSCObject_ptr tsc_object) = 0
	項目	型・意味
	引数	TSCObject_ptr tsc_object	管理対象から外すTSCユーザオブジェクト
	例外	ありません。

TSCObjectを消去する前の処理のコードを記述できます。OTMがTSCユーザオブジェクトを管理対象から外すとき，該当するTSCObjectを引数に指定して，このメソッドを呼び出します。
管理対象から外されたTSCObjectのメモリ管理責任はユーザにあります。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。
なお，コネクション切断などの障害時には，ユーザオブジェクトを生成したスレッドとは別のスレッドでdestroy()を発行することがあります。
また，このメソッドから通知した例外は無視されます。

TSCObjectFactoryの派生クラスの生成と削除
TSCObjectFactoryの派生クラスは，newオペレータで生成し，deleteオペレータで削除します。OTMがTSCObjectの公開メソッドを呼び出しているとき，またはユーザがTSCObjectの公開メソッドを呼び出しているときは削除できないため，公開メソッドを呼び出していない状態で削除してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCObjectFactoryクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。なお，これらのメソッドは，OTMが呼び出します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	create	できます。
	destroy	できます。



TSCProxyObject（C++）
TSCProxyObjectはシステム提供クラスです。
TSCProxyObjectはTSCObjectの代理クラスです。TSCProxyObjectを呼び出すと，OTMのスケジューリング機構を経由してTSCObjectが呼び出されます。
ユーザは，サーバアプリケーションのTSCユーザオブジェクトが提供するサービスを利用するときに，TSCProxyObjectクラスのインスタンスを生成して呼び出します。次にTSCProxyObjectの特徴を示します。
	TSCProxyObjectを使用して利用できるサービスをTSCサービス識別子で表現します。TSCサービス識別子は，インタフェース名称とTSCアクセプタ名称から構成されます。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。
	属性として，タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）とプライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を持ちます。
	TSCContextを登録できます。


TSCサービス識別子によるサービスの識別
TSCサービス識別子の構成
TSCProxyObjectを使用して利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称とTSCアクセプタ名称から構成されます。
	TSCProxyObjectのインタフェース名称
TSCProxyObjectのインタフェース名称は，TSCProxyObjectを使用して呼び出すサービスのインタフェースの種類を表します。

	TSCProxyObjectのTSCアクセプタ名称
TSCProxyObjectのTSCアクセプタ名称も，TSCProxyObjectを使用して呼び出すサービスのインタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供するサービスで，実装内容の違いを識別するために使用します。したがって，TSCアクセプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし"とすることもできます。


サービスの種類の表現方法
TSCProxyObjectによって利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称とTSCアクセプタ名称から構成されます。
	TSCAcceptorにTSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスのインタフェースの種類は，次のように表されます。
	TSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子



	TSCAcceptorにTSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスの種類は，次のように表されます。
	TSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子




サービスの種類の表現例
	TSCProxyObjectのインタフェース名称が"ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは，"ABC::"への要求メッセージを生成し，"ABC::"としてサービスを提供しているTSCObjectとTSCAcceptorを呼び出せます。
	"ABC::"


サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに"ABC::"と指定してサービスを呼び出した場合，その要求を受け付けるTSCObjectとTSCAcceptorは，次に示すどちらかです。
	インタフェース名称"ABC:"だけ指定されたTSCAcceptor，およびそのTSCAcceptorに管理されるTSCObject
	インタフェース名称"ABC"と任意のTSCアクセプタ名称が指定されたTSCAcceptor，およびそのTSCAcceptorに管理されるTSCObject

つまり，TSCProxyObjectでインタフェース名称だけ指定して呼び出した場合，サーバ側では，同じインタフェース名称を持つTSCAcceptorに管理されるすべてのTSCObjectが，TSCアクセプタ名称の値に関係なく呼び出されます。

	TSCProxyObjectのインタフェース名称が"ABC"で，TSCアクセプタ名称が"abc"の場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは"ABC::abc"への要求メッセージを生成し，"ABC::abc"としてサービスを提供しているTSCObjectとTSCAcceptorを呼び出せます。
	"ABC::abc"


サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに"ABC::abc"と指定してサービスを呼び出した場合，その要求を受け付けるTSCObjectとTSCAcceptorは，インタフェース名称"ABC"とTSCアクセプタ名称"abc"が指定されたTSCAcceptor，およびそのTSCAcceptorに管理されるTSCObjectです。
つまり，TSCProxyObjectにインタフェース名称とTSCアクセプタ名称を指定して呼び出した場合，サーバ側では，同じインタフェース名称と同じTSCアクセプタ名称を持つTSCAcceptorに管理されるTSCObjectが呼び出されるため，TSCアクセプタ名称によって呼び出すTSCObjectを選択できます。



形式
class TSCProxyObject

{

 public:

 const char* _TSCInterfaceName();

 const char* _TSCAcceptorName();

 

 TSCInt _TSCTimeout();

 void _TSCTimeout(TSCInt timeout);

 

 TSCInt _TSCPriority();

 void _TSCPriority(TSCInt priority);

 

 TSCContext_ptr _TSCContext();

};

インクルードファイル
#include <tscproxy.h>

メソッド
●const char* _TSCInterfaceName()
	項目	型・意味
	戻り値	インタフェース名称

インタフェース名称を取得します。
インタフェース名称のメモリ領域の管理責任はTSCProxyObjectクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
●const char* _TSCAcceptorName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCアクセプタ名称

TSCアクセプタ名称を取得します。
TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任はTSCProxyObjectクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
●TSCInt _TSCTimeout()
	項目	型・意味（単位）
	戻り値	タイムアウト時間（秒）

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●void _TSCTimeout(TSCInt timeout)
	項目	型・意味（単位）
	引数	TSCInt timeout	タイムアウト時間（秒）
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合，時間監視をしません。監視時間は，メソッド呼び出しごとに変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，監視時間のデフォルト値は"180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合は，監視時間のデフォルト値は-TSCTimeOutオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●TSCInt TSCPriority()
	項目	型・意味
	戻り値	プライオリティ値

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●void _TSCPriority(TSCInt priority)
	項目	型・意味
	引数	TSCInt priority	プライオリティ値
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を設定します。
priorityに1～8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更できます。priorityに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリティ値はリクエスト単位に変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCRequestPriorityオプションを指定しない場合は，プライオリティ値のデフォルト値は"4"です。-TSCRequestPriorityオプションを指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値は-TSCRequestPriorityオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●TSCContext_ptr _TSCContext()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCコンテキスト

TSCContextを取得します。
戻り値のTSCContextのメモリ領域の管理責任はTSCProxyObjectクラスにあるので，削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCProxyObjectクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	_TSCInterfaceName	〇
	_TSCAcceptorName	〇
	_TSCTimeout()	○
	_TSCTimeout(TSCInt)	×
	_TSCPriority()	○
	_TSCPriority(TSCInt)	×
	_TSCContext	×
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	×

	（凡例）
	○：できます。
	×：できません。


インスタンスの内部参照（アクセス）規則
TSCProxyObjectクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）する規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの内部参照
	_TSCInterfaceName	ありません。
	_TSCAcceptorName	ありません。
	_TSCTimeout()	ありません。
	_TSCTimeout(TSCInt)	ありません。
	_TSCPriority()	ありません。
	_TSCPriority(TSCInt)	ありません。
	_TSCContext	ありません。
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	生成時に指定したTSCClient型のインスタンス



TSCRootAcceptor（C++）
TSCRootAcceptorはシステム提供クラスです。
TSCRootAcceptorは，サーバオブジェクトの実行空間を表現するオブジェクトです。クライアント側からのTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け付けて，適切なTSCユーザアクセプタに振り分けます。また，パラレルカウント（常駐するスレッド数）に合わせてスレッドを管理します。
ユーザは，クライアント側にサービスを提供するTSCユーザオブジェクトの実行空間を構築するときに，サーバアプリケーション内でTSCRootAcceptorクラスのインスタンスを生成します。次にTSCRootAcceptorの特徴を示します。
	複数のTSCAcceptorを登録できます。
	スレッドの生成や削除などをして，スレッドを管理します。
	属性としてTSCルートアクセプタ状態を持ちます。TSCルートアクセプタ状態にはactive状態とnon-active状態の2種類があります。
	TSCルートアクセプタ登録名称を指定してactive状態に遷移できます。
	属性としてパラレルカウント（常駐するスレッド数）を持ちます。
	TSCThreadFactoryを登録できます。


TSCAcceptorの登録
TSCObjectの実行空間の構成
TSCRootAcceptorの実行空間でTSCObjectを実行させる場合，例えば，TSCRootAcceptorの管理するスレッド上でTSCObjectを実行させる場合，そのTSCObjectに対応するTSCAcceptorをTSCRootAcceptorに登録します。TSCRootAcceptorには複数のTSCAcceptorを登録できます。
提供するサービスの管理
TSCRootAcceptorには複数のTSCAcceptorを登録できます。TSCRootAcceptorは，各TSCAcceptorの複数のTSCサービス識別子を集め，かつ，重複を削除したものを属性として管理します。TSCRootAcceptorが提供できるサービスの種類は，このTSCサービス識別子によって表現されます。つまり，TSCサービス識別子の列で表されるサービスを提供することになります。

TSCルートアクセプタ状態
TSCルートアクセプタ状態ごとのスレッドの管理方式
TSCルートアクセプタ状態にはactive状態とnon-active状態の2種類があります。各状態の遷移中の場合も含めて，それぞれの状態のときのスレッドの管理方式を次に示します。
	non-active状態
non-active状態のオブジェクトが管理するスレッドはありません。
non-active状態のときは，TSCAcceptorの登録および削除ができます。TSCAcceptorの登録時には，登録識別子が返されます。TSCAcceptorを削除するときには，その登録識別子を指定します。
TSCRootAcceptorを生成した時点ではnon-active状態です。

	non-active状態からactive状態に遷移中
パラレルカウント数と同数のスレッドを生成します。また，登録されているすべてのTSCAcceptorにオブジェクト管理開始通知を出します。すべてのTSCAcceptorがオブジェクトの管理を開始したあと，クライアント側からのTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け付けることができます。

	active状態
クライアント側にサービスを提供できる状態です。クライアント側からTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け取ると，適切なTSCAcceptorに振り分けます。non-active状態からactive状態に遷移するときに生成されたスレッドはTSCRootAcceptorに管理されています。ユーザは，TSC経由以外でこれらのTSCユーザオブジェクトにアクセスしないでください。また，active状態のときは，TSCAcceptorの登録および削除はできません。

	active状態からnon-active状態に遷移中
登録されているすべてのTSCAcceptorにオブジェクト管理終了通知を出します。また，TSCRootAcceptorの管理下にあるスレッドを削除します。


active状態での障害通知
サーバアプリケーション内やTSCデーモンとの接続に障害が発生してスレッドが存続できなくなる場合，そのスレッド上でオブジェクト管理終了通知をTSCAcceptorに渡します。その後，そのスレッドを削除します。なお，このときはまだactive状態です。
障害が解除されると，再度，スレッドを生成します。その後，そのスレッド上でオブジェクト管理開始通知をTSCAcceptorに渡します。つまり，障害が発生してから解除されるまでの間は，TSCRootAcceptorは，スレッド数がパラレルカウント（常駐するスレッド数）以下の状態で存続します。

TSCルートアクセプタ登録名称
TSCRootAcceptorがactive状態に遷移すると，TSCRootAcceptorと関連づけられているTSCServerにTSCルートアクセプタ登録名称が登録されます。以降，クライアント側のメソッド呼び出し要求がTSCRootAcceptorに振り分けられるようになります。
TSCRootAcceptorをactive状態に遷移させるときに，TSCルートアクセプタ登録名称を指定することもできます。activateの呼び出し時に，TSCルートアクセプタ登録名称を指定する場合と指定しない場合について，それぞれ次に示します。
	TSCルートアクセプタ登録名称を指定してactivateを呼び出した場合
TSCルートアクセプタ登録名称を"abc"とすると，関連づけられているTSCServerに"abc"として登録されます。

	TSCルートアクセプタ登録名称を指定しないでactivateを呼び出した場合
関連づけられているTSCServerに，デフォルトのTSCルートアクセプタ登録名称で登録されます。デフォルトのTSCルートアクセプタ登録名称は"default"ですが，サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCRootAcceptorによって変更できます。


また，同じTSCルートアクセプタ登録名称で，TSCRootAcceptorを同じTSCデーモンに登録できます。同じTSCルートアクセプタ登録名称で登録した場合，スケジュール用キュー（配送機構）が共有されます。ただし，スケジュール用キューを共有する場合，登録するTSCRootAcceptor間で提供できるサービス内容が一致している必要があります。つまり，同じTSCルートアクセプタ登録名称で登録するTSCRootAcceptorは，同じTSCサービス識別子の列を持っている必要があります。

TSCユーザスレッドファクトリによるTSCユーザスレッドの管理
TSCThreadFactoryを引数としてTSCRootAcceptorを生成した場合を前提にします。この場合，TSCRootAcceptorは，non-active状態からactive状態に遷移する過程でスレッドを生成したあと，TSCThreadFactoryのcreateを呼び出して，戻り値であるTSCThreadをそのスレッドに割り当てます。また，active状態からnon-active状態に遷移する過程で，スレッドごとに割り当てたTSCThreadを引数にTSCThreadFactoryのdestroyを呼び出したあと，スレッドを削除します。

形式
class TSCRootAcceptor;

typedef TSCRootAcceptor* TSCRootAcceptor_ptr;

 

class TSCRootAcceptor

{

 public:

 

 static TSCRootAcceptor_ptr create(TSCServer_ptr tsc_server);

 

 static TSCRootAcceptor_ptr create(TSCServer_ptr tsc_server,

               TSCThreadFactory_ptr tsc_thr_fact);

 

 static void destroy(TSCRootAcceptor_ptr tsc_rt_acpt);

 

 //TSCAcceptorの追加

 TSCInt registerAcceptor(TSCAcceptor_ptr tsc_acpt);

 

 //TSCAcceptorの削除

 void cancelAcceptor(TSCInt reg_id);

 

 //パラレルカウントの設定

 void setParallelCount(TSCInt p_count);

 TSCInt getParallelCount();

 

 //TSCRootAcceptorの活性化

 TSCInt activate();

 TSCInt activate(const char* rt_acpt_reg_name);

 

 //TSCRootAcceptorの非活性化

 TSCInt deactivate();

 

};

インクルードファイル
#include <tscobject.h>

メソッド
●static TSCRootAcceptor_ptr create(TSCServer_ptr tsc_server)
	項目	型・意味
	引数	TSCServer_ptr tsc_server	接続したTSCServer
	戻り値	生成されたTSCRootAcceptor
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

TSCServerと関連づけられたTSCRootAcceptorを生成します。
引数で渡すTSCServerの解放責任，および戻り値で返されるTSCRootAcceptorの削除責任はユーザにあるので，適切な状態のときに解放および削除してください。
activate()やdeactivate()に失敗した場合，TSCRootAcceptor上でユーザオブジェクトの生成や削除を実施していることがあります。TSCRootAcceptorを削除する場合は，deactivate()が正常終了したあとで実施してください。
なお，このメソッドを複数のスレッドから同時に呼び出せます。
●static TSCRootAcceptor_ptr create(TSCServer_ptr tsc_server,
                          TSCThreadFactory_ptr tsc_thr_fact)
	項目	型・意味
	引数	TSCServer_ptr tsc_server	接続したTSCServer
	TSCThreadFactory_ptr tsc_thr_fact	TSCユーザスレッドファクトリオブジェクト
	戻り値	生成されたTSCRootAcceptor
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

tsc_serverと関連づけられたtsc_thr_factを保持するTSCRootAcceptorを生成します。
引数で渡すTSCServerの解放責任，引数で渡すTSCThreadFactoryのメモリ領域の管理責任，および戻り値で返されるTSCRootAcceptorの削除責任はユーザにあるので，適切な状態のときに解放および削除してください。
activate()やdeactivate()に失敗した場合，TSCRootAcceptor上でユーザオブジェクトの生成や削除を実施していることがあります。TSCRootAcceptorを削除する場合は，deactivate()が正常終了したあとで実施してください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●static void destroy(TSCRootAcceptor_ptr tsc_rt_acpt)
	項目	型・意味
	引数	TSCRootAcceptor_ptr tsc_rt_acpt	削除するTSCRootAcceptor
	戻り値	ありません。
	例外	ありません。

tsc_rt_acptを削除します。削除したTSCRootAcceptorにはアクセスしないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●TSCInt registerAcceptor(TSCAcceptor_ptr tsc_acpt)
	項目	型・意味
	引数	TSCAcceptor_ptr tsc_acpt	登録するTSCAcceptor
	戻り値	TSCユーザアクセプタの登録識別子
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

TSCAcceptorを登録します。active状態のときは登録できません。
登録するTSCAcceptorのメモリ領域の管理責任はユーザにあるので，適切な状態のときに削除してください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●void cancelAcceptor(TSCInt reg_id)
	項目	型・意味
	引数	TSCInt reg_id	削除するTSCユーザアクセプタの登録識別子
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

TSCAcceptorオブジェクトの登録を削除します。reg_idにはregisterAcceptorで戻された値を指定してください。activate状態のときと，active状態のときは登録を削除できません。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●void setParallelCount(TSCInt p_count)
	項目	型・意味
	引数	TSCInt p_count	パラレルカウント
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を設定します。active状態のときは設定できません。
サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCParallelCountを指定しない場合，パラレルカウントのデフォルト値は"1"です。コマンドオプション引数-TSCParallelCountを指定する場合は，パラレルカウントのデフォルト値はその指定値となります。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCInt getParallelCount()
	項目	型・意味
	戻り値	パラレルカウント

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を取得します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●TSCInt activate()
	項目	型・意味
	戻り値	常に0
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
ユーザが通知する各種例外

デフォルトのTSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。
サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCRootAcceptorを指定しない場合，TSCルートアクセプタ登録名称のデフォルト値は"default"です。コマンドオプション引数-TSCRootAcceptorを指定した場合，TSCルートアクセプタのデフォルト値はその指定値となります。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCInt activate(const char* rt_acpt_reg_name)
	項目	型・意味
	引数	const char* rt_acpt_reg_name	TSCルートアクセプタの登録名称
	戻り値	常に0
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
ユーザが通知する各種例外

指定したTSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。rt_acpt_reg_nameに文字列を指定する場合は，1～31文字で指定してください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCInt deactivate()
	項目	型・意味
	戻り値	常に0
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

non-active状態に遷移します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

TSCRootAcceptorの生成と削除
TSCServerを引数に指定したTSCRootAcceptorのcreateで生成し，TSCRootAcceptorを引数に指定したTSCRootAcceptorのdestroyで削除します。TSCRootAcceptorクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは削除できないため，インスタンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で削除してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCRootAcceptorクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	create(TSCServer_ptr)	○
	create(TSCServer_ptr,TSCThreadFactory_ptr)	○
	destroy	○
	registerAcceptor	×
	cancelAcceptor	×
	setParallelCount	×
	getParallelCount	○
	activate()	×
	activate(const char*)	×
	deactivate()	×

	（凡例）
	○：できます。
	×：できません。


インスタンスの公開メソッド呼び出し規則
TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスの公開メソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	公開メソッド呼び出し
	activate()	生成時に指定されたTSCThreadFactory型のインスタンス
	activate(const char*)	生成時に指定されたTSCThreadFactory型のインスタンス
	deactivate()	生成時に指定されたTSCThreadFactory型のインスタンス


インスタンスの内部参照（アクセス）規則
TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）する規則を次に示します。
	メソッド	内部参照
	registerAcceptor	ありません。
	cancelAcceptor	ありません。
	setParallelCount	ありません。
	getParallelCount	ありません。
	activate()	生成時に指定されたTSCServer型のインスタンス
登録されているTSCAcceptor型のインスタンス
	activate(const char*)	生成時に指定されたTSCServer型のインスタンス
	deactivate()	生成時に指定されたTSCServer型のインスタンス
	active状態のとき	registerAcceptorの引数で指定されたTSCAcceptor型のインスタンス
（TSCRootAcceptorに登録されているTSCAcceptor型のインスタンス）

なお，TSCRootAcceptorクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMはこのときの動作を保証しません。また，複数のスレッド上から同時に，TSCRootAcceptorクラスの同じインスタンスを内部参照できます。


TSCServer（C++）
TSCServerはシステム提供クラスです。
TSCServerは，TSCデーモン中のサーバアプリケーション管理部分を参照するクラスです。サーバアプリケーション側の機能操作の要求は，TSCServerを経由してTSCデーモンに渡されます。また，TSCユーザプロキシを使用したクライアントアプリケーション側からのTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受けて，TSCルートアクセプタに振り分けます。
ユーザはサーバアプリケーションがTSCデーモンと接続するときに，TSCServerクラスのインスタンスを取得します。次にTSCServerの特徴を示します。
	属性としてTSCドメイン名称とTSC識別子を持ちます。


TSCServerと接続
サーバアプリケーションとTSCデーモン間の接続は，サーバアプリケーションプロセス内でTSCServerを最初に取得するときに確立されます。その後，同じTSCデーモンに対してTSCServerを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，取得したすべてのTSCServerを解放すると接続が切断されます。
一つのサーバアプリケーションから複数のTSCデーモンへ接続を確立することもできます。また，サーバアプリケーション側の機能操作の要求が，この接続を経由してTSCデーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。TSCデーモンからのオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由してサーバアプリケーションに配送される場合は，並行して処理されます。

形式
class TSCServer;

typedef TSCServer* TSCServer_ptr;

 

class TSCServer

{

public:

 const char* getTSCDomainName();

 const char* getTSCID();

};

インクルードファイル
#include <tscobject.h>

メソッド
●const char* getTSCDomainName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCドメイン名称

TSCドメイン名称を返します。
TSCドメイン名称のメモリ領域の管理責任はTSCServerクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●const char* getTSCID()
	項目	型・意味
	戻り値	TSC識別子

TSC識別子を返します。
TSC識別子のメモリ領域の管理責任はTSCServerクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。

TSCServerの取得と解放
TSCServerはTSCAdmのgetTSCServerで取得し，TSCAdmのreleaseTSCServerで解放します。TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは解放できないため，TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で解放してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCServerクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	getTSCDomainName	できます。
	getTSCID	できます。


インスタンスの内部参照（アクセス）規則
TSCServerクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）する規則を次に示します。
	タイミング	内部参照
	getTSCDomainName	ありません。
	getTSCID	ありません。
	関連づけがあるTSCRootAcceptorがactive状態	関連づけがあるTSCRootAcceptor型のインスタンス

なお，TSCServerクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するインスタンスからのアクセスは，メモリアクセス違反となります。OTMは，この際の動作を保証しません。また，複数のスレッド上から同時に，TSCServerクラスの同じインスタンスを内部参照できます。


TSCSessionProxy（C++）
TSCSessionProxyはシステム提供クラスです。
TSCSessionProxyは，TSCObjectの代理クラスです。TSCSessionProxyを呼び出すと，OTMのスケジューリング機構を経由してステートフルにTSCObjectが呼び出されます。TSCSessionProxyのTSCProxyObjectとの違いを次に示します。

TSCSessionProxyの特徴
	TSCProxyObjectの持つ属性に加え，セション呼び出しインターバル監視時間（呼び出しと呼び出しの間の監視時間）が属性に追加されます。
	_TSCStart()メソッドでセションを確立します。
セションを確立すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションのインスタンスを対応づけます。_TSCStart()メソッド発行後は，_TSCStop()メソッドの発行まで，対応づけたインスタンスにリクエストを要求します。対応づけられるサーバアプリケーションのインスタンスはTSCObjectです。TSCObjectと対応づけた場合は，次のことに注意してください。
	TSCObjectのインスタンスを保持しているスレッドも対応づける。
	TSCObjectのインスタンスはセションを確立していないほかのクライアントアプリケーションからのリクエストを受け付けられない。
	すべてのTSCObjectのインスタンスが対応づけられた場合は，新しいクライアントアプリケーションからのリクエストを受け付けられない。


	_TSCStop()メソッドを発行すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションのインスタンスとのセションを解放します。
	コンストラクタに指定するTSCアクセプタ名称は，_TSCStart()メソッド発行時に対応づけるインスタンスを決定するために使用されます。
	TSCアクセプタ名称を指定していないコンストラクタで生成した場合は，_TSCStart()メソッドで任意のインスタンスに対応づけ，対応づけたTSCアクセプタ名称を_TSCStop()メソッド発行時まで引き継ぎます。


形式
class TSCSessionProxy

{

 public:

 void _TSCStart();

 void _TSCStop();

 

 TSCInt _TSCSessionInterval();

 void _TSCSessionInterval(TSCInt session_interval);

 

 const char* _TSCInterfaceName();

 const char* _TSCAcceptorName();

 

 TSCInt _TSCTimeout();

 void _TSCTimeout(TSCInt timeout);

 

 TSCInt _TSCPriority();

 void _TSCPriority(TSCInt priority);

 

 TSCContext_ptr _TSCContext();

}

インクルードファイル
#include <tscproxy.h>

メソッド
●void _TSCStart()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCObjectNotExistException
TSCTransientException

セションを開始します。
セションを開始するとTSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスを対応づけます。また，アクセプタ名称を指定していないコンストラクタでインスタンスを生成した場合は，_TSCStart()メソッドで対応づけたインスタンスのアクセプタ名称を_TSCStop()メソッドの発行時まで引き継ぎます。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
_TSCStart()メソッドが正常終了した場合は，セション呼び出しが成功しても失敗しても，必ず_TSCStop()メソッドを発行してください。
●void _TSCStop()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCTransientException

セションを解放します。
セションを解放するとTSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスの対応づけも解放されます。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●TSCInt _TSCSessionInterval()
	項目	型・意味（単位）
	戻り値	セション呼び出しインターバル監視時間（秒）

セション呼び出しインターバル監視時間を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●void _TSCSessionInterval(TSCInt session_interval)
	項目	型・意味（単位）
	引数	TSCInt session_interval	セション呼び出しインターバル監視時間（秒）
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

セション呼び出しインターバル監視時間を秒単位で設定します。メソッド呼び出しごとに変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCSessionIntervalオプションを指定しない場合は，監視時間のデフォルト値は"180"（秒）です。-TSCSessionIntervalオプションを指定する場合は，監視時間のデフォルト値は-TSCSessionIntervalオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●const char* _TSCInterfaceName()
	項目	型・意味
	戻り値	インタフェース名称

インタフェース名称を取得します。
インタフェース名称のメモリ領域の管理責任はTSCSessionProxyクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
●const char* _TSCAcceptorName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCアクセプタ名称

TSCアクセプタ名称を取得します。
取得するTSCアクセプタ名称を次に示します。
	セション呼び出し中の場合
セション呼び出し中のサーバアプリケーションのアクセプタ名称

	セション呼び出し中でない場合
TSCSessionProxy生成時に指定したアクセプタ名称


TSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任はTSCSessionProxyクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。また，セション呼び出し中に取得したTSCアクセプタ名称のメモリ領域は_TSCStop()メソッド発行後には参照できません。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●TSCInt _TSCTimeout()
	項目	型・意味（単位）
	戻り値	タイムアウト時間（秒）

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●void _TSCTimeout(TSCInt timeout)
	項目	型・意味（単位）
	引数	TSCInt timeout	タイムアウト時間（秒）
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合は，時間監視をしません。監視時間は，メソッド呼び出しごとに変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，監視時間のデフォルト値は"180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合は，監視時間のデフォルト値は-TSCTimeOutオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
タイムアウト値が有効になるメソッドを次に示します。
	_TSCStart()メソッド
	クライアント側からのオブジェクト呼び出しメソッド
	_TSCStop()メソッド

●TSCInt _TSCPriority()
	項目	型・意味
	戻り値	プライオリティ値

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●void _TSCPriority(TSCInt priority)
	項目	型・意味
	引数	TSCInt priority	プライオリティ値
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を設定します。
priorityに1～8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更できます。priorityに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリティ値はリクエスト単位に変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCRequestPriorityオプションを指定しない場合は，プライオリティ値のデフォルト値は"4"です。-TSCRequestPriorityオプションを指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値は-TSCRequestPriorityオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
プライオリティ値が有効になるのは_TSCStart()メソッドだけです。
●TSCContext_ptr _TSCContext()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCコンテキスト

TSCコンテキストを取得します。
戻り値のTSCコンテキストのメモリ領域の管理責任はTSCSessionProxyクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCSessionProxyクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	_TSCStart()	×
	_TSCStop()	×
	_TSCSessionInterval()	○
	_TSCSessionInterval(TSCInt)	×
	_TSCInterfaceName()	〇
	_TSCAcceptorName()	〇
	_TSCTimeout()	○
	_TSCTimeout(TSCInt)	×
	_TSCPriority()	○
	_TSCPriority(TSCInt)	×
	_TSCContext	×
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	×

	（凡例）
	○：できます。
	×：できません。


インスタンスの内部参照（アクセス）規則
TSCSessionProxyクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）する規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの内部参照
	_TSCStart()	ありません。
	_TSCStop()	ありません。
	_TSCSessionInterval()	ありません。
	_TSCSessionInterval(TSCInt)	ありません。
	_TSCInterfaceName()	ありません。
	_TSCAcceptorName()	ありません。
	_TSCTimeout()	ありません。
	_TSCTimeout(TSCInt)	ありません。
	_TSCPriority()	ありません。
	_TSCPriority(TSCInt)	ありません。
	_TSCContext	ありません。
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	生成時に指定したTSCClient型のインスタンス


セション呼び出し機能使用中のメソッド呼び出し規則
セション呼び出し機能使用中（_TSCStart()メソッド呼び出し完了から_TSCStop()メソッド呼び出し完了まで）の，TSCSessionProxyクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	セション呼び出し中での呼び出し
	_TSCStart()	×
	_TSCStop()	○
	_TSCSessionInterval()	○
	_TSCSessionInterval(TSCInt)	○
	_TSCInterfaceName()	○
	_TSCAcceptorName()	○
	_TSCTimeout()	○
	_TSCTimeout(TSCInt)	○
	_TSCPriority()	○
	_TSCPriority(TSCInt)	○
	_TSCContext	○
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	○

	（凡例）
	○：できます。
	×：できません。



TSCSystemException（C++）
TSCSystemExceptionはシステム提供例外クラスです。
TSCSystemExceptionは，OTMでの例外用の基本クラスです。次にTSCSystemExceptionの特徴を示します。
	属性としてエラーコード，内容コード，場所コード，完了状態，および四つの保守コードを持ちます。
	ユーザはこのクラスのインスタンスを生成できません。
	ユーザはこのクラスの型で，派生クラスの例外をcatchできます。


エラーコード
エラーコードは，TSCSystemExceptionクラスの派生クラスに対応するコードです。TSCSystemExceptionクラスの型で例外をcatchした場合，エラーコードを参照することで例外の種類を知ることができます。
定数値の順に並べたエラーコードの一覧を次の表に示します。エラーコードに対応する各派生クラスについては，この章の「TSCSystemExceptionの派生クラス（C++）」を参照してください。
表3-5　エラーコードの一覧（C++）
	エラーコード	例外クラス
	BAD_PARAM	TSCBadParamException
	NO_MEMORY	TSCNoMemoryException
	COMM_FAILURE	TSCCommFailureException
	NO_PERMISSION	TSCNoPermissionException
	INTERNAL	TSCInternalException
	MARSHAL	TSCMarshalException
	INITIALIZE	TSCInitializeException
	NO_IMPLEMENT	TSCNoImplementException
	BAD_OPERATION	TSCBadOperationException
	NO_RESOURCES	TSCNoResourcesException
	NO_RESPONSE	TSCNoResponseException
	BAD_INV_ORDER	TSCBadInvOrderException
	TRANSIENT	TSCTransientException
	OBJECT_NOT_EXIST	TSCObjectNotExistException
	UNKNOWN	TSCUnknownException
	INV_OBJREF	TSCInvObjrefException
	IMP_LIMIT	TSCImpLimitException
	BAD_TYPECODE	TSCBadTypecodeException
	PERSIST_STORE	TSCPersistStoreException
	FREE_MEM	TSCFreeMemException
	INV_IDENT	TSCInvIdentException
	INV_FLAG	TSCInvFlagException
	INTF_REPOS	TSCIntfReposException
	BAD_CONTEXT	TSCBadContextException
	OBJ_ADAPTER	TSCObjAdapterException
	DATA_CONVERSION	TSCDataConversionException
	TRANSACTION_REQUIRED	TSCTransactionRequiredException
	TRANSACTION_ROLLEDBACK	TSCTransactionRolledbackException
	INVALID_TRANSACTION	TSCInvalidTransactionException
	INV_POLICY	TSCInvPolicyException
	CODESET_INCOMPATIBLE	TSCCodesetIncompatibleException
	REBIND	TSCRebindException
	TIMEOUT	TSCTimeoutException

個々のエラーコードの詳細については，「付録A　エラーコード一覧」を参照してください。

内容コード
内容コードは，障害の詳しい情報を示すコードです。エラーコード間で内容コードが重複することはないため，ユニークな定数を持ちます。したがって，TSCSystemExceptionクラスの型で例外をcatchする場合，内容コードを参照することで詳細な情報を知ることができます。ユーザがTSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成してthrowする場合，ユーザ用に割り当てられている値を内容コードに設定してください。
内容コードの分類を次の表に示します。
表3-6　内容コードの分類（C++）
	分類	内容コードの範囲
	ユーザアプリケーション用	0～999
	OTMシステム予約	1000～40000

個々の内容コードの詳細については，「付録D　内容コード一覧」を参照してください。

場所コード
場所コードは障害が発生した場所を示します。ユーザがTSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成してthrowする場合，PLACE_CODE_USER_APを設定してください。
場所コードの一覧を次の表に示します。
表3-7　場所コードの一覧（C++）
	場所コード	場所
	PLACE_CODE_USER_AP	ユーザアプリケーション
	PLACE_CODE_SERV	OTMのサーバ機能部分
	PLACE_CODE_DAEMON	TSCデーモン
	PLACE_CODE_CLNT	OTMのクライアント機能部分
	PLACE_CODE_CLNT_REG	TSCレギュレータ
	PLACE_CODE_STUB	TSCユーザプロキシ（スタブ）
	PLACE_CODE_SKELTON	TSCユーザスケルトン（スケルトン）
	PLACE_CODE_ORBGW	TSCORBコネクタ


完了状態
完了状態は，障害が発生したときにメソッド呼び出しが完了しているかどうかを示します。
完了状態の一覧を次の表に示します。
表3-8　完了状態の一覧（C++）
	完了状態	説明
	COMPLETED_NO	メソッド呼び出しが完了していません。
	COMPLETED_MAYBE	メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。
	COMPLETED_YES	メソッド呼び出しが完了しています。


形式
class TSCSystemException : public CORBA::SystemException

{

 

 public: 

 //各種情報取得

 TSCInt getErrorCode();

 TSCInt getDetailCode();

 TSCInt getPlaceCode();

 TSCInt getCompletionStatus();

 TSCInt getMaintenanceCode1();

 TSCInt getMaintenanceCode2();

 TSCInt getMaintenanceCode3();

 TSCInt getMaintenanceCode4();

 

 //エラーコード

 static const TSCInt BAD_PARAM = 1;

 static const TSCInt NO_MEMORY = 2;

 static const TSCInt COMM_FAILURE = 3;

 static const TSCInt NO_PERMISSION = 4;

 static const TSCInt INTERNAL = 5;

 static const TSCInt MARSHAL = 6;

 static const TSCInt INITIALIZE = 7;

 static const TSCInt NO_IMPLEMENT = 8;

 static const TSCInt BAD_OPERATION = 9;

 static const TSCInt NO_RESOURCES = 10;

 static const TSCInt NO_RESPONSE = 11;

 static const TSCInt BAD_INV_ORDER = 12;

 static const TSCInt TRANSIENT = 13;

 static const TSCInt OBJECT_NOT_EXIST = 14;

 static const TSCInt UNKNOWN = 15;

 static const TSCInt INV_OBJREF = 16;

 static const TSCInt IMP_LIMIT = 17;

 static const TSCInt BAD_TYPECODE = 18;

 static const TSCInt PERSIST_STORE = 19;

 static const TSCInt FREE_MEM = 20;

 static const TSCInt INV_IDENT = 21;

 static const TSCInt INV_FLAG = 22;

 static const TSCInt INTF_REPOS = 23;

 static const TSCInt BAD_CONTEXT = 24;

 static const TSCInt OBJ_ADAPTER = 25;

 static const TSCInt DATA_CONVERSION = 26;

 static const TSCInt TRANSACTION_REQUIRED = 27;

 static const TSCInt TRANSACTION_ROLLEDBACK = 28;

 static const TSCInt INVALID_TRANSACTION = 29;

 static const TSCInt INV_POLICY = 30;

 static const TSCInt CODESET_INCOMPATIBLE = 31;

 static const TSCInt REBIND = 32;

 static const TSCInt TIMEOUT = 33;

 

 //

 //詳細コード

 //

 //BAD_PARAM

 static const TSCInt INVALID_TIMEOUT = 1001;

 static const TSCInt INVALID_RT_ACPT_NAME = 1002;

 static const TSCInt INVALID_PARALLEL_COUNT = 1003;

 static const TSCInt INVALID_ACPT_NAME = 1004;

 static const TSCInt OBJ_FACT_IS_NULL = 1005;

 static const TSCInt ACPT_IS_NULL = 1006;

 static const TSCInt INVALID_ACPT_REGID = 1007;

 static const TSCInt INVALID_TSCID = 1008;

 static const TSCInt INVALID_DOMAIN_NAME = 1009;

 static const TSCInt INVALID_OP_PARAM = 1010;

 static const TSCInt SERV_IS_NULL = 1011;

 static const TSCInt CLNT_IS_NULL = 1012;

 static const TSCInt ORB_IS_NULL = 1013;

 static const TSCInt DOMAIN_IS_NULL = 1015;

 static const TSCInt INVALID_REQUEST_WAY = 1016;

 static const TSCInt INVALID_PRIORITY = 1017;

 static const TSCInt THREAD_FACT_IS_NULL = 1018;

 static const TSCInt INVALID_FLAG = 1022;

 static const TSCInt INVALID_WATCH_TIME = 1027;

 static const TSCInt INVALID_RETRY_REQUIREMENT = 1029;

 static const TSCInt INVALID_SESSION_INTERVAL = 1038;

 

 //NO_MEMORY

 static const TSCInt MEM_ALLOC_FAILURE = 2001;

 

 //COMM_FAILURE

 static const TSCInt SEND_CLNT_FAILURE = 3004;

 static const TSCInt SEND_THIN_CLNT_FAILURE = 3005;

 static const TSCInt SEND_SERV_FAILURE = 3006;

 static const TSCInt SEND_TSCD_FAILURE = 3007;

 static const TSCInt BASIC_CONN_FAILURE = 3009;

 static const TSCInt CONN_FAILURE = 3010;

 static const TSCInt INCOMPATIBLE_PROTOCOL = 3011;

 static const TSCInt NOT_IGNORE_PROTOCOL = 3012;

 static const TSCInt DEACTIVATE_FAILURE = 3021;

 static const TSCInt RECEIVE_CONN_DOWN = 3023;

 

 //NO_PERMISSION

 static const TSCInt CALL_IN_HOLD = 4001;

 static const TSCInt RT_ACPT_IS_ACTIVE = 4002;

 static const TSCInt SERV_CONN_IN_END = 4005;

 static const TSCInt ACTIVATE_IN_END = 4006;

 static const TSCInt CLNT_CONN_IN_END = 4007;

 static const TSCInt DIFF_THREAD_CALL = 4008;

 static const TSCInt CALL_IN_END = 4009;

 static const TSCInt ACPT_NOT_REGISTED = 4010;

 static const TSCInt SERV_CONN_IN_START = 4011;

 static const TSCInt CLNT_CONN_IN_START = 4012;

 static const TSCInt TSCD_IS_NOT_MY_HOST = 4013;

 static const TSCInt OVER_ACPT_REGI = 4014;

 static const TSCInt NOT_SUPPORTED = 4015;

 static const TSCInt ACTIVATE_IN_START = 4016;

 static const TSCInt DEACTIVATE_IN_END = 4018;

 static const TSCInt CLNT_DISCONN_IN_END = 4020;

 static const TSCInt ACTIVATE_WITH_DIFF_PROP = 4022;

 static const TSCInt CLNT_INIT_IN_END = 4023;

 static const TSCInt SERV_INIT_IN_END = 4024;

 static const TSCInt CLNT_INIT_IN_START = 4025;

 static const TSCInt SERV_INIT_IN_START = 4026;

 static const TSCInt NOT_ACCEPT_OBJECT = 4027;

 static const TSCInt CLNT_COMMAND_START = 4028;

 static const TSCInt WATCH_IS_STARTED = 4029;

 static const TSCInt WATCH_IS_STOPPED = 4030;

 static const TSCInt SAME_APID_EXIST = 4031;

 static const TSCInt FILE_ACCESS_FAILURE = 4032;

 static const TSCInt SESSION_IN_END = 4033;

 static const TSCInt SESSION_IN_CALL = 4034;

 

 //INTERNAL

 static const TSCInt PROPERTIES_FAILURE = 5001;

 static const TSCInt MSG_TYPE_FAILURE = 5002;

 static const TSCInt MUTEX_FAILURE = 5003;

 static const TSCInt SIG_COND_FAILURE = 5004;

 static const TSCInt EVENT_FAILURE = 5005;

 static const TSCInt SH_MEM_FAILURE = 5006:

 static const TSCInt THREAD_CREATE_FAILURE = 5007;

 static const TSCInt TSD_FAILURE = 5008;

 static const TSCInt SYSTEM_TIME_FAILURE = 5010;

 static const TSCInt CONN_INFO_FAILURE = 5011;

 static const TSCInt PROGRAM_ERROR = 5999;

 

 //MARSHAL

 static const TSCInt INVALID_STREAM_LEN = 6001;

 static const TSCInt INVALID_STREAM_VALUE = 6002;

 static const TSCInt MARSHAL_OTHERS = 6003;

 static const TSCInt REQ_MARSHAL_FAILURE = 6004;

 static const TSCInt REQ_UNMARSHAL_FAILURE = 6005;

 static const TSCInt REP_MARSHAL_FAILURE = 6006;

 static const TSCInt REP_UNMARSHAL_FAILURE = 6007;

 static const TSCInt UEXCEPT_MARSHAL_FAILURE = 6008;

 static const TSCInt UEXCEPT_UNMARSHAL_FAILURE = 6009;

 static const TSCInt MARSHAL_ERROR = 6010;

 

 //INITIALIZE

 static const TSCInt INVALID_DEF_TIMEOUT = 7002;

 static const TSCInt INVALID_DEF_RT_ACPT = 7003;

 static const TSCInt INVALID_DEF_PARALLEL_COUNT = 7004;

 static const TSCInt LOAD_SHLIB_FAILURE = 7005;

 static const TSCInt INVALID_DEF_TSCID = 7006;

 static const TSCInt INVALID_DEF_DOMAIN_NAME = 7007;

 static const TSCInt INVALID_DEF_WITH_SYSTEM = 7008;

 static const TSCInt INVALID_ENV_TSCDIR = 7009;

 static const TSCInt MTRACE_FAILURE = 7010;

 static const TSCInt INVALID_DEF_NICE = 7011;

 static const TSCInt INVALID_DEF_PRIORITY = 7012;

 static const TSCInt INVALID_DEF_ACPT = 7013;

 static const TSCInt INVALID_PRC_KIND = 7014;

 static const TSCInt INVALID_DEF_REQUEST_WAY = 7015;

 static const TSCInt

   INVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNT = 7016;

 static const TSCInt INVALID_DEF_APID = 7017;

 static const TSCInt INVALID_DEF_WATCH_TIME = 7018;

 static const TSCInt INVALID_DEF_WATCH_METHOD = 7019;

 static const TSCInt INVALID_DEF_MY_HOST = 7020;

 static const TSCInt INVALID_DEF_REBIND_TIMES = 7021;

 static const TSCInt INVALID_DEF_REBIND_INTERVAL = 7022;

 static const TSCInt INVALID_DEF_RETRY_REFERENCE = 7024;

 static const TSCInt INVALID_FILE_FORMAT = 7025;

 static const TSCInt INVALID_DEF_RETRY_WAY = 7030;

 static const TSCInt ALREADY_SHUTDOWN = 7031;

 static const TSCInt INVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILE = 7034;

 static const TSCInt ENTRY_FAILURE = 7035;

 static const TSCInt INVALID_DEF_SESSION_INTERVAL = 7036;

 

 //NO_IMPLEMENT

 static const TSCInt NO_SUCH_INTERF = 8001;

 static const TSCInt NO_SUCH_ACPT = 8002;

 static const TSCInt NO_SUCH_OP_NAME = 9001;

 

 //NO_RESOURCES

 static const TSCInt OVER_MAX_CLNT = 10001;

 static const TSCInt OVER_MAX_SERV = 10002;

 static const TSCInt OVER_ADM_MAX_CLNT = 10005;

 static const TSCInt OVER_ADM_MAX_SERV = 10006;

 static const TSCInt OVER_MAX_RT_ACPT_REGI = 10007;

 static const TSCInt OVER_MAX_THIN_CLIENT = 10008;

 static const TSCInt OVER_MAX_DISPATCH_PARALLEL = 10009;

 static const TSCInt OVER_MAX_REQUEST_COUNT = 10010;

 static const TSCInt OVER_MAX_ORB_CLIENT = 10011;

 

 //NO_RESPONSE

 static const TSCInt TIMED_OUT = 11001;

 

 //BAD_INV_ORDER

 static const TSCInt ALREADY_ACTIVE = 12002;

 static const TSCInt ALREADY_DEACTIVE = 12003;

 static const TSCInt CLNT_NOT_INITIALIZED = 12004;

 static const TSCInt SERV_NOT_INITIALIZED = 12005;

 static const TSCInt ALREADY_INITCLNT = 12006;

 static const TSCInt ALREADY_INITSERV = 12007;

 static const TSCInt ALREADY_SERV_ML = 12008;

 static const TSCInt ALREADY_SESSION_START = 12013;

 static const TSCInt SESSION_NOT_START = 12014;

 static const TSCInt ALREADY_DISCONN = 12019;

 

 //TRANSIENT

 static const TSCInt REBIND_FAILURE = 13001;

 static const TSCInt ALL_CONN_FAILURE = 13002;

 

 //OBJECT_NOT_EXIST

 static const TSCInt SERV_NO_SUCH_INTERF = 14001;

 static const TSCInt SERV_NO_SUCH_ACPT = 14002;

 

 //UNKNOWN

 static const TSCInt COMMON_EXCEPTION = 15001;

 static const TSCInt INVALID_USER_EXCEPTION = 15002;

 

 //INV_OBJREF

 static const TSCInt FACTORY_CREATE_FAILURE = 16001;

 static const TSCInt THREAD_FACTORY_CREATE_FAILURE = 16002;

 static const TSCInt FACTORY_DESTROY_FAILURE = 16003;

 static const TSCInt THREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURE = 16004;

 static const TSCInt CREATED_OBJECT_IS_NULL = 16005;

 static const TSCInt CREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULL = 16006;

 

 static const TSCInt TPBROKER_BAD_PARAM = 1998;

 static const TSCInt TPBROKER_NO_MEMORY = 2998;

 static const TSCInt TPBROKER_COMM_FAILURE = 3998;

 static const TSCInt TPBROKER_NO_PERMISSION = 4998;

 static const TSCInt TPBROKER_INTERNAL = 5998;

 static const TSCInt TPBROKER_MARSHAL = 6998;

 static const TSCInt TPBROKER_INITIALIZE = 7998;

 static const TSCInt TPBROKER_NO_IMPLEMENT = 8998;

 static const TSCInt TPBROKER_BAD_OPERATION = 9998;

 static const TSCInt TPBROKER_NO_RESOURCES = 10998;

 static const TSCInt TPBROKER_NO_RESPONSE = 11998;

 static const TSCInt TPBROKER_BAD_INV_ORDER = 12998;

 static const TSCInt TPBROKER_TRANSIENT = 13998;

 static const TSCInt TPBROKER_OBJECT_NOT_EXIST = 14998;

 static const TSCInt TPBROKER_UNKNOWN = 15998;

 static const TSCInt TPBROKER_INV_OBJREF = 16998;

 static const TSCInt TPBROKER_IMP_LIMIT = 17998;

 static const TSCInt TPBROKER_BAD_TYPECODE = 18998;

 static const TSCInt TPBROKER_PERSIST_STORE = 19998;

 static const TSCInt TPBROKER_FREE_MEM = 20998;

 static const TSCInt TPBROKER_INV_IDENT = 21998;

 static const TSCInt TPBROKER_INV_FLAG = 22998;

 static const TSCInt TPBROKER_INTF_REPOS = 23998;

 static const TSCInt TPBROKER_BAD_CONTEXT = 24998;

 static const TSCInt TPBROKER_OBJ_ADAPTER = 25998;

 static const TSCInt TPBROKER_DATA_CONVERSION = 26998;

 static const TSCInt TPBROKER_TRANSACTION_REQUIRED = 27998;

 static const TSCInt TPBROKER_TRANSACTION_ROLLEDBACK = 28998;

 static const TSCInt TPBROKER_INVALID_TRANSACTION = 29998;

 static const TSCInt TPBROKER_INV_POLICY = 30998;

 static const TSCInt TPBROKER_CODESET_INCOMPATIBLE = 31998;

 static const TSCInt TPBROKER_REBIND = 32998;

 static const TSCInt TPBROKER_TIMEOUT = 33998;

 

 //場所コード

 static const TSCInt PLACE_CODE_USER_AP = 1;

 static const TSCInt PLACE_CODE_SERV = 2;

 static const TSCInt PLACE_CODE_DAEMON = 3;

 static const TSCInt PLACE_CODE_CLNT = 4;

 static const TSCInt PLACE_CODE_CLNT_REG = 5;

 static const TSCInt PLACE_CODE_STUB = 6;

 static const TSCInt PLACE_CODE_SKELTON = 7;

 static const TSCInt PLACE_CODE_ORBGW = 8;

 

 // 完了状態

 static const TSCInt COMPLETED_NO = -1;

 static const TSCInt COMPLETED_MAYBE = 0;

 static const TSCInt COMPLETED_YES = 1;

};

インクルードファイル
#include <tscexcept.h>

メソッド
●TSCInt getErrorCode()
	項目	型・意味
	戻り値	エラーコード

障害のエラーコードを返します。
●TSCInt getDetailCode()
	項目	型・意味
	戻り値	内容コード

障害の内容コードを返します。
●TSCInt getPlaceCode()
	項目	型・意味
	戻り値	場所コード

障害の場所コードを返します。
●TSCInt getCompletionStatus()
	項目	型・意味
	戻り値	完了状態

障害発生時のメソッド呼び出しの完了状態を返します。
●TSCInt getMaintenanceCode1()
	項目	型・意味
	戻り値	保守コード1

障害の保守コード1を返します。
●TSCInt getMaintenanceCode2()
	項目	型・意味
	戻り値	保守コード2

障害の保守コード2を返します。
●TSCInt getMaintenanceCode3()
	項目	型・意味
	戻り値	保守コード3

障害の保守コード3を返します。
●TSCInt getMaintenanceCode4()
	項目	型・意味
	戻り値	保守コード4

障害の保守コード4を返します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCSystemExceptionクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	getErrorCode	できます。
	getDetailCode	できます。
	getPlaceCode	できます。
	getCompletionStatus	できます。
	getMaintenanceCode1	できます。
	getMaintenanceCode2	できます。
	getMaintenanceCode3	できます。
	getMaintenanceCode4	できます。



TSCSystemExceptionの派生クラス（C++）
TSCSystemExceptionの派生クラスはシステム提供例外クラスです。
次にTSCSystemExceptionの特徴を示します。
	各派生クラスはエラーコードと1対1に対応します。
	各例外クラス間でも，内容コードの一意性は保証されます。
	TSCシステム例外を生成する場合，TSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成します。
	種類別に例外をcatchすることで，種類ごとに違った例外処理ができます。


各種例外クラス
各種例外クラスの一覧を，アルファベット順で次の表に示します。
表3-9　OTMのシステム例外（C++）
	例外名	説明
	TSCBadContextException	コンテキストオブジェクトの処理中に障害が発生しました。
	TSCBadInvOrderException	ルーチン呼び出しの順番が不正です。
	TSCBadOperationException	オペレーションが無効です。
	TSCBadParamException	無効パラメタが渡されました。
	TSCBadTypecodeException	タイプコードが不正です。
	TSCCodesetIncompatibleException	コードセット間の通信に失敗しました。
	TSCCommFailureException	通信障害が発生しました。
	TSCDataConversionException	データ変換に失敗しました。
	TSCFreeMemException	メモリの解放に失敗しました。
	TSCImpLimitException	実装の制限を超えました。
	TSCInitializeException	ORB初期化障害が発生しました。
	TSCInternalException	ORB内部エラーが発生しました。
	TSCIntfReposException	インタフェースリポジトリへのアクセス中に障害が発生しました。
	TSCInvalidTransactionException	トランザクションコンテキストが不正です。
	TSCInvFlagException	不正なフラグが指定されました。
	TSCInvIdentException	識別子の構文が不正です。
	TSCInvObjrefException	無効なオブジェクトリファレンスが指定されました。
	TSCInvPolicyException	呼び出しに使用したポリシーが不正です。
	TSCMarshalException	パラメタ，および結果のマーシャル処理中に障害が発生しました。
	TSCNoImplementException	オペレーションが実装できません。
	TSCNoMemoryException	動的メモリ割り当て障害が発生しました。
	TSCNoPermissionException	許可されていないオペレーションを実行しようとしました。
	TSCNoResourcesException	リクエストを処理するための資源が不足しています。
	TSCNoResponseException	リクエストへの応答はまだできません。
	TSCObjAdapterException	オブジェクトアダプタが障害を検出しました。
	TSCObjectNotExistException	オブジェクトが使用可能状態ではありません。
	TSCPersistStoreException	パーシステントストレージ障害が発生しました。
	TSCRebindException	設定されたQoSポリシーとIORが矛盾しています。
	TSCTimeoutException	リクエストでタイムアウトが発生しました。
	TSCTransactionRequiredException	null以外のトランザクションコンテキストが必要です。
	TSCTransactionRolledbackException	トランザクションがロールバックしました。
	TSCTransientException	トランジェント障害が発生しました。
	TSCUnknownException	java.lang.Exception型が発生した場合，Javaの例外が発生しました。


内容コード
ユーザがTSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成してthrowする場合，ユーザアプリケーション用に割り当てられている値を内容コードに設定してください。
OTMの内容コードの分類を次の表に示します。
表3-10　OTMの内容コードの分類（C++）
	分類	内容コードの範囲
	ユーザアプリケーション用	0～999
	OTMシステム予約	1000～40000

個々の内容コードの詳細については，「付録D　内容コード一覧」を参照してください。

場所コード
場所コードは障害が発生した場所を示します。ユーザがTSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成してthrowする場合，PLACE_CODE_USER_APを設定してください。
OTMの場所コードの一覧を次の表に示します。
表3-11　OTMの場所コード（C++）
	場所コード	場所
	PLACE_CODE_USER_AP	ユーザアプリケーション
	PLACE_CODE_SERV	OTMのサーバ機能部分
	PLACE_CODE_DAEMON	TSCデーモン
	PLACE_CODE_CLNT	OTMのクライアント機能部分
	PLACE_CODE_CLNT_REG	TSCレギュレータ
	PLACE_CODE_STUB	スタブ
	PLACE_CODE_SKELTON	スケルトン
	PLACE_CODE_ORBGW	TSCORBコネクタ


完了状態
完了状態は，障害が発生したときにメソッド呼び出しが完了しているかどうかを示します。
OTMの完了状態の一覧を次の表に示します。
表3-12　OTMの完了状態（C++）
	完了状態	意味
	COMPLETED_NO	メソッド呼び出しが完了していません。
	COMPLETED_MAYBE	メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。
	COMPLETED_YES	メソッド呼び出しが完了しています。


形式
class TSCBadContextException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCBadContextException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCBadInvOrderException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCBadInvOrderException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCBadOperationException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCBadOperationException(TSCInt detail_code,

              TSCInt place_code,

              TSCInt completion_status,

              TSCInt maintenance_code1,

              TSCInt maintenance_code2,

              TSCInt maintenance_code3,

              TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCBadParamException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCBadParamException(TSCInt detail_code,

            TSCInt place_code,

            TSCInt completion_status,

            TSCInt maintenance_code1,

            TSCInt maintenance_code2,

            TSCInt maintenance_code3,

            TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCBadTypecodeException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCBadTypecodeException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCCodesetIncompatibleException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCCodesetIncompatibleException(TSCInt _detail_code,

                 TSCInt _place_code,

                 TSCInt _completion_status,

                 TSCInt _maintenance_code1,

                 TSCInt _maintenance_code2,

                 TSCInt _maintenance_code3,

                 TSCInt _maintenance_code4);

};

 

class TSCCommFailureException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCCommFailureException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCDataConversionException

 :public TSCSystemException

{

public:

 TSCDataConversionException(TSCInt detail_code,

               TSCInt place_code,

               TSCInt completion_status,

               TSCInt maintenance_code1,

               TSCInt maintenance_code2,

               TSCInt maintenance_code3,

               TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCFreeMemException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCFreeMemException(TSCInt detail_code,

           TSCInt place_code,

           TSCInt completion_status,

           TSCInt maintenance_code1,

           TSCInt maintenance_code2,

           TSCInt maintenance_code3,

           TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCImpLimitException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCImpLimitException(TSCInt detail_code,

            TSCInt place_code,

            TSCInt completion_status,

            TSCInt maintenance_code1,

            TSCInt maintenance_code2,

            TSCInt maintenance_code3,

            TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCInitializeException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCInitializeException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCInternalException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCInternalException(TSCInt detail_code,

            TSCInt place_code,

            TSCInt completion_status,

            TSCInt maintenance_code1,

            TSCInt maintenance_code2,

            TSCInt maintenance_code3,

            TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCIntfReposException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCIntfReposException(TSCInt detail_code,

            TSCInt place_code,

            TSCInt completion_status,

            TSCInt maintenance_code1,

            TSCInt maintenance_code2,

            TSCInt maintenance_code3,

            TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCInvalidTransactionException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCInvalidTransactionException(TSCInt _detail_code,

                 TSCInt _place_code,

                 TSCInt _completion_status,

                 TSCInt _maintenance_code1,

                 TSCInt _maintenance_code2,

                 TSCInt _maintenance_code3,

                 TSCInt _maintenance_code4);

};

 

class TSCInvFlagException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCInvFlagException(TSCInt detail_code,

           TSCInt place_code,

           TSCInt completion_status,

           TSCInt maintenance_code1,

           TSCInt maintenance_code2,

           TSCInt maintenance_code3,

           TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCInvIdentException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCInvIdentException(TSCInt detail_code,

            TSCInt place_code,

            TSCInt completion_status,

            TSCInt maintenance_code1,

            TSCInt maintenance_code2,

            TSCInt maintenance_code3,

            TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCInvObjrefException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCInvObjrefException(TSCInt detail_code,

            TSCInt place_code,

            TSCInt completion_status,

            TSCInt maintenance_code1,

            TSCInt maintenance_code2,

            TSCInt maintenance_code3,

            TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCInvPolicyException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCInvPolicyException(TSCInt _detail_code,

            TSCInt _place_code,

            TSCInt _completion_status,

            TSCInt _maintenance_code1,

            TSCInt _maintenance_code2,

            TSCInt _maintenance_code3,

            TSCInt _maintenance_code4);

};

 

class TSCMarshalException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCMarshalException(TSCInt detail_code,

           TSCInt place_code,

           TSCInt completion_status,

           TSCInt maintenance_code1,

           TSCInt maintenance_code2,

           TSCInt maintenance_code3,

           TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCNoImplementException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCNoImplementException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCNoMemoryException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCNoMemoryException(TSCInt detail_code,

            TSCInt place_code,

            TSCInt completion_status,

            TSCInt maintenance_code1,

            TSCInt maintenance_code2,

            TSCInt maintenance_code3,

            TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCNoPermissionException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCNoPermissionException(TSCInt detail_code,

              TSCInt place_code,

              TSCInt completion_status,

              TSCInt maintenance_code1,

              TSCInt maintenance_code2,

              TSCInt maintenance_code3,

              TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCNoResourcesException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCNoResourcesException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCNoResponseException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCNoResponseException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCObjAdapterException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCObjAdapterException(TSCInt detail_code,

             TSCInt place_code,

             TSCInt completion_status,

             TSCInt maintenance_code1,

             TSCInt maintenance_code2,

             TSCInt maintenance_code3,

             TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCObjectNotExistException

 : public TSCSystemException

{

public:

  TSCObjectNotExistException(TSCInt detail_code,

               TSCInt place_code,

               TSCInt completion_status,

               TSCInt maintenance_code1,

               TSCInt maintenance_code2,

               TSCInt maintenance_code3,

               TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCPersistStoreException

 : public CORBA::PERSIST_STORE, public TSCSystemException

{

public:

 TSCPersistStoreException(TSCInt detail_code,

              TSCInt place_code,

              TSCInt completion_status,

              TSCInt maintenance_code1,

              TSCInt maintenance_code2,

              TSCInt maintenance_code3,

              TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCRebindException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCRebindException(TSCInt _detail_code,

           TSCInt _place_code,

           TSCInt _completion_status,

           TSCInt _maintenance_code1,

           TSCInt _maintenance_code2,

           TSCInt _maintenance_code3,

           TSCInt _maintenance_code4);

};

 

class TSCTimeoutException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCTimeoutException(TSCInt _detail_code,

           TSCInt _place_code,

           TSCInt _completion_status,

           TSCInt _maintenance_code1,

           TSCInt _maintenance_code2,

           TSCInt _maintenance_code3,

           TSCInt _maintenance_code4);

};

 

class TSCTransactionRequiredException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCTransactionRequiredException(TSCInt _detail_code,

                 TSCInt _place_code,

                 TSCInt _completion_status,

                 TSCInt _maintenance_code1,

                 TSCInt _maintenance_code2,

                 TSCInt _maintenance_code3,

                 TSCInt _maintenance_code4);

};

 

class TSCTransactionRolledbackException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCTransactionRolledbackException(TSCInt _detail_code,

                  TSCInt _place_code,

                  TSCInt _completion_status,

                  TSCInt _maintenance_code1,

                  TSCInt _maintenance_code2,

                  TSCInt _maintenance_code3,

                  TSCInt _maintenance_code4);

};

 

class TSCTransientException

 :public TSCSystemException

{

public:

 TSCTransientException(TSCInt detail_code,

            TSCInt place_code,

            TSCInt completion_status,

            TSCInt maintenance_code1,

            TSCInt maintenance_code2,

            TSCInt maintenance_code3,

            TSCInt maintenance_code4);

};

 

class TSCUnknownException

 : public TSCSystemException

{

public:

 TSCUnknownException(TSCInt detail_code,

           TSCInt place_code,

           TSCInt completion_status,

           TSCInt maintenance_code1,

           TSCInt maintenance_code2,

           TSCInt maintenance_code3,

           TSCInt maintenance_code4);

};

インクルードファイル
#include <tscexcept.h>


TSCThread（C++）
TSCThreadはシステム提供クラスです。
TSCThreadは，OTMが管理するスレッドに対応するオブジェクトのインタフェースです。
ユーザは，TSCThreadを継承させて，必要な情報を保存するクラスをスレッド単位に定義します。スレッドに割り当てられるオブジェクトとして，派生クラスのインスタンスを生成します。次にTSCThreadの特徴を示します。
	ユーザはTSCThreadクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。
	TSCThreadを生成するTSCThreadFactoryの実装クラスを記述する必要があります。


形式
class TSCThread

{

 public:

 TSCThread();

 virtual ~TSCThread();

};

インクルードファイル
#include <tscobject.h>

コンストラクタ
●TSCThread()
TSCThreadを生成します。

デストラクタ
●~TSCThread()
TSCThreadを削除します。


TSCThreadFactory（C++）
TSCThreadFactoryはシステム提供クラスです。
TSCThreadFactoryは，TSCThreadを生成または削除するメソッドを持つオブジェクトのインタフェースです。
ユーザはTSCThreadFactoryを継承させて，TSCユーザスレッドを生成および削除するクラスを定義し，TSCユーザスレッドのファクトリとして派生クラスのインスタンスを生成します。次にTSCThreadFactoryの特徴を示します。
	直接，TSCThreadFactoryクラスのインスタンスを生成できません。
	ユーザはTSCThreadFactoryクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。


OTMからの呼び出しによるTSCThreadの管理
OTMは，TSCThreadFactoryのcreateを呼び出すことで，返されるTSCThreadをそのスレッドに割り当ててスレッドを生成します。逆に，そのスレッドに割り当てたTSCThreadを引数にdestroyを呼び出すことで，生成したスレッドを削除します。

形式
class TSCThreadFactory;

typedef TSCThreadFactory* TSCThreadFactory_ptr;

 

class TSCThreadFactory

{

 public:

 TSCThreadFactory();

 virtual ~TSCThreadFactory();

 

 virtual TSCThread_ptr create() = 0;

 virtual void destroy(TSCThread_ptr tsc_thr) = 0;

};

インクルードファイル
#include <tscobject.h>

コンストラクタ
●TSCThreadFactory()
TSCThreadFactoryを生成します。

デストラクタ
●virtual ~TSCThreadFactory()
TSCThreadFactoryを削除します。

コールバックメソッド
●virtual TSCThread_ptr create()
	項目	型・意味
	戻り値	管理されるTSCThread
	例外	各種TSCSystemException

TSCThreadを返します。TSCユーザスレッドを生成するコードを記述できます。OTMがこのメソッドを呼び出した結果，返されたTSCThreadが管理対象となります。
管理対象とするTSCThreadのメモリ領域の管理責任はOTMにあるので，ユーザは削除しないでください。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。
また，create呼び出しに失敗した場合は，各種のTSCSystemExceptionによって通知する形でコードを記述してください。
●virtual destroy(TSCThread_ptr tsc_thr)
	項目	型・意味
	引数	TSCThread_ptr tsc_thr	管理対象から外すTSCThread
	例外	ありません。

TSCThreadを消去する前の処理のコードを記述できます。OTMがTSCユーザスレッドを管理対象から外すとき，該当するTSCThreadを引数に指定して，このメソッドを呼び出します。
管理対象から外されたTSCThreadのメモリ管理責任はユーザにあります。ユーザは，必要に応じて削除してください。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。
なお，コネクション切断などの障害時には，TSCユーザスレッドを生成したスレッドとは別のスレッドでdestroy()を発行することがあります。
また，このメソッドから通知した例外は無視されます。

TSCThreadFactoryの派生クラスの生成と削除
TSCThreadFactoryの派生クラスは，newオペレータで生成し，deleteオペレータで削除します。OTMがTSCThreadの公開メソッドを呼び出しているとき，またはユーザがTSCThreadの公開メソッドを呼び出しているときは削除できないため，公開メソッドを呼び出していない状態で削除してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCThreadFactoryクラス型のインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。なお，これらのメソッドは，OTMが呼び出します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	create	できます。
	destroy	できます。



TSCWatchTime（C++）
TSCWatchTimeはシステム提供クラスです。
TSCWatchTimeは，start()が発行されてからstop()が発行されるまでの時間を監視するクラスです。時間監視が終了する前に指定された監視時間が経過すると，エラーメッセージを出力してプロセスを異常終了します。この機能は，サーバアプリケーションのinitServer()発行後からendServer()を発行するまでの間有効です。

形式
class TSCWatchTime

{

public:

 

 TSCWatchTime();

 

 TSCWatchTime(TSCInt watch_time);

 

 ~TSCWatchTime();

 

 void start();

 void stop();

 void reset();

};

インクルードファイル
#include <tscadm.h>

コンストラクタ
●TSCWatchTime()
	項目	型・意味
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

TSCWatchTimeを生成します。
サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCWatchTimeで指定した監視時間（秒）が適用されます。
●TSCWatchTime(TSCInt watch_time)
	項目	型・意味（単位）
	引数	TSCInt watch_time	監視時間（秒）
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

TSCWatchTimeを生成します。
引数に"0"を指定した場合，サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCWatchTimeで指定した監視時間（秒）が適用されます。

デストラクタ
●~TSCWatchTime()
TSCWatchTimeを削除します。

メソッド
●void start()
	項目	型・意味（単位）
	例外	TSCInternalException
TSCNoPermissionException

時間監視を開始します。または，stop()で中断した時間監視を再開します。
●void stop()
	項目	型・意味（単位）
	例外	TSCInternalException
TSCNoPermissionException

時間監視を中断します。start()を発行したスレッドと異なるスレッドでは，stop()を発行できません。
●void reset()
	項目	型・意味（単位）
	例外	TSCInternalException
TSCNoPermissionException

監視時間をこのクラスの作成時に指定した値に戻します。start()の発行以降stop()の発行までの間は発行できません。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCWatchTimeクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	start	できます。
	stop	できます。※
	reset	できます。

	注※
	必ずstart()と同一のスレッドで発行してください。


注意事項
	IDLファイルに記述したユーザメソッドの呼び出しからリターンまでの実行時間を監視する場合には，TSCWatchTimeクラスではなく，サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCWatchMethodを使用してください。
	TSCAdm::initServer()の発行前，またはTSCAdm::endServer()の発行後には，TSCWatchTimeクラスのインスタンスを生成できません。
	stop()を発行する前にデストラクタが発行されると，時間監視を終了します。
	start()を発行したスレッドと異なるスレッドでは，stop()を呼び出せません。
	stop()を発行したあとにstart()によって処理を再開する場合には，前回経過した時間を監視時間から差し引いて処理をします。
次に例を示します。
	   TSCWatchTime *wt = new TSCWatchTime(180);

     :

   wt->start();

     :          //(1) 60秒経過

   wt->stop();

     :          //(2)

   wt->start();


例えば，180秒の監視時間を設定してクラスを生成した場合に，(1)で示す範囲で60秒が経過すると，stop()の発行後，次のstart()からstop()までの監視時間は120秒になります。180秒の時間監視を設定したい場合には(2)で示す範囲でreset()を発行してください。その場合，再発行したstart()からstop()までの監視時間は180秒になります。




4.　アプリケーションプログラムの作成（Java）
この章では，Javaでアプリケーションプログラムを作成する方法について説明します。
	＜この章の構成＞
	4.1　アプリケーションプログラムの作成手順（Java）
	4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
	4.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
	4.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
	4.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（Java）
	4.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（Java）
	4.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（Java）
	4.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（Java）



4.1　アプリケーションプログラムの作成手順（Java）
Javaでアプリケーションプログラムを作成する手順を次の図に示します。
図4-1　アプリケーションプログラムを作成する手順（Java）
[image: [図データ]]
	注※1
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラスの雛形（雛形クラス）です。クラスのシグネチャ，およびコードの一部はすでに記述されています。自動生成されたままの状態では利用できないクラスなので，ユーザはコードを追加する必要があります。

	注※2
	TPBrokerのIDLコンパイラが生成するクラス（TPBrokerクラス）です。

	注※3
	トランザクションフレームジェネレータが生成する基底クラス，およびそのまま使用できるクラス（ユーザ定義IDLインタフェース依存クラス）です。TPBrokerスタブクラスまたはTPBrokerスケルトンクラスと継承関係にあります。

	注※4
	システム提供クラスです。OTMの機能の中心となるクラスです。

図中の1.～5.の手順は次のとおりです。
	ユーザ定義IDLインタフェースを定義します。
	TPBrokerのIDLコンパイラを使用してTPBrokerクラスを生成します。
	トランザクションフレームジェネレータを使用してユーザ定義IDLインタフェース依存クラスおよび雛形クラスを生成します。
	次に示すコードを記述してサーバアプリケーションを作成します。
	TSCユーザオブジェクト（雛形クラスの編集）
	TSCユーザオブジェクトファクトリ（雛形クラスの編集）
	サービス登録処理


	次に示すコードを記述してクライアントアプリケーションを作成します。
	サービス利用処理
	TSCユーザプロキシ呼び出し



次に，図中のオブジェクトについて説明します。
	TPBrokerスタブ
TPBrokerのIDLコンパイラが生成するスタブのオブジェクトです。

	TSCユーザプロキシ
クライアントアプリケーションがTSCユーザオブジェクトを呼び出すための代理オブジェクトです。ユーザ定義IDLインタフェース依存のオブジェクトです。

	TSCユーザオブジェクトファクトリ
サーバアプリケーションで，TSCユーザオブジェクトを生成するオブジェクトです。実装についてはユーザが記述します。雛形のオブジェクトです。

	TSCユーザオブジェクト
サーバアプリケーションで，サービスを提供するオブジェクトです。このオブジェクトは，TSCユーザスケルトンを継承し，実装についてはユーザが記述します。雛形のオブジェクトです。

	TSCユーザアクセプタ
TSCユーザプロキシから呼び出し要求を受けて，TSCユーザオブジェクトにリクエストを配送するオブジェクトです。ユーザ定義IDLインタフェース依存のオブジェクトです。

	TPBrokerスケルトン
TPBrokerのIDLコンパイラが生成するスケルトンのオブジェクトです。

	TSCユーザスケルトン
TSCユーザオブジェクトのスケルトンです。ユーザ定義IDLインタフェース依存のオブジェクトです。




4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムのJavaでの作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
ユーザ定義IDLインタフェースの例を次に示します。
	//

// "ABCfile.idl"

//

typedef sequence<octet> OctetSeq;

 

interface ABC

{

 void call(in OctetSeq in_data, out OctetSeq out_data);

};




 
	IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerのIDLコンパイラはユーザ定義IDLインタフェースから次のファイルを生成します。
	_ABCStub.java
	ABC.java
	ABCHelper.java
	ABCHolder.java
	ABCOperations.java
	ABCPOA.java
	ABCPOATie.java
	OctetSeqHelper.java
	OctetSeqHolder.java


	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義IDLインタフェースから次の表に示すクラスを生成します。
表4-1　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクションフレームジェネレータが生成するクラス（Java）
	分類	生成するクラス名（オブジェクト名）
	クライアントアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		ABC_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）


	サーバアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		ABC_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
	ABC_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）


	雛形クラス		ABC_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
	ABC_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクトリ）





	＜この節の構成＞
	4.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）
	4.2.3　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの実行時の処理（Java）



4.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。
	＜この項の構成＞
	(1)　サービス利用処理の流れ
	(2)　サービス利用処理のコード
	(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード


(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "ClientAP.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ClientAP

{

 

 public static void main(String[] args)

 {

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化処理

  ////////

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try

  {

   // ORBの初期化

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  // TSCの初期化

  try

  {

   TSCAdm.initClient(args, null, orb);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

  TSCDomain domain = null;

  try

  {

   domain = new TSCDomain(null, null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

    System.exit(1);

  }

 

  TSCClient tsc_client = null;

  try

  {

   tsc_client =

    TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

  ////////

  // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCProxy生成

  ABC_TSCprxy my_proxy = null;

  try

  {

   my_proxy = new ABC_TSCprxy(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

  //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

  ////////

  try

  {

   callService.invoke(my_proxy);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 6, TSCデーモンへの接続解放

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 7, TPBroker OTMの終了処理

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.endClient();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

 

}

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
//

// "callService.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public

class callService

{

 public static void

 invoke(ABC_TSCprxy my_proxy)

 {

 

  //////

  //サービスの呼び出し

  //////

  //in引数の準備

  byte[] user_in = new byte[4];

 

  //out引数の準備

  OctetSeqHolder user_out = new OctetSeqHolder();

  

  try

  {

   //サーバのメソッド呼び出し

   my_proxy.call(user_in, user_out);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   //例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   throw tsc_se;

  }

 }

 

}


4.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）
同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスABC_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスABC_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
	(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ
	(4)　サービス登録処理のコード


(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
//

// "ABC_TSCimpl.java"

//

import OctetSeqHelper;

import OctetSeqHolder;

 

// import classes used in this implementation, if necessary.

import java.lang.System;

 

public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk

{

 // Write class variables, if necessary

 

 public ABC_TSCimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  //ユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

  //引数の数および型を変更できます。

  super();

 };

 

 public void call(byte[] in_data, OctetSeqHolder out_data)

 

 {

  // Operation "call".

  // Write user own code.

  //ユーザメソッドのコードを記述します。

 

  //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。

  //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）

  m_counter++; 

  out_data.value = new byte[4];

 

  System.out.println("Call method in ABC_TSCprxy");

 

 };

 

 //メソッドが呼ばれた回数

 protected int m_counter = 0;

 

};

(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
//

// "ABC_TSCfactimpl.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObject;

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObjectFactory;

 

import OctetSeqHelper;

import OctetSeqHolder;

 

// import classes used in this implementation, if necessary.

 

public class ABC_TSCfactimpl

  implements TSCObjectFactory

{

 public ABC_TSCfactimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  //TSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。

  //引数の数および型を変更することもできます。

 };

 

 public TSCObject create()

 {

  // Method to create user object.

  // Write user own code.

  //サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

  //必要に応じて変更してください。

  return new ABC_TSCimpl();

 };

 

 public void destroy(TSCObject tsc_obj)

 {

  // Method to destroy user object.

  // Write user own code.

  //後処理のコードを記述します。

  //必要に応じて変更してください。

 };

 

};

(3)　サービス登録処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および各種設定
	TSCルートアクセプタの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの活性化
	実行制御の受け渡し
	TSCルートアクセプタの非活性化
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(4)　サービス登録処理のコード
//

// "ServerAP.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ServerAP

{

 

 public static void main(String[] args)

 {

 

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化処理

  ////////

 

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try 

  {

   // ORBの初期化

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  try 

  {

   // TSCの初期化

   TSCAdm.initServer(args, orb);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

  TSCDomain domain = null;

  try 

  {

   domain = new TSCDomain(null, null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  TSCServer tsc_server = null;

  try 

  {

   // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得

   tsc_server = TSCAdm.getTSCServer(domain);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの

  //  生成（new）および各種設定

  ////////

  // ABC_TSCfactimplの生成

  TSCObjectFactory my_fact = new ABC_TSCfactimpl();

 

  // TSCAcceptorの生成

  TSCAcceptor my_acpt = null;

  try 

  {

   my_acpt = new ABC_TSCacpt(my_fact);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定

  ////////

 

  // TSCRootAcceptorの生成

  TSCRootAcceptor my_rt_acpt = null;

  try

  {

   my_rt_acpt = TSCRootAcceptor.create(tsc_server);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  try

  {

   // TSCRootAcceptorへの登録

   my_rt_acpt.registerAcceptor(my_acpt);

 

   // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。

   // デフォルト値は1

   // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。

   // my_rt_acpt.setParallelCount(5);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 6, TSCルートアクセプタの活性化

  ////////

  try 

  {

   // オブジェクトの活性化

   my_rt_acpt.activate("serviceX");

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 7, 実行制御の受け渡し

  ////////

  try 

  {

   TSCAdm.serverMainloop();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    my_rt_acpt.deactivate();

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 8, TSCルートアクセプタの非活性化

  ////////

  try

  {

   // オブジェクトの非活性化

   my_rt_acpt.deactivate();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 9, TSCデーモンへの接続解放

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 10, TPBroker OTMの終了処理

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.endServer();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

}


4.2.3　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの実行時の処理（Java）
同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムを実行した場合の処理シーケンスを示します。
	＜この項の構成＞
	(1)　クライアントアプリケーションの開始（Java）
	(2)　サーバアプリケーションの開始（Java）


(1)　クライアントアプリケーションの開始（Java）
クライアントアプリケーションを開始すると，サービスの利用処理が実行されます。ABC_TSCprxyのメソッドを呼び出すと，ABC_TSCskを経由し，ユーザが実装したABC_TSCimplのメソッドが呼び出されます。
クライアントアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。
図4-2　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの開始（Java）
[image: [図データ]]
	TSCユーザプロキシのメソッドが呼び出されます。
	スケジューリングおよびTPBrokerによる通信が実行されます。
	TSCユーザオブジェクトのメソッドが呼び出されます。


(2)　サーバアプリケーションの開始（Java）
サーバアプリケーションを開始すると，サービスの登録処理が実行されます。TSCRootAcceptorのactivateメソッドを呼び出すと，ABC_TSCfactimplにABC_TSCimplの生成依頼が発行されます。
サーバアプリケーションの開始の流れを次の図に示します。
図4-3　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの開始（Java）
[image: [図データ]]
	TSCユーザオブジェクトの活性化処理が実行されます。
	TSCユーザオブジェクトのインプリメンテーションが生成されます。



4.3　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムのJavaでの作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
ユーザ定義IDLインタフェースの例を次に示します。
	//

// "XYZfile.idl"

//

 

interface XYZ

{

 oneway void callOnly(in long in_data);

};



	IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerのIDLコンパイラはユーザ定義IDLインタフェースから次のファイルを生成します。
	_XYZStub.java
	XYZ.java
	XYZHelper.java
	XYZHolder.java
	XYZOperations.java
	XYZPOA.java
	XYZPOATie.java


	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義IDLインタフェースから次の表に示すクラスを生成します。
表4-2　非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクションフレームジェネレータが生成するクラス（Java）
	分類	生成するクラス名（オブジェクト名）
	クライアントアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		XYZ_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）


	サーバアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		XYZ_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
	XYZ_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）


	雛形クラス		XYZ_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
	XYZ_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクトリ）





	＜この節の構成＞
	4.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）



4.3.1　非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。
	＜この項の構成＞
	(1)　サービス利用処理の流れ
	(2)　サービス利用処理のコード
	(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード


(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "ClientAP.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ClientAP

{

 public static void main(String[] args)

 {

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化処理

  ////////

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try

  {

   // ORBの初期化処理

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null);

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  //2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  // TSCの初期化

  try

  {

   TSCAdm.initClient(args,null,orb);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

 

  TSCDomain domain = null;

  try

  {

   domain = new TSCDomain(null,null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

 

   System.exit(1);

  }

 

  TSCClient tsc_client = null;

 

  try

  {

   tsc_client =

    TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // Exception process

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

  ////////

  // ユーザ定義IDLインタフェース"XYZ"用のTSCProxy生成

 

  XYZ_TSCprxy my_proxy = null;

  try

  {

   my_proxy = new XYZ_TSCprxy(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

    System.exit(1);

  }

 

  //////

  // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

  //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

  //////

  try

  {

   callOnlyService.invoke(my_proxy);

  }

   catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

 

  }

  /////////

  // 6, TSCデーモンへの接続解放

  /////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

 

   System.exit(1);

  }

 

  /////////

  //7, TPBroker OTMの終了処理

  /////////

  try

  {

   TSCAdm.endClient();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

 

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

}

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
//

// "callOnlyService.java"

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public

class callOnlyService

{

 public static void

 invoke(XYZ_TSCprxy my_proxy)

 {

  //////

  //サービスの呼び出し

  //////

  //in引数の準備

  int in_data = 0;

  

  try

  {

   //サーバのメソッド呼び出し

   my_proxy.callOnly(in_data);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   //例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   throw tsc_se;

  }

 }

 

}


4.3.2　非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）
非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスXYZ_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスXYZ_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）のコード
	(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ
	(4)　サービス登録処理のコード


(1)　TSCユーザオブジェクト（XYZ_TSCimpl）のコード
//

// "XYZ_TSCimpl.java"

//

 

 

// import classes used in this implementation, if necessary.

import java.lang.System;

 

public class XYZ_TSCimpl extends XYZ_TSCsk

{

 // Write class variables, if necessary

 

 public XYZ_TSCimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

  //引数の数および型を変更できます。

  super();

 };

 

 public void callOnly(int in_data)

 

 {

  // Operation "callOnly".

  // Write user own code.

  //ユーザメソッドのコードを記述します。

 

  //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。

  //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）

  m_value += in_data;

 

  System.out.println("Call method in XYZ_TSCprxy");

 

 };

 

 //メソッドが呼ばれた回数

 protected int m_value;

};

(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（XYZ_TSCfactimpl）のコード
//

// "XYZ_TSCfactimpl".java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObject;

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObjectFactory;

 

 

// import classes used in this implementation, if necessary.

 

public class XYZ_TSCfactimpl

 implements TSCObjectFactory

{

 public XYZ_TSCfactimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  //TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを記述します。

  //引数の数および型を変更できます。

 };

 

 public TSCObject create()

 {

  // Method to create user object.

  // Write user own code.

  //サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

  //必要に応じて修正してください。

  return new XYZ_TSCimpl();

 };

 

 public void destroy(TSCObject tsc_obj)

 {

  // Method to destroy user object.

  // Write user own code.

  //後処理のコードを記述します。

  //必要に応じて修正してください。

 };

 

};

(3)　サービス登録処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および各種設定
	TSCルートアクセプタの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの活性化
	実行制御の受け渡し
	TSCルートアクセプタの非活性化
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(4)　サービス登録処理のコード
//

// "ServerAP.Java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ServerAP

{

 

 public static void main(String[] args)

 {

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化処理

  ////////

 

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try

  {

   // ORBの初期化

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args,null);

 

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  try

  {

   // TSCの初期化

   TSCAdm.initServer(args,orb);

 

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

  TSCDomain domain = null;

 

  try

  {

   domain = new TSCDomain(null,null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  TSCServer tsc_server = null;

  try

  {

   // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得

   tsc_server = TSCAdm.getTSCServer(domain);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

 

   System.exit(1);

  }

 

  //////

  // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成

  //  （new）および各種設定

  //////

  // XYZ_TSCfactimplの生成

  TSCObjectFactory my_fact = new XYZ_TSCfactimpl();

 

  // TSCAcceptorの設定

  TSCAcceptor my_acpt = null;

  try

  {

   my_acpt = new XYZ_TSCacpt(my_fact);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

 

  ////////

  // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定

  ////////

 

  // TSCRootAcceptorの生成

  TSCRootAcceptor my_rt_acpt = null;

  try

  {

   my_rt_acpt = TSCRootAcceptor.create(tsc_server);

 

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

 

   System.exit(1);

  }

 

  try

  {

   // TSCRootAcceptorへの登録

   my_rt_acpt.registerAcceptor(my_acpt);

 

   // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます

   // デフォルト値は1

   // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。

   // my_rt_acpt.setParallelCount(5);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

 

  }

 

  ////////

  // 6, TSCルートアクセプタの活性化

  ////////

  try

  {

   // オブジェクトの活性化

   my_rt_acpt.activate("serviceX");

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  //////

  // 7, 実行制御の受け渡し

  //////

  try

  {

   TSCAdm.serverMainloop();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    my_rt_acpt.deactivate();

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

 

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 8, TSCルートアクセプタの非活性化

  ////////

  try

  {

   // オブジェクトの非活性化

   my_rt_acpt.deactivate();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

 

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 9, TSCデーモンへの接続解放

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

 

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

 

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 10, TPBroker OTMの終了処理

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.endServer();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

 

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

}


4.4　セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
セション呼び出しをするアプリケーションプログラムのJavaでの作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
ユーザ定義IDLインタフェースの例，およびIDLコンパイラが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）」を参照してください。
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義IDLインタフェースから次の表に示すクラスを生成します。
表4-3　セション呼び出しをするアプリケーションプログラムの作成時にトランザクションフレームジェネレータが生成するクラス（Java）
	分類	生成するクラス名（オブジェクト名）
	クライアントアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		ABC_TSCspxy（TSCユーザプロキシ）


	サーバアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		ABC_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
	ABC_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）


	雛形クラス		ABC_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
	ABC_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクトリ）





	＜この節の構成＞
	4.4.1　セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.4.2　セション呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）



4.4.1　セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
	＜この項の構成＞
	(1)　サービス利用処理の流れ
	(2)　サービス利用処理のコード
	(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード


(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "ClientAP.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ClientAP

{

 

 public static void main(String[] args)

 {

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化

  ////////

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try

  {

   // ORBの初期化

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  // TSCの初期化

  try

  {

   TSCAdm.initClient(args, null, orb);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

  TSCDomain domain = null;

  try

  {

   domain = new TSCDomain(null, null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

    System.exit(1);

  }

 

  TSCClient tsc_client = null;

  try

  {

   tsc_client =

    TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

  ////////

  // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCspxy生成

  ABC_TSCspxy my_proxy = null;

  try

  {

   my_proxy = new ABC_TSCspxy(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

  //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

  ////////

  try

  {

   callSessionService.invoke(my_proxy);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 6, TSCデーモンへの接続解放

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 7, TPBroker OTMの終了処理

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.endClient();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

 

}

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
//

// "callSessionService.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public

class callSessionService

{

 public static void

 invoke(ABC_TSCspxy my_proxy)

 {

 

  ////////

  // 1, セションの開始

  ////////

  try

  {

   my_proxy._TSCStart();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   //例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   throw tsc_se;

  }

 

  //////

  // 2, サービスの呼び出し

  //////

  //in引数の準備

  byte[] user_in = new byte[4];

 

  //out引数の準備

  OctetSeqHolder user_out = new OctetSeqHolder();

  

  try

  {

   for(int i=0; i<3; ++i)

   {

    //サーバのメソッド呼び出し

    my_proxy.call(user_in, user_out);

   }

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   //例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try{

    my_proxy._TSCStop();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {}

   throw tsc_se;

  }

 

  ////////

  // 3, セションの停止

  ////////

  try

  {

   my_proxy._TSCStop();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   //例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   throw tsc_se;

  }

 

 }

 

}


4.4.2　セション呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2　同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）」を参照してください。


4.5　TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（Java）
TSCContextを利用するアプリケーションプログラムのJavaでの作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
ユーザ定義IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトランザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）」を参照してください。
	＜この節の構成＞
	4.5.1　TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.5.2　TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例（Java）



4.5.1　TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
	＜この項の構成＞
	(1)　サービス利用処理の流れ
	(2)　サービス利用処理のコード
	(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード


(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCコンテキストへのユーザデータの設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "ClientAP.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ClientAP

{

 

 public static void main(String[] args)

 {

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化処理

  ////////

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try

  {

   // ORBの初期化

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  // TSCの初期化

  try

  {

   TSCAdm.initClient(args, null, orb);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

  TSCDomain domain = null;

  try

  {

   domain = new TSCDomain(null, null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  TSCClient tsc_client = null;

  try

  {

   tsc_client =

    TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

  ////////

  // ユーザ定義IDLインタフェース"ABC"用のTSCProxy生成

  ABC_TSCprxy my_proxy = null;

  try

  {

   my_proxy = new ABC_TSCprxy(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 5, TSCコンテキストへのユーザデータの設定

  ////////

 

  // TSCContextの取得

  TSCContext ctx = my_proxy._TSCContext();

 

  // ユーザIDの設定

  String user_id = "UserID:111";

  ctx.setUserData(user_id.getBytes());

 

  ////////

  // 6, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

  //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

  ////////

  try

  {

   callService.invoke(my_proxy);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 7, TSCデーモンへの接続解放

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 8, TPBroker OTMの終了処理

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.endClient();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

 

}

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.1(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード」を参照してください。


4.5.2　TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例（Java）
TSCContextを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスABC_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスABC_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
	(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ・コード


(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
//

// "ABC_TSCimpl.java"

//

 

import OctetSeqHelper;

import OctetSeqHolder;

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCContext;

 

// import classes used in this implementation, if necessary.

import java.lang.System;

 

public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk

{

 // Write class variables, if necessary

 

 public ABC_TSCimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

  //引数の数および型を変更できます。

  super();

 };

 

 public void call(byte[] in_data, OctetSeqHolder out_data)

 

 {

  // Operation "call".

  // Write user own code.

  //ユーザメソッドのコードを記述します。

 

  //TSCコンテキストの取得

  TSCContext ctx = _TSCContext();

 

  //ユーザIDの取得

  byte[] data = ctx.getUserData();

  System.out.println(new String(data));

 

  //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。

  //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）

  m_counter++; 

  out_data.value = new byte[4];

 

  System.out.println("Call method in ABC_TSCprxy");

 

  };

 

 //メソッドが呼ばれた回数

 protected int m_counter = 0;

 

};

(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード」を参照してください。

(3)　サービス登録処理の流れ・コード
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(3)　サービス登録処理の流れ」，「4.2.2(4)　サービス登録処理のコード」を参照してください。


4.6　TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（Java）
TSCThreadを利用するアプリケーションプログラムのJavaでの作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
ユーザ定義IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトランザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）」を参照してください。
	＜この節の構成＞
	4.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例（Java）



4.6.1　TSCThreadを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）」を参照してください。


4.6.2　TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例（Java）
TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスABC_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスABC_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。さらに，TSCユーザスレッドとしてTSCThreadの派生クラスを記述し，TSCユーザスレッドファクトリとしてTSCThreadFactoryの派生クラスを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
	(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
	(3)　TSCユーザスレッド（UserTImpl）のコード
	(4)　TSCユーザスレッドファクトリ（UserTFactImpl）
	(5)　サービス登録処理の流れ
	(6)　サービス登録処理のコード


(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
//

// "ABC_TSCimpl.java"

//

 

import OctetSeqHelper;

import OctetSeqHolder;

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCThread;

 

// import classes used in this implementation, if necessary.

import java.lang.System;

 

public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk

{

 // Write class variables, if necessary

 

 public ABC_TSCimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

  //引数の数および型を変更できます。

  super();

 };

 

 public void call(byte[] in_data, OctetSeqHolder out_data)

 

 {

  // Operation "call".

  // Write user own code.

  //ユーザメソッドのコードを記述します。

 

  //TSCユーザスレッドの取得

  TSCThread my_thr = this._TSCThread();

 

  //ユーザクラスにキャスト

  UserTImpl my_thr_impl = (UserTImpl)my_thr;

  

  //UserTImplのメソッドを呼び出し，値を取得します。

  int thr_value = my_thr_impl.getValue();

 

 

  //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。

  //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）

  m_counter++;

  out_data.value = new byte[4];

 

  System.out.println("Call method in ABC_TSCprxy");

 

 };

 

 //メソッドが呼ばれた回数

 protected int m_counter = 0;

 

};

(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード」を参照してください。

(3)　TSCユーザスレッド（UserTImpl）のコード
//

// "UserTImpl.Java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class UserTImpl

 implements TSCThread

{

 public UserTImpl(int init_info)

 {

  m_value = init_info;

 }

 public int getValue()

 {

  return m_value;

 }

 

 protected int m_value;

}

(4)　TSCユーザスレッドファクトリ（UserTFactImpl）
//

// "UserThreadFactory.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

class UserTFactImpl

 implements TSCThreadFactory

{

 public UserTFactImpl()

 {}

 public TSCThread create()

 {

  //TSCユーザスレッドを生成します。

  TSCThread usr_thr = new UserTImpl(222);

  return usr_thr;

 }

 

 public void destroy(TSCThread tsc_thr)

 {

  //後処理を記述します。

 }

 

};

(5)　サービス登録処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および各種設定
	TSCユーザスレッドファクトリの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの活性化
	実行制御の受け渡し
	TSCルートアクセプタの非活性化
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(6)　サービス登録処理のコード
//

// "ServerAP.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ServerAP

{

 

 public static void main(String[] args)

 {

 

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化処理

  ////////

 

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try

  {

   // ORBの初期化

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  try 

  {

   // TSCの初期化

   TSCAdm.initServer(args, orb);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

  TSCDomain domain = null;

  try

  {

   domain = new TSCDomain(null, null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  TSCServer tsc_server = null;

  try 

  {

   // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得

   tsc_server = TSCAdm.getTSCServer(domain);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの

  //  生成（new）および各種設定

  ////////

  // ABC_TSCfactimplの生成

  TSCObjectFactory my_fact = new ABC_TSCfactimpl();

 

  // TSCAcceptorの生成

  TSCAcceptor my_acpt = null;

  try

  {

   my_acpt = new ABC_TSCacpt(my_fact);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 5, TSCユーザスレッドファクトリの生成および各種設定

  ////////

 

  TSCThreadFactory my_thr_fact = new UserTFactImpl();

 

  ////////

  // 6, TSCルートアクセプタの生成および各種設定

  ////////

 

  // TSCRootAcceptorの生成

  TSCRootAcceptor my_rt_acpt = null;

  try

  {

   my_rt_acpt =

    TSCRootAcceptor.create(tsc_server, my_thr_fact);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  try

  {

   // TSCRootAcceptorへの登録

   my_rt_acpt.registerAcceptor(my_acpt);

 

   // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。

   // デフォルト値は1

   // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。

   // my_rt_acpt.setParallelCount(5);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 7, TSCルートアクセプタの活性化

  ////////

  try

  {

   // オブジェクトの活性化

   my_rt_acpt.activate("serviceX");

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 8, 実行制御の受け渡し

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.serverMainloop();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    my_rt_acpt.deactivate();

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 9, TSCルートアクセプタの非活性化

  ////////

  try

  {

   // オブジェクトの非活性化

   my_rt_acpt.deactivate();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 10, TSCデーモンへの接続解放

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 11, TPBroker OTMの終了処理

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.endServer();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

}


4.7　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（Java）
ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムのJavaでの作成例を示します。これらのサンプルコードは製品で提供されています。
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
ユーザ定義IDLインタフェースの例を次に示します。
	//

// "UserExcept.idl"

//

 

exception UserExcept {

  long value;

};

 

interface EEE {

  void call() raises(UserExcept);

};



	IDLコンパイラが生成するクラス
TPBrokerのIDLコンパイラはユーザ定義IDLインタフェースから次のファイルを生成します。
	EEE.java
	EEEHelper.java
	EEEHolder.java
	EEEOperations.java
	UserExcept.java
	UserExceptHelper.java
	UserExceptHolder.java
	_EEEImplBase.java
	_example_ EEE.java
	_st_EEE.java
	_tie_EEE.java
	EEEPOA.java
	EEEPOATie.java
	_EEEStub.java


	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
OTMのトランザクションフレームジェネレータは，ユーザ定義IDLインタフェースから次の表に示すクラスを生成します。
表4-4　ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラムの作成時にトランザクションフレームジェネレータが生成するクラス（Java）
	分類	生成するクラス名（オブジェクト名）
	クライアントアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		EEE_TSCprxy（TSCユーザプロキシ）


	サーバアプリケーション用のユーザ定義IDLインタフェース依存クラス		EEE_TSCsk（TSCユーザスケルトン）
	EEE_TSCacpt（TSCユーザアクセプタ）


	雛形クラス		EEE_TSCimpl（TSCユーザオブジェクト）
	EEE_TSCfactimpl（TSCユーザオブジェクトファクトリ）





	＜この節の構成＞
	4.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例（Java）



4.7.1　ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
	＜この項の構成＞
	(1)　サービス利用処理の流れ
	(2)　サービス利用処理のコード
	(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード


(1)　サービス利用処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザプロキシの生成および各種設定
	TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し（サーバ側のオブジェクトの呼び出し）
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(2)　サービス利用処理のコード
//

// "ClientAP.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ClientAP

{

 

 public static void main(String[] args)

 {

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化処理

  ////////

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try

  {

   // ORBの初期化

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  // TSCの初期化

  try

  {

   TSCAdm.initClient(args, null, orb);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

  TSCDomain domain = null;

  try

  {

   domain = new TSCDomain(null, null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  TSCClient tsc_client = null;

  try

  {

   tsc_client =

    TSCAdm.getTSCClient(domain, TSCAdm.Regulator);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 4, TSCユーザプロキシの生成および各種設定

  ////////

  // ユーザ定義IDLインタフェース"EEE"用のTSCProxy生成

  EEE_TSCprxy my_proxy = null;

  try

  {

   my_proxy = new EEE_TSCprxy(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 5, TSCユーザプロキシのメソッド呼び出し

  //  （サーバ側のオブジェクトの呼び出し）

  ////////

  try

  {

   callService.invoke(my_proxy);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 6, TSCデーモンへの接続解放

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCClient(tsc_client);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endClient();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 7, TPBroker OTMの終了処理

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.endClient();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

 

}

(3)　TSCユーザプロキシを呼び出すコード
//

// "callService.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public

class callService

{

 public static void

 invoke(EEE_TSCprxy my_proxy)

 {

 

  //////

  //サービスの呼び出し

  //////

  try

  {

   //サーバのメソッド呼び出し

   my_proxy.call();

  }

  catch(UserExcept tsc_se)

  {

   System.out.println("catch" + tsc_se.value);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   //例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   throw tsc_se;

  }

 }

 

}


4.7.2　ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例（Java）
ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスEEE_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスEEE_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）のコード
	(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ
	(4)　サービス登録処理のコード


(1)　TSCユーザオブジェクト（EEE_TSCimpl）のコード
//

// "EEE_TSCimpl.java"

//

 

import UserExcept;

import UserExceptHelper;

import UserExceptHolder;

 

public EEE_TSCimpl extends EEE_TSCsk

{

 public

 EEE_TSCimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  super();

  //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

  //引数の数および型を変更できます。

 

 }

 

 //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド

 

 public void

 call()

 {

  // Operation "call".

  // Write user own code.

  //ユーザメソッドのコードを記述します。

 

  throw new UserExcept(1);

 }

};

(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（EEE_TSCfactimpl）のコード
//

// "EEE_TSCfactimpl".java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObject;

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObjectFactory;

 

import UserExcept;

import UserExceptHelper;

import UserExceptHolder;

 

class EEE_TSCfactimpl : public TSCObjectFactory

{

 public

 EEE_TSCfactimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  // TSCユーザオブジェクトファクトリのコンストラクタのコードを

  // 記述します。

  //引数の数および型を変更できます。

 }

 

 public TSCObject create()

 {

  // Method to create user object.

  // Write user own code.

  //サーバオブジェクトを生成するコードを記述します。

  //必要に応じて修正してください。

  return new EEE_TSCimpl();

 }

 

 public void destroy(TSCObject tsc_object)

 {

  // Method to destroy user object.

  // Write user own code.

  //後処理のコードを記述します。

  //必要に応じて修正してください。

 }

};

(3)　サービス登録処理の流れ
	TPBrokerの初期化処理
	TPBroker OTMの初期化処理
	TSCデーモンへの接続
	TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの生成（new），および各種設定
	TSCルートアクセプタの生成および各種設定
	TSCルートアクセプタの活性化
	実行制御の受け渡し
	TSCルートアクセプタの非活性化
	TSCデーモンへの接続解放
	TPBroker OTMの終了処理


(4)　サービス登録処理のコード
//

// "ServerAP.java"

//

 

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.*;

 

public class ServerAP

{

 

 public static void main(String[] args)

 {

 

  ////////

  // 1, TPBrokerの初期化処理

  ////////

 

  org.omg.CORBA.ORB orb = null;

  try

  {

   // ORBの初期化

   orb = org.omg.CORBA.ORB.init(args, null);

  }

  catch(org.omg.CORBA.SystemException ce)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(ce);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 2, TPBroker OTMの初期化処理

  ////////

  try

  {

   // TSCの初期化

   TSCAdm.initServer(args, orb);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 3, TSCデーモンへの接続

  ////////

  TSCDomain domain = null;

  try

  {

   domain = new TSCDomain(null, null);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  TSCServer tsc_server = null;

  try 

  {

   // TSCデーモンの参照オブジェクトを取得

   tsc_server = TSCAdm.getTSCServer(domain);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 4, TSCユーザオブジェクトファクトリ，TSCユーザアクセプタの

  //  生成（new）および各種設定

  ////////

  // EEE_TSCfactimplの生成

  TSCObjectFactory my_fact = new EEE_TSCfactimpl();

 

  // TSCAcceptorの生成

  TSCAcceptor my_acpt = null;

  try

  {

   my_acpt = new EEE_TSCacpt(my_fact);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 5, TSCルートアクセプタの生成および各種設定

  ////////

 

  // TSCRootAcceptorの生成

  TSCRootAcceptor my_rt_acpt = null;

  try

  {

   my_rt_acpt = TSCRootAcceptor.create(tsc_server);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  try

  {

   // TSCRootAcceptorへの登録

   my_rt_acpt.registerAcceptor(my_acpt);

 

   // TSCRootAcceptorのパラレルカウント指定もできます。

   // デフォルト値は1

   // オプション引数でデフォルト値を変更することもできます。

   // my_rt_acpt.setParallelCount(5);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 6, TSCルートアクセプタの活性化

  ////////

  try

  {

   // オブジェクトの活性化

   my_rt_acpt.activate("serviceX");

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 7, 実行制御の受け渡し

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.serverMainloop();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    my_rt_acpt.deactivate();

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 8, TSCルートアクセプタの非活性化

  ////////

  try

  {

   // オブジェクトの非活性化

   my_rt_acpt.deactivate();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 9, TSCデーモンへの接続解放

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.releaseTSCServer(tsc_server);

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   try

   {

    TSCAdm.endServer();

   }

   catch(TSCSystemException se)

   {

    System.exit(1);

   }

   System.exit(1);

  }

 

  ////////

  // 10, TPBroker OTMの終了処理

  ////////

  try

  {

   TSCAdm.endServer();

  }

  catch(TSCSystemException tsc_se)

  {

   // 例外処理

   System.out.println(tsc_se);

   System.exit(1);

  }

 

  System.exit(0);

 

 }

}


4.8　TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（Java）
TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラムのJavaでの作成例を示します。
ユーザ定義IDLインタフェースの例，IDLコンパイラが生成するクラス，およびトランザクションフレームジェネレータが生成するクラスは，同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2　同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）」を参照してください。
	＜この節の構成＞
	4.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	4.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例（Java）



4.8.1　TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.1　同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）」を参照してください。


4.8.2　TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例（Java）
TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの処理の流れとコードの例を示します。斜体で示しているコードは，雛形クラスとして自動生成される部分です。太字で示しているコードは，同期型呼び出しのコードと異なる部分です。
サーバアプリケーションの作成時には，ユーザは，自動生成された雛形クラスABC_TSCimplにTSCユーザオブジェクトのコードを記述します。また，雛形クラスABC_TSCfactimplにTSCユーザオブジェクトファクトリのコードを記述します。
	＜この項の構成＞
	(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
	(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
	(3)　サービス登録処理の流れ・コード


(1)　TSCユーザオブジェクト（ABC_TSCimpl）のコード
//

// "ABC_TSCimpl.java"

//

import OctetSeqHelper;

import OctetSeqHolder;

import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCWatchTime;

 

 

// import classes used in this implementation, if necessary.

import java.lang.System;

 

public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk

{

 // Write class variables, if necessary

 

 public ABC_TSCimpl()

 {

  // Constructor of implementation.

  // Write user own code.

  super();

 

  ////////

  //時間監視の処理

  ////////

  TSCWatchTime watch_time = null;

  try

  {

   //監視時間60秒の時間監視オブジェクト生成

   watch_time = new TSCWatchTime(60);

 

   //時間監視の開始

   watch_time.start();

 

   //TSCユーザオブジェクトのコンストラクタのコードを記述します。

   //引数の数および型を変更できます。

 

   //時間監視の中断

   watch_time.stop();

  }

  catch(TSCSystemException se)

  {

   //例外処理

   System.out.println(se);

   throw se;

  }

 

};

 

 public void call(byte[] in_data, OctetSeqHolder out_data)

 

 {

  // Operation "call".

  // Write user own code.

  //ユーザメソッドのコードを記述します。

 

  //メソッドが呼ばれた回数を増加させます。

  //（このメソッドの処理は引数の値と無関係です）

  m_counter++; 

  out_data.value = new byte[4];

 

  };

 

 //メソッドが呼ばれた回数

 protected int m_counter = 0;

 

};

(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(2)　TSCユーザオブジェクトファクトリ（ABC_TSCfactimpl）のコード」を参照してください。

(3)　サービス登録処理の流れ・コード
同期型呼び出しの場合と同様です。「4.2.2(3)　サービス登録処理の流れ」，「4.2.2(4)　サービス登録処理のコード」を参照してください。


5.　アプリケーションプログラミングインタフェース（Java）
この章では，Javaで使用するクラスライブラリについて説明します。
ユーザ定義IDLインタフェース依存クラスと雛形クラスでは，対応するユーザ定義IDLインタフェースの名称を"ABC"と仮定します。なお，各クラスの詳細は，アルファベット順に示します。
	＜この章の構成＞
	クラスの一覧（Java）
	クラス関連図（Java）
	公開メソッド呼び出しと内部参照（Java）
	ABC_TSCacpt（Java）
	ABC_TSCfactimpl（Java）
	ABC_TSCimpl（Java）
	ABC_TSCprxy（Java）
	ABC_TSCsk（Java）
	ABC_TSCspxy（Java）
	TSCAcceptor（Java）
	TSCAdm（Java）
	TSCClient（Java）
	TSCContext（Java）
	TSCDomain（Java）
	TSCObject（Java）
	TSCObjectFactory（Java）
	TSCProxyObject（Java）
	TSCRootAcceptor（Java）
	TSCServer（Java）
	TSCSessionProxy（Java）
	TSCSystemException（Java）
	TSCSystemExceptionの派生クラス（Java）
	TSCThread（Java）
	TSCThreadFactory（Java）
	TSCWatchTime（Java）



クラスの一覧（Java）
各クラスは次のように分類されます。
	システム提供クラス
	システム提供例外クラス
	ユーザ定義IDLインタフェース依存クラス
	雛形クラス

各クラスの一覧を次の表に示します。
表5-1　クラス一覧（Java）
	分類	クラス
	システム提供クラス		TSCAcceptor
	TSCAdm
	TSCClient
	TSCContext
	TSCDomain
	TSCObject
	TSCObjectFactory
	TSCProxyObject
	TSCRootAcceptor
	TSCServer
	TSCSessionProxy
	TSCThread
	TSCThreadFactory
	TSCWatchTime


	システム提供例外クラス		TSCSystemException


		TSCSystemExceptionの派生クラス

		TSCBadContextException
	TSCBadInvOrderException
	TSCBadOperationException
	TSCBadParamException
	TSCBadTypecodeException
	TSCCodesetIncompatibleException
	TSCCommFailureException
	TSCDataConversionException
	TSCFreeMemException
	TSCImpLimitException
	TSCInitializeException
	TSCInternalException
	TSCIntfReposException
	TSCInvalidTransactionException
	TSCInvFlagException
	TSCInvIdentException
	TSCInvObjrefException
	TSCInvPolicyException
	TSCMarshalException
	TSCNoImplementException
	TSCNoMemoryException
	TSCNoPermissionException
	TSCNoResourcesException
	TSCNoResponseException
	TSCObjAdapterException
	TSCObjectNotExistException
	TSCPersistStoreException
	TSCRebindException
	TSCTimeoutException
	TSCTransactionRequiredException
	TSCTransactionRolledbackException
	TSCTransientException
	TSCUnknownException


	ユーザ定義IDLインタフェース依存クラス（基底クラス）		ABC_TSCacpt（TSCAcceptor）
	ABC_TSCprxy（TSCProxyObject）
	ABC_TSCsk（TSCObject）
	ABC_TSCspxy（TSCSessionProxy）


	雛形クラス（基底クラス）		ABC_TSCfactimpl（ABC_TSCfactsk）
	ABC_TSCimpl（ABC_TSCsk）




基本データ型（Java）
OTMの各クラスで使用する基本データ型は，Javaが提供する標準型です。


クラス関連図（Java）
システム提供クラスから派生するユーザ定義IDLインタフェース依存クラスの関連を次の図に示します。
図5-1　システム提供クラスから派生するユーザ定義IDLインタフェース依存クラス（Java）
[image: [図データ]]
サーバアプリケーションを作成する際に使用するシステム提供クラスおよびシステム提供例外クラスの関連を次の図に示します。
図5-2　システム提供クラスおよびシステム提供例外クラス（Java）
[image: [図データ]]


公開メソッド呼び出しと内部参照（Java）
システム提供クラスのインスタンス関連図を基に，OTM上でのインスタンス間の公開メソッド呼び出し，および内部参照（アクセス）について説明します。
	公開メソッド呼び出し
OTMのシステム提供クラスのインスタンスが，ほかのインスタンスの公開メソッドを呼び出すことです。

	内部参照（アクセス）
OTMのシステム提供クラスのインスタンスが，ほかのインスタンスの非公開メソッドを内部的にアクセスすることです。またはそのインスタンスを内部的に参照することです。


図中のインスタンス数を次の表に示します。また，システム提供クラスのインスタンス関連を図5-3に示します。
表5-2　インスタンス数（Java）
	インスタンス	インスタンス数
	TSCルートアクセプタ	m（TSCServer単位）
	パラレルカウント	n（TSCRootAcceptor単位）
	TSCユーザアクセプタ	p（TSCRootAcceptor単位）
	TSCユーザオブジェクトファクトリ	1（TSCAcceptor単位）
	TSCユーザプロキシ	s（TSCClient単位）

図5-3　システム提供クラスのインスタンス関連図（Java）
[image: [図データ]]


ABC_TSCacpt（Java）
ABC_TSCacptはユーザ定義IDLインタフェース依存クラスです。
ABC_TSCacptは，TSCユーザアクセプタの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCacptを自動生成します。次にABC_TSCacptの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。


形式
package ***;

 

class ABC_TSCacpt extends TSCAcceptor

{

 public ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory tsc_object_fact);

 public ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory tsc_object_fact,

                String tsc_acpt_name);

}

コンストラクタ
●public ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory tsc_object_fact)
	項目	型・意味
	引数	TSCObjectFactory tsc_object_fact	TSCObjectFactoryオブジェクト
	例外	TSCBadParamException

TSCユーザオブジェクトファクトリとしてtsc_object_factを保持します。さらに，デフォルトのTSCアクセプタ名称でABC_TSCacptを生成します。
サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCAcceptorを指定しない場合，TSCアクセプタ名称のデフォルト値は"指定なし"となります。コマンドオプション引数-TSCAcceptorを指定する場合は，TSCアクセプタ名称のデフォルト値はその指定値となります。
●public ABC_TSCacpt(TSCObjectFactory tsc_object_fact,
           String tsc_acpt_name)
	項目	型・意味
	引数	TSCObjectFactory tsc_object_fact	TSCObjectFactoryオブジェクト
	String tsc_acpt_name	TSCアクセプタ名称
	例外	TSCBadParamException

TSCユーザオブジェクトファクトリとしてtsc_object_factを保持します。さらに，デフォルトのTSCアクセプタ名称でABC_TSCacptを生成します。ただし，tsc_acpt_nameには，1～31文字のTSCアクセプタ名称を指定してください。


ABC_TSCfactimpl（Java）
ABC_TSCfactimplは雛形クラスです。
ABC_TSCfactimplは，TSCユーザオブジェクトファクトリの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCfactimplを生成します。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述します。次にABC_TSCfactimplの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。


形式
斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要があるメソッドです。太字で示している部分は，引数の型および数を変更できるメソッドで，ユーザが実装のコードを記述する必要があります。
class ABC_TSCfactimpl implements TSCObjectFactory

{

 public ABC_TSCfactimpl(....);

 

 public TSCObject create();

 public void destroy(TSCObject tsc_object);

 

};

コンストラクタ
●public ABC_TSCfactimpl(....)
引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要があります。複数のコンストラクタを生成できます。

コールバックメソッド
●public TSCObject create()
典型的なコードを生成します。必要に応じて変更してください。
●public void destroy(TSCObject tsc_object)
典型的なコードを生成します。必要に応じて変更してください。


ABC_TSCimpl（Java）
ABC_TSCimplは雛形クラスです。
ABC_TSCimplは，TSCユーザオブジェクトの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCimplを生成します。ユーザはこの雛形クラスに処理依存のコードを記述します。次にABC_TSCimplの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCimplは，TPBrokerのサーバントクラスであるPOA_ABCも継承します。

ユーザ定義IDLインタフェースのマッピング
ユーザ定義IDLインタフェース内に定義されたオペレーションのJava言語へのマッピングは，TPBrokerと同様です。

形式
斜体で示している部分は，ユーザが実装のコードを記述する必要があるメソッドです。太字で示している部分は，引数の型および数を変更できるメソッドで，ユーザが実装のコードを記述する必要があります。
package ***;

public class ABC_TSCimpl extends ABC_TSCsk

{

 public ABC_TSCimpl(....);

 

 //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群

 ... xxx(...);

 

};

コンストラクタ
●public ABC_TSCimpl(....)
引数の型や数を含めて，ユーザがコードを記述する必要があります。複数のコンストラクタを生成できます。

コールバックメソッド
●... xxx(...)
ユーザ定義IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。ユーザがメソッドのコードを実装します。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。


ABC_TSCprxy（Java）
ABC_TSCprxyはユーザ定義IDLインタフェース依存クラスです。
ABC_TSCprxyは，TSCユーザプロキシの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースの定義に従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，TSCProxyObjectを呼び出します。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCprxyを自動生成します。次にABC_TSCprxyの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCprxyは，TPBrokerのサーバントクラスであるPOA_ABCも継承します。また，ABC_TSCprxyの派生クラスも同様に，TPBrokerのサーバントクラスを継承します。

ユーザ定義IDLインタフェースのマッピング
ユーザ定義IDLインタフェース内に定義されたオペレーションのJava言語へのマッピングは，TPBrokerと同じです。

形式
class ABC_TSCprxy extends POA_ABC implements TSCProxyObject

{

 public ABC_TSCprxy(TSCClient tsc_client);

 public ABC_TSCprxy(TSCClient tsc_client,

            String tsc_acpt_name);

 

 //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群

 ...xxx(...);

};

コンストラクタ
●public ABC_TSCprxy(TSCClient tsc_client)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient tsc_client	接続するTSCClient
	例外	TSCBadParamException

tsc_clientと接続するABC_TSCprxyを生成します。
●public ABC_TSCprxy(TSCClient tsc_client,
                          String tsc_acpt_name)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient tsc_client	接続するTSCClient
	String tsc_acpt_name	TSCアクセプタ名称
	例外	TSCBadParamException

tsc_clientと接続するTSCアクセプタ名称がtsc_acpt_nameのABC_TSCprxyを生成します。

メソッド
●... xxx(...)
	項目	型・意味
	例外	TSCSystemException（各種例外）

ユーザ定義IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。


ABC_TSCsk（Java）
ABC_TSCskはユーザ定義IDLインタフェース依存クラスです。
ABC_TSCskは，TSCユーザスケルトンの実装クラスです。クライアント側から送信されたバイト配列データとともに呼び出されます。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，そのバイト配列データをユーザデータに分解し，TSCユーザオブジェクトの実装メソッドを呼び出します。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCskを自動生成します。次にABC_TSCskの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。
	直接，このクラスのインスタンスを生成できません。
	ユーザはABC_TSCskクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。

ABC_TSCskは，TPBrokerのサーバントクラスであるPOA_ABCも継承します。また，ABC_TSCskの派生クラスも同様に，TPBrokerのサーバントクラスを継承します。

ユーザ定義IDLインタフェースのマッピング
ユーザ定義IDLインタフェース内に定義されたオペレーションのJava言語へのマッピングは，TPBrokerと同じです。

形式
public class ABC_TSCsk

 extends POA_ABC implements virtual TSCObject

{

 public abstruct ... xxx(...);

 

 protected ABC_TSCsk();

 

};

コンストラクタ
●protected ABC_TSCsk()
ABC_TSCskを生成します。

コールバックメソッド
●public abstruct ... xxx(...)
ユーザ定義IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。


ABC_TSCspxy（Java）
ABC_TSCspxyはユーザ定義IDLインタフェース依存クラスです。
ABC_TSCspxyは，セション呼び出し用のTSCユーザプロキシの実装クラスです。ユーザ定義IDLインタフェースの定義に従って，ユーザデータをバイト配列データに変換し，TSCSessionProxyを呼び出します。ユーザ定義IDLインタフェースに従って，トランザクションフレームジェネレータがABC_TSCspxyを自動生成します。ABC_TSCspxyは，次の点を除いてABC_TSCprxyと同様の働きをします。
	TSCSessionProxyを継承します。
	トランザクションフレームジェネレータに-TSCspxyオプションを指定したときだけ生成されます。
	onewayのオペレーションを定義したユーザ定義IDLからは生成できません。

次にABC_TSCspxyの特徴を示します。
	ユーザ定義IDLインタフェース依存のコードを含みます。

ABC_TSCspxyは，TPBrokerのサーバントクラスであるPOA_ABCも継承します。また，ABC_TSCspxyの派生クラスも同様に，TPBrokerのサーバントクラスを継承します。

ユーザ定義IDLインタフェースのマッピング
ユーザ定義IDLインタフェース内に定義されたオペレーションのJava言語へのマッピングは，TPBrokerと同じです。

形式
class ABC_TSCspxy extends POA_ABC implements TSCSessionProxy

{

 public ABC_TSCspxy(TSCClient tsc_client);

 public ABC_TSCspxy(TSCClient tsc_client,

            String tsc_acpt_name);

 

 //ユーザ定義IDLインタフェース依存のメソッド群

 ...xxx(...);

};

コンストラクタ
●public ABC_TSCspxy(TSCClient tsc_client)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient tsc_client	接続するTSCClient
	例外	TSCBadParamException

tsc_clientと接続するABC_TSCspxyを生成します。
●public ABC_TSCspxy(TSCClient tsc_client,
           String tsc_acpt_name)
	項目	型・意味	　
	引数	TSCClient tsc_client	接続するTSCClient
	String tsc_acpt_name	TSCアクセプタ名称
	例外	TSCBadParamException

tsc_clientと接続するTSCアクセプタ名称がtsc_acpt_nameのABC_TSCspxyを生成します。

メソッド
●... xxx(...)
	項目	型・意味
	例外	TSCSystemException（各種例外）

ユーザ定義IDLインタフェースのオペレーション定義に従ったメソッドです。メソッドの引数・戻り値の型や数のマッピングは，TPBrokerと同じです。


TSCAcceptor（Java）
TSCAcceptorはシステム提供クラスです。
TSCAcceptorは，TSCユーザプロキシを使用したクライアント側からのTSCユーザオブジェクトのメソッド呼び出し要求に対して，サーバ側のTSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出すためのクラスです。TSCルートアクセプタからTSCユーザオブジェクトのメソッド呼び出し要求を受け取り，TSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出します。これに伴って，TSCユーザオブジェクトを管理したり，スレッドとTSCユーザオブジェクト間を対応づけたりします。また，TSCサービス識別子を使用して，TSCユーザオブジェクトが提供するサービスを識別します。
ユーザはTSCユーザオブジェクトの管理オブジェクトとして，TSCAcceptorクラスのインスタンスを生成します。次にTSCAcceptorの特徴を示します。
	TSCObjectFactoryを保持することで，TSCユーザオブジェクト（TSCObject）を管理します。
	TSCAcceptorが提供できるサービスをTSCサービス識別子の列で表現します。TSCサービス識別子は，インタフェース名称の列とTSCアクセプタ名称から構成されます。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。


TSCユーザオブジェクト（TSCObject）の管理
TSCObjectFactoryによるTSCObjectの管理
TSCRootAcceptorがactive状態に遷移するとき，登録されているTSCAcceptorはオブジェクト管理開始通知を受けます。また，TSCRootAcceptorがnon-active状態に遷移するとき，登録されているTSCAcceptorはオブジェクト管理終了通知を受けます。それぞれの通知とともに，TSCAcceptorはTSCObjectFactoryを使用して次に示すように動作します。
	TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理開始通知を受けると，TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で，TSCObjectFactoryのcreateを呼び出します。さらに，この呼び出しで返されるTSCObjectをTSCRootAcceptorが保持する各スレッドに割り当てます。これによって，TSCObjectFactoryのcreate呼び出しで返されるTSCObjectは，スレッドに対応づけて管理されます。

	TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理終了通知
TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorからオブジェクト管理終了通知を受けると，TSCRootAcceptorが保持する各スレッド上で，割り当てられているTSCObjectを引数に，TSCObjectFactoryのdestroyを呼び出します。これによって，対応づけられているスレッド上の管理対象から，該当するTSCObjectが外されます。


TSCRootAcceptorからのTSCObjectの呼び出し
TSCRootAcceptorは，クライアント側からのTSCユーザオブジェクト呼び出しを受け取ると，該当するサービスを提供するTSCAcceptorに振り分けます。さらに，TSCAcceptorは，TSCRootAcceptorが管理するスレッド上でTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け取ると，同じスレッド上で同じスレッドに割り当てられているTSCObjectを呼び出します。

TSCサービス識別子によるサービスの識別
TSCサービス識別子の構成
TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称の列とTSCアクセプタ名称から構成されます。
	TSCAcceptorのインタフェース名称の列
TSCAcceptorのインタフェース名称の列は，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供するサービスのインタフェースの種類を表します。
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供するインタフェースの種類は，単数のインタフェース名称で表されます。TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のインタフェース名称が列で表されます。

	TSCAcceptorのTSCアクセプタ名称
TSCアクセプタ名称も，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供するサービスのインタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供するTSCAcceptorまたはTSCObjectの間の実装内容の違いを識別するために使用します。したがって，TSCアクセプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし"とすることもできます。


サービスの種類の表現方法
TSCAcceptorが提供できるサービスの種類は，TSCサービス識別子の列によって表されます。TSCAcceptorはTSCサービス識別子の列で示されるサービスを提供できます。
	TSCAcceptorにTSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
	単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子


TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義IDLインタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表されます。
	複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子



	TSCAcceptorにTSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCObjectが単数のインタフェースをサポートする場合，TSCAcceptorや管理するTSCObjectが提供できるサービスの種類は，次のように表されます。
	単数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および

単数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子


TSCObjectが複数のインタフェースをサポートする場合，例えば，ユーザ定義IDLインタフェースで継承を利用した場合は，TSCサービス識別子の列で次のように表されます。
	複数のTSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子，および

複数のTSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子（ただし，TSCサービス識別子中のTSCアクセプタ名称は同じ）




サービスの種類の表現例
	TSCAcceptorのインタフェース名称が"ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"への要求だけを受け付けることができます。
	"ABC::"



	TSCAcceptorのインタフェース名称が"ABC"で，TSCアクセプタ名称が"abc"の場合
次のように表される場合，TSCAcceptorは，"ABC::"と"ABC::abc"への要求メッセージを受け付けることができます。
	"ABC::abc"

"ABC::"





形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public class TSCAcceptor

{

 

 //インタフェース名称列

 String[] getInterfaceName();

 

 //TSCアクセプタ名称列

 String getAcceptorName();

 

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCAcceptor;

メソッド
●String[] getInterfaceName()
	項目	型・意味
	戻り値	インタフェース名称の列

インタフェース名称の列を取得します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●String getAcceptorName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCアクセプタ名称

TSCアクセプタ名称を取得します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。

TSCAcceptorまたは派生クラスの生成
TSCAcceptorまたは派生クラスを生成するには，引数を指定しないで，またはTSCアクセプタ名称を指定して，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCAcceptorクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	getInterfaceName	できます。
	getAcceptorName	できます。


インスタンスの公開メソッド呼び出し規則
TSCAcceptorクラスのインスタンスが，ほかのクラスのインスタンスの公開メソッドを呼び出す規則を次に示します。
	タイミング	公開メソッド呼び出し
	TSCRootAcceptorからのオブジェクト管理開始通知，またはオブジェクト管理終了通知のとき	コンストラクタで指定したTSCObjectFactory型のインスタンス
	登録先のTSCRootAcceptorがactive状態のとき	active状態に遷移するときに管理を開始したTSCObject型のインスタンス


インスタンスへの内部参照（アクセス）規則
複数のスレッド上から同時にTSCAcceptorクラスの同じインスタンスを内部参照（アクセス）できます。


TSCAdm（Java）
TSCAdmはシステム提供クラスです。
TSCAdmは，アプリケーションプログラムの初期化処理，TSCClientの取得，およびTSCServerの取得をするクラスです。

形式
public class TSCAdm

{

 public static final int Direct=0;

 public static final int Regulator=1;

 

 public static void initServer(String[] args,

            org.omg.CORBA.ORB orb);

 public static void initClient(String[] args,

          java.util.Properties option,

            org.omg.CORBA.ORB orb);

 public static void initClient(Applet app,

         java.util.Properties option,

           org.omg.CORBA.ORB orb);

 

 public static void serverMainloop();

 public static void shutdown();

 

 public static void endServer();

 public static void endClient();

 

 public static TSCClient getTSCClient(TSCDomain tsc_domain,

                       int way);

 public static TSCClient getTSCClient(TSCDomain tsc_domain);

 public static TSCServer getTSCServer(TSCDomain tsc_domain);

 

 public static void releaseTSCClient(TSCClient tsc_client);

 public static void releaseTSCServer(TSCServer tsc_server);

 

 public static int get_status();

 

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCAdm;

メソッド
●public static void initServer(String[] args,
                         org.omg.CORBA.ORB orb)
	項目	型・意味
	引数	String[] args	コマンド引数
	org.omg.CORBA.ORB orb	ORBのリファレンス
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

サーバアプリケーションの初期化処理を実行します。このメソッドは，プロセスで1回だけ発行できます。TSCAdm.endServer()メソッド，またはTSCAdm.endClient()メソッドの発行によって終了処理したあとでも，このメソッドは発行できません。
このメソッドのargs引数にはプロセスのmain()メソッドの第１引数をそのまま指定してください。プロセス開始時にコマンドラインで指定された情報を削除または変更してargs引数に指定すると，正しく動作しないことがあります。tscstartprcコマンドを使用して開始したサーバアプリケーションのコマンドラインには，tscstartprcコマンドに指定したコマンドライン引数がすべて渡されます。
●public static void initClient(String[] args,
                           java.util.Properties option,

                           org.omg.CORBA.ORB orb)
	項目	型・意味
	引数	String[] args	コマンド引数
	java.util.Properties option	OTMの動作をカスタマイズするために設定できるプロパティ※
	org.omg.CORBA.ORB orb	ORBのリファレンス
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

	注※
	optionを使用する場合，例えば次のように記述します。
	   java.util.Properties opt = new java.util.Properties();

   opt.put("-TSCDomain","hitachi");


クライアントアプリケーションの初期化処理を実行します。
args引数およびoption引数に同じオプションがある場合，args引数のオプションが有効になります。
このメソッドのargs引数にはプロセスのmain()メソッドの第１引数をそのまま指定してください。プロセス開始時にコマンドラインで指定された情報を削除または変更してargs引数に指定すると，正しく動作しないことがあります。
このメソッドは，TSCAdm.endClient()メソッドの発行によって終了処理をした場合は再発行できますが，TSCAdm.endServer()メソッドの発行によって終了処理をしたあとは再発行できません。TSCAdm.endClient()メソッドの発行後にこのメソッドを再発行した場合，2回目以降の発行で指定したargc引数およびoption引数の値は無効となり，初回の発行で指定した値が有効になります。ただし，このメソッドを複数回発行するとクライアントアプリケーションの性能に影響を与えるため，推奨できません。
●public static void initClient(Applet app,
                       java.util.Properties option,

                       org.omg.CORBA.ORB orb)
	項目	型・意味
	引数	Applet app	このメソッドが実行されるアプレット※1
	java.util.Properties option	OTMの動作をカスタマイズするために設定できるプロパティ※2
	org.omg.CORBA.ORB orb	ORBのリファレンス
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

	注※1
	アプレットタグにオプションを記述する場合，例えば次のようにアプレットタグに記述します。
	<param name=-TSCDomain value=hitachi>


	注※2
	optionを使用する場合，例えば次のように記述します。
	java.util.Properties opt = new java.util.Properties();

opt.put("-TSCDomain","hitachi");


Javaアプレットの場合に，Appletクラスを使用したクライアントアプリケーションの初期化処理を実行します。
このメソッドはOTM - Clientだけで使用できます。OTMで使用した場合は，例外が返ります。
また，このメソッドは，TSCAdm.endClient()メソッドの発行によって終了処理をした場合は再発行できますが，TSCAdm.endServer()メソッドの発行によって終了処理をしたあとは再発行できません。TSCAdm.endClient()メソッドの発行後にこのメソッドを再発行した場合，2回目以降の発行で指定したoption引数の値は無効となり，初回の発行で指定した値が有効になります。ただし，このメソッドの複数回発行するとクライアントアプリケーションの性能に影響を与えるため，推奨できません。
●public static void serverMainloop()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException

リクエストを受信待ち状態にします。このメソッドはサーバアプリケーションでだけ発行できます。
●public static void shutdown()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException

リクエストの受信待ち状態を解除します。このメソッドはサーバアプリケーションでだけ発行できます。
●public static void endServer()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCNoMemoryException

サーバアプリケーションの終了処理を実行します。
このメソッドはプロセスで１回だけ発行できます。このメソッド発行後はそのプロセスでOTMの機能は使用しないでください
●public static void endClient()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCNoMemoryException

クライアントアプリケーションの終了処理を実行します。
このメソッドの発行後は，そのプロセスでOTMまたはOTM - Clientの機能を使用できません。また，このメソッドで例外が発生した場合は，クライアントアプリケーションを終了させる必要があります。
●public static TSCClient getTSCClient(TSCDomain tsc_domain,
                                 int way)
	項目	型・意味
	引数	TSCDomain tsc_domain	TSCドメインのリファレンス
	int way	接続経路
	戻り値	TSCClientオブジェクト
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException

指定したTSCDomainを基に，リクエストするTSCデーモンのTSCClientのリファレンスを取得するメソッドです。
wayには，接続経路として，次に示すどちらかを指定します。
	TSCAdm.Direct
TSCデーモンに直結してリクエストします。

	TSCAdm.Regulator
TSCレギュレータを経由してリクエストします。この場合，TSCレギュレータによってコネクションを集約します。


ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，このメソッドに指定したTSCDomainおよびwayの組み合わせに一致する情報が，接続先情報ファイル中に記述されていなければなりません。一致する情報が接続先情報ファイルにない場合，TSCBadParamException例外が発生します。なお，ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行するには，アプリケーションプログラムの開始時に，次に示すようにコマンドオプション引数を指定します。
	-TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに"0000"または"0001"を指定します。
	-TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省略します。この場合，TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

●public static TSCClient getTSCClient(TSCDomain tsc_domain)
	項目	型・意味
	引数	TSCDomain tsc_domain	TSCDomainのリファレンス
	戻り値	TSCClientオブジェクトリファレンス
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInitializeException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
TSCTransientException

指定したTSCDomainを基に，リクエストするTSCデーモンのTSCClientのリファレンスを取得するメソッドです。接続経路には，アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数-TSCRequestWayに指定した値を使用します。
ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行する場合，このメソッドに指定したTSCDomain，およびコマンドオプション引数-TSCRequestWayの組み合わせに一致する情報が，接続先情報ファイル中に記述されていなければなりません。一致する情報が接続先情報ファイルにない場合，TSCBadParamException例外が発生します。なお，ファイル検索方式でマルチノードリトライ接続を実行するには，アプリケーションプログラムの開始時に，次に示すようにコマンドオプション引数を指定します。
	-TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定し，かつ，-TSCRetryWayに"0000"または"0001"を指定します。
	-TSCRetryReferenceに接続先情報ファイルを指定して，-TSCRetryWayの指定を省略します。この場合，-TSCRetryWayには，"0000"が仮定されます。

●public static TSCServer getTSCServer(TSCDomain tsc_domain)
	項目	型・意味
	引数	TSCDomain tsc_domain	TSCDomainのリファレンス
	戻り値	TSCServerオブジェクト
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException

指定したTSCDomainを基に，自サーバへリクエストを振り分けるTSCデーモンのTSCServerのリファレンスを取得するメソッドです。
●public static void TSCClient releaseTSCClient(TSCClient tsc_client)
	項目	型・意味
	引数	TSCClient tsc_client	TSCClientオブジェクト
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

TSCClientを解放します。
●public static void releaseTSCServer(TSCServer tsc_server)
	項目	型・意味
	引数	TSCServer tsc_server	TSCServerオブジェクト
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

TSCServerを解放します。
●public static int get_status()
	項目	型・意味
	戻り値	プロセスステータス

運用管理で管理するプロセスステータスを返します。プロセスステータスを示す定数を表5-3，表5-4に示します。
表5-3　TSCAdmクラスで検出するクライアントアプリケーションのプロセスステータス（Java）
	定数名	状態	内容
	TSCAdm.Living	オンライン稼働中	TSCAdm.initClientを発行してから，終了要求を受け付けるまでの状態
	TSCAdm.Dying	正常終了処理中	終了要求を受け付けてから，TSCAdm.endClientを発行するまでの状態
	TSCAdm.Dead	終了	TSCAdm.initClientの発行以前，またはTSCAdm.endClientの発行以降の状態

クライアントアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のクライアントアプリケーションの状態の検出に関する説明を参照してください。
表5-4　TSCAdmクラスで検出するサーバアプリケーションのプロセスステータス（Java）
	定数名	状態	内容
	TSCAdm.Living	正常開始処理中	TSCAdm.initServerを発行してから，TSCAdm.serverMainloopを発行するまでの状態
	TSCAdm.Active	オンライン稼働中	TSCAdm.serverMainloopを発行してから，終了要求を受け付けるまでの状態
	TSCAdm.Dying	正常終了処理中	終了要求を受け付けてから，TSCAdm.endServerを発行するまでの状態
	TSCAdm.Dead	終了	TSCAdm.initServerの発行以前，またはTSCAdm.endServerの発行以降の状態

サーバアプリケーションの状態遷移については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のサーバアプリケーションの状態の検出に関する説明を参照してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCAdmクラスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	initServer	できます。※
	initClient	できます。※
	serverMainloop	できます。※
	shutdown	できます。※
	endServer	できます。※
	endClient	できます。※
	getTSCClient	できます。
	getTSCServer	できます。
	releaseTSCClient	できます。
	releaseTSCServer	できます。
	get_status	できます。

	注※
	複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできますが，有効となるのは一つの呼び出しだけです。



TSCClient（Java）
TSCClientはシステム提供クラスです。
TSCClientは，TSCデーモン中のクライアントアプリケーション管理部分を表すクラスです。クライアントアプリケーション側からのTSCユーザオブジェクトの呼び出し要求は，TSCClientを経由してTSCデーモンに渡されます。
ユーザは，クライアントアプリケーションがTSCデーモンと接続するときにTSCClientを取得します。クライアントアプリケーションとTSCデーモンの接続には，TSCデーモンと直結する方法と，TSCレギュレータを経由する方法があります。次にTSCClientの特徴を示します。
	属性としてTSCドメイン名称とTSC識別子を持ちます。


TSCデーモンに直結する場合のTSCClientの取得
クライアントアプリケーションとTSCデーモン間の直結の接続は，クライアントアプリケーションプロセス内でTSCClientを最初に取得するときに確立されます。その後，同じTSCデーモンに対してTSCClientを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，取得したすべてのTSCClientを解放すると接続が切断されます。
一つのクライアントアプリケーションから複数のTSCデーモンへ接続を確立することもできます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由してTSCデーモンに渡される場合，並行して処理されます。

TSCレギュレータを経由する場合のTSCClientの取得
TSCレギュレータを経由する場合のクライアントアプリケーションとTSCデーモン間の接続は，TSCClientを取得するたびに確立されます。逆に，TSCClientを解放するたびに，割り当てられた接続が切断されます。
一つのクライアントアプリケーションから複数のTSCデーモンへ接続を確立することもできます。また，TSCユーザオブジェクト呼び出し要求がこの一つの接続を経由してTSCデーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。

形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public class TSCClient

{

 public String getTSCDomainName();

 public String getTSCID();

};

メソッド
●public String getTSCDomainName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCドメイン名称
	例外	ありません。

TSCドメイン名称を返します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●public String getTSCID()
	項目	型・意味
	戻り値	TSC識別子
	例外	ありません。

TSC識別子を返します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。

TSCClientの取得と解放
TSCデーモンと直結する場合，TSCClientを取得するには，TSCAdm.Directを引数に指定してTSCAdm.getTSCClientを発行します。TSCレギュレータを経由する場合は，TSCAdm.Regulatorを引数に指定してTSCAdm.getTSCClientを発行します。
TSCClientを解放するときは，TSCAdm.releaseTSCClientを発行します。TSCClientクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは解放できないため，内部参照（アクセス）をなくした状態で解放してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCClientクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	getTSCDomainName	できます。
	getTSCID	できます。


インスタンスへの内部参照（アクセス）規則
TSCClientクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するインスタンスからのアクセスは，通信障害となります。
また，複数のスレッド上から同時にこのクラスの同じインスタンスを内部参照できます。


TSCContext（Java）
TSCContextはシステム提供クラスです。
TSCContextは，TSCユーザプロキシを使用してクライアント側からサーバ側のTSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出すとき，暗黙的にサーバ側に渡すユーザデータのコンテナクラスです。次にTSCContextの特徴を示します。
	ユーザデータを保持します。


TSCContextによるユーザデータの取得
TSCProxyObjectを使用して，クライアント側からサーバ側のTSCユーザオブジェクトのメソッドを呼び出すときに，TSCContextによって引数以外のユーザデータをサーバ側に渡せます。
クライアント側では，TSCProxyObjectの_TSCContextによってTSCContextを取得し，送信したいユーザデータを設定します。サーバ側では，オブジェクトが呼び出されている間，TSCObjectの_TSCContextを使用して，TSCContextを取得します。このTSCContextが保持しているユーザデータは，クライアント側のTSCContextに設定したユーザデータと同じ内容です。

形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public class TSCContext

{

 public void setUserData(byte[] user_data);

 public byte[] getUserData();

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCContext;

メソッド
●public void setUserData(byte[] user_data)
	項目	型・意味
	引数	byte[] user_data	ユーザデータ
	戻り値	ありません。

ユーザデータを設定します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public byte[] getUserData()
	項目	型・意味
	戻り値	ユーザデータ

ユーザデータを取得します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

TSCContextの生成
TSCContextクラスのインスタンスは，newオペレータで生成しないでください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCContextクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	setUserData	できません。
	getUserData	できません。



TSCDomain（Java）
TSCDomainはシステム提供クラスです。
TSCDomainは，文字列のTSCドメイン情報，およびTSC識別子を管理するホルダクラスです。

形式
public class TSCDomain

{

 public TSCDomain(String domain_name);

 public TSCDomain(String domain_name, String tscid);

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCDomain;

コンストラクタ
●public TSCDomain(String domain_name)
	項目	型・意味
	引数	String domain_name	TSCドメイン名称
	例外	TSCBadParamException
TSCInitializeException

このコンストラクタを使用する場合，TSCドメイン名称でTSCドメインを管理します。
domain_nameに文字列を指定する場合は，先頭が"TSC"または"tsc"ではない1～31文字の英数字の文字列を指定してください。domain_nameにnullを指定する場合は，アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。
	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceを指定しない場合
initServerまたはinitClientのargs内の"-TSCDomain"オプションの指定値を使用します。

	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数-TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続対象に関する説明を参照してください。


●public TSCDomain(String domain_name,
                          String tscid)
	項目	型・意味
	引数	String domain_name	TSCドメイン名称
	String tscid	TSC識別子
	例外	TSCBadParamException
TSCInitializeException

このコンストラクタを使用する場合，TSCドメイン名称とTSC識別子でTSCドメインを管理します。
domain_nameまたはtscidに文字列を指定する場合は，先頭が"TSC"または"tsc"ではない1～31文字の英数字の文字列を指定してください。なお，tscidにIPアドレスを指定する場合は，ピリオド(.)も使用できます。domain_nameまたはtscidにnullを指定する場合は，アプリケーションプログラムの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCRetryReferenceの指定の有無によって管理する情報が異なります。
	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceを指定しない場合
initServerまたはinitClientのargs内の"-TSCDomain"オプションおよび"-TSCID"オプションの指定値を使用します。

	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceを指定する場合
コマンドオプション引数-TSCRetryWayの指定内容によって動作が異なります。-TSCRetryWayの指定値と接続方式の関係については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続対象に関する説明を参照してください。




TSCObject（Java）
TSCObjectはシステム提供クラスです。
TSCObjectは，OTMでの（サーバ）オブジェクトの基本クラスおよびインタフェースです。
ユーザはTSCObjectを継承させて，クライアント側にサービスを提供するクラスを定義します。また，サービスを提供するオブジェクトとして，その派生クラスのインスタンスを生成します。次にTSCObjectの特徴を示します。
	直接，TSCObjectのインスタンスを生成できません。
	TSCObjectを生成する，TSCObjectFactoryの実装クラスを記述する必要があります。
	属性としてインタフェース名称の列を持ちます。
	クライアント側からTSCProxyObjectを使用してTSCObjectを呼び出すときにユーザデータをTSCContextに指定すると，サーバ側でTSCContextから同じデータを取得できます。
	TSCRootAcceptorを生成するときにTSCThreadFactoryを指定すると，TSCThreadを取得できます。


TSCObjectが提供するサービスのインタフェース名称
TSCObjectが提供するインタフェースの種類は，TSCAcceptorのインタフェース名称の列で表されます。
TSCObjectが単数のインタフェースを提供する場合，提供するインタフェースの種類は，単数のインタフェース名称で表されます。TSCObjectが複数のインタフェースを提供する場合，例えば，ユーザ定義IDLインタフェースで継承を利用した場合は，複数のインタフェース名称が列で表されます。

TSCObjectの呼び出し時のTSCContextの取得
TSCProxyObjectを使用してクライアント側からTSCObjectのメソッドを呼び出すときに，ユーザは引数以外のデータをTSCContextとして送信できます。クライアント側で引数以外のデータをTSCContextとして送信すると，サーバ側ではTSCObjectのサービス提供メソッドが呼び出されている間に_TSCContextを呼び出すことによって，クライアント側で指定したTSCContextを取得できます。

TSCObjectの呼び出し時のTSCThreadの取得
TSCObjectの呼び出し時のTSCThreadの取得は，TSCThreadFactoryを引数としてTSCRootAcceptorを生成する場合を前提にします。この場合，サーバ側でTSCObjectのサービス提供メソッドが呼び出されている間に_TSCThreadを呼び出すことによって，実行制御を持つスレッドに割り当てられているTSCThreadを取得できます。

TSCObjectの呼び出し時のTSCアクセプタ名称の取得
サーバ側でTSCObjectのサービス提供メソッドが呼び出されている間に_TSCAcceptorNameを呼び出すことによって，サービス提供メソッドの呼び出し元であるTSCAcceptorのTSCアクセプタ名称を取得できます。

形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public class TSCObject

{

 

 //インタフェース名称

 public String[] _TSCInterfaceName();

 

 //TSCコンテキスト

 public TSCContext _TSCContext();

 

 //TSCユーザスレッド

 public TSCThread _TSCThread();

 

 //TSCアクセプタ名称

 public String _TSCAcceptorName();

 

};

メソッド
●public String[] _TSCInterfaceName()
	項目	型・意味
	戻り値	インタフェース名称列

インタフェース名称の列を取得します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public TSCContext _TSCContext()
	項目	型・意味
	戻り値	呼び出し元で指定されたTSCContext

TSCContextを取得します。クライアント側から呼び出すときに指定したものと同じ内容のTSCContextを取得できます。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public TSCThread _TSCThread()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCユーザスレッド

このオブジェクトに割り当てられているスレッドに対応するTSCユーザスレッドを返します。
戻り値のTSCThreadのメモリ領域の管理責任はTSCObjectクラスにあるので，解放しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public String _TSCAcceptorName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCアクセプタ名称

TSCObjectを保持しているTSCAcceptorのTSCアクセプタ名称を取得します。
戻り値のTSCアクセプタ名称のメモリ領域の管理責任はTSCAcceptorクラスにあるので，ユーザは削除しないでください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

TSCObjectの派生クラスのインスタンスの生成
TSCObjectの派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCObjectクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	_TSCInterfaceName	できません
	_TSCContext	できません
	_TSCThread	できません
	_TSCAcceptorName	できません。
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し※	できません。

	注※
	このメソッドはOTMが呼び出します。



TSCObjectFactory（Java）
TSCObjectFactoryはシステム提供インタフェースです。
TSCObjectFactoryは，OTMがTSCユーザオブジェクトをの管理を開始するとき，または管理対象から外すときに呼び出されるオブジェクトのインタフェースです。
ユーザはTSCObjectFactoryを継承させて，TSCユーザオブジェクトを生成，または削除するクラスを定義します。また，TSCユーザオブジェクトのファクトリとして，派生クラスのインスタンスを生成します。次にTSCObjectFactoryの特徴を示します。
	直接，TSCObjectFactoryのインスタンスを生成できません。
	ユーザはTSCObjectFactoryクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。


OTMからの呼び出しによるTSCObjectの管理
OTMは，TSCObjectFactoryのcreateを呼び出すことで，返されるTSCObjectの管理を開始します。逆に，該当するTSCObjectを引数にTSCObjectFactoryのdestroyを呼び出すことで，TSCObjectを管理対象から外します。

形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public interface TSCObjectFactory

{

 public TSCObject create();

 public void destroy(TSCObject tsc_object);

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCObjectFactory;

コールバックメソッド
●public TSCObject create()
	項目	型・意味
	戻り値	管理対象のTSCユーザオブジェクト
	例外	各種TSCSystemException

TSCObjectを返します。TSCユーザオブジェクトを生成するコードを記述できます。OTMがこのメソッドを呼び出した結果，返されたTSCObjectが管理対象となります。
管理対象とするTSCObjectの管理責任はOTMにあるので，ユーザはなるべくアクセスしないでください。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。
また，create呼び出しに失敗した場合は，各種TSCSystemExceptionによって通知する形でコードを記述してください。
●public void destroy(TSCObject tsc_object)
	項目	型・意味
	引数	TSCObject tsc_object	管理対象から外すTSCユーザオブジェクト
	例外	ありません。

TSCObjectを消去する前の処理のコードを記述できます。OTMがTSCユーザオブジェクトを管理対象から外すとき，該当するTSCObjectを引数に指定して，このメソッドを呼び出します。
管理対象から外されたTSCObjectの管理責任はユーザにあります。なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。
なお，コネクション切断などの障害時には，ユーザオブジェクトを生成したスレッドとは別のスレッドでdestroy()を発行することがあります。
また，このメソッドから通知した例外は無視されます。

TSCObjectFactoryまたは派生クラスの生成
TSCObjectFactory，またはその派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCObjectFactoryクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。なお，これらのメソッドは，OTMが呼び出します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	create	できます。
	destroy	できます。



TSCProxyObject（Java）
TSCProxyObjectはシステム提供クラスです。
TSCProxyObjectはTSCObjectの代理クラスです。TSCProxyObjectを呼び出すと，OTMのスケジューリング機構を経由してTSCObjectが呼び出されます。
ユーザは，サーバアプリケーションのTSCユーザオブジェクトが提供するサービスを利用するときに，TSCProxyObjectクラスのインスタンスを生成して呼び出します。次にTSCProxyObjectの特徴を示します。
	TSCProxyObjectを使用して利用できるサービスをTSCサービス識別子で表現します。TSCサービス識別子は，インタフェース名称とTSCアクセプタ名称から構成されます。ただし，TSCアクセプタ名称がない場合もあります。
	属性として，タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）とプライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を持ちます。
	TSCContextを登録できます。


TSCサービス識別子によるサービスの識別
TSCサービス識別子の構成
TSCProxyObjectを使用して利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称とTSCアクセプタ名称から構成されます。
	TSCProxyObjectのインタフェース名称
TSCProxyObjectのインタフェース名称は，TSCProxyObjectを使用して呼び出すサービスのインタフェースの種類を表します。

	TSCProxyObjectのTSCアクセプタ名称
TSCProxyObjectのTSCアクセプタ名称も，TSCProxyObjectを使用して呼び出すサービスのインタフェースの種類を表します。ただし，同じインタフェースを提供するサービスで，実装内容の違いを識別するために使用します。したがって，TSCアクセプタ名称を設定しないで，"TSCアクセプタ名称なし"とすることもできます。


サービスの種類の表現方法
TSCProxyObjectによって利用するサービスの種類は，TSCサービス識別子によって表されます。TSCサービス識別子は，インタフェース名称とTSCアクセプタ名称から構成されます。
	TSCAcceptorにTSCアクセプタ名称が設定されていない場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスのインタフェースの種類は，次のように表されます。
	TSCアクセプタ名称なしTSCサービス識別子



	TSCAcceptorにTSCアクセプタ名称が設定されている場合
TSCProxyObjectが呼び出すサービスの種類は，次のように表されます。
	TSCアクセプタ名称ありTSCサービス識別子




サービスの種類の表現例
	TSCProxyObjectのインタフェース名称が"ABC"で，TSCアクセプタ名称がない場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは，"ABC::"への要求メッセージを生成し，"ABC::"としてサービスを提供しているTSCObjectとTSCAcceptorを呼び出せます。
	"ABC::"


サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに"ABC::"と指定してサービスを呼び出した場合，その要求を受け付けるTSCObjectとTSCAcceptorは，次に示すどちらかです。
	インタフェース名称"ABC:"だけ指定されたTSCAcceptor，およびそのTSCAcceptorに管理されるTSCObject
	インタフェース名称"ABC"と任意のTSCアクセプタ名称が指定されたTSCAcceptor，およびそのTSCAcceptorに管理されるTSCObject

つまり，TSCProxyObjectでインタフェース名称だけ指定して呼び出した場合，サーバ側では，同じインタフェース名称を持つTSCAcceptorに管理されるすべてのTSCObjectが，TSCアクセプタ名称の値に関係なく呼び出されます。

	TSCProxyObjectのインタフェース名称が"ABC"で，TSCアクセプタ名称が"abc"の場合
次のように表される場合，TSCProxyObjectは"ABC::abc"への要求メッセージを生成し，"ABC::abc"としてサービスを提供しているTSCObjectとTSCAcceptorを呼び出せます。
	"ABC::abc"


サーバアプリケーション側で，TSCProxyObjectに"ABC::abc"と指定してサービスを呼び出した場合，その要求を受け付けるTSCObjectとTSCAcceptorは，インタフェース名称"ABC"とTSCアクセプタ名称"abc"が指定されたTSCAcceptor，およびそのTSCAcceptorに管理されるTSCObjectです。
つまり，TSCProxyObjectにインタフェース名称とTSCアクセプタ名称を指定して呼び出した場合，サーバ側では，同じインタフェース名称と同じTSCアクセプタ名称を持つTSCAcceptorに管理されるTSCObjectが呼び出されるため，TSCアクセプタ名称によって呼び出すTSCObjectを選択できます。



形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public interface TSCProxyObject

{

 

 public String _TSCInterfaceName();

 public String _TSCAcceptorName();

 

 public int _TSCTimeout();

 public void _TSCTimeout(int timeout);

 

 public int _TSCPriority();

 public void _TSCPriority(int priority);

 public TSCContext _TSCContext();

 

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCProxyObject;

メソッド
●public String _TSCInterfaceName()
	項目	型・意味
	戻り値	インタフェース名称

インタフェース名称を取得します。
●public String _TSCAcceptorName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCアクセプタ名称

TSCアクセプタ名称を取得します。
●public int _TSCTimeout()
	項目	型・意味（単位）
	戻り値	タイムアウト時間（秒）

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●public void _TSCTimeout(int timeout)
	項目	型・意味（単位）
	引数	int timeout	タイムアウト時間（秒）
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合，時間監視をしません。監視時間は，メソッド呼び出しごとに変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，監視時間のデフォルト値は"180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合は，監視時間のデフォルト値は-TSCTimeOutオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●public int _TSCPriority()
	項目	型・意味
	戻り値	プライオリティ値

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●public void _TSCPriority(int priority)
	項目	型・意味
	引数	int priority	プライオリティ値
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を設定します。
priorityに1～8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更できます。priorityに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリティ値はリクエスト単位に変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCRequestPriorityオプションを指定しない場合は，プライオリティ値のデフォルト値は"4"です。-TSCRequestPriorityオプションを指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値は-TSCRequestPriorityオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●TSCContext _TSCContext()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCコンテキスト

TSCContextを取得します。

TSCProxyObjectまたは派生クラスの生成
TSCProxyObject，またはその派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCProxyObjectクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	_TSCInterfaceName	〇
	_TSCAcceptorName	〇
	_TSCTimeout()	○
	_TSCTimeout(TSCInt)	×
	_TSCPriority()	○
	_TSCPriority(TSCInt)	×
	_TSCContext	×
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	×

	（凡例）
	○：できます。
	×：できません。


インスタンスの内部参照（アクセス）規則
TSCProxyObjectクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）する規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの内部参照
	_TSCInterfaceName	ありません。
	_TSCAcceptorName	ありません。
	_TSCTimeout()	ありません。
	_TSCTimeout(TSCInt)	ありません。
	_TSCPriority()	ありません。
	_TSCPriority(TSCInt)	ありません。
	_TSCContext	ありません。
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	生成時に指定したTSCClient型のインスタンス



TSCRootAcceptor（Java）
TSCRootAcceptorはシステム提供クラスです。
TSCRootAcceptorは，サーバオブジェクトの実行空間を表現するオブジェクトです。クライアント側からのTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け付けて，適切なTSCユーザアクセプタに振り分けます。また，パラレルカウント（常駐するスレッド数）に合わせてスレッドを管理します。
ユーザは，クライアント側にサービスを提供するTSCユーザオブジェクトの実行空間を構築するときに，サーバアプリケーション内でTSCRootAcceptorクラスのインスタンスを生成します。次にTSCRootAcceptorの特徴を示します。
	複数のTSCAcceptorを登録できます。
	スレッドの生成や削除などをして，スレッドを管理します。
	属性としてTSCルートアクセプタ状態を持ちます。TSCルートアクセプタ状態にはactive状態とnon-active状態の2種類があります。
	TSCルートアクセプタ登録名称を指定してactive状態に遷移できます。
	属性としてパラレルカウント（常駐するスレッド数）を持ちます。
	TSCThreadFactoryを登録できます。


TSCAcceptorの登録
TSCObjectの実行空間の構成
TSCRootAcceptorの実行空間でTSCObjectを実行させる場合，例えば，TSCRootAcceptorの管理するスレッド上でTSCObjectを実行させる場合，そのTSCObjectに対応するTSCAcceptorをTSCRootAcceptorに登録します。TSCRootAcceptorには複数のTSCAcceptorを登録できます。
提供するサービスの管理
TSCRootAcceptorには複数のTSCAcceptorを登録できます。TSCRootAcceptorは，各TSCAcceptorの複数のTSCサービス識別子を集め，かつ，重複を削除したものを属性として管理します。TSCRootAcceptorが提供できるサービスの種類は，このTSCサービス識別子によって表現されます。つまり，TSCサービス識別子の列で表されるサービスを提供することになります。

TSCルートアクセプタ状態
TSCルートアクセプタ状態ごとのスレッドの管理方式
TSCルートアクセプタ状態にはactive状態とnon-active状態の2種類があります。各状態の遷移中の場合も含めて，それぞれの状態のときのスレッドの管理方式を次に示します。
	non-active状態
non-active状態のオブジェクトが管理するスレッドはありません。
non-active状態のときは，TSCAcceptorの登録および削除ができます。TSCAcceptorの登録時には，登録識別子が返されます。TSCAcceptorを削除するときには，その登録識別子を指定します。
TSCRootAcceptorを生成した時点ではnon-active状態です。

	non-active状態からactive状態に遷移中
パラレルカウント数と同数のスレッドを生成します。また，登録されているすべてのTSCAcceptorにオブジェクト管理開始通知を出します。すべてのTSCAcceptorがオブジェクトの管理を開始したあと，クライアント側からのTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け付けることができます。

	active状態
クライアント側にサービスを提供できる状態です。クライアント側からTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受け取ると，適切なTSCAcceptorに振り分けます。non-active状態からactive状態に遷移するときに生成されたスレッドはTSCRootAcceptorに管理されています。ユーザは，TSC経由以外でこれらのTSCユーザオブジェクトにアクセスしないでください。また，active状態のときは，TSCAcceptorの登録および削除はできません。

	active状態からnon-active状態に遷移中
登録されているすべてのTSCAcceptorにオブジェクト管理終了通知を出します。また，TSCRootAcceptorの管理下にあるスレッドを削除します。


active状態での障害通知
サーバアプリケーション内やTSCデーモンとの接続に障害が発生してスレッドが存続できなくなる場合，そのスレッド上でオブジェクト管理終了通知をTSCAcceptorに渡します。その後，そのスレッドを削除します。なお，このときはまだactive状態です。
障害が解除されると，再度，スレッドを生成します。その後，そのスレッド上でオブジェクト管理開始通知をTSCAcceptorに渡します。つまり，障害が発生してから解除されるまでの間は，TSCRootAcceptorは，スレッド数がパラレルカウント（常駐するスレッド数）以下の状態で存続します。

TSCルートアクセプタ登録名称
TSCRootAcceptorがactive状態に遷移すると，TSCRootAcceptorと関連づけられているTSCServerにTSCルートアクセプタ登録名称が登録されます。以降，クライアント側のメソッド呼び出し要求がTSCRootAcceptorに振り分けられるようになります。
TSCRootAcceptorをactive状態に遷移させるときに，TSCルートアクセプタ登録名称を指定することもできます。activateの呼び出し時に，TSCルートアクセプタ登録名称を指定する場合と指定しない場合について，それぞれ次に示します。
	TSCルートアクセプタ登録名称を指定してactivateを呼び出した場合
TSCルートアクセプタ登録名称を"abc"とすると，関連づけられているTSCServerに"abc"として，登録されます。

	TSCルートアクセプタ登録名称を指定しないでactivateを呼び出した場合
関連づけられているTSCServerに，デフォルトのTSCルートアクセプタ登録名称で登録されます。デフォルトのTSCルートアクセプタ登録名称は"default"ですが，サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCRootAcceptorによって変更できます。


また，同じTSCルートアクセプタ登録名称で，TSCRootAcceptorを同じTSCデーモンに登録できます。同じTSCルートアクセプタ登録名称で登録した場合，スケジュール用キュー（配送機構）が共有されます。ただし，スケジュール用キューを共有する場合，登録するTSCRootAcceptor間で提供できるサービス内容が一致している必要があります。つまり，同じTSCルートアクセプタ登録名称で登録するTSCRootAcceptorは，同じTSCサービス識別子の列を持っている必要があります。

TSCユーザスレッドファクトリによるTSCユーザスレッドの管理
TSCThreadFactoryを引数としてTSCRootAcceptorを生成した場合を前提にします。この場合，TSCRootAcceptorは，non-active状態からactive状態に遷移する過程でスレッドを生成したあと，TSCThreadFactoryのcreateを呼び出して，戻り値であるTSCThreadをそのスレッドに割り当てます。また，active状態からnon-active状態に遷移する過程で，スレッドごとに割り当てたTSCThreadを引数にTSCThreadFactoryのdestroyを呼び出したあと，スレッドを削除します。

形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public class TSCRootAcceptor

{

 

 public static TSCRootAcceptor create(TSCServer tsc_server);

 

 public static TSCRootAcceptor create(TSCServer tsc_server,

                TSCThreadFactory tsc_thr_fact);

 

 

 //TSCAcceptorの追加

 public int registerAcceptor(TSCAcceptor tsc_acpt);

 

 //TSCAcceptorの削除

 public void cancelAcceptor(int reg_id);

 

 //パラレルカウントの設定

 public void setParallelCount(int p_count);

 public int getParallelCount();

 

 //TSCRootAcceptorの活性化

 public int activate();

 public int activate(String rt_acpt_req_name);

 

 //TSCRootAcceptorの非活性化

 public int deactivate();

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCRootAcceptor;

メソッド
●public static TSCRootAcceptor create(TSCServer tsc_server)
	項目	型・意味
	引数	TSCServer tsc_server	接続したTSCServer
	戻り値	生成されたTSCRootAcceptor
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

tsc_serverと関連づけられた，TSCRootAcceptorオブジェクトを生成します。
引数で渡すTSCServerの解放責任はユーザにあるので，適切な状態のときに解放してください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●public static TSCRootAcceptor create(TSCServer tsc_server,
                              TSCThreadFactory tsc_thr_fact)
	項目	型・意味
	引数	TSCServer tsc_server	接続したTSCServer
	TSCThreadFactory tsc_thr_fact	TSCユーザスレッドファクトリ
	戻り値	生成されたTSCRootAcceptor
	例外	TSCBadParamException
TSCNoMemoryException

tsc_serverと関連づけられた，tsc_thr_factを保持するTSCRootAcceptorオブジェクトを生成します。
引数で渡すTSCServerの解放責任はユーザにあるので，適切な状態のときに解放してください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●public int registerAcceptor(TSCAcceptor tsc_acpt)
	項目	型・意味
	引数	TSCAcceptor tsc_acpt	登録するTSCAcceptor
	戻り値	TSCユーザアクセプタの登録識別子
	例外	TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

TSCAcceptorを登録します。activeの状態のときは登録できません。
●public void cancelAcceptor(int reg_id)
	項目	型・意味
	引数	int reg_id	削除するTSCの登録識別子
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

TSCAcceptorの登録を削除します。reg_idにはregisterAcceptorで戻された値を指定してください。activate状態のときは登録を削除できません。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public void setParallelCount(int p_count)
	項目	型・意味
	引数	int p_count	パラレルカウント
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException
TSCNoPermissionException

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を設定します。
サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCParallelCountを指定しない場合，パラレルカウントのデフォルト値は"1"です。コマンドオプション引数-TSCParallelCountを指定する場合は，パラレルカウントのデフォルト値はその指定値となります。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public int getParallelCount()
	項目	型・意味
	戻り値	パラレルカウント

パラレルカウント（常駐するスレッド数）を取得します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●public int activate()
	項目	型・意味
	戻り値	常に0
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
ユーザが通知する各種例外

デフォルトのTSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。
サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCRootAcceptorを指定しない場合，TSCルートアクセプタ登録名称のデフォルト値は"default"です。コマンドオプション引数-TSCRootAcceptorを指定した場合，TSCルートアクセプタのデフォルト値はその指定値となります。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public int activate(String rt_acpt_req_name)
	項目	型・意味
	引数	String rt_acpt_req_name	TSCルートアクセプタの登録名称
	戻り値	常に0
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResourcesException
ユーザが通知する各種例外

指定したTSCルートアクセプタ登録名称で，active状態に遷移します。rt_acpt_nameに文字列を指定する場合，1～31文字で指定してください。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public int deactivate()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException

deactive状態に遷移します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。

TSCRootAcceptorの生成
TSCServerを引数に指定したTSCRootAcceptorのcreateで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCRootAcceptorクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	create(TSCServer)	○
	create(TSCServer, TSCThreadFactory)	○
	registerAcceptor	×
	cancelAcceptor	×
	setParallelCount	×
	getParallelCount	○
	activate()	×
	activate(String)	×
	deactivate()	×

	（凡例）
	○：できます。
	×：できません。


インスタンスの内部参照（アクセス）規則
TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）する規則を次に示します。
	メソッド	内部参照
	registerAcceptor	ありません。
	cancelAcceptor	ありません。
	setParallelCount	ありません。
	getParallelCount	ありません。
	activate()	生成時に指定されたTSCServer型のインスタンス
登録されているTSCAcceptor型のインスタンス
	activate(String)	生成時に指定されたTSCServer型のインスタンス
登録されているTSCAcceptor型のインスタンス
	deactivate()	生成時に指定されたTSCServer型のインスタンス
登録されているTSCAcceptor型のインスタンス
	active状態	registerAcceptorの引数で指定されたTSCAcceptor型のインスタンス（TSCRootAcceptorに登録されているTSCAcceptor型のインスタンス）


インスタンスの公開メソッド呼び出し規則
TSCRootAcceptorクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスの公開メソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	公開メソッド呼び出し
	activate()	生成時に指定されたTSCThreadFactory型のインスタンス
	activate(String)	生成時に指定されたTSCThreadFactory型のインスタンス
	deactivate()	生成時に指定されたTSCThreadFactory型のインスタンス


インスタンスへの内部参照（アクセス）規則
複数のスレッド上から同時に，TSCRootAcceptorクラスの同じインスタンスを内部参照できます。


TSCServer（Java）
TSCServerはシステム提供クラスです。
TSCServerは，TSCデーモン中のサーバアプリケーション管理部分を参照するクラスです。サーバアプリケーション側の機能操作の要求は，TSCServerを経由してTSCデーモンに渡されます。また，TSCユーザプロキシを使用したクライアントアプリケーション側からのTSCユーザオブジェクト呼び出し要求を受けて，TSCルートアクセプタに振り分けます。
ユーザはサーバアプリケーションがTSCデーモンと接続するときに，TSCServerクラスのインスタンスを取得します。次にTSCServerの特徴を示します。
	属性としてTSCドメイン名称とTSC識別子を持ちます。


TSCServerと接続
サーバアプリケーションとTSCデーモン間の接続は，サーバアプリケーションプロセス内でTSCServerを最初に取得するときに確立されます。その後，同じTSCデーモンに対してTSCServerを取得する場合は，その接続を共有します。逆に，取得したすべてのTSCServerを解放すると接続が切断されます。
一つのサーバアプリケーションから複数のTSCデーモンへ接続を確立することもできます。また，サーバアプリケーション側の機能操作の要求が，この接続を経由してTSCデーモンに渡される場合，並行して処理されないで順番に処理されます。TSCデーモンからのオブジェクト呼び出し要求が，この接続を経由してサーバアプリケーションに配送される場合は，並行して処理されます。

形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public class TSCServer

{

 public String getTSCDomainName();

 public String getTSCID();

 

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCServer;

メソッド
●public String getTSCDomainName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCドメイン名称

TSCドメイン名称を返します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。
●public String getTSCID()
	項目	型・意味
	戻り値	TSC識別子

TSC識別子を返します。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出せます。

TSCServerの取得と解放
TSCServerはTSCAdmのgetTSCServerで取得し，TSCAdmのreleaseTSCServerで解放します。TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）があるときは解放できないため，TSCServerクラスのインスタンスへの内部参照（アクセス）をなくした状態で解放してください。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCServerクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	getTSCDomainName	できます。
	getTSCID	できます。


インスタンスの内部参照（アクセス）規則
TSCServerクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）する規則を次に示します。
	タイミング	内部参照
	getTSCDomainName	ありません。
	getTSCID	ありません。
	関連づけがあるTSCRootAcceptorがactive状態	関連づけがあるTSCRootAcceptor型のインスタンス

なお，TSCServerクラスのインスタンスを解放したあと，このインスタンスを内部参照するインスタンスからのアクセスは，通信障害となります。また，複数のスレッド上から同時に，TSCServerクラスの同じインスタンスを内部参照できます。


TSCSessionProxy（Java）
TSCSessionProxyはシステム提供クラスです。
TSCSessionProxyは，TSCObjectの代理クラスです。TSCSessionProxyを呼び出すと，OTMのスケジューリング機構を経由してステートフルにTSCObjectが呼び出されます。TSCSessionProxyのTSCProxyObjectとの違いを次に示します。

TSCSessionProxyの特徴
	TSCProxyObjectの持つ属性に加え，セション呼び出しインターバル監視時間（呼び出しと呼び出しの間の監視時間）が属性に追加されます。
	_TSCStart()メソッドでセションを確立します。
セションを確立すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションのインスタンスを対応づけます。_TSCStart()メソッド発行後は，_TSCStop()メソッドの発行まで，対応づけたインスタンスにリクエストを要求します。対応づけられるサーバアプリケーションのインスタンスはTSCObjectです。TSCObjectと対応づけた場合は，次のことに注意してください。
	TSCObjectのインスタンスを保持しているスレッドも対応づける。
	TSCObjectのインスタンスはセションを確立していないほかのクライアントアプリケーションからのリクエストを受け付けられない。
	すべてのTSCObjectのインスタンスが対応づけられた場合は，新しいクライアントアプリケーションからのリクエストを受け付けられない。


	_TSCStop()メソッドを発行すると，TSCSessionProxyとサーバアプリケーションのインスタンスとのセションを解放します。
	コンストラクタに指定するTSCアクセプタ名称は，_TSCStart()メソッド発行時に対応づけるインスタンスを決定するために使用されます。
	TSCアクセプタ名称を指定していないコンストラクタで生成した場合は，_TSCStart()メソッドで任意のインスタンスに対応づけ，対応づけたTSCアクセプタ名称を_TSCStop()メソッド発行時まで引き継ぎます。


形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

public interface TSCSessionProxy

{

  public void _TSCStart();

  public void _TSCStop();

  public int _TSCSessionInterval();

  public void _TSCSessionInterval(int _session_interval);

  public String _TSCInterfaceName();

  public String _TSCAcceptorName();

  public int _TSCTimeout();

  public void _TSCTimeout(int _timeout);

  public int _TSCPriority();

  public void _TSCPriority(int _priority);

  public TSCContext _TSCContext();

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCSessionProxy;

メソッド
●public void _TSCStart()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCObjectNotExistException
TSCTransientException

セションを開始します。
セションを開始するとTSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスを対応づけます。また，アクセプタ名称を指定していないコンストラクタでインスタンスを生成した場合は，_TSCStart()メソッドで対応づけたインスタンスのアクセプタ名称を_TSCStop()メソッドの発行時まで引き継ぎます。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
_TSCStart()メソッドが正常終了した場合は，セション呼び出しが成功しても失敗しても，必ず_TSCStop()メソッドを発行してください。
●public void _TSCStop()
	項目	型・意味
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCCommFailureException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException
TSCNoPermissionException
TSCNoResponseException
TSCTransientException

セションを解放します。
セションを解放するとTSCユーザプロキシとサーバアプリケーションのインスタンスの対応づけも解放されます。
なお，このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出すことはできません。
●public int _TSCSessionInterval()
	項目	型・意味（単位）
	戻り値	セション呼び出しインターバル監視時間（秒）

セション呼び出しインターバル監視時間を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●public void _TSCSessionInterval(int _session_interval)
	項目	型・意味（単位）
	引数	int _session_interval	セション呼び出しインターバル監視時間（秒）
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

セション呼び出しインターバル監視時間を秒単位で設定します。メソッド呼び出しごとに変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCSessionIntervalオプションを指定しない場合は，監視時間のデフォルト値は"180"（秒）です。-TSCSessionIntervalオプションを指定する場合は，監視時間のデフォルト値は-TSCSessionIntervalオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●public String _TSCInterfaceName()
	項目	型・意味
	戻り値	インタフェース名称

インタフェース名称を取得します。
●public String _TSCAcceptorName()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCアクセプタ名称

TSCアクセプタ名称を取得します。
取得するTSCアクセプタ名称を次に示します。
	セション呼び出し中の場合
セション呼び出し中のサーバアプリケーションのアクセプタ名称

	セション呼び出し中でない場合
TSCSessionProxy生成時に指定したアクセプタ名称


このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●public int _TSCTimeout()
	項目	型・意味（単位）
	戻り値	タイムアウト時間（秒）

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●public void _TSCTimeout(int _timeout)
	項目	型・意味（単位）
	引数	int _timeout	タイムアウト時間（秒）
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

タイムアウト値（呼び出し時の監視時間）を秒単位で設定します。"0"を指定した場合は，時間監視をしません。監視時間は，メソッド呼び出しごとに変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCTimeOutオプションを指定しない場合は，監視時間のデフォルト値は"180"（秒）です。-TSCTimeOutオプションを指定する場合は，監視時間のデフォルト値は-TSCTimeOutオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
タイムアウト値が有効になるメソッドを次に示します。
	_TSCStart()メソッド
	クライアント側からのオブジェクト呼び出しメソッド
	_TSCStop()メソッド

●public int _TSCPriority()
	項目	型・意味
	戻り値	プライオリティ値

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を取得します。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
●public void _TSCPriority(int _priority)
	項目	型・意味
	引数	int _priority	プライオリティ値
	戻り値	ありません。
	例外	TSCBadParamException

プライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）を設定します。
_priorityに1～8の値を指定することで，キューイング取り出し時の優先順位を変更できます。_priorityに指定する値が小さいほど優先度は高くなります。プライオリティ値はリクエスト単位に変更できます。
アプリケーションプログラムの開始時に-TSCRequestPriorityオプションを指定しない場合は，プライオリティ値のデフォルト値は"4"です。-TSCRequestPriorityオプションを指定する場合は，プライオリティ値のデフォルト値は-TSCRequestPriorityオプションの指定値になります。
このメソッドを複数のスレッド上から同時に呼び出した場合，結果は保証されません。
プライオリティ値が有効になるのは_TSCStart()メソッドだけです。
●public TSCContext _TSCContext()
	項目	型・意味
	戻り値	TSCコンテキスト

TSCコンテキストを取得します。

TSCSessionProxyまたは派生クラスの生成
TSCSessionProxy，またはその派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCSessionProxyクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	_TSCStart()	×
	_TSCStop()	×
	_TSCSessionInterval()	○
	_TSCSessionInterval(int)	×
	_TSCInterfaceName()	〇
	_TSCAcceptorName()	〇
	_TSCTimeout()	○
	_TSCTimeout(int)	×
	_TSCPriority()	○
	_TSCPriority(int)	×
	_TSCContext	×
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	×

	（凡例）
	○：できます。
	×：できません。


インスタンスの内部参照（アクセス）規則
TSCSessionProxyクラスのインスタンスがほかのクラスのインスタンスを内部参照（アクセス）する規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの内部参照
	_TSCStart()	ありません。
	_TSCStop()	ありません。
	_TSCSessionInterval()	ありません。
	_TSCSessionInterval(int)	ありません。
	_TSCInterfaceName()	ありません。
	_TSCAcceptorName()	ありません。
	_TSCTimeout()	ありません。
	_TSCTimeout(int)	ありません。
	_TSCPriority()	ありません。
	_TSCPriority(int)	ありません。
	_TSCContext	ありません。
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	生成時に指定したTSCClient型のインスタンス


セション呼び出し機能使用中のメソッド呼び出し規則
セション呼び出し機能使用中（_TSCStart()メソッド呼び出し完了から_TSCStop()メソッド呼び出し完了まで）の，TSCSessionProxyクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	セション呼び出し中での呼び出し
	_TSCStart()	×
	_TSCStop()	○
	_TSCSessionInterval()	○
	_TSCSessionInterval(int)	○
	_TSCInterfaceName()	○
	_TSCAcceptorName()	○
	_TSCTimeout()	○
	_TSCTimeout(int)	○
	_TSCPriority()	○
	_TSCPriority(int)	○
	_TSCContext	○
	クライアント側からのオブジェクト呼び出し	○

	（凡例）
	○：できます。
	×：できません。



TSCSystemException（Java）
TSCSystemExceptionはシステム提供例外クラスです。
TSCSystemExceptionは，OTMでの例外用の基本クラスです。次にTSCSystemExceptionの特徴を示します。
	属性としてエラーコード，内容コード，場所コード，完了状態，および四つの保守コードを持ちます。
	ユーザはこのクラスのインスタンスを生成できません。
	ユーザはこのクラスの型で，派生クラスの例外をcatchできます。


エラーコード
エラーコードはTSCSystemExceptionクラスの派生クラスに対応するコードです。TSCSystemExceptionクラスの型で例外をcatchした場合，エラーコードを参照することで例外の種類を知ることができます。
定数値の順に並べたエラーコードの一覧を次の表に示します。エラーコードに対応する各派生クラスについては，この章の「TSCSystemExceptionの派生クラス（Java）」を参照してください。
表5-5　エラーコードの一覧（Java）
	エラーコード	例外クラス
	BAD_PARAM	TSCBadParamException
	NO_MEMORY	TSCNoMemoryException
	COMM_FAILURE	TSCCommFailureException
	NO_PERMISSION	TSCNoPermissionException
	INTERNAL	TSCInternalException
	MARSHAL	TSCMarshalException
	INITIALIZE	TSCInitializeException
	NO_IMPLEMENT	TSCNoImplementException
	BAD_OPERATION	TSCBadOperationException
	NO_RESOURCES	TSCNoResourcesException
	NO_RESPONSE	TSCNoResponseException
	BAD_INV_ORDER	TSCBadInvOrderException
	TRANSIENT	TSCTransientException
	OBJECT_NOT_EXIST	TSCObjectNotExistException
	UNKNOWN	TSCUnknownException
	INV_OBJREF	TSCInvObjrefException
	IMP_LIMIT	TSCImpLimitException
	BAD_TYPECODE	TSCBadTypecodeException
	PERSIST_STORE	TSCPersistStoreException
	FREE_MEM	TSCFreeMemException
	INV_IDENT	TSCInvIdentException
	INV_FLAG	TSCInvFlagException
	INTF_REPOS	TSCIntfReposException
	BAD_CONTEXT	TSCBadContextException
	OBJ_ADAPTER	TSCObjAdapterException
	DATA_CONVERSION	TSCDataConversionException
	TRANSACTION_REQUIRED	TSCTransactionRequiredException
	TRANSACTION_ROLLEDBACK	TSCTransactionRolledbackException
	INVALID_TRANSACTION	TSCInvalidTransactionException
	INV_POLICY	TSCInvPolicyException
	CODESET_INCOMPATIBLE	TSCCodesetIncompatibleException
	REBIND	TSCRebindException
	TIMEOUT	TSCTimeoutException

個々のエラーコードの詳細については，「付録A　エラーコード一覧」を参照してください。

内容コード
内容コードは，障害の詳しい情報を示すコードです。エラーコード間で内容コードが重複することはないため，ユニークな定数を持ちます。したがって，TSCSystemExceptionクラスの型で例外をcatchする場合，内容コードを参照することで詳細な情報を知ることができます。ユーザがTSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成してthrowする場合，ユーザ用に割り当てられている値を内容コードに設定してください。
内容コードの分類を次の表に示します。
表5-6　内容コードの分類（Java）
	分類	内容コードの範囲
	ユーザアプリケーション用	0～999
	OTMシステム予約	1000～40000

個々の内容コードの詳細については，「付録D　内容コード一覧」を参照してください。

場所コード
場所コードは障害が発生した場所を示します。ユーザがTSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成してthrowする場合，PLACE_CODE_USER_APを設定してください。
場所コードの一覧を次の表に示します。
表5-7　場所コードの一覧（Java）
	場所コード	場所
	PLACE_CODE_USER_AP	ユーザアプリケーション
	PLACE_CODE_SERV	OTMのサーバ機能部分
	PLACE_CODE_DAEMON	TSCデーモン
	PLACE_CODE_CLNT	OTMのクライアント機能部分
	PLACE_CODE_CLNT_REG	TSCレギュレータ
	PLACE_CODE_STUB	TSCユーザプロキシ（スタブ）
	PLACE_CODE_SKELTON	TSCユーザスケルトン（スケルトン）
	PLACE_CODE_ORBGW	TSCORBコネクタ


完了状態
完了状態は，障害が発生したときにメソッド呼び出しが完了しているかどうかを示します。
完了状態の一覧を次の表に示します。
表5-8　完了状態の一覧（Java）
	完了状態	説明
	COMPLETED_NO	メソッド呼び出しが完了していません。
	COMPLETED_MAYBE	メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。
	COMPLETED_YES	メソッド呼び出しが完了しています。


形式
public class TSCSystemException extends java.lang.RuntimeException

{

 //各種情報取得

 public int getErrorCode();

 public int getDetailCode();

 public int getPlaceCode();

 public int getCompletionStatus();

 public int getMaintenanceCode1();

 public int getMaintenanceCode2();

 public int getMaintenanceCode3();

 public int getMaintenanceCode4();

 

 //エラーコード

 public static final int BAD_PARAM = 1;

 public static final int NO_MEMORY = 2;

 public static final int COMM_FAILURE = 3;

 public static final int NO_PERMISSION = 4;

 public static final int INTERNAL = 5;

 public static final int MARSHAL = 6;

 public static final int INITIALIZE = 7;

 public static final int NO_IMPLEMENT = 8;

 public static final int BAD_OPERATION = 9;

 public static final int NO_RESOURCES = 10;

 public static final int NO_RESPONSE = 11;

 public static final int BAD_INV_ORDER = 12;

 public static final int TRANSIENT = 13;

 public static final int OBJECT_NOT_EXIST = 14;

 public static final int UNKNOWN = 15;

 public static final int INV_OBJREF = 16;

 public static final int IMP_LIMIT = 17;

 public static final int BAD_TYPECODE = 18;

 public static final int PERSIST_STORE = 19;

 public static final int FREE_MEM = 20;

 public static final int INV_IDENT = 21;

 public static final int INV_FLAG = 22;

 public static final int INTF_REPOS = 23;

 public static final int BAD_CONTEXT = 24;

 public static final int OBJ_ADAPTER = 25;

 public static final int DATA_CONVERSION = 26;

 public static final int TRANSACTION_REQUIRED = 27;

 public static final int TRANSACTION_ROLLEDBACK = 28;

 public static final int INVALID_TRANSACTION = 29;

 public static final int INV_POLICY = 30;

 public static final int CODESET_INCOMPATIBLE = 31;

 public static final int REBIND = 32;

 public static final int TIMEOUT = 33;

 

 //

 //詳細コード

 //

 //BAD_PARAM

 public static final int INVALID_TIMEOUT = 1001;

 public static final int INVALID_RT_ACPT_NAME = 1002;

 public static final int INVALID_PARALLEL_COUNT = 1003;

 public static final int INVALID_ACPT_NAME = 1004;

 public static final int OBJ_FACT_IS_NULL = 1005;

 public static final int ACPT_IS_NULL = 1006;

 public static final int INVALID_ACPT_REGID = 1007;

 public static final int INVALID_TSCID = 1008;

 public static final int INVALID_DOMAIN_NAME = 1009;

 public static final int INVALID_OP_PARAM = 1010;

 public static final int SERV_IS_NULL = 1011;

 public static final int CLNT_IS_NULL = 1012;

 public static final int ORB_IS_NULL = 1013;

 public static final int DOMAIN_IS_NULL = 1015;

 public static final int INVALID_REQUEST_WAY = 1016;

 public static final int INVALID_PRIORITY = 1017;

 public static final int THREAD_FACT_IS_NULL = 1018;

 public static final int INVALID_FLAG = 1022;

 public static final int INVALID_WATCH_TIME = 1027;

 public static final int INVALID_RETRY_REQUIREMENT = 1029;

 public static final int INVALID_SESSION_INTERVAL = 1038;

 

 //NO_MEMORY

 public static final int MEM_ALLOC_FAILURE = 2001;

 

 //COMM_FAILURE

 public static final int SEND_CLNT_FAILURE = 3004;

 public static final int SEND_THIN_CLNT_FAILURE = 3005;

 public static final int SEND_SERV_FAILURE = 3006;

 public static final int SEND_TSCD_FAILURE = 3007;

 public static final int BASIC_CONN_FAILURE = 3009;

 public static final int CONN_FAILURE = 3010;

 public static final int INCOMPATIBLE_PROTOCOL = 3011;

 public static final int NOT_IGNORE_PROTOCOL = 3012;

 public static final int DEACTIVATE_FAILURE = 3021;

 public static final int RECEIVE_CONN_DOWN = 3023;

 

 //NO_PERMISSION

 public static final int CALL_IN_HOLD = 4001;

 public static final int RT_ACPT_IS_ACTIVE = 4002;

 public static final int SERV_CONN_IN_END = 4005;

 public static final int ACTIVATE_IN_END = 4006;

 public static final int CLNT_CONN_IN_END = 4007;

 public static final int DIFF_THREAD_CALL = 4008;

 public static final int CALL_IN_END = 4009;

 public static final int ACPT_NOT_REGISTED = 4010;

 public static final int SERV_CONN_IN_START = 4011;

 public static final int CLNT_CONN_IN_START = 4012;

 public static final int TSCD_IS_NOT_MY_HOST = 4013;

 public static final int OVER_ACPT_REGI = 4014;

 public static final int NOT_SUPPORTED = 4015;

 public static final int ACTIVATE_IN_START = 4016;

 public static final int DEACTIVATE_IN_END = 4018;

 public static final int CLNT_DISCONN_IN_END = 4020;

 public static final int ACTIVATE_WITH_DIFF_PROP = 4022;

 public static final int CLNT_INIT_IN_END = 4023;

 public static final int SERV_INIT_IN_END = 4024;

 public static final int CLNT_INIT_IN_START = 4025;

 public static final int SERV_INIT_IN_START = 4026;

 public static final int NOT_ACCEPT_OBJECT = 4027;

 public static final int CLNT_COMMAND_START = 4028;

 public static final int WATCH_IS_STARTED = 4029;

 public static final int WATCH_IS_STOPPED = 4030;

 public static final int SAME_APID_EXIST = 4031;

 public static final int FILE_ACCESS_FAILURE = 4032;

 public static final int SESSION_IN_END = 4033;

 public static final int SESSION_IN_CALL = 4034;

 

 //INTERNAL

 public static final int PROPERTIES_FAILURE = 5001;

 public static final int MSG_TYPE_FAILURE = 5002;

 public static final int MUTEX_FAILURE = 5003;

 public static final int SIG_COND_FAILURE = 5004;

 public static final int EVENT_FAILURE = 5005;

 public static final int SH_MEM_FAILURE = 5006:

 public static final int THREAD_CREATE_FAILURE = 5007;

 public static final int TSD_FAILURE = 5008;

 public static final int SYSTEM_TIME_FAILURE = 5010;

 public static final int CONN_INFO_FAILURE = 5011;

 public static final int PROGRAM_ERROR = 5999;

 

 //MARSHAL

 public static final int INVALID_STREAM_LEN = 6001;

 public static final int INVALID_STREAM_VALUE = 6002;

 public static final int MARSHAL_OTHERS = 6003;

 public static final int REQ_MARSHAL_FAILURE = 6004;

 public static final int REQ_UNMARSHAL_FAILURE = 6005;

 public static final int REP_MARSHAL_FAILURE = 6006;

 public static final int REP_UNMARSHAL_FAILURE = 6007;

 public static final int UEXCEPT_MARSHAL_FAILURE = 6008;

 public static final int UEXCEPT_UNMARSHAL_FAILURE = 6009;

 public static final int MARSHAL_ERROR = 6010;

 

 //INITIALIZE

 public static final int INVALID_DEF_TIMEOUT = 7002;

 public static final int INVALID_DEF_RT_ACPT = 7003;

 public static final int INVALID_DEF_PARALLEL_COUNT = 7004;

 public static final int LOAD_SHLIB_FAILURE = 7005;

 public static final int INVALID_DEF_TSCID = 7006;

 public static final int INVALID_DEF_DOMAIN_NAME = 7007;

 public static final int INVALID_DEF_WITH_SYSTEM = 7008;

 public static final int INVALID_ENV_TSCDIR = 7009;

 public static final int MTRACE_FAILURE = 7010;

 public static final int INVALID_DEF_NICE = 7011;

 public static final int INVALID_DEF_PRIORITY = 7012;

 public static final int INVALID_DEF_ACPT = 7013;

 public static final int INVALID_PRC_KIND = 7014;

 public static final int INVALID_DEF_REQUEST_WAY = 7015;

 public static final int

     INVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNT = 7016;

 public static final int INVALID_DEF_APID = 7017;

 public static final int INVALID_DEF_WATCH_TIME = 7018;

 public static final int INVALID_DEF_WATCH_METHOD = 7019;

 public static final int INVALID_DEF_MY_HOST = 7020;

 public static final int INVALID_DEF_REBIND_TIMES = 7021;

 public static final int INVALID_DEF_REBIND_INTERVAL = 7022;

 public static final int INVALID_DEF_RETRY_REFERENCE = 7024;

 public static final int INVALID_FILE_FORMAT = 7025;

 public static final int INVALID_DEF_RETRY_WAY = 7030;

 public static final int ALREADY_SHUTDOWN = 7031;

 public static final int INVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILE = 7034;

 public static final int ENTRY_FAILURE = 7035;

 public static final int INVALID_DEF_SESSION_INTERVAL = 7036;

 

 //NO_IMPLEMENT

 public static final int NO_SUCH_INTERF = 8001;

 public static final int NO_SUCH_ACPT = 8002;

 public static final int NO_SUCH_OP_NAME = 9001;

 

 //NO_RESOURCES

 public static final int OVER_MAX_CLNT = 10001;

 public static final int OVER_MAX_SERV = 10002;

 public static final int OVER_ADM_MAX_CLNT = 10005;

 public static final int OVER_ADM_MAX_SERV = 10006;

 public static final int OVER_MAX_RT_ACPT_REGI = 10007;

 public static final int OVER_MAX_THIN_CLIENT = 10008;

 public static final int OVER_MAX_DISPATCH_PARALLEL = 10009;

 public static final int OVER_MAX_REQUEST_COUNT = 10010;

 public static final int OVER_MAX_ORB_CLIENT = 10011;

 

 //NO_RESPONSE

 public static final int TIMED_OUT = 11001;

 

 //BAD_INV_ORDER

 public static final int ALREADY_ACTIVE = 12002;

 public static final int ALREADY_DEACTIVE = 12003;

 public static final int CLNT_NOT_INITIALIZED = 12004;

 public static final int SERV_NOT_INITIALIZED = 12005;

 public static final int ALREADY_INITCLNT = 12006;

 public static final int ALREADY_INITSERV = 12007;

 public static final int ALREADY_SERV_ML = 12008;

 public static final int ALREADY_SESSION_START = 12013;

 public static final int SESSION_NOT_START = 12014;

 public static final int ALREADY_DISCONN = 12019;

 

 //TRANSIENT

 public static final int REBIND_FAILURE = 13001;

 public static final int ALL_CONN_FAILURE = 13002;

 

 //OBJECT_NOT_EXIST

 public static final int SERV_NO_SUCH_INTERF = 14001;

 public static final int SERV_NO_SUCH_ACPT = 14002;

 

 //UNKNOWN

 public static final int COMMON_EXCEPTION = 15001;

 public static final int INVALID_USER_EXCEPTION = 15002;

 

 //INV_OBJREF

 public static final int FACTORY_CREATE_FAILURE = 16001;

 public static final int THREAD_FACTORY_CREATE_FAILURE = 16002;

 public static final int FACTORY_DESTROY_FAILURE = 16003;

 public static final int THREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURE = 16004;

 public static final int CREATED_OBJECT_IS_NULL = 16005;

 public static final int CREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULL = 16006;

 

 public static final int TPBROKER_BAD_PARAM = 1998;

 public static final int TPBROKER_NO_MEMORY = 2998;

 public static final int TPBROKER_COMM_FAILURE = 3998;

 public static final int TPBROKER_NO_PERMISSION = 4998;

 public static final int TPBROKER_INTERNAL = 5998;

 public static final int TPBROKER_MARSHAL = 6998;

 public static final int TPBROKER_INITIALIZE = 7998;

 public static final int TPBROKER_NO_IMPLEMENT = 8998;

 public static final int TPBROKER_BAD_OPERATION = 9998;

 public static final int TPBROKER_NO_RESOURCES = 10998;

 public static final int TPBROKER_NO_RESPONSE = 11998;

 public static final int TPBROKER_BAD_INV_ORDER = 12998;

 public static final int TPBROKER_TRANSIENT = 13998;

 public static final int TPBROKER_OBJECT_NOT_EXIST = 14998;

 public static final int TPBROKER_UNKNOWN = 15998;

 public static final int TPBROKER_INV_OBJREF = 16998;

 public static final int TPBROKER_IMP_LIMIT = 17998;

 public static final int TPBROKER_BAD_TYPECODE = 18998;

 public static final int TPBROKER_PERSIST_STORE = 19998;

 public static final int TPBROKER_FREE_MEM = 20998;

 public static final int TPBROKER_INV_IDENT = 21998;

 public static final int TPBROKER_INV_FLAG = 22998;

 public static final int TPBROKER_INTF_REPOS = 23998;

 public static final int TPBROKER_BAD_CONTEXT = 24998;

 public static final int TPBROKER_OBJ_ADAPTER = 25998;

 public static final int TPBROKER_DATA_CONVERSION = 26998;

 public static final int TPBROKER_TRANSACTION_REQUIRED = 27998;

 public static final int TPBROKER_TRANSACTION_ROLLEDBACK = 28998;

 public static final int TPBROKER_INVALID_TRANSACTION = 29998;

 public static final int TPBROKER_INV_POLICY = 30998;

 public static final int TPBROKER_CODESET_INCOMPATIBLE = 31998;

 public static final int TPBROKER_REBIND = 32998;

 public static final int TPBROKER_TIMEOUT = 33998;

 

 //場所コード

 public static final int PLACE_CODE_USER_AP = 1;

 public static final int PLACE_CODE_SERV = 2;

 public static final int PLACE_CODE_DAEMON = 3;

 public static final int PLACE_CODE_CLNT = 4;

 public static final int PLACE_CODE_CLNT_REG = 5;

 public static final int PLACE_CODE_STUB = 6;

 public static final int PLACE_CODE_SKELTON = 7;

 public static final int PLACE_CODE_ORBGW = 8;

 

 // 完了状態

 public static final int COMPLETED_NO = -1;

 public static final int COMPLETED_MAYBE = 0;

 public static final int COMPLETED_YES = 1;

};

メソッド
●public int getErrorCode()
	項目	型・意味
	戻り値	エラーコード

障害のエラーコードを返します。
●public int getDetailCode()
	項目	型・意味
	戻り値	内容コード

障害の内容コードを返します。
●public int getPlaceCode()
	項目	型・意味
	戻り値	場所コード

障害の場所コードを返します。
●public int getCompletionStatus()
	項目	型・意味
	戻り値	完了状態

障害発生時のメソッド呼び出しの完了状態を返します。
●public int getMaintenanceCode1()
	項目	型・意味
	戻り値	保守コード1

障害の保守コード1を返します。
●public int getMaintenanceCode2()
	項目	型・意味
	戻り値	保守コード2

障害の保守コード2を返します。
●public int getMaintenanceCode3()
	項目	型・意味
	戻り値	保守コード3

障害の保守コード3を返します。
●public int getMaintenanceCode4()
	項目	型・意味
	戻り値	保守コード4

障害の保守コード4を返します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCSystemExceptionクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	getErrorCode	できます。
	getDetailCode	できます。
	getPlaceCode	できます。
	getCompletionStatus	できます。
	getMaintenanceCode1	できます。
	getMaintenanceCode2	できます。
	getMaintenanceCode3	できます。
	getMaintenanceCode4	できます。



TSCSystemExceptionの派生クラス（Java）
TSCSystemExceptionの派生クラスはシステム提供例外クラスです。
次にTSCSystemExceptionの特徴を示します。
	各派生クラスはエラーコードと1対1に対応します。
	各例外クラス間でも，内容コードの一意性は保証されます。
	TSCシステム例外を生成する場合，TSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成します。
	種類別に例外をcatchすることで，種類ごとに違った例外処理ができます。


各種例外クラス
各種例外クラスの一覧を，アルファベット順で次の表に示します。
表5-9　OTMのシステム例外（Java）
	例外名	説明
	TSCBadContextException	コンテキストオブジェクトの処理中に障害が発生しました。
	TSCBadInvOrderException	ルーチン呼び出しの順番が不正です。
	TSCBadOperationException	オペレーションが無効です。
	TSCBadParamException	無効パラメタが渡されました。
	TSCBadTypecodeException	タイプコードが不正です。
	TSCCodesetIncompatibleException	コードセット間の通信に失敗しました。
	TSCCommFailureException	通信障害が発生しました。
	TSCDataConversionException	データ変換に失敗しました。
	TSCFreeMemException	メモリの解放に失敗しました。
	TSCImpLimitException	実装の制限を超えました。
	TSCInitializeException	ORB初期化障害が発生しました。
	TSCInternalException	ORB内部エラーが発生しました。
	TSCIntfReposException	インタフェースリポジトリへのアクセス中に障害が発生しました。
	TSCInvalidTransactionException	トランザクションコンテキストが不正です。
	TSCInvFlagException	不正なフラグが指定されました。
	TSCInvIdentException	識別子の構文が不正です。
	TSCInvObjrefException	無効なオブジェクトリファレンスが指定されました。
	TSCInvPolicyException	呼び出しに使用したポリシーが不正です。
	TSCMarshalException	パラメタ，および結果のマーシャル処理中に障害が発生しました。
	TSCNoImplementException	オペレーションが実装できません。
	TSCNoMemoryException	動的メモリ割り当て障害が発生しました。
	TSCNoPermissionException	許可されていないオペレーションを実行しようとしました。
	TSCNoResourcesException	リクエストを処理するための資源が不足しています。
	TSCNoResponseException	リクエストへの応答はまだできません。
	TSCObjAdapterException	オブジェクトアダプタが障害を検出しました。
	TSCObjectNotExistException	オブジェクトが使用可能状態ではありません。
	TSCPersistStoreException	パーシステントストレージ障害が発生しました。
	TSCRebindException	設定されたQoSポリシーとIORが矛盾しています。
	TSCTimeoutException	リクエストでタイムアウトが発生しました。
	TSCTransactionRequiredException	null以外のトランザクションコンテキストが必要です。
	TSCTransactionRolledbackException	トランザクションがロールバックしました。
	TSCTransientException	トランジェント障害が発生しました。
	TSCUnknownException	java.lang.Exception型が発生した場合，Javaの例外が発生しました。


内容コード
ユーザがTSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成してthrowする場合，ユーザアプリケーション用に割り当てられている値を内容コードに設定してください。
OTMの内容コードの分類を次の表に示します。
表5-10　OTMの内容コード（Java）
	分類	内容コードの範囲
	ユーザアプリケーション用	0～999
	OTMシステム予約	1000～40000

個々の内容コードの詳細については，「付録D　内容コード一覧」を参照してください。

場所コード
場所コードは障害が発生した場所を示します。ユーザがTSCSystemExceptionの派生クラスのインスタンスを生成してthrowする場合，PLACE_CODE_USER_APを設定してください。
OTMの場所コードの一覧を次の表に示します。
表5-11　OTMの場所コード（Java）
	場所コード	場所
	PLACE_CODE_USER_AP	ユーザアプリケーション
	PLACE_CODE_SERV	OTMのサーバ機能部分
	PLACE_CODE_DAEMON	TSCデーモン
	PLACE_CODE_CLNT	OTMのクライアント機能部分
	PLACE_CODE_CLNT_REG	TSCレギュレータ
	PLACE_CODE_STUB	スタブ
	PLACE_CODE_SKELTON	スケルトン
	PLACE_CODE_ORBGW	TSCORBコネクタ


完了状態
完了状態は，障害が発生したときにメソッド呼び出しが完了しているかどうかを示します。
OTMの完了状態の一覧を次の表に示します。
表5-12　OTMの完了状態（Java）
	完了状態	説明
	COMPLETED_NO	メソッド呼び出しが完了していません。
	COMPLETED_MAYBE	メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。
	COMPLETED_YES	メソッド呼び出しが完了しています。


形式
public class TSCBadContextException extends TSCSystemException

{

 public TSCBadContextException(int detail_code,

                int place_code,

                int completion_status,

                int maintenance_code1,

                int maintenance_code2,

                int maintenance_code3,

                int maintenance_code4);

};

 

public class TSCBadInvOrderException extends TSCSystemException

{

 public TSCBadInvOrderException(int detail_code,

                 int place_code,

                 int completion_status,

                 int maintenance_code1,

                 int maintenance_code2,

                 int maintenance_code3,

                 int maintenance_code4);

};

 

public class TSCBadOperationException extends TSCSystemException

{

 public TSCBadOperationException(int detail_code,

                 int place_code,

                 int completion_status,

                 int maintenance_code1,

                 int maintenance_code2,

                 int maintenance_code3,

                 int maintenance_code4);

};

 

public class TSCBadParamException extends TSCSystemException

{

 public TSCBadParamException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};

 

public class TSCBadTypecodeException extends TSCSystemException

{

 public TSCBadTypecodeException(int detail_code,

                 int place_code,

                 int completion_status,

                 int maintenance_code1,

                 int maintenance_code2,

                 int maintenance_code3,

                 int maintenance_code4);

};

 

public class TSCCodesetIncompatibleException extends TSCSystemException

{

 public TSCCodesetIncompatibleException(int _detail_code,

                     int _place_code,

                     int _completion_status,

                     int _maintenance_code1,

                     int _maintenance_code2,

                     int _maintenance_code3,

                     int _maintenance_code4);

};

 

public class TSCCommFailureException extends TSCSystemException

{

 public TSCCommFailureException(int detail_code,

                 int place_code,

                 int completion_status,

                 int maintenance_code1,

                 int maintenance_code2,

                 int maintenance_code3,

                 int maintenance_code4);

};

 

public class TSCDataConversionException extends TSCSystemException

{

 public TSCDataConversionException(int detail_code,

                  int place_code,

                  int completion_status,

                  int maintenance_code1,

                  int maintenance_code2,

                  int maintenance_code3,

                  int maintenance_code4);

};

 

public class TSCFreeMemException extends TSCSystemException

{

 public TSCFreeMemException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};

 

public class TSCImpLimitException extends TSCSystemException

{

 public TSCImpLimitException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};

 

public class TSCInitializeException extends TSCSystemException

{

 public TSCInitializeException(int detail_code,

                int place_code,

                int completion_status,

                int maintenance_code1,

                int maintenance_code2,

                int maintenance_code3,

                int maintenance_code4);

};

 

public class TSCInternalException extends TSCSystemException

{

 public TSCInternalException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};

 

public class TSCIntfReposException extends TSCSystemException

{

 public TSCIntfReposException(int detail_code,

                int place_code,

                int completion_status,

                int maintenance_code1,

                int maintenance_code2,

                int maintenance_code3,

                int maintenance_code4);

};

 

public class TSCInvalidTransactionException extends TSCSystemException

{

 public TSCInvalidTransactionException(int _detail_code,

                    int _place_code,

                    int _completion_status,

                    int _maintenance_code1,

                    int _maintenance_code2,

                    int _maintenance_code3,

                    int _maintenance_code4);

};

 

public class TSCInvFlagException extends TSCSystemException

{

 public TSCInvFlagException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};

 

public class TSCInvIdentException extends TSCSystemException

{

 public TSCInvIdentException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};

 

public class TSCInvObjrefException extends TSCSystemException

{

 public TSCInvObjrefException(int detail_code,

                int place_code,

                int completion_status,

                int maintenance_code1,

                int maintenance_code2,

                int maintenance_code3,

                int maintenance_code4);

};

 

public class TSCInvPolicyException extends TSCSystemException

{

 public TSCInvPolicyException(int _detail_code,

                int _place_code,

                int _completion_status,

                int _maintenance_code1,

                int _maintenance_code2,

                int _maintenance_code3,

                int _maintenance_code4);

};

 

public class TSCMarshalException extends TSCSystemException

{

 public TSCMarshalException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};

 

public class TSCNoImplementException extends TSCSystemException

{

 public TSCNoImplementException(int detail_code,

                 int place_code,

                 int completion_status,

                 int maintenance_code1,

                 int maintenance_code2,

                 int maintenance_code3,

                 int maintenance_code4);

};

 

public class TSCNoMemoryException extends TSCSystemException

{

 public TSCNoMemoryException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};

 

public class TSCNoPermissionException extends TSCSystemException

{

 public TSCNoPermissionException(int detail_code,

                 int place_code,

                 int completion_status,

                 int maintenance_code1,

                 int maintenance_code2,

                 int maintenance_code3,

                 int maintenance_code4);

};

 

public class TSCNoResourcesException extends TSCSystemException

{

 public TSCNoResourcesException(int detail_code,

                 int place_code,

                 int completion_status,

                 int maintenance_code1,

                 int maintenance_code2,

                 int maintenance_code3,

                 int maintenance_code4);

};

 

public class TSCNoResponseException extends TSCSystemException

{

 public TSCNoResponseException(int detail_code,

                int place_code,

                int completion_status,

                int maintenance_code1,

                int maintenance_code2,

                int maintenance_code3,

                int maintenance_code4);

};

 

public class TSCObjAdapterException extends TSCSystemException

{

 public TSCObjAdapterException(int detail_code,

                int place_code,

                int completion_status,

                int maintenance_code1,

                int maintenance_code2,

                int maintenance_code3,

                int maintenance_code4);

};

 

public class TSCObjectNotExistException extends TSCSystemException

{

 public TSCObjectNotExistException(int detail_code,

                  int place_code,

                  int completion_status,

                  int maintenance_code1,

                  int maintenance_code2,

                  int maintenance_code3,

                  int maintenance_code4);

};

 

public class TSCPersistStoreException extends TSCSystemException

{

 public TSCPersistStoreException(int detail_code,

                 int place_code,

                 int completion_status,

                 int maintenance_code1,

                 int maintenance_code2,

                 int maintenance_code3,

                 int maintenance_code4);

};

 

public class TSCRebindException extends TSCSystemException

{

 public TSCRebindException(int _detail_code,

              int _place_code,

              int _completion_status,

              int _maintenance_code1,

              int _maintenance_code2,

              int _maintenance_code3,

              int _maintenance_code4);

};

 

public class TSCTimeoutException extends TSCSystemException

{

 public TSCTimeoutException(int _detail_code,

               int _place_code,

               int _completion_status,

               int _maintenance_code1,

               int _maintenance_code2,

               int _maintenance_code3,

               int _maintenance_code4);

};

 

public class TSCTransactionRequiredException extends TSCSystemException

{

 public TSCTransactionRequiredException(int _detail_code,

                    int _place_code,

                    int _completion_status,

                    int _maintenance_code1,

                    int _maintenance_code2,

                    int _maintenance_code3,

                    int _maintenance_code4);

};

 

public class TSCTransactionRolledbackException extends TSCSystemException

{

 public TSCTransactionRolledbackException(int _detail_code,

                     int _place_code,

                     int _completion_status,

                     int _maintenance_code1,

                     int _maintenance_code2,

                     int _maintenance_code3,

                     int _maintenance_code4);

};

 

public class TSCTransientException extends TSCSystemException

{

 public TSCTransientException(int detail_code,

                int place_code,

                int completion_status,

                int maintenance_code1,

                int maintenance_code2,

                int maintenance_code3,

                int maintenance_code4);

};

 

public class TSCUnknownException extends TSCSystemException

{

 public TSCUnknownException(int detail_code,

               int place_code,

               int completion_status,

               int maintenance_code1,

               int maintenance_code2,

               int maintenance_code3,

               int maintenance_code4);

};


TSCThread（Java）
TSCThreadはシステム提供インタフェースです。
TSCThreadは，OTMが管理するスレッドを表すオブジェクトのインタフェースです。
ユーザは，TSCThreadを継承させ，必要な情報を保存するクラスをスレッド単位に定義します。スレッドに割り当てられるオブジェクトとして，派生クラスのインスタンスを生成します。次にTSCThreadの特徴を示します。
	ユーザはTSCThreadクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。
	TSCThreadを生成するTSCThreadFactoryの実装クラスを記述する必要があります。


形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public interface TSCThread

{

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCThread;


TSCThreadFactory（Java）
TSCThreadFactoryはシステム提供インタフェースです。
TSCThreadFactoryは，TSCThreadを生成または削除するメソッドを持つオブジェクトのインタフェースです。
ユーザはTSCObjectFactoryを継承させて，TSCユーザスレッドを生成および削除するクラスを定義し，TSCユーザスレッドのファクトリとして派生クラスのインスタンスを生成します。次にTSCObjectFactoryの特徴を示します。
	直接，TSCThreadFactoryクラスのインスタンスを生成できません。
	ユーザはTSCThreadFactoryクラスを継承して，実装クラスを記述する必要があります。


OTMからの呼び出しによるTSCThreadの管理
OTMは，TSCThreadFactoryのcreateを呼び出すことで，返されるTSCThreadをそのスレッドに割り当ててスレッドを生成します。逆にそのスレッドに割り当てたTSCThreadを引数にdestroyを呼び出すことで，生成したスレッドを削除します。

形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public interface TSCThreadFactory

{

 public TSCThread create();

 public void destroy(TSCThread tsc_thr);

 

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCThreadFactory;

コールバックメソッド
●public TSCThread create()
	項目	型・意味
	戻り値	管理されるTSCThread
	例外	各種TSCSystemException

TSCThreadを返します。TSCユーザスレッドを生成するコードを記述できます。OTMがこのメソッドを呼び出した結果，返されたTSCThreadが管理対象となります。
なお，OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。
また，create呼び出しに失敗した場合は，各種のTSCSystemExceptionによって通知する形でコードを記述してください。
●public void destroy(TSCThread tsc_thr)
	項目	型・意味
	引数	TSCThread tsc_thr	管理対象から外すTSCThread
	例外	ありません。

TSCThreadを消去する前の処理のコードを記述できます。OTMがTSCユーザスレッドを管理対象から外すとき，該当するTSCThreadを引数に指定して，このメソッドを呼び出します。
OTMは，複数のスレッド上から同時にこのメソッドを呼び出すので，ユーザはマルチスレッド環境に対応するリエントラントなコードを記述する必要があります。
なお，コネクション切断などの障害時には，ユーザオブジェクトを生成したスレッドとは別のスレッドでdestroy()を発行することがあります。
また，このメソッドから通知した例外は無視されます。

TSCThreadFactoryの派生クラスの生成
TSCThreadFactoryの派生クラスは，newオペレータで生成します。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCThreadFactoryクラス型のインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。なお，これらのメソッドは，OTMが呼び出します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	create	できます。
	destroy	できます。



TSCWatchTime（Java）
TSCWatchTimeはシステム提供クラスです。
TSCWatchTimeは，start()が発行されてからstop()が発行されるまでの時間を監視するクラスです。時間監視が終了する前に指定された監視時間が経過するとエラーメッセージを出力して，プロセスを異常終了します。この機能は，サーバアプリケーションのinitServer()発行後からendServer()を発行するまでの間有効です。

形式
package JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC;

 

public class TSCWatchTime

{

 public TSCWatchTime();

 

 public TSCWatchTime(int watch_time);

 

 public void start();

 public void stop();

 public void reset();

 

};

インポートクラス
import JP.co.Hitachi.soft.TPBroker.TSC.TSCWatchTime;

コンストラクタ
●public TSCWatchTime()
	項目	型・意味
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

TSCWatchTimeを生成します。
サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCWatchTimeで指定した監視時間（秒）が適用されます。
●public TSCWatchTime(int watch_time)
	項目	型・意味（単位）
	引数	int watch_time	監視時間（秒）
	例外	TSCBadInvOrderException
TSCBadParamException
TSCInternalException
TSCNoMemoryException

TSCWatchTimeを生成します。
引数に"0"を指定した場合，サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCWatchTimeで指定した監視時間（秒）が適用されます。

メソッド
●public void start()
	項目	型・意味（単位）
	例外	TSCInternalException
TSCNoPermissionException

時間監視を開始します。または，stop()で中断した時間監視を再開します。
●public void stop()
	項目	型・意味（単位）
	例外	TSCInternalException
TSCNoPermissionException

時間監視を中断します。start()を発行したスレッドと異なるスレッドでは，stop()を発行できません。
●public void reset()
	項目	型・意味（単位）
	例外	TSCInternalException
TSCNoPermissionException

監視時間をこのクラスの生成時に指定した値に戻します。start()の発行以降stop()の発行までの間は発行できません。

マルチスレッド環境でのメソッド呼び出し規則
マルチスレッド環境で，TSCWatchTimeクラスのインスタンスのメソッドを呼び出す規則を次に示します。
	メソッド	複数のスレッド上からの同時呼び出し
	start	できます。
	stop	できます。※
	reset	できます。

	注※
	必ずstart()と同一のスレッドで発行してください。


注意事項
	IDLファイルに記述したユーザメソッドの呼び出しからリターンまでの実行時間を監視する場合には，TSCWatchTimeクラスではなく，サーバアプリケーションの開始時に指定するコマンドオプション引数-TSCWatchMethodを使用してください。
	TSCAdm::initServer()の発行前，またはTSCAdm::endServer()の発行後には，TSCWatchTimeクラスのインスタンスを生成できません。
	stop()を発行する前にこのクラスのインスタンスへの参照を失うと，ガベージコレクションが実行されるまで，時間監視は終了しません。
	start()を発行したスレッドと異なるスレッドでは，stop()を呼び出せません。
	stop()を発行したあとにstart()によって処理を再開する場合には，前回経過した時間を監視時間から差し引いて処理をします。
次に例を示します。
	   TSCWatchTime wt = new TSCWatchTime(180);

     :

   wt.start();

     :          //(1) 60秒経過

   wt.stop();

     :          //(2)

   wt.start();


例えば，180秒の監視時間を設定してクラスを生成した場合に，(1)で示す範囲で60秒が経過すると，stop()の発行後，次のstart()からstop()までの監視時間は120秒になります。180秒の時間監視を設定したい場合には(2)で示す範囲でreset()を発行してください。その場合，再発行したstart()からstop()までの監視時間は180秒になります。




6.　コマンドリファレンス
この章では，アプリケーションプログラムの作成時に使用するコマンドについて，コマンド名のアルファベット順に説明します。
	＜この章の構成＞
	コマンドの一覧
	tscidl2cpp（トランザクションフレームの出力（C++））
	tscidl2j（トランザクションフレームの出力（Java））



コマンドの一覧
アプリケーションプログラムの作成時に使用するコマンドの一覧を表8-1に示します。その他の運用コマンドについては，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」を参照してください。
なお，これらのコマンドは，OTMとOTM - Clientの両方で使用できます。
表6-1　アプリケーションプログラムの作成時に使用するコマンドの一覧
	コマンド名	説明
	tscidl2cpp	C++用トランザクションフレームの出力
	tscidl2j	Java用トランザクションフレームの出力



tscidl2cpp（トランザクションフレームの出力（C++））

形式
tscidl2cpp [-h] | [-TSCclient_ext 文字列] [-TSCserver_ext 文字列]

  [-TSCtemplate_ext 文字列] [-TSCsession_ext 文字列]

  [-TSChdr_suffix 拡張子名] [-TSCsrc_suffix 拡張子名]

  [-client_ext 文字列] [-server_ext 文字列]

  [-hdr_suffix 拡張子名] [-src_suffix 拡張子名]

  [-idl2cpp] [-template] [-TSCspxy]

  [-TSCexport 文字列] [-TSCexport_skel 文字列]

  [-export 文字列] [-export_skel 文字列]

  [-TSCroot_dir パス名] [-TSCsrc_dir パス名] [-TSChdr_dir パス名]

  [-root_dir パス名] [-TSCno_proxy]

  [-TSCno_skel] [-TSCidl2cppfix フラグ]

  [-type_code_info] [-namespace] [-TSCcompat]

  [[-I ディレクトリ[:ディレクトリ...]]...]

  [-A] IDLファイル名称

機能
トランザクションフレームジェネレータです。ユーザ定義IDLインタフェース依存クラスなどのC++ソースを出力します。

オプション
●-h
ヘルプメッセージを出力します。ファイルの読み込みおよび生成はしません。
●-TSCclient_ext 文字列
～＜文字列＞《_TSC_c》
クライアント部分を出力するファイル名称に付ける文字列を指定します。省略した場合は"_TSC_c"が設定されます。
●-TSCserver_ext 文字列
～＜文字列＞《_TSC_s》
サーバ部分を出力するファイル名称に付ける文字列を指定します。省略した場合は"_TSC_s"が設定されます。
●-TSCtemplate_ext 文字列
～＜文字列＞《_TSC_t》
雛形部分を出力するファイル名称に付ける文字列を指定します。省略した場合は"_TSC_t"が設定されます。
-templateオプションを指定しない場合は，-TSCtemplate_extオプションは無視されます。
●-TSCsession_ext 文字列
～＜文字列＞《_TSC_p》
セション用TSCユーザプロキシ部分を出力するファイル名称に付ける文字列を指定します。省略した場合は"_TSC_p"が設定されます。
-TSCspxyオプションを指定しない場合は，-TSCsession_extオプションは無視されます。
●-TSChdr_suffix 拡張子名
～＜文字列＞《hh》
ヘッダファイルの拡張子を指定します。省略した場合は"hh"が設定されます。
●-TSCsrc_suffix 拡張子名
～＜文字列＞《cc》
ソースファイルの拡張子を指定します。省略した場合は"cc"が設定されます。
●-client_ext 文字列
～＜文字列＞《_c》
idl2cppコマンドで出力されるクライアント部分のファイルに付ける文字列を指定します。省略した場合は"_c"が設定されます。
idl2cppコマンドで出力されるクライアント部分のファイルに付ける文字列を変更する場合は，-idl2cppオプションを指定しないときでも必ず-client_extオプションを指定してください。
●-server_ext 文字列
～＜文字列＞《_s》
idl2cppコマンドで出力されるサーバ部分のファイルに付ける名称を指定します。省略した場合は"_s"が設定されます。
idl2cppコマンドで出力されるサーバ部分のファイルに付ける文字列を変更する場合は，-idl2cppオプションを指定しないときでも必ず-server_extオプションを指定してください。
●-hdr_suffix 拡張子名
～＜文字列＞《.hh》
idl2cppコマンドで出力されるヘッダファイルのサフィックス名称を指定します。省略した場合は-TSChdr_suffixオプションで指定する拡張子名が使用されます。どちらも指定されていない場合は".hh"が設定されます。
●-src_suffix 拡張子名
～＜文字列＞《.cc》
idl2cppコマンドで出力されるソースファイルのサフィックス名称を指定します。省略した場合は-TSChdr_suffixオプションで指定する拡張子名が使用されます。どちらも指定されていない場合は".cc"が設定されます。
●-idl2cpp
内部でTPBrokerのコマンドを実行して，TPBrokerスタブおよびTPBrokerスケルトンを出力します。
PATH環境変数にTPBrokerのidl2cppが格納されているディレクトリを設定してください。
●-template
雛形クラスのC++ソースを出力します。
●-TSCspxy
セション用TSCユーザプロキシを持つクライアント部分を生成します。-TSCspxyオプションを指定した場合は，通常のTSCユーザプロキシは生成されません。
●-TSCexport 文字列
～＜文字列＞
TSCユーザプロキシにエクスポートタグを指定します。-TSCexportオプションは，WindowsでDLL内のクラスにアクセスするための宣言に使用します。
●-TSCexport_skel 文字列
～＜文字列＞
TSCユーザプロキシ，TSCユーザスケルトン，TSCユーザアクセプタ，TSCユーザオブジェクトファクトリ，およびTSCユーザオブジェクトにエクスポートタグを指定します。-TSCexport_skelオプションはWindowsでDLL内のクラスにアクセスするための宣言に使用します。
-templateオプションを指定しない場合は，TSCユーザオブジェクトファクトリおよびTSCユーザオブジェクトへの指定は無視されます。
●-export 文字列
～＜文字列＞
idl2cppコマンドで出力されるスタブにエクスポートタグを指定します。-exportオプションはWindowsでDLL内のクラスにアクセスするための宣言に使用します。
-idl2cppオプションを指定しない場合は，-exportオプションは無視されます。
●-export_skel 文字列
～＜文字列＞
idl2cppコマンドで出力されるスタブおよびスケルトンにエクスポートタグを指定します。-export_skelオプションはWindowsでDLL内のクラスにアクセスするための宣言に使用します。
-idl2cppオプションを指定しない場合は，-export_skelオプションは無視されます。
●-TSCroot_dir パス名
～＜文字列＞
ソースファイルおよびヘッダファイルを出力するディレクトリを指定します。指定したディレクトリがない場合は，ディレクトリを作成します。
出力先を変更した場合，出力先ディレクトリをインクルードファイルのサーチパスに指定してください。
●-TSCsrc_dir パス名
～＜文字列＞
ソースファイルを出力するディレクトリを指定します。指定したディレクトリがない場合は，ディレクトリを作成します。
●-TSChdr_dir パス名
～＜文字列＞
ヘッダファイルを出力するディレクトリを指定します。指定したディレクトリがない場合は，ディレクトリを作成します。
出力先を変更した場合，出力ファイルのコンパイル時に，出力先ディレクトリをインクルードファイルのサーチパスに指定してください。
●-root_dir パス名
～＜文字列＞
idl2cppコマンドで出力されるソースファイルおよびヘッダファイルを出力するディレクトリを指定します。
出力先を変更した場合，依存関係を修正し，出力先ディレクトリをインクルードファイルのサーチパスに指定する必要があります。
-idl2cppオプションを指定しない場合は，-root_dirオプションは無視されます。
●-TSCno_proxy
TSCユーザプロキシの生成をしません。
●-TSCno_skel
TSCユーザスケルトンの生成をしません。
●-TSCidl2cppfix フラグ
～＜4けたの2進数字＞《0011》
トランザクションフレームの出力時に使用する領域の解放について指定します。省略した場合，または0011が指定された場合，該当する領域を解放します。
	上位1けた目～2けた目
	"00"を指定してください。

	上位3けた目
	上位3けた目に"0"を指定すると，OUT属性およびINOUT属性で指定した引数の領域割り当て後に例外が発生したとき，領域をTSCユーザスケルトンで解放しません。

	上位4けた目
	上位4けた目に"0"を指定すると，INOUT属性のstringを使用するとき，IN属性として使用した領域をTSCユーザプロキシで解放しません。

両方とも解放しないようにする場合は，"0000"を指定してください。
●-type_code_info
IDLに定義されたデータ型に対するTypeCode情報を，idl2cppコマンドで出力されるクライアント部分のファイルに生成します。生成されたTypeCode情報を利用すると，CORBA::Any型を容易に扱えます。
-idl2cppオプションを指定しない場合は，-type_code_infoオプションは無視されます。
●-namespace
moduleをnamespaceとして実装します。namespaceとして出力されるmodule名称は，classとして出力された名称のようには拡張されないで，IDLに定義した名称のままになります。このコマンドに-idl2cppオプションを指定しないでidl2cppコマンドを実行する場合は，idl2cppコマンドにも-namespaceオプションを指定してください。-namespaceオプションを指定しない場合は，コンパイルエラーが発生するおそれがあります。
●-TSCcompat
out属性の引数としてT*&型を使用します。TPBroker OTM のVersion 3以前のバージョンで-templateオプションを使用して作成した雛形クラスを，そのまま使用できるようにする互換オプションです。
●-I ディレクトリ[:ディレクトリ...]
～＜文字列＞
インクルードファイルのサーチパスを指定します。複数指定する場合，UNIXの場合は:（コロン），Windowsの場合は;（セミコロン）で区切るか，または-Iオプションを複数回指定してください。-Iオプションと-idl2cppオプションを指定した場合，idl2cppコマンドにも同じサーチパスが使用されます。
●-A
内部でosagentを開始しません。ローカルホスト内ですでにosagentが開始されている場合に-Aオプションを指定してください。

コマンド引数
●IDLファイル名称
入力のIDLファイル名称を指定します。-hオプションを指定する場合だけ省略できます。IDLファイル名称は必ずコマンドラインの最後に指定してください。また，IDLファイル名称の拡張子は必ず".idl"にしてください。

戻り値
このコマンドは次に示す戻り値をシェルに返してから，処理を終了します。
	戻り値	意味
	0	正常終了しました。
メッセージKFOT70008-Iが出力された場合，および-hオプションを指定した場合も0が返ります。
	0以外	コマンド処理中にエラーが発生したために異常終了しました。
-idl2cppオプションを指定した場合は，idl2cppコマンド処理中にエラーが発生したときも0以外を返します。出力されたメッセージに従って対策したあと，再度，コマンドを入力してください。


実行条件
	TSCDIR環境変数を設定してください。
	TPBrokerの共用ライブラリを使用できるようにしてください。
	PATH環境変数にTPBrokerのosagent，idl2ir，およびirepが格納されているディレクトリを設定してください。


注意事項
	オプションとコマンドオプション引数との間には，必ず空白を入れてください。
	OTMで使用できない定義が含まれている場合，不正な動作をする，または不正なファイルが出力されるときがあります。
	-idl2cppオプションを指定しないでidl2cppコマンドを実行する場合，idl2cppコマンドで出力される，クライアント部分のファイルに付ける文字列，サーバ部分のファイルに付ける文字列，ヘッダファイルのサフィックス名称，およびソースファイルのサフィックス名称は，tscidl2cppコマンドで指定した文字列（または省略時の文字列）と同じにしてください。
	tscidl2cppコマンドの実行中に，内部で使用しているTPBrokerのメッセージが出力される場合があります。
	オプションに必要なコマンドオプション引数が指定されていない場合は省略値が設定されます。
	tscidl2cppコマンドを実行すると，TPBrokerが作成した"IDL名称.rollback"というファイルが，ホームディレクトリ下に残る場合があります。内容が異なる同名のIDLファイルを編集した場合に影響が生じるおそれがあるので，必要に応じて削除してください。ファイル名に設定されるIDL名称は，tscidl2cppコマンドの引数に指定したIDLファイル名から，ディレクトリ名と拡張子".idl"を除いた名称です。例えば，tscidl2cpp ABCfile.idlを実行した場合，ABCfile.rollbackという名称のファイルが作成されます。



tscidl2j（トランザクションフレームの出力（Java））

形式
tscidl2j [-h] | [-idl2java] [-template] [-TSCspxy]

     [-package パッケージ名] [-TSCroot_dir パス名]

     [-root_dir パス名] [-TSCno_proxy] [-TSCno_skel]

     [[-I ディレクトリ[:ディレクトリ...]]...]

     [-A] IDLファイル名称

機能
トランザクションフレームジェネレータです。ユーザ定義IDLインタフェース依存クラスなどのJavaソースを生成します。

オプション
●-h
ヘルプメッセージを出力します。ファイルの読み込みおよび生成はしません。
●-idl2java
内部でTPBrokerのコマンドを実行して，TPBrokerスタブおよびTPBrokerスケルトンを出力します。
●-template
雛形クラスのJavaソースを出力します。
●-TSCspxy
セション用TSCユーザプロキシを持つクライアント部分を生成します。-TSCspxyオプションを指定した場合は，通常のTSCユーザプロキシは生成されません。
●-package パッケージ名
～<文字列>
IDLファイルに定義したパッケージ名の前に，-packageオプションで指定したパッケージ名を付加します。指定したパッケージ名のディレクトリがない場合は，ディレクトリが作成されます。指定したパッケージ名のディレクトリがある場合は，そのディレクトリの内容が更新されます。なお，-packageオプションを指定しなくても，同一ユーザ定義IDLインタフェースの相手とは通信できます。
-idl2javaオプションを指定しないで-packageオプションを指定した場合は，idl2javaコマンドでも，-packageオプションの指定と同じパッケージ名を，同じIDLファイルに対して指定してください。
●-TSCroot_dir パス名
～＜文字列＞
ソースファイルを出力するディレクトリを指定します。指定したディレクトリがない場合は，ディレクトリを作成します。
●-root_dir パス名
～＜文字列＞
idl2javaコマンドで出力されるソースファイルを出力するディレクトリを指定します。
-idl2javaオプションを指定しない場合は，-root_dirオプションは無視されます。
●-TSCno_proxy
TSCユーザプロキシの生成をしません。
●-TSCno_skel
TSCユーザスケルトンおよびTSCアクセプタの生成をしません。
●-I ディレクトリ[:ディレクトリ...]
～＜文字列＞
インクルードファイルのサーチパスを指定します。複数指定する場合，UNIXの場合は:（コロン），Windowsの場合は;（セミコロン）で区切るか，または-Iオプションを複数回指定してください。-Iオプションと-idl2javaオプションを指定した場合，idl2javaコマンドにも同じサーチパスが使用されます。
●-A
内部でosagentを開始しません。ローカルホスト内ですでにosagentが開始されている場合に-Aオプションを指定してください。

コマンド引数
●IDLファイル名称
入力のIDLファイル名称を指定します。-hオプションを指定する場合だけ省略できます。IDLファイル名称は必ずコマンドラインの最後に指定してください。また，IDLファイル名称の拡張子は必ず".idl"にしてください。

戻り値
このコマンドは次に示す戻り値をシェルに返してから，処理を終了します。
	戻り値	意味
	0	正常終了しました。
メッセージKFOT70008-Iが出力された場合，および-hオプションを指定した場合も0が返ります。
	0以外	コマンド処理中にエラーが発生したために異常終了しました。
-idl2javaオプションを指定した場合は，idl2javaコマンド処理中にエラーが発生したときも0以外を返します。出力されたメッセージに従って対策したあと，再度，コマンドを入力してください。


実行条件
	TSCDIR環境変数を設定してください。
	TPBrokerの共用ライブラリを使用できるようにしてください。
	PATH環境変数にTPBrokerのosagent，idl2ir，およびirepが格納されているディレクトリを設定してください。


注意事項
	OTMで使用できない定義が含まれている場合，不正な動作をする，または不正なファイルが出力されるときがあります。
	tscidl2jコマンドの実行中に，内部で利用しているTPBrokerのメッセージが出力される場合があります。
	オプションに必要なコマンドオプション引数が指定されていない場合は省略値が設定されます。
	tscidl2jコマンドを実行すると，Javaのシステムプロパティで取得されるホームディレクトリ下にTPBrokerが作成した"IDL名称.rollback"というファイルが残る場合があります。内容が異なる同名のIDLファイルを編集した場合に影響が生じるおそれがあるので，必要に応じて削除してください。ファイル名に設定されるIDL名称は，tscidl2jコマンドの引数に指定したIDLファイル名から，ディレクトリ名と拡張子".idl"を除いた名称です。例えば，tscidl2j ABCfile.idlを実行した場合，ABCfile.rollbackという名称のファイルが作成されます。
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付録A　エラーコード一覧
エラーコードは，TSCSystemExceptionクラスの派生クラスに対応する値です。
エラーコード一覧を次の表に示します。
表A-1　エラーコード一覧
	値	エラーコード	障害内容
	1	BAD_PARAM	無効パラメタが渡されました。
	2	NO_MEMORY	動的メモリ割り当て障害が発生しました。
	3	COMM_FAILURE	通信障害が発生しました。
	4	NO_PERMISSION	許可されていないオペレーションを実行しようとしました。
	5	INTERNAL	ORB内部エラーが発生しました。
	6	MARSHAL	パラメタ，および結果のマーシャル処理中に障害が発生しました。
	7	INITIALIZE	ORB初期化障害が発生しました。
	8	NO_IMPLEMENT	オペレーションが実装できません。
	9	BAD_OPERATION	オペレーションが無効です。
	10	NO_RESOURCES	リクエストを処理するための資源が不足しています。
	11	NO_RESPONSE	リクエストへの応答はまだできません。
	12	BAD_INV_ORDER	ルーチン呼び出しの順番が不正です。
	13	TRANSIENT	トランジェント障害が発生しました。
	14	OBJECT_NOT_EXIST	オブジェクトが使用可能状態ではありません。
	15	UNKNOWN	java.lang.Exception型が発生した場合，Javaの例外が発生しました。
	16	INV_OBJREF	無効なオブジェクトリファレンスが指定されました。
	17	IMP_LIMIT	実装の制限を超えました。
	18	BAD_TYPECODE	タイプコードが不正です。
	19	PERSIST_STORE	パーシステントストレージ障害が発生しました。
	20	FREE_MEM	メモリの解放に失敗しました。
	21	INV_IDENT	識別子の構文が不正です。
	22	INV_FLAG	不正なフラグが指定されました。
	23	INTF_REPOS	インタフェースリポジトリへのアクセス中に障害が発生しました。
	24	BAD_CONTEXT	コンテキストオブジェクトの処理中に障害が発生しました。
	25	OBJ_ADAPTER	オブジェクトアダプタが障害を検出しました。
	26	DATA_CONVERSION	データ変換に失敗しました。
	27	TRANSACTION_REQUIRED	null以外のトランザクションコンテキストが必要です。
	28	TRANSACTION_ROLLEDBACK	トランザクションがロールバックしました。
	29	INVALID_TRANSACTION	トランザクションコンテキストが不正です。
	30	INV_POLICY	呼び出しに使用したポリシーが不正です。
	31	CODESET_INCOMPATIBLE	コードセット間の通信に失敗しました。
	32	REBIND	設定されたQoSポリシーとIORが矛盾しています。
	33	TIMEOUT	リクエストでタイムアウトが発生しました。



付録B　場所コード一覧
場所コードは，OTMで障害が発生した場所を示す値です。
場所コード一覧を次の表に示します。
表B-1　場所コード一覧
	値	場所コード	場所
	1	PLACE_CODE_USER_AP	ユーザアプリケーション
	2	PLACE_CODE_SERV	OTMのサーバ機能部分
	3	PLACE_CODE_DAEMON	TSCデーモン
	4	PLACE_CODE_CLNT	OTMのクライアント機能部分
	5	PLACE_CODE_CLNT_REG	TSCレギュレータ
	6	PLACE_CODE_STUB	TSCユーザプロキシ（スタブ）
	7	PLACE_CODE_SKELTON	TSCユーザスケルトン（スケルトン）
	8	PLACE_CODE_ORBGW	TSCORBコネクタ



付録C　完了状態一覧
完了状態は，障害が発生したときにメソッド（副プログラム）の呼び出しが完了しているかどうかを示す値です。
完了状態一覧を次の表に示します。
表C-1　完了状態一覧
	値	完了状態	説明
	-1	COMPLETED_NO	メソッド呼び出しが完了していません。
	0	COMPLETED_MAYBE	メソッド呼び出しの完了状態を決定できません。
	1	COMPLETED_YES	メソッド呼び出しが完了しています。



付録D　内容コード一覧
OTMの例外で使用する内容コードについて，定数値の順に説明します。なお，角括弧内［ ］は該当する処理または個所を表します。該当する処理がメソッドの場合，クラス名とメソッド名を"::"で区切って示します。例えば，"TSCProxyObject::_TSCTimeOut"は，TSCProxyObjectクラスの_TSCTimeOutメソッドを表します。
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付録D.1　内容コード1000～1999

1001　INVALID_TIMEOUT
	
		障害内容
	［TSCProxyObject::_TSCTimeOut］
	［TSCSessionProxy::_TSCTimeOut］
	引数に指定したタイムアウト値が不正です。


		開発時の対策
	TSCProxyObject::_TSCTimeOut，またはTSCSessionProxy::_TSCTimeOutの引数に，規定の監視時間を指定してください。




1002　INVALID_RT_ACPT_NAME
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	引数に指定したTSCルートアクセプタ登録名称が不正です。


		開発時の対策
	TSCRootAcceptor::activateの引数に，規定のTSCルートアクセプタ登録名称を指定してください。




1003　INVALID_PARALLEL_COUNT
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::setParallelCount］
	引数に指定したパラレルカウント（常駐するスレッド数）が不正です。


		開発時の対策
	TSCRootAcceptor::setParallelCountの引数に，規定のパラレルカウント値を指定してください。




1004　INVALID_ACPT_NAME
	
		障害内容
	［TSCAcceptorのコンストラクタ］
	［TSCAcceptorの派生クラスのコンストラクタ］
	［TSCSessionProxyのコンストラクタ］
	［TSCSessionProxyの派生クラスのコンストラクタ］
	引数に指定したTSCアクセプタ名称が不正です。


		開発時の対策
	TSCAcceptor，TSCAcceptorの派生クラス，TSCSessionProxy，またはTSCSessionProxyの派生クラスのコンストラクタの引数に，規定の長さ（1～31文字）のTSCアクセプタ名称を指定してください。




1005　OBJ_FACT_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCAcceptorのコンストラクタ］
	［TSCAcceptorの派生クラスのコンストラクタ］
	引数に指定したTSCObjectFactoryがnullです。


		開発時の対策
	TSCAcceptor，またはTSCAcceptorの派生クラスのコンストラクタの引数に，newオペレータで生成したTSCObjectFactoryを指定してください。




1006　ACPT_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCAcceptorのコンストラクタ］
	［TSCAcceptorの派生クラスのコンストラクタ］
	引数に指定したTSCAcceptorがnullです。


		開発時の対策
	TSCRootAcceptor::registerAcceptorの引数に，newオペレータで生成したTSCAcceptorを指定してください。




1007　INVALID_ACPT_REGID
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::cancelAcceptor］
	引数に指定したTSCAcceptorの登録識別子が不正です。


		開発時の対策
	TSCRootAcceptor::cancelAcceptorの引数に，TSCRootAcceptor::registerAcceptorの戻り値として取得し，かつ，TSCAcceptorに登録されているTSCユーザアクセプタの登録識別子を指定してください。




1008　INVALID_TSCID
	
		障害内容
	［TSCDomainのコンストラクタ］
	引数に指定したTSC識別子が不正です。


		開発時の対策
	TSCDomainのコンストラクタの引数に，規定のTSC識別子を指定してください。




1009　INVALID_DOMAIN_NAME
	
		障害内容
	［TSCDomainのコンストラクタ］
	引数に指定したTSCドメイン名称が不正です。


		開発時の対策
	TSCDomainのコンストラクタの引数に，規定のTSCドメイン名称を指定してください。




1010　INVALID_OP_PARAM
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	オブジェクトのユーザメソッドを呼び出すときの引数が不正です。ただし，オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。
	［スタブ（場所コード：PLACE_CODE_STUB）］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼び出そうとしましたが，サーバ側に渡すin引数またはinout引数が不正です。TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドは呼び出されていません。
	［スケルトン（場所コード：PLACE_CODE_SKELTON）］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼び出し，そのメソッドの処理は完了しましたが，クライアント側に戻すout引数，inout引数，または戻り値が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出すときの引数，またはユーザメソッドから戻るときの引数および戻り値を，IDLから各プログラミング言語へのマッピング，および各プログラミング言語での引数と戻り値の規則に従うようにしてください。


		運用時の対策
	クライアントアプリケーション，またはサーバアプリケーションがメソッド呼び出しの規則に違反しているおそれがあります。IDLから各プログラミング言語へのマッピング，および各プログラミング言語での引数と戻り値の規則に従うように，アプリケーションプログラムを修正してください。




1011　SERV_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::create］
	引数に指定したTSCServerがnullです。


		開発時の対策
	TSCRootAcceptor::createの引数に，TSCAdm::getTSCServerで取得したTSCServerを指定してください。




1012　CLNT_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCProxyObjectのコンストラクタ］
	［TSCProxyObjectの派生クラスのコンストラクタ］
	［TSCSessionProxyのコンストラクタ］
	［TSCSessionProxyの派生クラスのコンストラクタ］
	引数に指定したTSCClientがnullです。


		開発時の対策
	TSCProxyObject，TSCProxyObjectの派生クラス，TSCSessionProxy，またはTSCSessionProxyの派生クラスのコンストラクタに，TSCAdmのgetTSCClientで取得したTSCClientを指定してください。




1013　ORB_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	［TSCAdm::initClient］
	引数に指定したCORBA::ORBがnullです。


		開発時の対策
	［TSCAdm::initServer］
	TSCAdm::initServerの引数に，ORBのinitで得たCORBA::ORBを指定してください。
	［TSCAdm::initClient］
	TSCAdm::initClientの引数に，ORBのinitで得たCORBA::ORBを指定してください。




1015　DOMAIN_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	［TSCAdm::getTSCServer］
	引数に指定したTSCDomainがnullです。


		開発時の対策
	［TSCAdm::getTSCServer］
	TSCAdm::getTSCServerの引数に，newオペレータで生成したTSCDomainを指定してください。
	［TSCAdm::getTSCClient］
	TSCAdm::getTSCClientの引数に，newオペレータで生成したTSCDomainを指定してください。




1016　INVALID_REQUEST_WAY
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	引数に指定した接続経路が不正です。


		開発時の対策
	TSCAdm::getTSCClientの引数に，規定の接続経路を指定してください。




1017　INVALID_PRIORITY
	
		障害内容
	［TSCProxyObject::_TSCPriority］
	［TSCSessionProxy::_TSCPriority］
	引数に指定したプライオリティ値（メソッド呼び出し時の優先順位）が不正です。


		開発時の対策
	TSCProxyObject::_TSCPriority，またはTSCSessionProxy::_TSCPriorityの引数に，規定のプライオリティ値を指定してください。




1018　THREAD_FACT_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::create］
	引数に指定したTSCThreadFactoryが不正です。


		開発時の対策
	TSCRootAcceptor::createに，newオペレータで生成したTSCThreadFactoryを指定してください。




1022　INVALID_FLAG
	
		障害内容
	［TSCDomain-NEW］
	引数に指定したフラグ値が不正です。


		開発時の対策
	TSCDomain-NEW副プログラムの引数に，規定のフラグ値を指定してください。




1027　INVALID_WATCH_TIME
	
		障害内容
	［TSCWatchTimeのコンストラクタ］
	引数に指定した監視時間が不正です。


		開発時の対策
	TSCWatchTimeのコンストラクタの引数に，規定の監視時間を指定してください。




1029　INVALID_RETRY_REQUIREMENT
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	TSCAdm::getTSCClientの引数に指定した，TSCDomainクラスのコンストラクタのTSCドメイン名称，TSC識別子，および接続経路（指定がない場合は，コマンド引数オプション-TSCRequestWayの指定値）を持つ接続対象が接続先情報ファイル中に含まれていないため，接続を実行できません。


		開発時の対策
	接続先情報ファイル中のレコードが接続対象となるようTSCAdm::getTSCClientの引数を指定してください。マルチノードリトライ接続の対象となるための条件については，マニュアル「TPBroker Object Transaction Monitor　ユーザーズガイド」のマルチノードリトライ接続の接続対象に関する説明を参照してください。


		運用時の対策
	TSCAdm::getTSCClientに指定したTSCドメイン名称（nullが指定されている場合は任意），および接続経路に適応する接続対象が含まれる接続先情報ファイルを使用してください。




1038　INVALID_SESSION_INTERVAL
	
		障害内容
	［TSCSessionProxy::_TSCSessionInterval］
	引数に指定したセション呼び出しインターバル監視時間が不正です。


		開発時の対策
	TSCSessionProxy::_TSCSessionIntervalの引数に，規定のセション呼び出しインターバル監視時間を指定してください。




1998　TPBROKER_BAD_PARAM
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_PARAMの例外通知を受けました。





付録D.2　内容コード2000～2999

2001　MEM_ALLOC_FAILURE
	
		障害内容
	メモリ確保に失敗しました。
	［オブジェクトのユーザメソッドの呼び出し］
	TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドの処理が完了している可能性があります。
	［その他のシステム提供メソッドの呼び出し］
	システム提供メソッドの処理が完了している可能性があります。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	場所コードで示される個所でユーザメモリの確保に失敗しました。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位で確保できる最大ユーザメモリサイズを変更し，再度，システムを開始してください。




2998　TPBROKER_NO_MEMORY
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_MEMORYの例外通知を受けました。





付録D.3　内容コード3000～3999

3004　SEND_CLNT_FAILURE
	
		障害内容
	TSCデーモンに直結するクライアントアプリケーションまたはTSCレギュレータと，TSCデーモン間の通信中に障害が発生しました。ただし，オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。


		開発時の対策
	［TSCデーモンへの接続からのリトライ］
	TSCデーモンに直結するクライアントアプリケーションまたはTSCレギュレータからTSCデーモンへの接続が切断されている可能性があります。再度，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。
	［ほかのTSCデーモンが開始済み］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの確認］
	TSCデーモンが開始していることを確認してから，クライアントアプリケーションを再度，開始してください。




3005　SEND_THIN_CLNT_FAILURE
	
		障害内容
	クライアントアプリケーションとTSCレギュレータ間の通信中に障害が発生しました。ただし，オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。


		開発時の対策
	［TSCレギュレータへの接続からのリトライ］
	クライアントアプリケーションからTSCレギュレータへの接続が切断されている可能性があります。再度，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。
	［ほかのTSCデーモンが開始済み］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCレギュレータおよびTSCデーモンの確認］
	TSCレギュレータ，およびTSCデーモンが開始していることを確認したあと，再度，クライアントアプリケーションを開始してください。




3006　SEND_SERV_FAILURE
	
		障害内容
	TSCデーモンとサーバアプリケーション間の通信中に障害が発生しました。ただし，オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。


		開発時の対策
	［リトライ］
	再度，オブジェクトを呼び出してください。ただし，前回のユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCルートアクセプタの確認］
	該当するインタフェース名称およびTSCアクセプタ名称のオブジェクトを提供する，TSCルートアクセプタがactive状態であることを確認し，再度，クライアントアプリケーションを開始してください。
	［サーバアプリケーションの確認］
	該当するインタフェースおよびTSCアクセプタ名称のオブジェクトを提供する，サーバアプリケーションプロセスが開始していることを確認したあと，再度，クライアントアプリケーションを開始してください。




3007　SEND_TSCD_FAILURE
	
		障害内容
	TSCデーモン間の通信中に障害が発生しました。ただし，オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。


		開発時の対策
	［リトライ］
	再度，オブジェクトを呼び出してください。ただし，前回のオブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの確認］
	該当するインタフェース名称およびTSCアクセプタ名称のオブジェクトを提供しているサーバアプリケーションプロセスが接続している，同じTSCドメイン内のTSCデーモンが開始していることを確認してください。TSCデーモンが開始していない場合，TSCデーモンおよびサーバアプリケーションを開始したあと，クライアントアプリケーションを実行してください。




3009　BASIC_CONN_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	［TSCAdm::getTSCServer］
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::getTSCClient］
	通信先のtscdが見つかりませんでした。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［osagentの確認］
	TPBrokerのosagentプロセスが開始されているかどうかを確認してください。
	［環境変数の確認］
	osagentプロセス，OTMシステムプロセス，およびアプリケーションプロセスのOSAGENT_PORT環境変数が一致しているかどうかを確認してください。
	［TSCデーモンおよびTSCレギュレータの確認］
	接続または通信するTSCデーモンおよびTSCレギュレータが開始されているかどうかを確認してください。
	［その他］
	osagentプロセスを再開始してください。




3010　CONN_FAILURE
	
		障害内容
	通信路の接続に失敗しました。
	［TSCAdm::initServer］
	サーバアプリケーションのTSCデーモンへの登録要求の過程で障害が発生しました。その原因を次に示します。
		コマンドオプション引数-TSCPortに，すでにほかのプロセスが使用しているポート番号を指定しています。
	コマンドオプション引数-TSCPortに指定した値が不正です。


	［TSCAdm::getTSCServer］
	サーバアプリケーションとTSCデーモンの接続の過程で障害が発生しました。
	［TSCAdm::initClient］
	クライアントアプリケーションのTSCデーモンへの登録要求の過程で障害が発生しました。その原因を次に示します。
		コマンドオプション引数-TSCPortに，すでにほかのプロセスが使用しているポート番号を指定しています。
	コマンドオプション引数-TSCPortに指定した値が不正です。


	［TSCAdm::getTSCClient］
	クライアントアプリケーションと，TSCデーモンまたはTSCレギュレータの接続の過程で障害が発生しました。
	［TSCAdm::releaseTSCServer］
	サーバアプリケーションとTSCデーモンの接続切断の過程で障害が発生しました。
	［TSCAdm::endServer］
	サーバアプリケーションのTSCデーモンへの登録解除の過程で障害が発生しました。
	［TSCAdm::releaseTSCClient］
	クライアントアプリケーションと，TSCデーモンまたはTSCレギュレータの接続切断の過程で障害が発生しました。
	［TSCAdm::endClient］
	クライアントアプリケーションのTSCデーモンへの登録解除の過程で障害が発生しました。
	［TSCRootAcceptor::acitvate］
	TSCRootAcceptorの活性化（active状態への遷移）の過程で通信障害がありました。
	［TSCRootAcceptor::deactivate］
	TSCRootAcceptorの非活性化（non-active状態への遷移）の過程で通信障害がありました。


		開発時の対策
	［リトライ（TSCAdm::getTSCServer）］
	再度，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。
	［リトライ（TSCAdm::getTSCClient）］
	再度，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。
	［処理の終了（TSCAdm::releaseTSCServer）］
	TSCAdm::releaseTSCServerが受け付けられる前に，障害が発生しました。OTMの処理を終了してください。
	［処理の終了（TSCAdm::releaseTSCClient）］
	TSCAdm::releaseTSCClientが受け付けられる前に，障害が発生しました。OTMの処理を終了してください。
	［リトライ（TSCRootAcceptor::activate）］
	再度，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。
	［処理の終了（TSCRootAcceptor::deactivate）］
	TSCRootAcceptor::deactivateが受け付けられる前に，障害が発生しました。OTMの処理を終了してください。
	［処理の終了］
	保守コード1および保守コード2を取得して，OTMの処理を終了してください。TSCRootAcceptor::deactivateでこの例外が発生し，完了状態がCOMPLETED_MAYBE（0）の場合，TSCRootAcceptor::deactivateの処理が完了していないため，アプリケーションプロセスが異常終了するおそれがあります。


		運用時の対策
	［最大コネクション数（ファイルディスクリプタ数）の確認］
	プロセス単位で確立できる最大コネクション数，または取得できるファイルディスクリプタ数を超えて，コネクションを確立しようとした可能性が高いです。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位で確立できる最大コネクション数，または取得できるファイルディスクリプタ数の上限を変更し，再度，システムを開始してください。
	［指定ポート番号の確認］
	コマンドオプション引数-TSCPortに指定したポート番号は，すでにほかのプロセスで使用されている可能性があります。コマンドオプション引数-TSCPortに指定するポート番号をほかのプロセスが使用していないポート番号に変更し，再度，実行してください。




3011　INCOMPATIBLE_PROTOCOL
	
		障害内容
	OTMの通信プロトコル上で，バージョンの不一致がありました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	同じTSCドメインに含まれるOTMのシステムデーモン，またはアプリケーションプログラムの中で，バージョンの不一致があります。再度，確認してください。




3012　NOT_IGNORE_PROTOCOL
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	OTMの一部の機能についてバージョンの不一致がありました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	一部の機能について，場所コードで示されるプロセスのバージョンがほかのプロセスのバージョンと不一致です。再度，確認してください。




3021　DEACTIVATE_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::deactivate］
	TSCRootAcceptor::deactivateの処理中にエラーが発生しました。次の要因が考えられます。
		通信処理中にTSCデーモンで通信障害が発生しました。
	通信処理中にTSCデーモンでタイムアウトを検知しました。
	TSCObjectFactory::destroyのユーザ実装部分から例外が返されました。




		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。エラーの詳細についてはKFOT75122-Eメッセージの内容を参照してください。完了状態がCOMPLETED_MAYBE（0）の場合，TSCRootAcceptor::deactivateの処理が完了していないため，アプリケーションプロセスが異常終了するおそれがあります。




3023　RECEIVE_CONN_DOWN
	
		障害内容
	TSCデーモンからクライアントアプリケーションへの接続，またはTSCデーモンからTSCレギュレータへの接続が切断されていることを検知しました。


		開発時の対策
	［TSCデーモンへの接続からのリトライ］
	再度，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直し，コネクションを再接続してください。
	［ほかのTSCデーモンが開始済み］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCレギュレータおよびTSCデーモンの確認］
	TSCレギュレータ，およびTSCデーモンが開始していることを確認したあと，再度，クライアントアプリケーションを開始してください。




3998　TPBROKER_COMM_FAILURE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::COMM_FAILUREの例外通知を受けました。





付録D.4　内容コード4000～4999

4001　CALL_IN_HOLD
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	該当するインタフェース名称，およびTSCアクセプタ名称のTSCユーザオブジェクトが提供するサービスが閉塞中です。または，サーバアプリケーションが異常終了しました。


		開発時の対策
	［リトライ（閉塞解除ができる場合）］
	再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び出してください。
	［処理の終了（閉塞解除ができない場合）］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	該当するインタフェース名称，およびTSCアクセプタ名称のTSCユーザオブジェクトが提供するサービスが閉塞中の場合は，それらのサービスを閉塞解除してから，再度，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出してください。
	サーバアプリケーションが異常終了している場合は，必要に応じてサーバアプリケーションを再開始してから，再度，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出してください。




4002　RT_ACPT_IS_ACTIVE
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCRootAcceptorはすでにactive状態です。


		開発時の対策
	［TSCRootAcceptorの属性変更］
	TSCRootAcceptorの属性変更を反映させたい場合，一度，TSCRootAcceptor ::deactivateによってnon-active状態にしてから，再度，TSCRootAcceptor::activateを発行してください。




4005　SERV_CONN_IN_END
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCServer］
	TSCデーモンの終了処理中にTSCAdm::getTSCServerを発行しました。


		開発時の対策
	［ほかのTSCデーモンに接続］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの再開始］
	TSCデーモンを再開始したあと，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してください。




4006　ACTIVATE_IN_END
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCデーモンの終了処理中にactivateを発行しました。


		開発時の対策
	［ほかのTSCデーモンでの活性化（active状態への遷移）］
	ほかのTSCデーモンに対して，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの再開始］
	TSCデーモンを再開始したあと，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してください。




4007　CLNT_CONN_IN_END
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	TSCデーモンの終了処理中にTSCAdm::getTSCClientを発行しました。


		開発時の対策
	［ほかのTSCデーモンでのリトライ］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からからやり直してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの再開始］
	TSCデーモンを再開始したあと，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。




4008　DIFF_THREAD_CALL
	
		障害内容
	［TSCWatchTime::stop］
	時間監視を開始したスレッドと異なるスレッドで呼び出されました。


		開発時の対策
	スレッド制御が不正です。監視を開始したスレッドで呼び出してください。




4009　CALL_IN_END
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	終了処理中にオブジェクトを発行しました。オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了していません。


		開発時の対策
	［ほかのTSCデーモンでのリトライ］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの再開始］
	TSCデーモンを再開始したあと，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。




4010　ACPT_NOT_REGISTED
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCユーザアクセプタが登録されていない状態でactivateを発行しました。


		開発時の対策
	［TSCユーザアクセプタの登録］
	TSCAcceptor::registerAcceptorによってTSCユーザアクセプタを登録してください。




4011　SERV_CONN_IN_START
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCServer］
	TSCデーモンの初期化処理中にTSCAdm::getTSCServerを発行しました。


		開発時の対策
	［リトライ］
	再度，TSCAdm::getTSCServerを発行してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの開始待ち］
	TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してください。




4012　CLNT_CONN_IN_START
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	TSCデーモンの初期化処理中にTSCAdm::getTSCClientを発行しました。


		開発時の対策
	［リトライ］
	再度，TSCAdm::getTSCClientを発行してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの開始待ち］
	TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。




4013　TSCD_IS_NOT_MY_HOST
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::initServer］
	サーバアプリケーションまたはクライアントアプリケーションを管理元のTSCデーモンとは異なるホストで開始しました。
	OTMのクライアントアプリケーションを開始するときに自コンピュータ内にないTSCデーモンのTSCドメインおよびTSC識別子を指定しました。


		運用時の対策
	［再開始］
	管理元のTSCデーモンと同じホスト上でサーバアプリケーションを開始し直してください。




4014　OVER_ACPT_REGI
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::registerAcceptor］
	アクセプタの登録可能数の上限を超えました。


		開発時の対策
	TSCユーザアクセプタの登録数を既定値以下にしてください。




4015　NOT_SUPPORTED
	
		障害内容
	機能をサポートしていません。
	［TSCAdm.initClient］
	OTMで，Javaアプレットの場合のTSCAdm.initClientを発行しました。
	［TSCAdm::getTSCClient］
	シングルスレッドライブラリを使用して，wayにTSCAdm::TSC_ADM_DIRECTを指定してTSCAdm::getTSCClientを発行しました。
	［TSCAdm::initServer］
	［TSCAdm::getTSCServer］
	［TSCAdm::serverMainloop］
	［TSCAdm::releaseTSCServer］
	［TSCAdm::endServer］
	［TSCAdm::shutdown］
	シングルスレッドライブラリを使用しています。またはOTM - Clientでサーバアプリケーションのメソッドを発行しました。


		開発時の対策
	［リトライ（TSCAdm::getTSCClient）］
	wayにTSCAdm::TSC_ADM_REGULATORを指定して再度，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。
	［接続経路の確認（TSCAdm::getTSCClient）］
	接続経路がTSCレギュレータ経由になっているかどうかを確認してください。
	［処理の終了（TSCAdm::getTSCClient以外）］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［CLASSPATHの確認（TSCAdm::initClient）］
	CLASSPATHで，次について参照するよう指定されているかどうかを確認してください。
		UNIXを使用する場合
"格納ディレクトリ/tscj2cl.jar"

	Windowsを使用する場合
"格納ディレクトリ¥tscj2cl.jar"



	［リンケージライブラリの確認］
	［TSCAdm::initServer］
	［TSCAdm::getTSCServer］
	［TSCAdm::serverMainloop］
	［TSCAdm::releaseTSCServer］
	［TSCAdm::endServer］
	［TSCAdm::shutdown］
	上記のメソッドはOTM - Clientまたはシングルスレッドライブラリを使用する環境では使用できません。
	次に示すライブラリを使用する形でリンケージされているかどうかを確認してください。
		UNIXを使用する場合
libtscsv.slまたはlibtsccblsv.sl

	Windowsを使用する場合
tscsv.dll



	［上記以外］
	機能をサポートしていません。保守コード1～4を取得して，システム管理者に連絡してください。




4016　ACTIVATE_IN_START
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCデーモンの初期化処理中にTSCRootAcceptor::acitvateを発行しました。


		開発時の対策
	［リトライ］
	再度，TSCRootAcceptor::activateを発行してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの開始待ち］
	TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してください。




4018　DEACTIVATE_IN_END
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::deactivate］
	TSCデーモンの終了処理中にTSCRootAcceptor::deactivateを発行しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	TSCRootAcceptor::deactivateが受け付けられる前に，TSCデーモンが終了処理に入りました。OTMの処理を終了してください。




4020　CLNT_DISCONN_IN_END
	
		障害内容
	［TSCAdm::releaseTSCClient］
	TSCデーモンの終了処理中にTSCAdm::releaseTSCClientを発行しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	TSCAdm::releaseTSCClientが受け付けられる前に，TSCデーモンが終了処理に入りました。OTMの処理を終了してください。




4022　ACTIVATE_WITH_DIFF_PROP
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	すでに同じTSCルートアクセプタ登録名称でTSCRootAcceptorが登録されていて，該当するTSCRootAcceptorはすでに登録されているTSCRootAcceptorの提供できるサービスの種類（TSCサービス識別子の列）が違います。


		開発時の対策
	［属性の変更］
	TSCRootAcceptor::registerAcceptor，またはTSCRootAcceptor::cancelAcceptorによって，TSCRootAcceptorに登録されているTSCAcceptorを調整し，提供できるサービスの種類（TSCサービス識別子の列）を一致させてください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	同じTSCルートアクセプタ登録名称を利用するときは，TSCRootAcceptorの提供できるサービスの種類（TSCサービス識別子の列）を一致するようにしてください。




4023　CLNT_INIT_IN_END
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	TSCデーモンの終了処理中にTSCAdm::initClientを発行しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	TSCAdm::initClientが受け付けられる前に，TSCデーモンが終了処理に入りました。OTMの処理を終了してください。




4024　SERV_INIT_IN_END
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	TSCデーモンの終了処理中にTSCAdm::initServerを発行しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	TSCAdm::initServerが受け付けられる前に，TSCデーモンが終了処理に入りました。OTMの処理を終了してください。




4025　CLNT_INIT_IN_START
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	TSCデーモンの初期化処理中にTSCAdm::initClientを発行しました。


		開発時の対策
	［リトライ］
	再度，TSCAdm::initClientを発行してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの開始待ち］
	TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::initClientの処理からやり直してください。




4026　SERV_INIT_IN_START
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	TSCデーモンの初期化処理中にTSCAdm::initServerを発行しました。


		開発時の対策
	［リトライ］
	再度，TSCAdm::initServerを発行してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCデーモンの開始待ち］
	TSCデーモンが開始したあと，TSCAdm::initServerの処理からやり直してください。




4027　NOT_ACCEPT_OBJECT
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCユーザアクセプタからTSCObjectFactoryのcreateを呼び出しましたが，戻り値であるTSCユーザオブジェクトと，TSCユーザアクセプタのインタフェースが違います。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	TSCユーザオブジェクトファクトリをTSCユーザアクセプタのコンストラクタの引数に指定する場合，createの戻り値であるTSCユーザオブジェクトと，TSCユーザアクセプタのインタフェースを一致させてください。




4028　CLNT_COMMAND_START
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	tscstartprcコマンドから開始されたアプリケーションプログラムからTSCAdmクラスのinitClientメソッドを発行しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムの処理を終了してください。


		運用時の対策
	クライアントアプリケーションを直接，手動で開始してください。




4029　WATCH_IS_STARTED
	
		障害内容
	［TSCWatchTime::start］
	時間監視中に，監視開始が要求されました。
	［TSCWatchTime::reset］
	時間監視中に，監視時間のリセットが要求されました。


		開発時の対策
	時間監視を中断してから，メソッドを発行してください。




4030　WATCH_IS_STOPPED
	
		障害内容
	［TSCWatchTime::stop］
	時間監視終了または中断中に，監視中断が要求されました。


		開発時の対策
	時間監視を開始してから，監視中断を要求してください。




4031　SAME_APID_EXIST
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	指定されたアプリケーション識別子を持つサーバアプリケーションがすでにTSCデーモンに登録されています。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	重複しないアプリケーション識別子を再度指定して，サーバアプリケーションを開始してください。




4032　FILE_ACCESS_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::initServer］
	アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数-TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルがない，または何らかの理由によって開けません。
	［TSCORBコネクタの開始］
	TSCORBコネクタの開始時にコマンドオプション引数-TSCExceptConvertFileに指定した例外変換テーブルファイルがない，または何らかの理由によって開けません。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	［接続先情報ファイルの確認］
	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルがあるかどうかと，読み込み権限があるかどうかを確認してください。
	Javaアプレットの場合，コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceに，URLでないローカルファイル，またはアプレットダウンロード元以外のファイルのURLを指定するときは，署名によってJavaアプレットのセキュリティの制限を解除されているかどうかを確認してください。
	［例外変換テーブルファイルの確認］
	コマンドオプション引数-TSCExceptConvertFileに指定した例外変換テーブルファイルがあるかどうかと，読み込み権限があるかどうかを確認してください。




4033　SESSION_IN_END
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	［TSCSessionProxy::_TSCStop］
	セションが確立されていません。またはセション情報が削除されました。
	原因を次に示します。
	・セション確立先のサーバアプリケーションが異常終了しました。
	・セション呼び出しインターバル監視時間を経過しました。
	・セション情報を管理しているTSCデーモンが異常終了しました。


		開発時の対策
	［TSCSessionProxy::_TSCStartからのリトライ（オブジェクトのユーザメソッド）］
	TSCSessionProxyクラスの_TSCStopメソッドが発行されたか，またはセション呼び出しインターバル監視時間が過ぎたため，セションが解放された可能性があります。再度，セション呼び出すには，TSCSessionProxyクラスの_Startメソッドの発行からやり直してください。




4034　SESSION_IN_CALL
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	［TSCSessionProxy::_TSCStop］
	セション呼び出し中です。


		開発時の対策
	［セション呼び出しの確認］
	セション呼び出しが完了したあとで，オブジェクトのユーザメソッド発行およびTSCSessionProxyクラスの_TSCStopメソッドの処理からやり直してください。




4998　TPBROKER_NO_PERMISSION
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用してTSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_PERMISSIONの例外通知を受けました。





付録D.5　内容コード5000～5999

5001　PROPERTIES_FAILURE
	
		障害内容
	コマンドオプション引数の解析中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




5002　MSG_TYPE_FAILURE
	
		障害内容
	通信プロトコルの処理中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




5003　MUTEX_FAILURE
	
		障害内容
	排他制御の処理で障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大きくし，再度，システムを開始してください。




5004　SIG_COND_FAILURE
	
		障害内容
	排他制御付きスレッド間通信の処理で障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大きくし，再度，システムを開始してください。




5005　EVENT_FAILURE
	
		障害内容
	スレッド間通信の処理で障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大きくし，再度，システムを開始してください。




5006　SH_MEM_FAILURE
	
		障害内容
	共有メモリの初期化処理で障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	TSCSPOOL環境変数とTSCドメイン名称の関係が正しいかどうかを確認してください。また，tscstartコマンドの-TSCServerCacheSizeオプション引数の指定値が正しいかどうかを確認してください。




5007　THREAD_CREATE_FAILURE
	
		障害内容
	スレッド生成の処理中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	プロセス単位の最大スレッド数の上限を超えて，スレッドを生成しようとしました。プロセス単位のスレッド数の上限を大きくしてください。




5008　TSD_FAILURE
	
		障害内容
	スレッド固有メモリの初期化処理で障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大きくし，再度，システムを開始してください。




5010　SYSTEM_TIME_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCWatchTime::start］
	［TSCWatchTime::stop］
	［TSCWatchTime::reset］
	システム時間の取得に失敗しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




5011　CONN_INFO_FAILURE
	
		障害内容
	コネクション識別子の取得に失敗しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	場所コードで示される部分でメモリが不足している可能性が高いです。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位の最大ユーザメモリサイズを大きくし，再度，システムを開始してください。




5998　TPBROKER_INTERNAL
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INTERNALの例外通知を受けました。




5999　PROGRAM_ERROR
	
		障害内容
	OTMのシステム中で，その他の障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。さらに，クライアントアプリケーションまたはサーバアプリケーションのプロセスを終了させてください。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。





付録D.6　内容コード6000～6999

6001　INVALID_STREAM_LEN
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（Java）］
	CDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。ストリーム長に問題があります。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。




6002　INVALID_STREAM_VALUE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（Java）］
	CDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。ストリーム中の値に問題があります。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。




6003　MARSHAL_OTHERS
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（Java）］
	CDRマーシャルの処理中に，ストリーム長またはストリーム中の値以外の障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。




6004　REQ_MARSHAL_FAILURE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
	ユーザ要求データのCDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	さらに，クライアントアプリケーションがTSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出すときのin引数，またはinout引数の内容に誤りがないかどうかを確認してください。


		運用時の対策
	クライアントアプリケーションがTSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出すときのin引数，またはinout引数の内容に誤りがある可能性があります。引数の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




6005　REQ_UNMARSHAL_FAILURE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
	ユーザ要求データのCDRアンマーシャルの処理中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	さらに，クライアントアプリケーションがTSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出すときのin引数，またはinout引数の内容に誤りがないかどうかを確認してください。また，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンのユーザ定義IDLインタフェースが一致しているかどうかを確認してください。


		運用時の対策
	クライアントアプリケーションがTSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出すときのin引数，またはinout引数の内容に誤りがある可能性があります。または，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンのユーザ定義IDLインタフェースが一致していない可能性があります。引数の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




6006　REP_MARSHAL_FAILURE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
	ユーザ応答データのCDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻すout引数，inout引数，または戻り値の内容に誤りがないかどうかを確認してください。


		運用時の対策
	TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻すout引数，inout引数，または戻り値の内容に誤りがある可能性があります。引数または戻り値の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




6007　REP_UNMARSHAL_FAILURE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
	ユーザ応答データのCDRアンマーシャルの処理中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻すout引数，inout引数，または戻り値の内容に誤りがないかどうかを確認してください。また，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンのユーザ定義IDLインタフェースが一致しているかどうかを確認してください。


		運用時の対策
	TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻すout引数，inout引数，または戻り値の内容に誤りがある可能性があります。または，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンのユーザ定義IDLインタフェースが一致していない可能性があります。引数または戻り値の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




6008　UEXCEPT_MARSHAL_FAILURE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
	ユーザ例外データのCDRマーシャルの処理中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻すユーザ例外の内容に誤りがないかどうかを確認してください。


		運用時の対策
	TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻すユーザ例外の内容に誤りがある可能性があります。ユーザ例外の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




6009　UEXCEPT_UNMARSHAL_FAILURE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（C++）］
	ユーザ例外データのCDRアンマーシャルの処理中に障害が発生しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	さらに，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻すユーザ例外の内容に誤りがないかどうかを確認してください。また，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンのユーザ定義IDLインタフェースが一致しているかどうかを確認してください。


		運用時の対策
	TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドがクライアントアプリケーションに戻すユーザ例外の内容に誤りがある可能性があります。または，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンのユーザ定義IDLインタフェースが一致していない可能性があります。ユーザ例外の内容に誤りがないかどうかを確認してください。誤りがない場合は，内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。




6010　MARSHAL_ERROR
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド（Java）］
	CDRマーシャルに障害が発生しました。インタフェースの不一致です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，システム管理者に連絡してください。ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。




6998　TPBROKER_MARSHAL
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::MARSHALの例外通知を受けました。





付録D.7　内容コード7000～7999

7002　INVALID_DEF_TIMEOUT
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	［TSCAdm::initClient］
	アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数-TSCTimeOutに指定したタイムアウト値が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCTimeOutに，規定の監視時間値（0～2147483647（秒））を指定してください。




7003　INVALID_DEF_RT_ACPT
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	コマンドオプション引数-TSCRootAcceptorに指定したTSCルートアクセプタ登録名称が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCRootAcceptorに，規定のTSCルートアクセプタ登録名称（1～31文字の英数字）を指定してください。




7004　INVALID_DEF_PARALLEL_COUNT
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	コマンドオプション引数-TSCParallelCountに指定したパラレルカウント（常駐するスレッド数）が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCParallelCountに，規定のパラレルカウント値（1～127の符号なし整数）を指定してください。




7005　LOAD_SHLIB_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer（Java）］
	［TSCAdm::initClient（Java）］
	共用ライブラリの読み込みに失敗しました。


		開発時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	SHLIB_PATH環境変数が正しく設定されているかどうかを確認してください。




7006　INVALID_DEF_TSCID
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	［TSCAdm::initClient］
	コマンドオプション引数-TSCIDに指定したTSC識別子が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCIDに，規定のTSC識別子（1～31文字の英数字）を指定してください。




7007　INVALID_DEF_DOMAIN_NAME
	
		障害内容
	コマンドオプション引数-TSCDomainに指定したTSCドメイン名称が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCDomainに，規定のTSCドメイン名称（1～31文字の英数字）を指定してください。




7008　INVALID_DEF_WITH_SYSTEM
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	コマンドオプション引数-TSCWithSystemに指定した値が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCWithSystemに，規定の値（0または1）を指定してください。




7009　INVALID_ENV_TSCDIR
	
		障害内容
	TSCDIR環境変数またはTSCSPOOL環境変数が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	OTMがインストールされているディレクトリをTSCDIR環境変数に指定してください。またはTSCSPOOLディレクトリがあるかどうか，アクセス権限があるかどうかを確認してください。




7010　MTRACE_FAILURE
	
		障害内容
	モジュールトレース関連のコマンドオプション引数に指定した値が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	モジュールトレース関連のコマンドオプション引数に，規定の値を指定してください。




7011　INVALID_DEF_NICE
	
		障害内容
	コマンドオプション引数-TSCNiceに指定したnice値が不正です。そのため，モジュールトレースの初期化処理に失敗しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCNiceに，規定の値（符号なし整数）を指定してください。




7012　INVALID_DEF_PRIORITY
	
		障害内容
	アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数-TSCRequestPriorityに指定したプライオリティ値（優先順位）が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCRequestPriorityに，規定のプライオリティ値（1～8の符号なし整数）を指定してください。




7013　INVALID_DEF_ACPT
	
		障害内容
	サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCAcceptorに指定したTSCアクセプタ名称が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCAcceptorに，規定のTSCアクセプタ名称（1～31文字の英数字）を指定してください。




7014　INVALID_PRC_KIND
	
		障害内容
	［TSCDomainのコンストラクタ］
	TSCAdm::initServerまたはTSCAdm::initClientを発行する前にTSCDomainを生成しました。


		開発時の対策
	TSCAdm::initServerまたはTSCAdm::initClientを発行したあとにTSCDomainを生成し，TSCデーモンと接続してください。




7015　INVALID_DEF_REQUEST_WAY
	
		障害内容
	アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数-TSCRequestWayに指定した接続経路の値が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCRequestWayに，規定の値（1または0）を指定してください。




7016　INVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNT
	
		障害内容
	アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数-TSCClientMessageBufferCountに指定したクライアント通信用バッファ数が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCClientMessageBufferCountに，規定のクライアント通信用バッファ数（1～64の符号なし整数）を指定してください。




7017　INVALID_DEF_APID
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	コマンドオプション引数-TSCAPIDに指定したアプリケーション識別子が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムの処理を終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCAPIDに，規定のアプリケーション識別子（1～32文字の英数字）を指定してください。




7018　INVALID_DEF_WATCH_TIME
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCWatchTimeに指定した監視時間が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCWatchTimeに，規定の監視時間値（0～2147483647（秒））を指定してください。




7019　INVALID_DEF_WATCH_METHOD
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	サーバアプリケーションの開始時にコマンドオプション引数-TSCWatchMethodに指定した監視時間が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCWatchMethodに，規定の監視時間値（0～2147483647（秒））を指定してください。




7020　INVALID_DEF_MY_HOST
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::initServer］
	コマンドオプション引数-TSCMyHostに指定したホスト名称またはIPアドレスが不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCMyHostに，規定のホスト名称またはIPアドレス（1～64文字の文字列）を指定してください。




7021　INVALID_DEF_REBIND_TIMES
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::initServer］
	アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数-TSCRebindTimesに指定したリバインド回数が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCRebindTimesに，規定のリバインド回数（0～255の符号なし整数）を指定してください。




7022　INVALID_DEF_REBIND_INTERVAL
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::initServer］
	コマンドオプション引数-TSCRebindIntervalに指定したリバインド間隔が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCRebindIntervalに，規定のリバインド間隔（0～65535（秒））を指定してください。




7024　INVALID_DEF_RETRY_REFERENCE
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::initServer］
	アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数-TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルが不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceに，規定の接続先情報ファイル名称を指定してください。




7025　INVALID_FILE_FORMAT
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::initServer］
	アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数-TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルの形式が不正です。
	［TSCORBコネクタの開始］
	TSCORBコネクタの開始時にコマンドオプション引数-TSCExceptConvertFileに指定した例外変換テーブルファイルの形式が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	［接続先情報ファイルの確認］
	コマンドオプション引数-TSCRetryReferenceに指定した接続先情報ファイルが，tscgetrefコマンドで作成したファイルかどうかを確認してください。また，接続先情報ファイル作成時に，tscgetrefコマンドにこのバージョンで使用できない形式を指定していないかどうかを確認してください。
	また，接続先情報ファイルの内容を誤って変更していないかどうか，接続先情報ファイル名称にディレクトリを指定していないかどうかを確認してください。
	［例外変換テーブルファイルの確認］
	コマンドオプション引数-TSCExceptConvertFileに指定した例外変換テーブルファイルの内容が誤っていないかどうかと，例外変換テーブルファイル名称にディレクトリを指定していないかどうかを確認してください。




7030　INVALID_DEF_RETRY_WAY
	
		障害内容
	［TSCAdm::initClient］
	［TSCAdm::initServer］
	アプリケーションプログラムの開始時にコマンドオプション引数-TSCRetryWayに指定した値が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCRetryWayに，規定の値（4けたの符号なし整数）を指定してください。




7031　ALREADY_SHUTDOWN
	
		障害内容
	［TSCAdm:: getTSCClient］
	クライアントアプリケーションと，TSCデーモンまたはTSCレギュレータとの接続の過程で，CORBA::INITIALIZEの例外通知を受けました。
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	オブジェクトのユーザメソッドを呼び出す過程で，CORBA::INITIALIZEの例外通知を受けました。
	［TSCAdm:: releaseTSCClient］
	クライアントアプリケーションと，TSCデーモンまたはTSCレギュレータとの切断の過程で，CORBA::INITIALIZEの例外通知を受けました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	CORBA::ORB_init()またはORB::shutdown()が発行されていないかを確認してください。




7034　INVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILE
	
		障害内容
	コマンドオプション引数-TSCExceptConvertFileに指定した例外変換テーブルファイル名称が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCExceptConvertFileに，規定の例外変換テーブルファイル名称を指定してください。




7035　ENTRY_FAILURE
	
		障害内容
	[TSCAdm::initServer]
	サーバアプリケーションのプロセス登録処理で障害が発生しました。


		開発時の対策
	[処理の終了]
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	TSCAdm::initServerの発行までの時間が長過ぎる可能性があります。tscstartprcコマンドの-TSCStartTimeOutオプションの指定値を増やして，再度サーバアプリケーションを起動してください。




7036　INVALID_DEF_SESSION_INTERVAL
	
		障害内容
	コマンドオプション引数-TSCSessionIntervalに指定したセション呼び出しインターバル監視時間が不正です。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	コマンドオプション引数-TSCSessionIntervalに，規定のセション呼び出しインターバル監視時間（1～2147483647の符号なし整数）を指定してください。




7998　TPBROKER_INITIALIZE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INITIALIZEの例外通知を受けました。





付録D.8　内容コード8000～8999

8001　NO_SUCH_INTERF
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼び出しましたが，TSCユーザプロキシと同じインタフェース名称のTSCユーザオブジェクトが活性化されていません（active状態ではありません）。そのため，該当するTSCユーザオブジェクト呼び出しは成功しませんでした。


		開発時の対策
	［リトライ］
	該当するインタフェース名称のTSCユーザオブジェクトをactive状態に遷移させたあと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，TSCユーザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCユーザオブジェクトの活性化（active状態への遷移）］
	該当するインタフェース名称のTSCユーザオブジェクトをactive状態に遷移させたあと，再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び出す処理をしてください。
	［環境設定の確認］
	TSCドメインマネジャの環境設定に誤りがないかどうかを確認し，対策したあと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してください。次に示す環境設定に誤りがある可能性があります。
		OSAGENT_PORT環境変数の指定値
	コマンドオプション引数-TSCDomainの指定値
	コマンドオプション引数-TSCPortの指定値
	コマンドオプション引数-TSCSendIntervalの指定値






8002　NO_SUCH_ACPT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼び出しましたが，TSCユーザプロキシと同じインタフェース名称で，かつ，同じTSCアクセプタ名称のTSCユーザオブジェクトが活性化されていません（active状態ではありません）。そのため，該当するTSCユーザオブジェクト呼び出しは成功しませんでした。


		開発時の対策
	［リトライ］
	該当するインタフェース名称，TSCアクセプタ名称のTSCユーザオブジェクトをactive状態に遷移させたあと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，TSCユーザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。


		運用時の対策
	該当するインタフェース名称，およびTSCアクセプタ名称のTSCユーザオブジェクトをactive状態に遷移させたあと，再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び出す処理を実行してください。




8998　TPBROKER_NO_IMPLEMENT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_IMPLEMENTの例外通知を受けました。





付録D.9　内容コード9000～9999

9001　NO_SUCH_OP_NAME
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼び出しましたが，クライアント側から呼び出したオペレーションがサーバ側のTSCユーザオブジェクトでサポートされていません。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，TSCユーザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。
	ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。
	クライアント側から呼び出しオペレーションがサーバ側でサポートされていません。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得して，システム管理者に連絡してください。ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。




9998　TPBROKER_BAD_OPERATION
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_OPERATIONの例外通知を受けました。





付録D.10　内容コード10000～10999

10001　OVER_MAX_CLNT
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	TSCデーモンに直結するクライアントアプリケーションおよびTSCレギュレータの数が，TSCデーモンのコマンドオプション引数-TSCClientConnectCountで指定した値を超過しました。


		開発時の対策
	［処理を終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	［リトライ（ほかのTSCデーモンが開始済みの場合）］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数-TSCClientConnectCountの値を増加させて，再度，開始してください。
	［ほかのTSCデーモンの開始］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。




10002　OVER_MAX_SERV
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCServer］
	TSCデーモンに接続するサーバアプリケーションの数が，TSCデーモンのコマンドオプション引数-TSCServerConnectCountで指定した値を超過しました。


		開発時の対策
	［処理を終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	［リトライ（ほかのTSCデーモンが開始済みの場合）］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数-TSCServerConnectCountの値を増加させて，再度，開始してください。
	［ほかのTSCデーモンの開始］
	ほかのTSCデーモンを開始し，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。




10005　OVER_ADM_MAX_CLNT
	
		障害内容
	［TSCAdm:initClient］
	TSCデーモンに管理されるプロセス数が，TSCデーモンのコマンドオプション引数-TSCEntryCountで指定した値を超過しました。


		開発時の対策
	［処理を終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数-TSCEntryCount（省略している場合は-TSCClientConnectCount）の値を増加させて，再度，開始してください。
	［ほかのTSCデーモンの開始］
	ほかのTSCデーモンに管理されるように，コマンドオプション引数-TSCDomainおよび-TSCIDの値を変更してください。




10006　OVER_ADM_MAX_SERV
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	TSCデーモンに管理されるプロセス数が，TSCデーモンのコマンドオプション引数-TSCEntryCountで指定した値を超過しました。


		開発時の対策
	［処理を終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数-TSCEntryCount（省略している場合は-TSCServerConnectCount）の値を増加させて，再度，開始してください。
	［ほかのTSCデーモンの開始］
	ほかのTSCデーモンに管理されるように，コマンドオプション引数-TSCDomainおよび-TSCIDの値を変更してください。




10007　OVER_MAX_RT_ACPT_REGI
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCデーモンに登録するTSCルートアクセプタ数が，TSCデーモンのコマンドオプション引数-TSCRootAcceptorCountまたは-TSCRootAcceptorRegistCountに指定した値を超過しました。


		開発時の対策
	［処理を終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	［リトライ（ほかのTSCデーモンが開始済みの場合）］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerの処理からやり直してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数-TSCRootAcceptorCount，または-TSCRootAcceptorRegistCountの値を増加させて，再度，開始してください。
	［ほかのTSCデーモンの開始］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。




10008　OVER_MAX_THIN_CLIENT
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	TSCレギュレータ経由でTSCデーモンに接続する，クライアントアプリケーションの数がTSCレギュレータのコマンドオプション引数-TSCClientConnectCountで指定した値を超過しました。または，クライアントアプリケーションの開始時にTSCレギュレータが動作していません。


		開発時の対策
	［処理を終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	［リトライ（ほかのTSCデーモンが開始済みの場合）］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	TSCレギュレータを終了後，コマンドオプション引数-TSCClientConnectCountの値を増加させて，再度，開始してください。または，クライアントアプリケーションの開始時までにTSCレギュレータを開始してください。
	［ほかのTSCデーモンの開始］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直してください。




10009　OVER_MAX_DISPATCH_PARALLEL
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCデーモンに登録するTSCルートアクセプタのパラレルカウント（常駐するスレッド数）の和が，TSCデーモンのコマンドオプション引数-TSCDispatchParallelCountで指定した値を超過しました。


		開発時の対策
	［処理を終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。
	［リトライ（ほかのTSCデーモンが開始済みの場合）］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm:getTSCServerの処理からやり直してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	TSCデーモンを終了後，コマンドオプション引数-TSCDispatchParallelCountの値を増加させて，再度，開始してください。
	［ほかのTSCデーモンの開始］
	ほかのTSCデーモンに対し，TSCAdm::getTSCServerからやり直してください。




10010　OVER_MAX_REQUEST_COUNT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側から呼び出したインタフェース名称と同じTSCユーザオブジェクトを持つTSCルートアクセプタの，スケジュール用キューの最大値を超えています。


		開発時の対策
	［リトライ］
	再度，オブジェクトを呼び出してください。スケジュール用キューに空きができている可能性があります。
	長時間連続して発生する場合は，該当するインタフェース名称のTSCユーザオブジェクトを持つTSCルートアクセプタの常駐プロセス数，またはTSCルートアクセプタのプロセス数を増加してください。
	［処理を終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	該当するインタフェース名称と同じTSCユーザオブジェクトを持つTSCルートアクセプタを増加するか，TSCルートアクセプタのパラレルカウント数を増加させて，再度，TSCルートアクセプタを開始してください。




10011　OVER_MAX_ORB_CLIENT
	
		障害内容
	［ORBクライアントからのリクエスト時］
	TSCORBコネクタに接続するORBクライアントアプリケーションの数が，TSCORBコネクタを開始時にtscstartgwコマンドに指定したコマンドオプション引数-TSCClientConnectCountの値を超過しました。


		開発時の対策
	［ほかのTSCORBコネクタが開始済み］
	ほかのTSCORBコネクタに対し，接続処理からやり直してください。


		運用時の対策
	［定義の変更］
	TSCORBコネクタを終了後，コマンドオプション引数-TSCClientConnectCountの値を増加させて，再度，TSCORBコネクタを開始してください。
	［ほかのTSCORBコネクタの開始］
	ほかのTSCORBコネクタに対し，接続処理からやり直してください。




10998　TPBROKER_NO_RESOURCES
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_RESOURCESの例外通知を受けました。





付録D.11　内容コード11000～11999

11001　TIMED_OUT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	オブジェクトのユーザメソッド呼び出しの応答が，監視時間を超えても戻りません。オブジェクトのユーザメソッドの呼び出しは完了している可能性があります。




11998　TPBROKER_NO_RESPONSE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::NO_RESPONSEの例外通知を受けました。





付録D.12　内容コード12000～12999

12002　ALREADY_ACTIVE
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	すでにTSCRootAcceptorのactivateを発行していて，TSCルートアクセプタはactive状態です。


		開発時の対策
	［TSCRootAcceptorの属性を変更する場合］
	一度，TSCRootAcceptorのdeactivateを発行して，non-active状態に遷移させてください。その後，TSCRootAcceptorの属性を変更し，再度，activateを発行してください。TSCRootAcceptorはactive状態です。




12003　ALREADY_DEACTIVE
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::deactivate］
	TSCRootAcceptorはnon-active状態です。


		開発時の対策
	［処理の続行］
	無視して，処理を続けてください。TSCRootAcceptorはnon-active状態です。




12004　CLNT_NOT_INITIALIZED
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	［TSCAdm::endClient］
	TSCAdm::initClientまたはTSCAdm::initServerが発行されていません。


		開発時の対策
	ユーザメソッドは，TSCAdm::initClientの発行からTSCAdm::endClientの発行までの間，またはTSCAdm::initServerの発行からTSCAdm::endServerの発行までの間で使用してください。




12005　SERV_NOT_INITIALIZED
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCServer］
	［TSCAdm::serverMainloop］
	［TSCAdm::releaseTSCServer］
	［TSCAdm::endServer］
	［TSCAdm::shutdown］
	TSCAdm::initServerが発行されていません。


		開発時の対策
	［リトライ］
	TSCAdmのinitServerの処理からやり直してください。




12006　ALREADY_INITCLNT
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	TSCAdm::initClientの発行後は，TSCAdm::initServerを呼び出すことはできません。
	［TSCAdm::initClient］
	すでにTSCAdm::initClientを発行済みで，クライアントアプリケーションの初期化処理が完了しています。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	TSCAdm::initClientまたはTSCAdm::initServerの呼び出しは有効になりません。クライアントアプリケーションの処理を終了させてください。




12007　ALREADY_INITSERV
	
		障害内容
	［TSCAdm::initServer］
	すでにTSCAdm::initServerを発行済みで，サーバアプリケーションの初期化処理が完了しています。
	［TSCAdm::initClient］
	TSCAdm::initServerの発行後は，TSCAdm::initClientを呼び出すことはできません。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	TSCAdm::initServerまたはTSCAdm::initClientの呼び出しは有効になりません。サーバアプリケーションの処理を終了させてください。TSCAdm::initServerは，プロセスで1回しか呼び出せません。




12008　ALREADY_SERV_ML
	
		障害内容
	［TSCAdm::serverMainloop］
	すでに別のスレッドでTSCAdm::serverMainloopが発行済みです。


		開発時の対策
	［処理の続行］
	TSCAdm::serverMainloopの呼び出しは有効になりません。




12013　ALREADY_SESSION_START
	
		障害内容
	［TSCSessionProxy::_TSCStart］
	すでにTSCSessionProxy::_TSCStartが発行されています。


		開発時の対策
	［処理の続行］
	無視して，処理を続けてください。セション呼び出し初期化処理は完了しています。




12014　SESSION_NOT_START
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	［TSCSessionProxy::_TSCStop］
	TSCSessionProxy::_TSCStartが発行されていません。


		開発時の対策
	［リトライ］
	TSCSessionProxyクラスの_TSCStartの処理からやり直してください。




12019　ALREADY_DISCONN
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	切断済みのコネクション，または削除中のTSCClientに対してリクエストを送信しようとしました。


		開発時の対策
	［TSCデーモンへの接続からのリトライ］
	再度，TSCAdm::getTSCClientの処理からやり直し，コネクションを再接続してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。


		運用時の対策
	［TSCレギュレータおよびTSCデーモンの確認］
	TSCレギュレータ，およびTSCデーモンが開始していることを確認したあと，再度，クライアントアプリケーションを開始してください。




12998　TPBROKER_BAD_INV_ORDER
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_INV_ORDERの例外通知を受けました。





付録D.13　内容コード13000～13999

13001　REBIND_FAILURE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	［TSCSessionProxy::_TSCStart］
	［TSCSessionProxy::_TSCStop］
	アプリケーションプログラムの開始時に，コマンドオプション引数-TSCRebindTimesで指定した回数分連続して，リバインド処理に失敗しました。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。
	［再接続］
	再度，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出してください。




13002　ALL_CONN_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCAdm::getTSCClient］
	接続先情報ファイルに指定されたすべての接続に失敗しました。


		開発時の対策
	［リトライ（TSCAdm::getTSCClient）］
	再度，TSCAdm::getTSCClientからやり直してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，アプリケーションプログラムを終了してください。


		運用時の対策
	［最大コネクション数（ファイルディスクリプタ数）の確認］
	プロセス単位で確立できる最大コネクション数，または取得できるファイルディスクリプタ数を超えて，コネクションを確立しようとした可能性が高いです。OTMのシステムを終了してください。その後，プロセス単位で確立できる最大コネクション数，または取得できるファイルディスクリプタ数の上限を変更し，再度，システムを開始してください。
	［指定ポート番号の確認］
	コマンドオプション引数-TSCPortに指定したポート番号は，すでにほかのプロセスで使用されている可能性があります。コマンドオプション引数-TSCPortに指定するポート番号をほかのプロセスが使用していないポート番号に変更し，再度，実行してください。
	［接続先情報ファイルの確認］
	接続先情報ファイルの内容が適切でないおそれがあります。接続先情報ファイルの内容を修正し，再度実行してください。




13998　TPBROKER_TRANSIENT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::TRANSIENTの例外通知を受けました。





付録D.14　内容コード14000～14999

14001　SERV_NO_SUCH_INTERF
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼び出しましたが，TSCユーザプロキシと同じインタフェース名称のTSCユーザオブジェクトがサーバアプリケーション上にありません。そのため，TSCユーザオブジェクト呼び出しは成功しませんでした。


		開発時の対策
	［リトライ］
	該当するインタフェース名称のTSCユーザオブジェクトを活性化（active状態に遷移）させたあと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，TSCユーザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。


		運用時の対策
	該当するインタフェース名称のTSCユーザオブジェクトを活性化（active状態に遷移）させたあと，再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び出す処理を実行してください。




14002　SERV_NO_SUCH_ACPT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼び出しましたが，TSCユーザプロキシと同じインタフェース名称で，かつ，同じTSCアクセプタ名称のTSCユーザオブジェクトがサーバアプリケーション上にありません。そのため，TSCユーザオブジェクト呼び出しは成功しませんでした。


		開発時の対策
	［リトライ］
	該当するインタフェース名称，TSCアクセプタ名称のTSCユーザオブジェクトを活性化（active状態に遷移）させたあと，再度，TSCユーザオブジェクトを呼び出してください。
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，TSCユーザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。


		運用時の対策
	該当するインタフェース名称，およびTSCアクセプタ名称のTSCユーザオブジェクトを活性化（active状態に遷移）させたあと，再度，オブジェクトのユーザメソッドを呼び出す処理を実行してください。




14998　TPBROKER_OBJECT_NOT_EXIST
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::OBJECT_NOT_EXISTの例外通知を受けました。





付録D.15　内容コード15000～15999

15001　COMMON_EXCEPTION
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，TSCSystemException以外の例外通知を受けました。
	［ORBクライアントからのリクエスト］
	ORBクライアントからのリクエストの処理中に，TSCORBコネクタ内でTSCSystemExceptionおよびCORBA::SystemException以外の例外が発生しました。




15002　INVALID_USER_EXCEPTION
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトを呼び出しユーザ例外通知を受けましたが，解釈できません。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，TSCユーザオブジェクト呼び出しの処理を終了してください。
	ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。または，サーバ側から通知されたユーザ例外がクライアント側でサポートされていません。


		運用時の対策
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得して，システム管理者に連絡してください。ユーザ定義IDLインタフェースから生成される，クライアント側のTSCユーザプロキシとサーバ側のTSCユーザスケルトンが異なる可能性があります。再度，トランザクションフレームジェネレータを使用して生成し，アプリケーションプログラムをコンパイルおよびリンクしてください。




15998　TPBROKER_UNKNOWN
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::UNKNOWNの例外通知を受けました。





付録D.16　内容コード16000～16999

16001　FACTORY_CREATE_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCObjectFactory::createからTSCSystemException以外の通知を受けました。TSCRootAcceptor::activateは失敗しています。


		開発時の対策
	［リトライ］
	TSCObjectFactory::createで例外を通知しない状態で，再度，TSCRootAcceptor::activateを発行してください。




16002　THREAD_FACTORY_CREATE_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCThreadFactory::createからTSCSystemException以外の通知を受けました。TSCRootAcceptor::activateは失敗しています。


		開発時の対策
	［リトライ］
	TSCThreadFactory::createで例外を通知しない状態で，再度，TSCRootAcceptor::activateを発行してください。




16003　FACTORY_DESTROY_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::deactivate］
	TSCObjectFactory::destroyからTSCSystemException以外の通知を受けました。TSCRootAcceptor::deactivateは失敗しています。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。完了状態がCOMPLETED_MAYBE（0）の場合，TSCRootAcceptor::deactivateの処理が完了していないため，アプリケーションプロセスが異常終了するおそれがあります。




16004　THREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURE
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::deactivate］
	TSCThreadFactory::destroyからTSCSystemException以外の通知を受けました。TSCRootAcceptor::deactivateは失敗しています。


		開発時の対策
	［処理の終了］
	内容コード，場所コード，完了状態，および保守コード1～4を取得し，OTMの処理を終了してください。完了状態がCOMPLETED_MAYBE（0）の場合，TSCRootAcceptor::deactivateの処理が完了していないため，アプリケーションプロセスが異常終了するおそれがあります。




16005　CREATED_OBJECT_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCObjectFactory::createがnullで返りました。TSCRootAcceptor::activateは失敗しています。


		開発時の対策
	［リトライ］
	TSCObjectFactory::createで例外を通知しない状態で，再度， TSCRootAcceptor::activateを発行してください。




16006　CREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULL
	
		障害内容
	［TSCRootAcceptor::activate］
	TSCThreadFactory::createがnullで返りました。TSCRootAcceptor::activateは失敗しています。


		開発時の対策
	［リトライ］
	TSCThreadFactory::createで例外を通知しない状態で，再度，TSCRootAcceptor::activateを発行してください。
	［確認］
	TSCObjectFactoryの状態を確認してください。




16998　TPBROKER_INV_OBJREF
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INV_OBJREFの例外通知を受けました。





付録D.17　内容コード17000以降

17998　TPBROKER_IMP_LIMIT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::IMPLIMITの例外通知を受けました。




18998　TPBROKER_BAD_TYPECODE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_TYPECODEの例外通知を受けました。




19998　TPBROKER_PERSIST_STORE
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::PERSIST_STOREの例外通知を受けました。




20998　TPBROKER_FREE_MEM
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::FREE_MEMの例外通知を受けました。




21998　TPBROKER_INV_IDENT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INV_IDENTの例外通知を受けました。




22998　TPBROKER_INV_FLAG
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INV_FLAGの例外通知を受けました。




23998　TPBROKER_INTF_REPOS
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::INTF_REPOSの例外通知を受けました。




24998　TPBROKER_BAD_CONTEXT
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::BAD_CONTEXTの例外通知を受けました。




25998　TPBROKER_OBJ_ADAPTER
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::OBJ_ADAPTERの例外通知を受けました。




26998　TPBROKER_DATA_CONVERSION
	
		障害内容
	［オブジェクトのユーザメソッド］
	クライアント側からTSCユーザプロキシを使用して，TSCユーザオブジェクトのユーザメソッドを呼び出しましたが，CORBA::DATA_CONVERSIONの例外通知を受けました。




27998　TPBROKER_TRANSACTION_REQUIRED
	
		障害内容
	［CORBAメソッド］
	CORBA::TRANSACTION_REQUIREDの例外通知を受けました。




28998　TPBROKER_TRANSACTION_ROLLEDBACK
	
		障害内容
	［CORBAメソッド］
	CORBA::TRANSACTION_ROLLEDBACKの例外通知を受けました。




29998　TPBROKER_INVALID_TRANSACTION
	
		障害内容
	［CORBAメソッド］
	CORBA::INVALID_TRANSACTIONの例外通知を受けました。




30998　TPBROKER_INV_POLICY
	
		障害内容
	［CORBAメソッド］
	CORBA::INV_POLICYの例外通知を受けました。




31998　TPBROKER_CODESET_INCOMPATIBLE
	
		障害内容
	［CORBAメソッド］
	CORBA::CODESET_INCOMPATIBLEの例外通知を受けました。




32998　TPBROKER_REBIND
	
		障害内容
	［CORBAメソッド］
	CORBA::REBINDの例外通知を受けました。




33998　TPBROKER_TIMEOUT
	
		障害内容
	［CORBAメソッド］
	CORBA::TIMEOUTの例外通知を受けました。





索引
[記号]
[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ][Ｅ][Ｆ][Ｇ][Ｉ][Ｌ][Ｍ][Ｎ][Ｏ][Ｐ][Ｒ][Ｓ][Ｔ][Ｕ][Ｗ]
[ア行][カ行][サ行][タ行][ナ行][ハ行][ヤ行][ラ行]
(記号)
	_TSCAcceptorName
	_TSCAcceptorName
	_TSCAcceptorName
	_TSCAcceptorName
	_TSCAcceptorName
	_TSCAcceptorName()
	_TSCContext
	_TSCContext
	_TSCContext
	_TSCContext
	_TSCInterfaceName
	_TSCInterfaceName
	_TSCInterfaceName
	_TSCInterfaceName
	_TSCInterfaceName
	_TSCInterfaceName
	_TSCPriority
	_TSCPriority
	_TSCPriority
	_TSCSessionInterval
	_TSCSessionInterval
	_TSCStart
	_TSCStart
	_TSCStop
	_TSCStop
	_TSCThread
	_TSCThread
	_TSCTimeout
	_TSCTimeout
	_TSCTimeout
	_TSCTimeout

(英字)
	(Ａ)
	ABC_TSCacpt（C++）
	ABC_TSCacpt（Java）
	ABC_TSCfactimpl（C++）
	ABC_TSCfactimpl（Java）
	ABC_TSCimpl（C++）
	ABC_TSCimpl（Java）
	ABC_TSCprxy（C++）
	ABC_TSCprxy（Java）
	ABC_TSCsk（C++）
	ABC_TSCsk（Java）
	ABC_TSCspxy（C++）
	ABC_TSCspxy（Java）
	ACPT_IS_NULL
	ACPT_NOT_REGISTED
	activate
	activate
	ACTIVATE_IN_END
	ACTIVATE_IN_START
	ACTIVATE_WITH_DIFF_PROP
	ALL_CONN_FAILURE
	ALREADY_ACTIVE
	ALREADY_DEACTIVE
	ALREADY_DISCONN
	ALREADY_INITCLNT
	ALREADY_INITSERV
	ALREADY_SERV_ML
	ALREADY_SESSION_START
	ALREADY_SHUTDOWN

	(Ｂ)
	BAD_CONTEXT
	BAD_CONTEXT
	BAD_INV_ORDER
	BAD_INV_ORDER
	BAD_OPERATION
	BAD_OPERATION
	BAD_PARAM
	BAD_PARAM
	BAD_TYPECODE
	BAD_TYPECODE
	BASIC_CONN_FAILURE

	(Ｃ)
	CALL_IN_END
	CALL_IN_HOLD
	cancelAcceptor
	cancelAcceptor
	CLNT_COMMAND_START
	CLNT_CONN_IN_END
	CLNT_CONN_IN_START
	CLNT_DISCONN_IN_END
	CLNT_INIT_IN_END
	CLNT_INIT_IN_START
	CLNT_IS_NULL
	CLNT_NOT_INITIALIZED
	CODESET_INCOMPATIBLE
	CODESET_INCOMPATIBLE
	COMM_FAILURE
	COMM_FAILURE
	COMMON_EXCEPTION
	COMPLETED_MAYBE
	COMPLETED_MAYBE
	COMPLETED_MAYBE
	COMPLETED_MAYBE
	COMPLETED_MAYBE
	COMPLETED_NO
	COMPLETED_NO
	COMPLETED_NO
	COMPLETED_NO
	COMPLETED_NO
	COMPLETED_YES
	COMPLETED_YES
	COMPLETED_YES
	COMPLETED_YES
	COMPLETED_YES
	CONN_FAILURE
	CONN_INFO_FAILURE
	CREATED_OBJECT_IS_NULL
	CREATED_THREAD_OBJECT_IS_NULL

	(Ｄ)
	DATA_CONVERSION
	DATA_CONVERSION
	deactivate
	deactivate
	DEACTIVATE_FAILURE
	DEACTIVATE_IN_END
	DIFF_THREAD_CALL
	DOMAIN_IS_NULL

	(Ｅ)
	endClient
	endClient
	endServer
	endServer
	ENTRY_FAILURE
	EVENT_FAILURE

	(Ｆ)
	FACTORY_CREATE_FAILURE
	FACTORY_DESTROY_FAILURE
	FILE_ACCESS_FAILURE
	FREE_MEM
	FREE_MEM

	(Ｇ)
	get_status
	get_status
	getAcceptorName
	getAcceptorName
	getCompletionStatus
	getCompletionStatus
	getDetailCode
	getDetailCode
	getErrorCode
	getErrorCode
	getInterfaceName
	getInterfaceName
	getMaintenanceCode1
	getMaintenanceCode1
	getMaintenanceCode2
	getMaintenanceCode2
	getMaintenanceCode3
	getMaintenanceCode3
	getMaintenanceCode4
	getMaintenanceCode4
	getParallelCount
	getParallelCount
	getPlaceCode
	getPlaceCode
	getTSCClient
	getTSCClient
	getTSCClient
	getTSCClient
	getTSCDomainName
	getTSCDomainName
	getTSCDomainName
	getTSCID
	getTSCID
	getTSCID
	getTSCServer
	getTSCServer
	getUserData
	getUserData
	getUserDataLength
	getUserDataRelease

	(Ｉ)
	IDLコンパイラが生成するクラス
	IDLコンパイラが生成するクラス
	IDLコンパイラが生成するクラス
	IDLコンパイラが生成するクラス
	IDLコンパイラが生成するクラス
	IDLコンパイラが生成するクラス
	IDL定義一覧
	IDLデータ型
	IDL文法の注意事項
	IMP_LIMIT
	IMP_LIMIT
	INCOMPATIBLE_PROTOCOL
	initClient
	initClient
	INITIALIZE
	INITIALIZE
	initServer
	initServer
	INTERNAL
	INTERNAL
	INTF_REPOS
	INTF_REPOS
	INV_FLAG
	INV_FLAG
	INV_IDENT
	INV_IDENT
	INV_OBJREF
	INV_OBJREF
	INV_POLICY
	INV_POLICY
	INVALID_ACPT_NAME
	INVALID_ACPT_REGID
	INVALID_DEF_ACPT
	INVALID_DEF_APID
	INVALID_DEF_CLIENT_MESSAGE_BUFFER_COUNT
	INVALID_DEF_DOMAIN_NAME
	INVALID_DEF_EXCEPT_CONVERT_FILE
	INVALID_DEF_MY_HOST
	INVALID_DEF_NICE
	INVALID_DEF_PARALLEL_COUNT
	INVALID_DEF_PRIORITY
	INVALID_DEF_REBIND_INTERVAL
	INVALID_DEF_REBIND_TIMES
	INVALID_DEF_REQUEST_WAY
	INVALID_DEF_RETRY_REFERENCE
	INVALID_DEF_RETRY_WAY
	INVALID_DEF_RT_ACPT
	INVALID_DEF_SESSION_INTERVAL
	INVALID_DEF_TIMEOUT
	INVALID_DEF_TSCID
	INVALID_DEF_WATCH_METHOD
	INVALID_DEF_WATCH_TIME
	INVALID_DEF_WITH_SYSTEM
	INVALID_DOMAIN_NAME
	INVALID_ENV_TSCDIR
	INVALID_FILE_FORMAT
	INVALID_FLAG
	INVALID_OP_PARAM
	INVALID_PARALLEL_COUNT
	INVALID_PRC_KIND
	INVALID_PRIORITY
	INVALID_REQUEST_WAY
	INVALID_RETRY_REQUIREMENT
	INVALID_RT_ACPT_NAME
	INVALID_SESSION_INTERVAL
	INVALID_STREAM_LEN
	INVALID_STREAM_VALUE
	INVALID_TIMEOUT
	INVALID_TRANSACTION
	INVALID_TRANSACTION
	INVALID_TSCID
	INVALID_USER_EXCEPTION
	INVALID_WATCH_TIME

	(Ｌ)
	LOAD_SHLIB_FAILURE

	(Ｍ)
	MARSHAL
	MARSHAL
	MARSHAL_ERROR
	MARSHAL_OTHERS
	MEM_ALLOC_FAILURE
	MSG_TYPE_FAILUR
	MTRACE_FAILURE
	MUTEX_FAILURE

	(Ｎ)
	NO_IMPLEMENT
	NO_IMPLEMENT
	NO_MEMORY
	NO_MEMORY
	NO_PERMISSION
	NO_PERMISSION
	NO_RESOURCES
	NO_RESOURCES
	NO_RESPONSE
	NO_RESPONSE
	NO_SUCH_ACPT
	NO_SUCH_INTERF
	NO_SUCH_OP_NAME
	NOT_ACCEPT_OBJECT
	NOT_IGNORE_PROTOCOL
	NOT_SUPPORTED

	(Ｏ)
	OBJ_ADAPTER
	OBJ_ADAPTER
	OBJ_FACT_IS_NULL
	OBJECT_NOT_EXIST
	OBJECT_NOT_EXIST
	ORB_IS_NULL
	OVER_ACPT_REGI
	OVER_ADM_MAX_CLNT
	OVER_ADM_MAX_SERV
	OVER_MAX_CLNT
	OVER_MAX_DISPATCH_PARALLEL
	OVER_MAX_ORB_CLIENT
	OVER_MAX_REQUEST_COUNT
	OVER_MAX_RT_ACPT_REGI
	OVER_MAX_SERV
	OVER_MAX_THIN_CLIENT

	(Ｐ)
	PERSIST_STORE
	PERSIST_STORE
	PLACE_CODE_CLNT
	PLACE_CODE_CLNT
	PLACE_CODE_CLNT
	PLACE_CODE_CLNT
	PLACE_CODE_CLNT
	PLACE_CODE_CLNT_REG
	PLACE_CODE_CLNT_REG
	PLACE_CODE_CLNT_REG
	PLACE_CODE_CLNT_REG
	PLACE_CODE_CLNT_REG
	PLACE_CODE_DAEMON
	PLACE_CODE_DAEMON
	PLACE_CODE_DAEMON
	PLACE_CODE_DAEMON
	PLACE_CODE_DAEMON
	PLACE_CODE_ORBGW
	PLACE_CODE_ORBGW
	PLACE_CODE_ORBGW
	PLACE_CODE_ORBGW
	PLACE_CODE_ORBGW
	PLACE_CODE_SERV
	PLACE_CODE_SERV
	PLACE_CODE_SERV
	PLACE_CODE_SERV
	PLACE_CODE_SERV
	PLACE_CODE_SKELTON
	PLACE_CODE_SKELTON
	PLACE_CODE_SKELTON
	PLACE_CODE_SKELTON
	PLACE_CODE_SKELTON
	PLACE_CODE_STUB
	PLACE_CODE_STUB
	PLACE_CODE_STUB
	PLACE_CODE_STUB
	PLACE_CODE_STUB
	PLACE_CODE_USER_AP
	PLACE_CODE_USER_AP
	PLACE_CODE_USER_AP
	PLACE_CODE_USER_AP
	PLACE_CODE_USER_AP
	PROGRAM_ERROR
	PROPERTIES_FAILURE

	(Ｒ)
	REBIND
	REBIND
	REBIND_FAILURE
	RECEIVE_CONN_DOWN
	registerAcceptor
	registerAcceptor
	releaseTSCClient
	releaseTSCClient
	releaseTSCServer
	releaseTSCServer
	REP_MARSHAL_FAILURE
	REP_UNMARSHAL_FAILURE
	REQ_MARSHAL_FAILURE
	REQ_UNMARSHAL_FAILURE
	reset
	reset
	RT_ACPT_IS_ACTIVE

	(Ｓ)
	SAME_APID_EXIST
	SEND_CLNT_FAILURE
	SEND_SERV_FAILURE
	SEND_THIN_CLNT_FAILURE
	SEND_TSCD_FAILURE
	SERV_CONN_IN_END
	SERV_CONN_IN_START
	SERV_INIT_IN_END
	SERV_INIT_IN_START
	SERV_IS_NULL
	SERV_NO_SUCH_ACPT
	SERV_NO_SUCH_INTERF
	SERV_NOT_INITIALIZED
	serverMainloop
	serverMainloop
	SESSION_IN_CALL
	SESSION_IN_END
	SESSION_NOT_START
	setParallelCount
	setParallelCount
	setUserData
	setUserData
	SH_MEM_FAILURE
	shutdown
	SIG_COND_FAILURE
	start
	start
	stop
	stop
	SYSTEM_TIME_FAILURE

	(Ｔ)
	THREAD_CREATE_FAILURE
	THREAD_FACT_IS_NULL
	THREAD_FACTORY_CREATE_FAILURE
	THREAD_FACTORY_DESTROY_FAILURE
	TIMED_OUT
	TIMEOUT
	TIMEOUT
	TPBROKER_BAD_CONTEXT
	TPBROKER_BAD_INV_ORDER
	TPBROKER_BAD_OPERATION
	TPBROKER_BAD_PARAM
	TPBROKER_BAD_TYPECODE
	TPBROKER_CODESET_INCOMPATIBLE
	TPBROKER_COMM_FAILURE
	TPBROKER_DATA_CONVERSION
	TPBROKER_FREE_MEM
	TPBROKER_IMP_LIMIT
	TPBROKER_INITIALIZE
	TPBROKER_INTERNAL
	TPBROKER_INTF_REPOS
	TPBROKER_INV_FLAG
	TPBROKER_INV_IDENT
	TPBROKER_INV_OBJREF
	TPBROKER_INV_POLICY
	TPBROKER_INVALID_TRANSACTION
	TPBROKER_MARSHAL
	TPBROKER_NO_IMPLEMENT
	TPBROKER_NO_MEMORY
	TPBROKER_NO_PERMISSION
	TPBROKER_NO_RESOURCES
	TPBROKER_NO_RESPONSE
	TPBROKER_OBJ_ADAPTER
	TPBROKER_OBJECT_NOT_EXIST
	TPBROKER_PERSIST_STORE
	TPBROKER_REBIND
	TPBROKER_TIMEOUT
	TPBROKER_TRANSACTION_REQUIRED
	TPBROKER_TRANSACTION_ROLLEDBACK
	TPBROKER_TRANSIENT
	TPBROKER_UNKNOWN
	TPBrokerクラス
	TPBrokerクラス
	TPBrokerスケルトン
	TPBrokerスケルトン
	TPBrokerスタブ
	TPBrokerスタブ
	TRANSACTION_REQUIRED
	TRANSACTION_REQUIRED
	TRANSACTION_ROLLEDBACK
	TRANSACTION_ROLLEDBACK
	TRANSIENT
	TRANSIENT
	TSCAcceptor（C++）
	TSCAcceptor（Java）
	TSCAcceptorの生成と削除
	TSCAcceptorまたは派生クラスの生成
	TSCAdm.Active
	TSCAdm.Dead
	TSCAdm.Dying
	TSCAdm.Living
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_ACTIVE
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DEAD
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_DYING
	TSCAdm::TSC_ADM_PRC_LIVING
	TSCAdm（C++）
	TSCAdm（Java）
	TSCBadContextException
	TSCBadContextException
	TSCBadInvOrderException
	TSCBadInvOrderException
	TSCBadOperationException
	TSCBadOperationException
	TSCBadParamException
	TSCBadParamException
	TSCBadTypecodeException
	TSCBadTypecodeException
	TSCClient（C++）
	TSCClient（Java）
	TSCClientの取得
	TSCClientの取得
	TSCClientの取得と解放
	TSCClientの取得と解放
	TSCClientのリファレンスを取得
	TSCClientのリファレンスを取得
	TSCClientのリファレンスを取得
	TSCClientのリファレンスを取得
	TSCCodesetIncompatibleException
	TSCCodesetIncompatibleException
	TSCCommFailureException
	TSCCommFailureException
	TSCContext（C++）
	TSCContext（Java）
	TSCContextの取得
	TSCContextの取得
	TSCContextの生成
	TSCContextの生成と削除
	TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（C++）
	TSCContextを利用するアプリケーションプログラム（Java）
	TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	TSCContextを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例（C++）
	TSCContextを利用するサーバアプリケーションの例（Java）
	TSCD_IS_NOT_MY_HOST
	TSCDataConversionException
	TSCDataConversionException
	TSCDomain（C++）
	TSCDomain（Java）
	TSCFreeMemException
	TSCFreeMemException
	tscidl2cpp
	tscidl2j
	TSCImpLimitException
	TSCImpLimitException
	TSCInitializeException
	TSCInitializeException
	TSCInternalException
	TSCInternalException
	TSCIntfReposException
	TSCIntfReposException
	TSCInvalidTransactionException
	TSCInvalidTransactionException
	TSCInvFlagException
	TSCInvFlagException
	TSCInvIdentException
	TSCInvIdentException
	TSCInvObjrefException
	TSCInvObjrefException
	TSCInvPolicyException
	TSCInvPolicyException
	TSCMarshalException
	TSCMarshalException
	TSCNoImplementException
	TSCNoImplementException
	TSCNoMemoryException
	TSCNoMemoryException
	TSCNoPermissionException
	TSCNoPermissionException
	TSCNoResourcesException
	TSCNoResourcesException
	TSCNoResponseException
	TSCNoResponseException
	TSCObjAdapterException
	TSCObjAdapterException
	TSCObject（C++）
	TSCObject（Java）
	TSCObjectFactory（C++）
	TSCObjectFactory（Java）
	TSCObjectFactoryの派生クラスの生成と削除
	TSCObjectFactoryまたは派生クラスの生成
	TSCObjectNotExistException
	TSCObjectNotExistException
	TSCObjectの管理
	TSCObjectの管理
	TSCObjectの管理
	TSCObjectの管理
	TSCObjectの派生クラスのインスタンスの生成
	TSCObjectの派生クラスの生成と削除
	TSCPersistStoreException
	TSCPersistStoreException
	TSCPriority
	TSCProxyObject（C++）
	TSCProxyObject（Java）
	TSCProxyObjectまたは派生クラスの生成
	TSCRebindException
	TSCRebindException
	TSCRootAcceptor（C++）
	TSCRootAcceptor（Java）
	TSCRootAcceptorの生成
	TSCRootAcceptorの生成と削除
	TSCServer（C++）
	TSCServer（Java）
	TSCServerと接続
	TSCServerと接続
	TSCServerの取得と解放
	TSCServerの取得と解放
	TSCSessionProxy（C++）
	TSCSessionProxy（Java）
	TSCSystemException（C++）
	TSCSystemException（Java）
	TSCSystemExceptionの派生クラス（C++）
	TSCSystemExceptionの派生クラス（Java）
	TSCThread（C++）
	TSCThread（Java）
	TSCThreadFactory（C++）
	TSCThreadFactory（Java）
	TSCThreadFactoryの派生クラスの生成
	TSCThreadFactoryの派生クラスの生成と削除
	TSCThreadの管理
	TSCThreadの管理
	TSCThreadの取得
	TSCThreadの取得
	TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（C++）
	TSCThreadを利用するアプリケーションプログラム（Java）
	TSCThreadを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	TSCThreadを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例（C++）
	TSCThreadを利用するサーバアプリケーションの例（Java）
	TSCTimeoutException
	TSCTimeoutException
	TSCTransactionRequiredException
	TSCTransactionRequiredException
	TSCTransactionRolledbackException
	TSCTransactionRolledbackException
	TSCTransientException
	TSCTransientException
	TSCUnknownException
	TSCUnknownException
	TSCWatchTime（C++）
	TSCWatchTime（Java）
	TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（C++）
	TSCWatchTimeを利用するアプリケーションプログラム（Java）
	TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	TSCWatchTimeを利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例（C++）
	TSCWatchTimeを利用するサーバアプリケーションの例（Java）
	TSCアクセプタ名称
	TSCアクセプタ名称
	TSCアクセプタ名称
	TSCアクセプタ名称
	TSCアクセプタ名称の取得
	TSCアクセプタ名称の取得
	TSCサービス識別子
	TSCサービス識別子
	TSCサービス識別子
	TSCサービス識別子
	TSCデーモンに直結してリクエスト
	TSCデーモンに直結してリクエスト
	TSCユーザアクセプタ
	TSCユーザアクセプタ
	TSCユーザアクセプタの実装クラス
	TSCユーザアクセプタの実装クラス
	TSCユーザオブジェクト
	TSCユーザオブジェクト
	TSCユーザオブジェクトの実装クラス
	TSCユーザオブジェクトの実装クラス
	TSCユーザオブジェクトファクトリ
	TSCユーザオブジェクトファクトリ
	TSCユーザオブジェクトファクトリの実装クラス
	TSCユーザオブジェクトファクトリの実装クラス
	TSCユーザスケルトン
	TSCユーザスケルトン
	TSCユーザスケルトンの実装クラス
	TSCユーザスケルトンの実装クラス
	TSCユーザスレッドの管理
	TSCユーザスレッドの管理
	TSCユーザプロキシ
	TSCユーザプロキシ
	TSCユーザプロキシの実装クラス
	TSCユーザプロキシの実装クラス
	TSCユーザプロキシの実装クラス
	TSCユーザプロキシの実装クラス
	TSCルートアクセプタ状態
	TSCルートアクセプタ状態
	TSCルートアクセプタ登録名称
	TSCルートアクセプタ登録名称
	TSCレギュレータを経由してリクエスト
	TSCレギュレータを経由してリクエスト
	TSD_FAILURE

	(Ｕ)
	UEXCEPT_MARSHAL_FAILURE
	UEXCEPT_UNMARSHAL_FAILURE
	UNKNOWN
	UNKNOWN

	(Ｗ)
	WATCH_IS_STARTED
	WATCH_IS_STOPPED

(ア行)
	(あ)
	アプリケーションプログラムの作成手順（C++）
	アプリケーションプログラムの作成手順（Java）

	(い)
	インタフェース名称
	インタフェース名称
	インタフェース名称
	インタフェース名称
	インタフェース名称
	インタフェース名称

	(え)
	エラーコード
	エラーコード
	エラーコード一覧

(カ行)
	(か)
	完了状態
	完了状態
	完了状態
	完了状態
	完了状態一覧

	(き)
	基本データ型（C++）
	基本データ型（Java）

	(く)
	クライアントアプリケーションの終了
	クライアントアプリケーションの終了
	クライアントアプリケーションの初期化
	クライアントアプリケーションの初期化
	クラス関連図（C++）
	クラス関連図（Java）
	クラスの一覧（C++）
	クラスの一覧（Java）

	(こ)
	公開メソッド呼び出し
	公開メソッド呼び出し
	公開メソッド呼び出しと内部参照（C++）
	公開メソッド呼び出しと内部参照（Java）
	コマンドの一覧

(サ行)
	(さ)
	サーバアプリケーションの終了
	サーバアプリケーションの終了
	サーバアプリケーションの初期化
	サーバアプリケーションの初期化

	(し)
	システム提供クラス
	システム提供クラス
	受信待ち状態
	受信待ち状態

	(せ)
	セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
	セション呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
	セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
	セション呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	接続経路
	接続経路

(タ行)
	(と)
	同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
	同期型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
	同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの実行時の処理（C++）
	同期型呼び出しをするアプリケーションプログラムの実行時の処理（Java）
	同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
	同期型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）
	同期型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
	トランザクションフレームジェネレータが生成するクラス
	トランザクションフレームの出力（C++）
	トランザクションフレームの出力（Java）

(ナ行)
	(な)
	内部参照（アクセス）
	内部参照（アクセス）
	内容コード
	内容コード
	内容コード
	内容コード
	内容コード一覧

(ハ行)
	(は)
	場所コード
	場所コード
	場所コード
	場所コード
	場所コード一覧
	パラレルカウント
	パラレルカウント

	(ひ)
	非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（C++）
	非応答型呼び出しをするアプリケーションプログラム（Java）
	非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（C++）
	非応答型呼び出しをするクライアントアプリケーションの例（Java）
	非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（C++）
	非応答型呼び出しをするサーバアプリケーションの例（Java）
	雛形クラス
	雛形クラス

	(ふ)
	プロセスステータス
	プロセスステータス

(ヤ行)
	(ゆ)
	ユーザ定義IDLインタフェース
	ユーザ定義IDLインタフェース依存クラス
	ユーザ定義IDLインタフェース依存クラス
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
	ユーザ定義IDLインタフェースの例
	ユーザデータの取得
	ユーザデータの取得
	ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（C++）
	ユーザ例外通知を利用するアプリケーションプログラム（Java）
	ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例（C++）
	ユーザ例外通知を利用するクライアントアプリケーションの例（Java）
	ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例（C++）
	ユーザ例外通知を利用するサーバアプリケーションの例（Java）

(ラ行)
	(れ)
	例外クラス
	例外クラス



■ 商標類
	AIXは，米国における米国International Business Machines Corp.の登録商標です。
	Borlandのブランド名および製品名はすべて，米国Borland Software Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。
	CORBAは，Object Management Groupが提唱する分散処理環境アーキテクチャの名称です。
	HP-UXは，米国Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。
	Itaniumは，アメリカ合衆国および他の国におけるインテル コーポレーションまたはその子会社の登録商標です。
	Java 及びすべてのJava関連の商標及びロゴは，米国及びその他の国における米国Sun Microsystems,Inc.の商標または登録商標です。
	Linuxは，Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。
	Microsoftは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
	Red Hatは，米国およびその他の国でRed Hat,Inc. の登録商標若しくは商標です。
	Solarisは，米国Sun Microsystems, Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
	UNIXは，X/Open Company Limited が独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標です。
	Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
	Windows Serverは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の商標です。
	　
	プログラムプロダクト「P-9D64-E151，P-9D64-E251，P-9D64-E551」には，米国Sun Microsystems, Inc.が著作権を有している部分が含まれています。
	プログラムプロダクト「P-9D64-E151，P-9D64-E251，P-9D64-E551」には，UNIX System Laboratories, Inc.が著作権を有している部分が含まれています。



